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第398図　第298号住居跡出土遺物実測図
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床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

ぽty睦　摘、所（Pl）。Plは径25cmの円形で　深さ測cmである。出入り口に農うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐色　しトーム粒J’－・も鼠　しトーム′巨．ブしトノツ少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

3　黒褐色　廃土粒千・歳化粒巨しトーム小ブしトノク。しトム粒千少量

遺物　土師器片摘息須恵器片5息灰粕陶器片翻点　土製品　息石製品　意　鉄製品　意が出土してい

る○　鼠の土師器舞は中央付近の床面直上から逆位で出土してお耽　ほかはすべて覆土車から出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

第298号住居跡出土遣物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第39 8図 杯 Å［12．0］ 底部 か ら日録部 にかけての破片。丸 目線部 内 e外面横ナ 千　 体部 。底部 長石 ・雲母 P 13 25
且 土 師 器 H L　3言〕 底。休部 は内攣 して立ち上が り声　日 へラ削 り。 にぷい橙色 40％

緑部上位 に弱い稜を持 っ。 日経部は 普通 中 央付近昧直
直立す る。 煤付 着

2

高台付塔 A l私4 日録部一部欠損。 高台はハの字状に 日録部か ら体部内 魯外面 ロクロナデ。砂粒 砂石英 P 132 6
須 恵 器 B　 6 ．6 開 く。休部は外傾 して立 ち上が り， 底部回転 へラ切 り後，高台貼 り付 け。 灰褐色 90 0。

＝ 10 ．5

E　 lや3

日経部に至る。 良好 得土 中

3

婆 Å［31．2］ 日録部片。 ロ緑部は外反する。 日経 目線部 内 ◎外面横ナデ。頸部外面 に 右英 。長石 P 13 2 7
須 恵 器 －B （H i3）l部上位 に稜 を持っ。　　　　　 －4 本櫛歯 による波状文が施 され てい l灰色　　　　　　 …1n O、

⊥U／0
3 須 恵 器 B （H ．3） 部上位 に稜 を持っ。 4 本櫛歯 による波状文が施 され てい 灰色 1n O、

⊥U／0
る。 良好 将士車

4

短 頸 壷 A は上4］ 休部か ら日縁部 にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナ千 体部内面へ 石英 ゆ長石 ⑳雲母 P 13 28
須 恵 器 B （10 滴） 部は内攣 して立 ち上が 畑　 日録部は iラナデ。 暗灰黄色 25％

短 く直立する。 良好　 煤付着 覆土 中

5

長 頸 瓶 B （1私3．） 底部片。短 い高台が付 く。休部は内　 体部内 儲外面 ロクロナデ。 石英 ◎長石 P 1 32 9
須 恵 器 D ［10 ．7］

E　 O ．8

攣気味 に立 ち上が る。 暗オ リーブ快色

良好

15％

将士中

6

長 頸 瓶 B （1．6） 底部片。短 い高台が付 く。 底部高 台貼 り付け後，ナデ。 砂粒 P 13 3．1
灰粕陶器 D ［13 ．2］ 暗灰色 5 ％

E　 O ．9 良好 覆土中

7

蓋 A ［実行の 目線部片。 目線部 は短 く折 り返され 日経部内 会外面 ロクロナデ。 砂粒 P は30
灰粕 陶器 B （上2） ている。 黄灰色

良好

5 ％

得土 中

8

平　　 瓶 B （私4） 頸部片。頸部は直立気味に立ち上が 頸部内 e 外面 ロ クロナデ． 砂粒 P 13 3 2
灰粕陶器 る。 黄灰色

良好

10 0。

将士中

9

長 頸 瓶 B （5 ．3） 頸部片。頸部はやや外傾 して立 ち上 頭部内 e 外面 ロ クロナ辛 砂粒 P 13 33
灰粕 陶器 が る。 にぷい赤褐色

良好

10 0。　 覆土中

井ヶ谷78号窯様式

図版番う

種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　　 工　　 地　　 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cmう 重畳（g）

10 不明土製品 3．3 1．9 0．5
0 0日　 5

覆土中 n P lOO．1

図版尋
種　 別

計　　　　 潮　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

11 小　　 玉 0」 0．25 0．1 0．06 覆土中 Q lOO4　貢岩

一一一一一1－∴18Lll…l…－ll



図版番号恒 計　　　　 潮　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考序 さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重畳（g）

第398図1 刀　　 子 鯨潮 上4　 恒 ・5 ！ 浮） 覆土中 M lO23

第調号住居跡　第諏図）

位置　調査6区南乱　N13。1°区。

重複関係　第297の298号住居跡を掘り込んでおり芦　本跡が新しい。また第273号住居跡が本跡の上に構築され

ているので，本跡が【吊、、＿、

規模藍平面形　長軸4．26m，短軸3。82mの長方形である。

主軸方向　N一一一▼－V1－301－11＼V

壁　壁高は3～那cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ摘配m　袖幅相談m　壁外への掘り込みは35cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ芦　煙道部は火床部から外傾して立ち上り，途

中に平坦面を持ち，さらに緩やかに立ち上がる．、．

憲土層解説

1暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，Eト－ム粒子微量
2　暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子中量夕　焼土中ブロック∵砂にト…ム粒子微量
3　黒褐色　廃土粒子砂炭化粒子中量，焼土中ブロック車．E7－～ム粒子少量

4　黒褐色　廃土粒子多量，炭化粒子中農，ローム粒子少量

者達　7層からなりタ　焼土，炭化材が多墨に含まれ，人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　しトーム粒子中量　炭化物。炭化粒トし「－！、小一パトノク・′レ量

2　極暗褐色　ローへム小ブロック砂ロ…ム粒子多亀　廃土粒子砂炭化粒子砂ロ…ム中ブロック少量，炭化物微量
3　黒褐色　ロトーム小ブロック少量，焼土粒子鋒炭化粒子微量

4　黒褐色　ロ…ム粒子多量　廃土粒子魯炭化物の炭化粒子少量
5　黒褐色　廃土粒子砂炭化粒子中量プ　炭化物少量
6　黒褐色　廃土粒子の炭化物多量，ローム小ブロック中量

7　黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子中量，焼土中ブロックe炭化物少量

遺物　土師器片減点　須恵器片媚息　礫　点が出土している。lの土師器杯は西壁際の覆土上層から逆位で，

3の土師器棒学　魂の土師器鉢は中央付近の覆土中層から正位で芦　5の土師器小形婆は竃内から逆位で，7の須

恵器杯は中央付近の覆土中層から正位で，8の須恵器棒は中央付近の覆土下層から逆位で，9の須恵器埠は西

壁際の覆土中層から芦　Ⅲの須恵器聾は中央付近の覆土下層から，鼠2の須恵器要は東壁際の覆土上層からそれぞ

れ出土している。

所農　本跡は焼失家屋で，時期は遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀後薬と考えられる。

第299号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　 の 特 徴 胎工 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第40 0図 林 Å 15 ．0 体部 儲日録部一部 欠損。平底。休部 口緑部か ら休部外面 ロクロナデ。体 石英 e長石 ㊤雲母 P 13 35
1 士 師 器 B　 5 」 は内攣気味に立 ち上が り， 目線部に 部下端回転 へラ削 り。 内面へ ラ磨 き。外面にぷい褐色 70％

ぐ　 6 ．8 至る。 底部回転へラ切 り後， ナデ。 内面黒

色処理。休部外面 に墨書。

内面黒色

普通

西壁 際覆土上層

一一一」85－－－－－
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第399図　第299号住居跡実測図
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図版番 可
器　 種 計測値豆の 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 工 。色調 ・焼成 備　　 考

第400図 埠 A ［15．日 底部か ら日縁部にかけての破片。乎 目線部 か ら体部外面 ロクロナデ。体 石英 ¢長石 ◎雲母 P 133 6
2 土 師 器 B　 4 ．6 底。休部は外傾 して立ち上が 畑　 日 部下端 回転へ ラ削 り。内面へラ磨 き。外面にぷい褐色 30 0。

C　 7．0 縁部 に至 る。 底部 回転へ ラ切 り後，ナデ。内面黒 内面黒色 北壁際覆土下層
色処理。体部外面に墨書。 普通

3

杯 B （4 ．7） 日縁部欠損。平底。体部は外傾 して 休部外面 ロクロナデ。休部外面下端 砂粒・右華・長石・雲母 P 13 37
土 師 器 C　 7 ．3 立 ち上がる。 へ ラ削 り。内面へラ磨き。底部回転 外面橙色 ㊧内面黒色 80％

へ ラ切 り後，ナデ。 内面黒色処理。 普通　 二次焼成 中央付近覆土中層

4

鉢 A　21 ．0 底部か ら目線部にかけての破片。乎 口縁部内 昏外 面横ナデ。体部外南中 砂粒 ◎石英 魯長石 鋒 P 133 8
土 師 器 B l l．7 底。休部 は内攣 して立ち上が り，日 位か ら下位へ ラ削り。内面㌦＼ラナデ。 雲母　 橙色 50％

C l O．2 緑部 は外反す る。 底部へラ削 り。 普通　 煤付着 中央付近覆土中層

5

小 形 賓 Å 11．4 休部一部欠損。平底。 休部 は内攣 し 目線部 内 啓外面横ナ デ。休部外面下 長石 ・雲母 P 13 39
土 師 器 B 12 ．6 て立 ち上が り， 目線部 は強 く外反す 位 へラ削り。 内面ナデ。底部に木葉 橙色 600。

C　 6 ．0 る。端部は上方 につ まみ上げ られて

いる。

痕。 普通

煤付着

竜内

6

婆 A 「19 ．01 休部か ら目線部 にかけ ての破片。体 目線部内 e 外面横ナデ。休部 内面へ 石英 ①雲母 P 134 0
土 師 器 B （11 ．4） 部は内攣 して立 ち上が 畑　 日縁部は ラナデ。 褐色 10％

外反す る。端部は外上方につ まみ上

げ られ ている。
普通

外面煤付着

西壁 際覆土中層

7

杯 A 1 3．4 目線部一部欠損。平底。体部 は外傾 目線部か ら体部内 ⑳外面 ロクロナデ。石英 車長石 ◎雲母 P 13 LH
須 恵 器 8　 3。8 して立 ち上が りプ　ロ緑 部に至 る。 休部下端手持 ちへ ラ削 り。底部回転 昧 白色 90 0。

C　 5 ．8 へラ切 り後芦　へ ラ削 り。 普通 中央付近覆土中層

8

杯 A 13 ．4 ロ縁部一部欠損。平底。休部は外傾 日録部か ら体部内 魯外面 ロクロナデ。砂粒 ・右英 ・長右 。 P 134 2
須 恵 器 B　 4 ．9 して立ち上がり， ロ緑部はわずかに 休部下端手持ちへラ削 り。底部へ ラ 雲母　 灰色 80％

C　 5 ．2 外反する。 削 り。 普通 中央付近覆土下層

9

l

埠 A 14．2 口緑部一部 欠損。平底。休部は外傾 目線部 か ら体部 内 や外面 ロクロナデ。石英 ・長石 ・雲母 P 131 3
須 恵 器

［

B　 4．2 して立 ち上が り， 目線 部は外反す る。休部下端手持ちへラ削り。底部回転 灰色 80 0。
C　 5．5

】

へラ切 り後， へラ削り。

！

普通

i

西壁際 覆土中層

10

杯 A ［13 ．2］ 体部か ら日経部一部欠損。平底。体 日録部か ら体部内 鎗外面 ロクロナデ。右 英・長右 ・雲母 P 13∴＝
須 恵 器 B　 4 ．8 部 は外傾 して立ち上が 畑　 口緑部 に 休部下端手持 ちへ ラ削 り。底部へラ 暗灰色 500。 南東 ∴1一一

C　 4 ．8 至 る。 削り。 普通　 煤付着 十一将士 中層

11

要 Å［‾‾31 ．0ム］ 日録部片。 日録部 は外反す る。 日録部内 ◎外面横ナデ。頸部外面縦 石英 ・長右 ・雲母 P 134 5
須 恵 器 B （8 ．6） 方 向の平行P帽 。 褐灰色

普通

10％

中央付近覆土下層

12

婆 A ［36．8］ 体部 か ら日緑部 にかけての破片。体 日録部内 昏外 面横 ナデ。休部内面ナ 石英 ・長右 ・雲母 P 134 6
須 恵 器 B （12ぁ3） 部は内攣気味に立 ち上が り， 日経部 デ。休部外面縦方 向の平行叩 き。 褐灰色 10 0。

は強 く外反す る。 良好 東壁際 覆土上層

13

長 頸 瓶 A ［10 ．6］ 口縁部片。 口緑部は外反 して立 ち上 口緑部 内 e外面 ロクロナデ。 砂粒 P 13 3 1
灰 粕陶器 B （5 ．2） が る。 灰色

良好

10％　 覆土 中

黒笹90号窯様式

第調号住居跡（第4飢図）

位置　調査6区南部，M14jl区。

重複関係　第301◎302号住居跡が上部に構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．58m，短軸4。07mの長方形である。

主軸方向　N1－－1901一一E

壁　壁高は34～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅10～15cm，下幅5～10cm，深さ5～10cmほどで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃前面がよく踏み固められている。

1－一一一一一488－1－－－、1一一



竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ臓配m　袖幅蟻触　璧外への掘り込みは羞cmである。磯部は砂

質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ芦煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
温　暗褐色　焼土粒子多鼠　焼土かブロック◎炭化粒子少量

2　暗褐色　焼土粒子◎ロ…ム粒子少量夕　廃土小ブロックe炭化粒子微量
3　暗褐色　焼土粒子中農，廃土小ブロック砂炭化粒子◎ロ…ム粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子中豊算　段化粒子少量，廃土小ブロック砂ローム粒子微量

5　暗褐色　廃土粒子多量，廃土小ブロック砂炭化粒子少量，ロ…ム粒子微量
6　暗褐色　廃土粒子車鼠　炭化粒子・ローーム粒－fl少量∴廃土小ゾしト′ク微量
7　明褐色　焼損立了ヰ唱＼炭化粒子少鼠　焼巨巨ブしト′ク・しトーム粒子微量

－　　　∴　　　　　′　　：　・・・、′こ∴　：、′ノ）∫三、一　∴・モミ二・、；、、‘一・′、′）・円′・＿一㌦、′ノ∴　∴

′・′′　　　　ぺ　ハ・＝　i′、い、、′・　一　丁一了′　　′′、’、　日、ノ　ー、・7㌦　ノ′‥．′

覆土　9層からなり，自然堆積である、－、

土層解説

1黒褐色　しトム十ブしコ・ソク。しトム粒ナ少鼠　焼巨」、ゾしト′クe焼抽圧・炭化粒子。炭化物・しト！、中ゾしトノク微量

2　黒褐色　焼上中ゾしコ、ソク。しトム粒子少量∴廃土粒子・炭化物。炭化粒子・しトム小ブロック微量

：う　極暗褐色　焼トトブしトノク・しトム粒子′塙芸1噂雄（千・炭化物。炭化粒「。lトム′巨デ＝・リク微量
・l　黒褐色　tlトー！、中‾パリッ・しトーム粒f中量

5　黒褐色　ローム粒子少量，廃土小ブロック◎焼土粒子のロ㌧∵ム小ブロック微量

（う　黒褐色　tトー！＼粒‾J’－中鼠　焼上中ゾしトソク。焼L二粒「少量

7　黒褐色　し‾トム粒子少鼠　廃土粒f‥炭化粒子・し十‥ム小一ブしトノク微最

8　黒褐色　しトム粒J‾二一少鼠　焼上中ゾしト′ク・しトームf一恒小ブしトノク微量

9　黒褐色　焼巨トデしブい′クe焼細目’一・炭化粒戸レ鼠　しト！、小ゾしトノク・Llrム粒召敬量

こ寸　　一′－　ノ　　　三、・′・′′、′′ノ　　　　　′・′　　′ノ′　　ノ、了．　・．′‾′ノ昌・．、ノ‥／・′・tノ′′′・・上

、’ノ、ノ∴∴∴ノ　＼、　iバ上‥、ノ　ー、・ノ主　、′／ノ　ノ　　阜∴ノ′．ノ＼圧ノー・ノ、1－・′」、‖十古㌔

土中層からタ　転の須恵器盤は左磯部付近と北壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。了は須恵器婆の休部

′’′．、・′‥′　′／　　′′ノ言、l　　　′′ノ

所農　本跡の時期は芦　遺構の形態や出土遺物から平安時代の8世紀後妻と考えられる。

∵工、∴’・　い　　　′巨∴：′・

図版番号 器 種 序朋 廟
器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第102図 婆　　 Å　25 ．2 体部から日経部にかけての破片。体 ＝縁部内e外面横ナデ．休部外面へ 砂粒 ・右英。長右・ P 13∴指
皇 工 帥 器 I上代．針 部は内攣して立ち工が年　 目縁部は ラ削り。内面へラナデ。 雲母 ・スコリア 40％

外反する。端部は外上方につまみ上 にぷい褐色 P l付近覆土下層
げられている。 普通　 煤付着

2

賓　　 Å「21．が

土 師 器　 臣 15 ．6〕

休部から日録部にかけての破片。体

部は内攣 して立ち上が年　 目縁部は

外反する．

＝緑部内 e外面横ナデ．休部外面へ

ラ磨き。内面へラナデ。

石英。長石 ・雲母 。

スコリア

にぷい赤褐色　 普通

P 鼠3∠皇9

100。

束壁際覆土下層

杯　　　 Å 11 ．5 ＝縁部一部欠損．平底㍉休部は外傾 ＝緑部から体部内 e外面ロクロナデ㍉砂粒。石英・長石。 P 1350
3 須 恵 器　 8　 3．7

ぐ　 7．1

して立ち上が年　 目縁部に至る予 底部多方向のへラ削り。 雲母　 黄灰色

良好

700。

P 2付近覆土下層

4

杯　　 Å「1工2〕 底部から目線部にかけての破片。平 H 縁部から体部内 。外面ロクロナデ．石英 ・長石 ・雲母 P 1317
須 恵 器 B＋ ∠生の 底。休部は外傾 して立ち上が畑　 ロ 底部へラ削も「 橙色 30㌔　 南東コ‥

C ［8。2］ 緑部に至る。 普通 ナ…付近覆土中層

杯　　 Å「16 ．0！ 底部から口縁部にかけての破片．平 日緑部から底部内e 外面ロクロナデ∵砂粒。石英 。長石 e P 1351
5 須 恵 器　 B　 工0 底予休部は外傾して立ち上がり†口 体部下端手持ちへラ削り。底部へラ 雲母　 灰黄褐色 30 0。

e ！10 ．十 緑部に至る。 削り。 良好 西壁際覆土中層

盤　　 A ［22 。6］ 底部から日録部片。高台はハの字状 ＝縁部から体部内 ・外面ロクロナデ∴砂粒・石英・長石 P 1352
6 須 恵 器　 B　 4。8 に開く。体部は外傾 して立ち上が畑 底部へラ削り衡　 高台貼 り付け． 灰黄色 209。

D つ5．2！ 休部と口縁部との境に稜を持つ十日 良好 左袖付近 ・北壁
E　 l．5 緑部は外反する。 付近覆土下層

7

婆　　 Iか1工6〕 体部片。体部は外傾して立ち上がる。休部外面に横方向の平行叩き＋内面 長右 ・雲母 P 1531
須 恵 器 へラナデ。 黄灰色

良好

100。

北壁際覆土下層

一一1－489－－－－－－



上、

第401図　第300号住居跡実測図
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第402回　第300号住居跡出土遺物実測図

第301号住居跡（第403図）

位置　調査6区南部，M13jo区。

重複関係　第302号住居跡を掘り込んでおり，また第300号住居跡の上部に構築されているので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．74］m，短軸［3．32］mの長方形と推定される。

主軸方向［N－650－E］

壁　壁高は16～17cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下から西壁下にかけて巡っている。上幅20～25cm，下幅10～12cm，深さ8cmほど，断面形はU字形

である。
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第403図　第301号住居跡実測図

ト　可　⑥

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部がよく踏み固められている。

竜　北東壁東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ1（力cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは45cmである。

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち

上がる。

窓土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子微量
4　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

－492－



覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色

3　黒褐色
4　黒’褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片282点，須恵器片53点が出土している。1の土師器高台付杯は左袖付近の覆土下層から正位で，

2の土師器高台付椀は南西壁と北東壁の覆土下層から出土し接合している。3の土師器小皿は北東壁際の覆土

下層から，4の土師器小皿は南東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第404図　第301号住居跡出土遺物実測図

第301号住居跡出土遺物観察表
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図版 番号 器種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備考

第404図 高 台付杯 A 18 ．6 高台部一部欠損。休部は内攣気味に 口縁部か ら休部外面 ロクロナデ。底 砂粒 P 1354

1 土 師 器 B （7 ．0） 立ち上が り，口縁部はわずかに外反 部 内面ナデ。 高台貼 り付け後，ナデ。 浅黄橙色 90％

E （1．1） する。 普通　 外面煤付着 左袖付近覆土下層

2

高台付椀 A 14．0 口緑部一部 欠損。高台は短 く開 く。 口縁部か ら休部外面 ロクロナデ。内 砂粒 ・スコリア P 13 55
土 師 器 B　 5．3 休部 は内攣 して立 ち上が り，口縁部 面へラ磨 き。 高台貼 り付け後，ナデ。 外面橙色 90％　 南西壁 ・

D　 6 ．6

E　 O ．6

はわずか に外反す る。 内面黒色処理。 内面黒色

普通

北東壁際

覆土下層

3

小　　 皿 A　 9 ．6 底部一部欠損。平底。休部 は外傾 し ロ緑 部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。石英 ・長石 ・雲母 ・ P 13 56
土 師 器 B　 l．6

C　 6 ．4

て立 ち上が り， 口緑 部に至 る。 底部 回転糸切 り。 スコリア

浅黄橙色　 普通

95％

北東壁際覆土下層

4

小　　 皿 A ［10 ．2］ 底部か ら口緑部にか けての破片。平 ロ緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 135 7
土 師 器 B　 l ．8 底。休部は外傾 して立 ち上が り， 口 底部 回転糸切 り。 スコリア　 橙色 50％

C　 7 ．1 緑部に至る。 普通　 煤付着 南東壁際覆土下層

第302号住居跡（第405図）

位置　調査6区南部，N13ao区。

重複関係　第300・303・304号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。また第301号住居跡に掘り込ま

れているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸［2．60］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－650－E

壁　壁高は24cmで，外傾して立ち上がる。
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第405図　第302号住居跡実測図
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壁溝　北西壁下から南西壁下にかけて巡っている。上幅12cm，下幅8cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形で

ある。

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部がよく踏み固められている。

竃　北東壁東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ90cm，袖幅85cm，壁外への掘り込みは45cmである。

袖部は砂質粘土で構築されており，両袖部には雲母片岩の補強材が用いられている。火床部は楕円形に浅く掘

りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

窓土層解説

1　黒褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
2　黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量
4　黒褐色　炭化粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子少量

5　暗褐色　廃土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
6　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　黒褐色　廃土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片230点，須恵器片60点が出土している。1の土師器高台付椀は竃内から，2の土師器小皿は中

央付近の床面直上から逆位で，3の土師器聾は竃内からそれぞれ出土している。4は須恵器饗の休部片で，外

面には同心円叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第406図　第302号住居跡出土遺物実測図

第302号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー一一一一一一一一一一一十－」

図版番口器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第406図高台付椀 B（4．5）底部から休部にかけての破片。高台口縁部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・長石・雲母・P1358
1 土師器D　6．1 は短く開く。休部は内攣して立ち上面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。スコリア　にぷい橙40％

E　O．4 がる。 内面黒色処理。 色　内面黒色　普通竃内

2

小　　 皿 A［10．0］底部からロ縁部にかけての破片。平 口縁部から休部外面ロクロナデ。底砂粒・雲母・スコリP1359
土師器 B　l．8 底。休部は外傾して立ち上がり，口部回転糸切り。 ア　にぷい橙色 40％

C［7．2］緑部に至る。 普通 中央付近床直

3

整 A［20．4］休部から口縁部にかけての破片。体ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ石英・雲母・スコリP1360
土師器 B（21．3）部は内攣して立ち上がり，ロ緑部はラ削り。内面ナデ。 ア　にぷい橙色 20％

外反する。 普通 竃内

第303号住居跡（第407図）

位置　調査6区南部，N13bo区。

重複関係　第302・306号住居跡が上部に構築され，第175号土坑に掘り込まれているので，本跡が古い。また

第305号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．36m，短軸4．07mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅12～15cm，下幅8～10cm，深さ8cmほどで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，出入り口付近から竃前面にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ138cm，袖幅165cm，壁外への掘り込みは25cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，火熱を受け赤変している。煙道部は火床部

から外傾して立ち上がる。
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第407図　第303号住居跡実測図
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第408図　第303号住居跡出土遺物実測図

賢一

高一
I L　一・日

：、

Hの
1－±

ll

、しこ．

1

＼

寝
描

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　・・l　　・・l

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
4　黒褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
5　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

6　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック微量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径25cmの円形で，深さ28cmである。主柱穴と考えられる。P2は径30cmの

円形で，深さ25cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，廃土粒子・ローム中ブロック微量
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　極暗褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片332点，須恵器片94点が出土している。1の土師器賓は竃右袖部の補強材として逆位で，2の

土師器聾，3の須恵器杯は竃内からそれぞれ出土している。4は須恵器聾の休部片で，外面に縦位の平行叩き

が施されている。
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所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から平安時代の9世紀後薬と考えられる。

第測号住居跡出土遺物観察衷

図版 番 口 器　 種 計測値葎両 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 士 ・色調 e 焼成 備　　 考

第40 8図 要 A は8。8］ 休部 ⑳目線部一部欠損。平底。休部 目線部内 ・外面横 ナデ．休部外面へ 砂粒 ・右奥 。長右 ・ P 13 6 1

鼠 土 師 器 B　2 5．5 は内攣 して立ち上が 畑　 日録部は外 ラ削 り。内面 ナデ。底部に木葉疫。 雲母 60％

し　 8 ．0 反す る。端部は外上方につまみ上げ 明赤褐色 右袖補強材
られ てい る。 普通　 二次焼成

2

婆 B （8 ．6） 底部か ら体部にかけての破片。平底。休部外面下位縦方向のへラ磨 き。 内 砂粒 。右英 ・長右 。 P 136 2

土 師　 器 し　 7 ．0 休部は内攣 して立ち上 がる。 面へ ラナデ。底部に木葉痕。 雲母 昏スコリア 20％

にぷい赤橙色　 普通 竜 内

3

杯 A ［11 ．8］ 休部か ら目線部 にかけ ての破片。体 目線部か ら体部内 。外面 ロプロナデ∴砂粒 昏石英 臆長石 怨 P 1 36 3
須 恵 器 B　 4 ．3 部は外傾 して立 ち上が り， H 緑部に 雲母 ◎スコリア　 灰 10 0。

至る。 褐色　 普通　 煤付着 竃 内

第調号住居跡　第墟図）

位置　調査6区南部，N13b～）区、

重複関係　第測　◎渕　◎測号住居跡が上部に構築されており　本跡が青い。

規模と平面形　長軸3．85m，短軸3．60mの方形である．＿，、

主軸方向　N…－…一一70－∵W

壁　壁高は38（・111で、ほぼ垂直に立ちしこがる、．

壁溝　上幅翻cm　下幅蟻cm　深さ8cmほどで　断面形はU字形である。全問している。

床　全体的に平坦で，出入り口付近から竃前面にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ95cm　袖幅は雛m　璧外への掘り込みは32cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。須恵器こね鉢が支卿に転用され芦　火床部中央に置かれている。火床部は円形に浅く

掘りくぼめられ，煙道部は火床部から外醸して立ち上がる．

竃土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
．1　黒　褐　色
5　黒褐色

6　黒褐色

廃土粒子◎炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
炭化粒子少量，廃土小ブロック診廃土粒子微量

焼土中ブロックの焼土粒子魯炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子⑳炭化粒子少農，焼土粒子微量
廃土小ブロック中量，焼土粒子◎炭化粒子少量
焼土中◎小ブロック◎炭化粒子多量

7　黒褐色　廃土小ブロック啓炭化物少量，炭化粒子◎ローム粒子微量

8　極暗褐色　廃土小ブロック◎焼土粒子少量，炭化粒子◎ローム粒子微量

掛y睦　2か所（Pl，P2）。Plは径磯cmの円形で，深さ30cmである。主柱穴と考えられる。P2は径32cmの

円形で，深さ30し刊である。出入り口に伴うビットと考えられる。

貯蔵穴　P2付近に付設されている。径郁伽の円形で，深さ16cmである。断面形は皿状をしている。

覆土　6層からなり，覆‖丁何二ローームプロ、ソクが多く含まれ人為堆積である、．、

土層解説
1　黒褐色　ロトーム小ブロック砂ローム粒子少量，廃土粒子◎炭化粒子微量

2　黒褐色　ロトーム小ブロック㊤ローーム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子eローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子◎ローム中ブロック微量
4　黒褐色　ロトーム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子◎炭化粒子微量

6　極暗褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロック¢炭化粒子eローム粒子微量

11498－－一一一一
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第410図　第304号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片334点，須恵器片106点が出土している。1の土師器賓は竃内から正位の状態で，2の須恵器杯

は右袖付近の覆土中層から正位で，3の須恵器饗はPl付近の覆土上層からそれぞれ出土している。4の須恵

器こね鉢は竃の支脚として使用されていた。5は須恵器聾の休部片で，外面には同心円叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。

第304号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第410図 璽 B （28 ．7） 底部か ら体部にかけて．の破片。平底。体部外面縦方向のヘ ラ磨き。内面へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 136 4

1 土 師 器 C　 7 ．8 休部 は内攣 して立ち上がる。 ラナデ。底部 に木葉痕。 雲母　 にぷい橙色

普通　 二次焼成

70％

竃 内

－500－



：号 器 ‾種 恒 雁 価 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i始土 砂色調 ◎舶
備　　 考

第引0図　　 廿　　　 Å 13．0 打線部一部欠損。体部は外傾 して立　 目線部か ら体部外南 口タロナデG 底　 砂粒 参石英 昏長石 I）13 65

2 須 恵 器　 8　 工 8 ち上が 軋　 打線部 に至 る。　　　　 部へラ切　 後　 へ ラ削 。　　　　 灰色 700。
ぐ　 5 ．8 良好 右袖付近将士中層

婆　　 Å！23 ．0 〕 休部か へ目線部にかけて川 根「 休　 日縁部 内 。外面酢 「㍉　 休部縦方 向　 砂粒 ・h 英 ・長有 0 ㌘136 6
3　　 萄 悪 器　 8 し18 ．針

E

部は内攣 して立ち上が 畑　 打線部 は　 の平行叩 き。　　　　　　　　　 雲母　 灰色

外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 煤付着
20㌔

P l付近覆土上層

こ　ね 鉢　 Å 16 ．3 日録部一部 欠損。平底。体部は外傾　 口縁部か ら体部 内 怨外面 ログロナデ。 砂粒 ⑳長石 P 13 6 7
4　　 須 恵 器 8 16 ．2 て立 ち上が 軋　 打線部は内懐す る。底部へ ラ削 り。　　　　　　　　 灰色 90 0い

し 10．0 良好　 二次焼成 支卿転用

欝調号佳腰掛　第蛸囲）

位置　調査6区南乱　N131川区．

重複関係　第測～測号住居跡の上部に構築されており　寒路が新しい。

規模藍平面形　長軸［き測m　短軸摘。蟻mの方形と推定される。

主軸方向［‾‾‾N一一一9㌢∵1日

壁溝　商壁下で確認した。上幅蟻cm　滞幅8cm　深さ臓はほどである。断面形は餌字形である。

′′・　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′、　一　′′′

′　　　　　一　一　　　　I：　　ノ、・、′、　　　、′．’、

磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕閏形に浅　掘り　ぽめられ　煙道部は火床部から緩やかに立ち

l二がる、、、．

憲土層解説

黒褐色　廃土粒子の炭化粒予感ロ…ム粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子少量芦　焼土小ブロック⑳炭化粒子⑳ロ…ム車珍小ブロック微量

3　暗褐色　廃し二粒巨しト∴雄白’一心鼠　炭化粒i’一e炭化物微量

・l　黒褐色　しト∴′＼粒「レ憲1焼巨事ゾしい′クe焼十粒J’・e炭冊＿、「自鞄量

5　極暗褐色　焼上粒J’・e炭化粒巨tlr∴粒J’一少量、焼巨事ゾ日ソ瑠蟻：

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1黒褐色　tl「ノー＼′トブしト′クelトム粒j’一′塙呈1焼巨巨ブしトノク。焼上粒守e炭化物e炭化粒1㌧微量

2　黒褐色lトーノ＼粒「少鼠　焼巨トノ、’しトノノン・廃し二粒巨炭化物・炭化粒巨rr∴小ゾlトノク微量

：、3　黒褐色　tト！＼粒「少鼠　焼巨トデしト′ツe焼上程イ0炭化物e tト＿！月＼lノデしト′ク微量

・1．黒褐色　しト！－、粒何一鼠　焼トトブ「トノク・焼損打－・炭化物。しトム小ゾし－「ノウ微量

遺物　土師器購雷腰　須恵器風域意が出土している。の土師器棒は中盤付近の覆土下層から逆位でタ　の

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　′ぺ　　　　′　　　　　　　　．　　　　′・　　　　　　ノー　　　　　　　J　　　′　　　　　　　　　　　　ノ

′　　　　　　′　　　　　　　　・・　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　ノ　　　　　′

いる、、、

‘　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　ノ　　　′　　、ノ′　ノ　′　′ノ　ー：　　　′ノ

′　二′．　　　′　　　　：′　て・′′

図版番　器種桓謝儀廟　　 器形の特徴　　　　　 手法の特徴 胎土砂鯛機可　備　考

勘11図　杯　　AB・0　日縁部‥常夫甘辛底　休部は外傾　＝縁部か㍉体部内。外面ロプロ十千砂粒。雲母・て∵り　P1371

l　土師器　8　3．1　して土木工が年　目緑部はわずか工　底部回転糸坊里 ア　にぷい橙色80（＼
ぐ　7．0　外反する＋ 普通　煤付着　　　率央付近覆土下層

一一一一一一一一一一一一501－－……
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図版番 目 器　 種 計測値在雨 器 形 の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎 士 。色調 ・焼成 備　　 考

第111図 高台付椀 Å 15 ．6 口緑部一部欠損。高台は短 く，ハの 日録部か ら休部外面 ロクロナデ。内 砂粒 P 13 72
2 工 帥 器 B　 了。4 字状に開 く。体部は内攣 して立 ち上 面へ ラ磨き。高台貼 り付け後，ナデ。 外面にぷい橙色 80％

n　 7 ．3

E　 O ．3

が 畑　 口縁部はわずか に外反す る。 内面黒色処理。 内面黒色

良好

北壁際覆土下層

3

足高高台埠 Å 15．6 日縁部一部欠損。高台は長 く開 く。 目線部か ら体部内 診外面ロクロナデ。砂粒 P 13 73
土 師　 器 8　 9．0 休部 は外傾 して立ち上が り，日録部 体部内面 ナデ。高台貼 り付け後， ナ 橙色 80％

D　 9」

E　 2．5
はわずかに外反する。 ＿＿．．．・．やフ疇0 普通 西壁 際覆土 下層

4

足高高台隼 Å 16 ．0 高台 ◎日録部 一部 欠損。 高釦 ま長 く 目線部か ら体部内 e外面 ロクロナデ。砂粒 ・雲母 。てコリ P 137 4
工 帥　 器 8　 5 ．5 開 く。休部は外傾 して立 ち上が 畑 休部 内面ナデ。高台貼　 付け後，ナ ア 80％

n 「臥鋸

E　 2 。0

ロ縁部はわず かに外反す る。 －＿やフ叫0 にぷい橙色

普通　 煤付着

中央付近

覆土下層

高台仕種 Å［15 ．6］ 底部か らロ縁部 にかけての破片。高 口緑部か ら体部外面 ロクロナデ。体 砂粒 ⑳スコリア P 13 75
5　　 工 帥　 器 B　 6 。4 台は短 く，ハの字状 に開 く。休部は 部内面へラ磨 き。高鍋 占り付け後， 外面にぷい赤褐色 350。

D　 6 ．7 内攣 して立 ち上が 畑　 日録部はわず ナデ。内面黒色処理。 内面黒色 北西 コーナー
E　 O ．J かに外反す る。 普通　 煤付着 付近覆土下層

小　　 皿 Å　 8 ．8 底部一部欠損。平底。体部は外傾 し 目線部か ら体部内 ◎外面 ロクロナデ。砂粒 0雲母 砂スコリ P 13 76
6　　 土 師 器 B ．1．7

C　 4．8

て立 ち上が り， 目線部に至る。 底部 回転 糸切 り。 ア　 橙色

普通

80％

覆土 中

小　　 皿 A ［臥す］ 打線部一一部欠損。平底。休部 は外傾 目線部か ら体部内 啓外面 ロクロナデ。砂粒 魯スコリア P 137 7
丁　　 工 価 器 8　 2．0

C　 5 諭

して立 ち上が 畑　 口緑部 に至 る。 底部 回転糸切 り。 にぷい橙色

普通

60％

東壁際覆土下 層

小　　 皿 A ［9 逓］ 日録部一部 欠損。平底。休部は外傾 日録部か ら体部 内 由外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 13 78
8　　 土 師 器 8　 1 ．G

C　 5 諭

して立ち上が 畑　 口緑部 に至 る。 底部回転へラ切 「「 ア　 にぷい橙色

普通

60％

竃内

亘 器
A ［22 ．射 底部か らロ縁部 にかけての破片。平 目線部内 e外面横ナ デ　 休部外面 へ 砂粒 魯長石 ◎スコリ P 13 79

8　28 ．7 底。体部 は内攣 して立 ち上が り，ロ ラ削 り。内面ナデ。

l

ア　 橙色　 普通 35％
C ［10 。2＿］ 緑部 は外反す る。 内 怨外面煤付着 竃内

聾 Å［茨上狛 休部か ら日経部にかけての破片。体 目線部 内 e外面横ナデ＋休部外面へ 砂粒 ◎石英 ◎スコリ P 138 0
10　　 工 帥 器 B （23．3） 部は内攣 して立ち上が 畑　 日経部 は ラ削 り。 内面ナデ。 ア　 暗赤褐色 20％

外反す る。 普通 竃 内

第調号住居跡　第姐図）

位置　調査6区南部，N13e9区、二、

重複関係　第304⑳308号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。

規模藍平面形　長軸［4。33］町∴短軸乱蛮地の長方形と推定される。

主軸方向　N一一一一一一00

壁　壁高は飢cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁下を除き巡っている。上幅15cm，下幅8cmタ　深さ5撒ほどで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，軟らかい。

竃　北壁中央部に付設されている。左袖は確認できなかったが，規模は長さ110cm，袖幅［85］cm，壁外への掘

り込みは48cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。竃内から雲母片岩が出土しており，袖部の補強材に

使用したと思われる。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　廃土粒子多量，廃土小ブロック中量，炭化粒子少最　炭化物微量
2　黒褐色　廃土粒子中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　廃土粒子e炭化粒子中量，廃土小ブロック少量
4　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子少量
5　黒褐色　廃土粒子多量，炭化粒子中量，炭化物少量

覆土　5層からなり，自然堆積である、＿、

▼一一一一503－ll1－－
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ワーム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片1403点，須恵器片410点，陶器10点，鉄製品2点，鉄津7点，礫3点が出土している。1の土

師器杯は西壁際と東壁際の覆土下層から出土し接合している。2の土師器高台付椀は左袖部付近の覆土下層か

ら正位で，4の土師器高台付椀，6，7の土師器小皿は竃内から，5の土師器小形高台付椀は中央付近の覆土

下層から正位で，8の土師器小皿は東壁際の覆土中層から正位で，10の土師器小皿は西壁際の覆土下層から正

位で，16の刀子は南東コーナー付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第307号住居跡出土遺物観察表

図版 番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第413図 杯 A 14 ．0 底部か ら口緑部にかけての破片。平 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・スコリア P 1 38 6
1 土 師 器 B　 4．0 底。休部は外傾 して立 ち上が り， 口 底部回転糸切 り。 橙色 40％　 東 ・西壁

C　 6 ．9 緑部はわずかに外反す る。 普通 際覆土下層

ー504－
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第413図　第307号住居跡出土遺物実測図

旧7S＝考

10cm

ト　　ーl一　一一・1

図版番口器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第413図高台付椀 A［15．8］口緑部一部欠損。高台は短く，ハの ロ緑部から休部外面ロクロナデ。内 砂粒・雲母 P1387
2 土師器 B　6．0 字状に開く。休部は内攣して立ち上面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。外面灰黄褐色 70％

D　8．0

E　O．6

がり，口縁部に至る。 内面黒色処理。 内面黒色

良好

左袖付近

覆土下層

3

高台付杯 A［15．8］底部から口緑酌こかけての破片。体 口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・スコリP1388
土師器 B（4．6）部は外傾して立ち上がり，口緑部は高台貼り付け後，ナデ。磨滅が著しア　橙色 40％

E（1．0）わずかに外反する。 い。 普通 覆土中

4

高台付椀 A［14．6］底部からロ緑部にかけての破片。高 口縁部から体部外面ロクロナデ。内 砂粒・雲母 P1389
土師器 B　5．5 台は短く開く。休部は内攣して立ち面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。外面橙色 40％

D　6．7

E　O．6

上がり，口縁部はわずかに外反する。内面黒色処理。 内面黒色

普通

竃内

－505－



図版番頭 器 種 恒 臓 廟 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎士 e色調 。焼成 備　　 考

第4且3図 小　　 形 Å　 8．5 日経部…部欠損。高台はハの字状に 内◎外面へラ磨き。高台貼り付け後 砂粒 ・雲母 P 1398
5 高台付椀 i B　 7。4 開く。休部は内攣 して立ち上がりき ，ナデ∴内 e外面黒色処理． 内 。外面黒色 80㌔

摘 隼 鵠 日経部に至る。 良好 中央付近魔王下層

小　　 皿　 Å 10．0
‡
目線部…部欠損。平底。休部は外傾 目線部から体部内の外面ログロナデ。砂粒 ・圭英・長右 。 IJ1381

6 工 帥 器 H　 2．3 して立ち上が畑　 目線部はわずかに 底部回転糸切り 雲母　 にぷい橙色 99 0。
C　 5。8 外反する。 普通 竜内

7

小　　 皿　 Å 10．0 ロ緑部一部欠損。平底。休部は外傾 目線部かへ体部内 。外面 ロクU ナデ．石英昏雲母砂スコリ P 1382
士 師 器 H　 2．0 して立ち上が畑　 日録部に至る。 底部回転糸切牛 ア　 橙色 99％

し　 6．0 普通 竜再

8

小　　 皿 Å 10」 目線部一部欠損。平底。休部は外傾 目線部かへ体部内 e外面ロクロナデ．砂粒 。雲母 P 1383
土 師　器 8　 1．9 して立ち上が畑　 口緑部に至る。 底部回転糸切 と「 橙色　 普通 95％

C　 5。l 二次焼成　 煤付着 東壁際得土中層

9

小　　 皿　 Å　 9．0 目線部一部欠損。平底。体部は外傾 目線部から体部内 。外面ロクロナデ．石英・雲母 ・スコリ P 1381
工 師 器　 8　 1．8 て立ち上が畑　 日録部に至る。 底部回転糸切ト「 ア　 にぷい橙色 990。

C　 5淵 普通 将士車

10

小　　 皿 A ［且信鋸 打線部一部欠損。平底。体部は外傾 ロ緩部から体部内 ㊧外面ロクロナデ。石英e長右。雲母も P 1385
土 師　器 8　 2．J

C　 6。4

して立ち上が畑　 日録部に至る。 底部回転へラ切「「 スコリア　 浅黄橙色

普通
500。

西壁際博士下層

Ⅲ
小　　 皿　 Å　 生9 平底。休部は外傾して立ち上が畑 ロ縁部から体部内◎外商ログロナデ。砂粒 。雲母 P 1399
土 師 器 H　 2．0 日経部に至る。 底部回転へラ切！「 こぶい褐色　 普通 1000。

し　 5．1 内面タール付着 竜付近将士下層

12

小 形 婆 Å［18。0］ 休部から日録部にかけての破片。体 目線部内。外面横ナ千 体部外面へ 砂粒・石英。長右e P 1390
士 師 器　 8 17．0 部は内攣して立ち上が 畑　 冒縁部は

外反する。
ラ削「「 内面へうナデ 雲母　 昧黄褐色

普通
事）㌔　 南東」一

十一付近番子下層

鼠3
l

諸 説 璃
ロ緑部片。ロ縁部は直立気味に立ち
上がる。　　　　　　　　　　 E

＝縁部内 e外面横ナデ　 休部内面ナ

＿＿．．．．▼やア0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 藍

砂粒 。雲母

にぷい橙色　　　　 艦
P 1391
100日鼠3 土 師 器 B （8 ．3） 上がる。　　　　　　　　　　 iデ。 にぷい橙色 100日

普通 中央什近侍土下層

鉢 A は乱 射 底部か ㍉目線 部仁かけて湖 畔十 休　 日縁部内 。外面横十 十 休部外面へ 砂粒 。雲母 ・てコリ ㌘鼠392
且4 工 帥 器 B ll．8 部 は外傾 して立ち上が 軋　 口縁部に　 ラ削 。 内面 ナデ。 ア　 にぷい橙色 寸0㌔

C ［12 。鋸 至 る。 普通 竃付近将士下層

且5

蓋 ぎ　 3 。8 つ まみ片。擬宝 珠状 のつ まみが付 く。つ まみ上面に朱書。 砂粒 ・石英 。長石 。 P 13 93
須 恵 器 G　 l ．り

［

雲母　 灰褐色

良好

100日

将士車

、ヽ　　　　　　　ロ 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
図 長さ（cm ） 幅 葎m ） 射 葎m ） 重 畳 施 ）

蟻 刀　　 子 （Ⅲ。8） 1．1
ぁ中　 拍鋸

南東 」一十…付近将士下層 M lO封

17 銑　　 鉄 （6。3） 1．り 0 ．寸 「7） 北西 コ∴‥十一付近覆土下層 M lO 25　　　　　　　　　 500。

欝調号住居跡　第姐図）

位置　調査6区南部，N13…区

一ご′k三′．ン　′∴　′ノノ・‥、ニ∴；ノ　　　　　　、、　　　　　′、！′　　　　‾・　∴′　　　　　ノー．　′′′

いるので，本跡が新しい，

ノ．∴、手こ′　f二・さ：≠　こ・l‥　′∴、∴　　′∴　ノ工、ノノ・プ　了．

主軸方向　N一つ00一一一一一一一lE

壁　壁高は5～誠cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁下を除き確認した。上幅蟻～摘cm　下幅摘～蟻cm　深さ　～摘cmほどで　断面形は逆台形である。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。第測号住居跡に掘り込まれて遺存状況が悪ら　規模は長さ路配m　袖幅

［鼠2の］cm，壁外への掘り込みは89cmである。磯部は遺存状況から，砂繋粘土で構築されていたと思われる。火

－1－一一一一一一一一一506－－一一一一一一一一一一一



床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ芦　煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

憲土層解説
1　黒　褐　色　廃土粒子多量，炭化粒子中豊
2　黒　褐　色　鳩十粒子中鼠，炭化粒戸レ鼠　炭化物微量

3　黒　褐　色　廃土粒子参炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　廃土粒子多量，廃土小ブロック参炭化物療炭化粒子中量
5　黒　褐　色　廃土粒子e炭化粒子中農芦　廃土小ブロック少量

6　黒　褐　色　炭化粒子中量プ　廃土粒子少量プ　廃土小ブロック微量
7　峡　褐　色　焼＿上粒f中量．炭化粒子少量

8　灰　褐　色　焼土粒子中量，廃土小ブロック微量
9　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

、、　・′、一　　　∴′′く、、・′く、′、′　　　′二　、、’、、′　了／、、∵：㍉！′　ノ、′、．：∴

硬く焼き締まっている、＿、、

炉土層解説

1　黒　褐色　しト∴！－＼粒J’・小品　焼1二粒J’一・炭化物微量
2　黒褐色　ロ…ム粒子少量芦　焼土粒子微量

ぼ魯訝睦　2か所津拓　欝の。P　は径翫cmの円形で　深さ測cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

ノ　　　、　　　く・仁　一／′ノ　、′、！　　・′く）．！了　；　　二、　∴′：、t、／′、　‥′・つ∴‾・「・、Lt、・、

一．′　　　　．　　！′　∴、　′り．′1、′　一・＿　′．　　　′　′．／、‾つ′′

P2土層解説

鼠　にぷい黄橙色　粘土多量

2　黒　褐　色　廃土粒子啓粘土少農，廃土小ブロック⑳炭化物金口…ム粒子微量

：j　黒　褐　色　粘土中＿宗∴　焼巨粒で一・炭化粒f一微量

4　極暗　褐　色　ロ…ム小ブロック診ローム粒子少量，炭化粒子微意

5　暗　褐　色　し「∴！′l、粒丁中量，焼抽白’一e炭化物微量

覆土　9層からなり，自然堆積である、

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

：j　黒　褐　色

－1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

し1rl一ム粒戸レ鼠　焼土中ゾしト′ク。焼巨拉イーe炭化物・炭化粒J’一。しトー！、小ゾし7・ソク微量

ローム粒子少量，廃土小ブロック砂廃土粒子螢炭化粒子微量

焼巨トブしト′ク。焼上粒巨lト！ノ、中ソし1、ソク。トレー！、粒召散量

焼＝粒f・。Llトム粒j’・少量，焼巨巨人ト・′ク・しト・！、小ゾしトノク微量

しト∴（－＼粒戸レ鼠　焼上中づしト′ク・炭化物・炭化粒J’一e Lトーム小ゾしトノク微量

焼P粒子・炭化粒子・しトーム粒子中量

炭化粒子多量，焼土粒子魯ローム粒子少最，廃土小ブロック微量
焼土粒子中量ア　廃土小ブロック⑳炭化粒子少量

廃土粒子⑳炭化粒子多量

十′　　′　ノ、′、：二　：・′　　　　′　　　　′、一　　一　ノ′・　　き′　′・′　′ノ′：ノ、！′　4∴′′∴

′　′‘ノ∴つ一・　　　、ノ：・・．∴・・・　′　　′－1　－　ノ、：ノ　′　．．、ノ（ノ告ふノー、′；　′・ノ、′．′′　一

了の須恵器婆は南壁際の床面直上からタ　8の刀子は竃付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

新風　寒路の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀復業と考えられる。

∵∴′∴′．　．・　．こら′ノ∴′′

図版番号 器 種 恒 纏葎m）　　 器形の特徴　　　　　 手法の特徴
胎土e色調。焼成 備　　 考

第115図 埠　　 A［15耳目俸部から日録部一部欠損。平底。体　 口緑部から体部外南口クロナデ。体 砂粒・雲母 ㌘1394
l 士師器 H　5・0　部は内攣気味に立ち工が年　目縁部　部下端手持ちへご用り牛 内面へラ磨 外面灰黄褐色 500。

C　6．7　はわずかに外反する。 き。底部へラ削り。内面黒色処理。 内面黒色 竃内
休部外面に墨書。 良好　煤付着

棒　　 Å［14淵］底部から日録部にかけての破片。体　目線部から体部外南口クロナデ。体 砂粒砂雲母㊧スコリ P1395
2 土師器　 8　工1 部は内攣気味に立ち上が年　目縁部　部下端手持ちへラ削牛 内面へラ磨 ア　外面にぷい橙色40％

針 5．4］はわずかに外反する。　　　　　　 き。内面黒色処理。 内面黒色　良好 竜内

ll一一1－－507－－一一一一一一一一一一一一一一
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第414図　第308号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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第415図　第308号住居跡出土遺物実測図

10cm

l i－－二∃

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第415図高台付杯A15．7 口緑部一部欠損。高台は長く，ハの口縁部から休部外面ロクロナデ。体砂粒・雲母 P1396
3 土師器B　6．2字状に開く。休部は内攣気味に立ち部内面へラ磨き。高台貼り付け後，外面橙色 80％

D　7．5

E　l．9

上がり，口緑部はわずかに外反する。ナデ。内面黒色処理。 内面黒色

普通

北東コーナー

付近覆土下層

4

高台付杯A12．0 口緑部一部欠損。高台は長く，ハのロ縁部から休部外面ロクロナデ。体砂粒 P1397
土師器B　5．6字状に開く。休部は外傾して立ち上部内面へラ磨き。高台貼り付け後，外面浅黄橙色 70％

D　6．0

E　l．4

がり，口縁部に至る。 ナデ。内面黒色処理。 内面黒色

普通

北壁際床直

5

璽 A［20．6］口緑部片。口緑部は強く外反する。口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石・P14（泊
土師器B（6．2）端部は上方につまみ上げられている。 雲母　にぷい橙色

普通

10％　北東コー

ナー付近覆土中層

6

婆 B（7．0）底部片。平底。休部は外債して立ち休部下位へラ削り。内面ナデ。休部砂粒・雲母 P1401
須恵器C［16．0］上がる。 外面に縦方向の平行叩き。 橙色

普通

20％

南壁際覆土上層

7

婆 B（9．6）底部片。平底。休部は外傾して立ち休部下位へラ削り。内面ナデ。休部砂粒・石英・長石・P1402
須恵器C［19．0］上がる。 外面に平行叩き。 雲母　黄灰色

普通

20％

南壁際床直

図版可

種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

8 刀　　子（8．2）1．3 0．4 （12）竃付近覆土下層 MlO26

－509



第310号住居跡（第416図）

位置　調査6区西部，N13d9区。

重複関係　第309・311号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。また第167号土坑に掘り込まれてい

るので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．32m，短軸2．89mの長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は10cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

＿旦20．8m

2m

』二二二＝土二二二∃▼

第416図　第310号住居跡実測図

一一　510・一一一

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

t－　Lf－－　一一一一一」



竃　東壁中央部に付設されている。削平により袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ110cm，袖幅［120］cm，壁外

への掘り込みは65cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道

部は削平され不明である。

竃土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，焼土中・小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土大ブロック微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

覆土　4層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片117点，須恵器片32点が出土している。1の土師器杯は竃内から逆位で，2の土師器椀，4の

土師器小皿は右袖部付近の覆土下層から，3の土師器高台付杯は竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第417図　第310号住居跡出土遺物実測図

第310号住居跡出土遣物観察表

．〆夕

堅若／′。

10cm

」　　i I

図版番可器　種計測値（cm）器形の特徴 手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

第417図杯A14，8休部一部欠損。平底。体部は外傾し口緑部から体部内・外面ロタロナデ。砂粒 P1403
1土師器B　4．6て立ち上がり，口緑部はわずかに外底部回転糸切り。 橙色 95％

C　7．0反する。 普通 篭内

2

椀A［14．4］口縁部片。休部は内攣気味に立ち上口縁部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・雲母・スコリP1404
土師器B（4．7）がり，口緑部はわずかに外反する。面へラ磨き。内面黒色処理。ア　外面橙色

内面黒色　普通

15％

右袖付近覆土下層

3

高台付杯B（2．7）底部片。高台は短く，ハの字状に開内面へラ磨き。高台貼り付け後，ナ砂粒・雲母・スコリP1405
土師器D［9．0］

E　O，8

く。 デ。内面黒色処理。 ア　外面橙色

内面黒色　普通

20％

竃内

4

小　　皿AlO．0口緑部一部欠損。体部は外傾して立口縁部から体部内・外面ロクロナデ。スコリアP14拡
土師器B　2．1

C　6．5

ち上がり，口縁部に至る。底部回転へラ切り。 橙色

普通

90％

右袖付近覆土下層

511－



第別号佳腰掛　第劇囲う

位置　調査6区西乱　N13。、7区、

、　　　　　　　　　、

がl吊、、．

規模藍平面形・巌儲駄捌彿資　短軸叡開血の方形である。

主軸方向　N－1一つ0－－」も・「

壁　壁高は鍼～那cmで　外傾して立ち上がる。

壁湧　第割等住居跡に掘り込まれている部分を除き夢　ほぼ堂潤している。上幅翻cm　華幅摘m　深さ鍔mほ

どで、断面形はU字形である∴

ノ

ー　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　ノ

ー′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　・・、′　　　　　′

部は火床部から外頓しノて立ち上がる、．

震土層解説
1　黒　褐　色　鳩十粒戸上鼠．炭化粒1′一少量

2　暗　褐　色　焼＝粒了一少量、炭化粒J’一微量
黒　褐　色　廃土粒子中農　炭化粒子少量

後　略赤褐色　焼土粒子多鼠　廃土小ブロック㊧炭化粒子中豊
5　黒　褐　色　焼「粒つ′一中量，炭化粒J’－少量

6　黒　褐　色　廃土粒子や鼠　廃土小ブロック魯炭化粒子少量
冒　極暗赤褐色　廃土粒子諺炭化粒子多量ヲ　廃土小ブロック中農
8　灰　褐　色　焼土小ブロック⑳廃土粒子多最　炭化粒子中農

ぼ亀汐睦　　か所浮拓　㌘わ。㌘日　伊　は径機軸の僧形で　深さ射～識cmである。齢ずれも主柱穴と考えられ

る。

覆豊　6層からなり営　口…ムブロックが多選に見られ芦　Å為堆積である。

土層解説

l　黒　褐　色　「「∴粒j’一戦鼠「トー∴小ゾしト′ク【「滝1しトー∴車ブートノウ′日昌：

2　黒褐色　しトム粒J二一多量、しトーム小▼ブしてい′ク中鼠　しト∴叫一一ブし了、リク微量

：弓　極暗褐色　tト一人粒j’一多鼠　し「－▼三！、′巨ブし‾ト′？少鼠　tト∴【一巨デしトノク微量

・－1極暗褐色l「－！、粒J一一鋸蒜，rr∴′十デしトノア微量

5　黒　褐　色　しト∴小一Fら了・ソツelト∴粒’小品　ト∴大。中一イtト′フ微量

Li　極暗褐色　焼‖㍉「J’・e炭化粒「・トトー＿ノ、粒「少量

・　′．　・：・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．　　　　　　　　　　．　′二、∴　　　．ノ　　　′

′　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ′　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′

′言　　′　　　　・．　・・　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　′　　　　　　．

′言、　　　′′　　ノ、　　　　　′′′　　　　・　・　　　　ノ′　　　　　　　　′ノ

′、′、ノノ．　　　　′∴　　　　・′　　　ノ　　　　　′　　　　　・・′　　・・′

′　′　　ノ　　　　′　　　　　′二′・／‘ノ　′

図版番　器種i計測値舘が　　 器形の特徴
手法の特徴 胎土砂色調機可　感蒔　考

第119図　　年　　Å1LO　目線部一部欠損’舶釘　休部は内攣＝縁部内e外面横ナデ∵休部e底部砂粒。雲母　　　　　PlJIO7
1　土師器　8　3．9　して立ち上がり†＝縁部に至る．へラ削ト「 赤褐色　　　　　　 95㌔

普通　　　　　　　 東壁際博士下層

要　　Å23も6　休部から日経部にかけての破片。体目線部内e外面横ナデ＋休部へう磨砂粒。長右。雲丹。　PlJIO8
2　　土師器　恥封．丁〕部は内増して立ち工が年　目縁部はき＋内。外面磨滅が暑い十 スコリア　∴ぷい椿　500。

外反する。 色　普通　煤什着　　Pl什近覆土下層

一一一ll－512・一一一一一一一一



第418図　第311号住居跡実測図
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竣

5
橙 畑 鵠 紺 ㌫ 禁 譜 ぶ ㌘ 当 廟 掛塚　　 Å摘む　　日経部一部究損。平底。二次底面が　打線部から

ii

痘

警 凱 孟豊　 郷 一部用 0 高餌 短ら 瑚 字‾持舶 か嘉i
㌣ 制 饉 ㍊ 欝 … ㌻ 恥

高台相棒
須恵器

∴＼「i亮

il号　う．（＿）

描線部一部欠損。高台は短　開
捧部は外傾　て立ち上が軋　ロ
に至る。

外面横ナデ。体部顔面東
面ナデ㌢

砂粒怨石英

画が 打線部か摘 部内 錘外軌 寄

り亨　 底部回転沖、ラ切り。〕

i p lJil

冨㌔ 」上世「∴‥

ナ…付近覆土下層

の字　 描線部から藤部内 参外面ロタロナデ。砂粒会最着 †ウ寸Jl2
，上が　 底部回転㌔＼ラ切　 後学　高台貼　 緋 。音旗色 翫％

良好 北西∴一十‥
什古得十中層

lJ†Jlバ
極据
棒 嚢付近覆土

打線部片。打線部内側に短いかえり
：蛸、i‾・く

打線部内藤井南口タロナデ。 砂粒巷石英◎長石
雲母　戊黄褐色

普通

〓
　
　
中

日
°
＝
上

㌘
蟻
誓
澤

第劉号健履紗　第磁囲う

位置　調査　匪西部　N臓哲区。

重複関係　第別号住居跡を掘り込んでおり　寒路が新し齢。また第33号桂屠路が上部に構築されて締るので撃

瀦鍬餅飢瑞

規模遊学薗形　寒路の西部は調査区域軌に延び竃締るが　凝軸。榔m　短軸摘。渕孤の庭方形と推定される。

童軸方向　Nつ甘㌧守．：

壁　壁高は誠m笠　井傾し沙立ち上がる。

壁清　東壁藩で確認した。上幅誠m　帯幅　～臓m　深さ冒mほざで　断面形は連顔形である。

経　堂体的こ平坦で　中廃部がよ　踏み固められて折る8

竃　北壁中巣部に紺設されている。擁翻こよって磯部が擬乱されており遺存状況は霊鳥　規模は廃さ摘翫戦

機幅拍腑兼m　壁外㌦㌔の掘り込みは5凱孤である。磯部は砂嚢粘丑で構築されており　機の内壁は漉熱を受け赤

愛して障る。漉床部は楕関形に浅　掘り引誉められ　煙道部は鹿床部から外傾して立ち上がる。

憲土層解説

且　黒褐色　廃土粒子車ロー叫ム小プロッタ患ロ…ム粒子微農

黒褐色　焼土′かブロック⑳廃土粒子命炭化物患炭化粒子⑳ロ…ム小ブロック勝ロ…ム粒子微量

黒褐色　廃土小ブロック患廃土粒子踏段化粧予少量　炭化物珍ロ…ム粒子微遺

極暗褐色　ロ…ム粒子中農　炭化粒子⑳廃土粒子微量

暗褐色　廃土小ブロック像廃土粒子少量　焼土中プロッタ癖炭化物翁炭化粒子怨ロ…ム粒子微量

ぼ鴇謬睦　　か所膵の。㌘　は長径翫m　短径茄cmの楕円形で　深さ飢cmである。魁Åり狩に伴うピットと考

えられる

覆土　3層からなり、自然堆積である

土居解説

1　黒　褐　色　鳩目拉f一・炭化粒「少量

2　黒　褐色「ト∴小▼ノデtト′？0こ「∴粒Jr一中量，炭化骨守・e tト∴中－′’、lr′当微量

：う　黒　褐　色　しト∴！、小‾′7、、しプい′ウe Lト∴！、粒j’一少量

一　一515、－－－
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第420図　第312・333号住居跡実測図
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遺物　土師器片313点，須恵器片73点，鉄津2点が出土している。1の土師器婆は竃内から，2の須恵器杯は

北東コーナー付近の覆土上層から正位でそれぞれ出土している。6は須恵器婆の休部片で，外面には縦位の平

行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の8世紀後薬と考えられる。

q

l・…・・・

10cm

：＼t≡≡」＿

′′∈B二　二整′′′′

ここ　三

第421図　第312号住居跡出土遺物実測図

第312号住居跡出土遺物観察表

」　　　＿I I

図版番口器　種計測値（cm）器形の特徴手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

第421図賓A［22．0］口緑部片。口縁部は強く外反する。口緑部内・外面横ナデ。砂粒・長石・雲母・P1415

1土師器B（8．0）端部は外上方につまみ上げられていスコリア　橙色15％

る。普通竃内

2

杯A15．0平底。休部は外傾して立ち上がり，口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石P1416

須恵器B　4．5口縁部に至る。休部下端手持ちへラ削り。底部一方黄灰色1（氾％　北東コー

C　7．0向の手持ちへラ削り。良好ナー付近覆土上層

3

蓋

須恵器

F　3．4

G　l．3

つまみ片。擬宝珠状のつまみが付く。内面ロクロナデ。砂粒

黄灰色

普通

P1417

5％

覆土中

4

璽B（5．2）底部片。平底。休部は外傾して立ち休部外面下位へラ削り。内面ナデ。砂粒・長石・雲母P1418

須恵器C［16．4］上がる。外面に平行叩き。にぷい黄橙色

普通

5％

覆土中

5
重臣B（3．3）底部片。高台は短く，ハの字状に開体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・長石・P1419

須恵器D［10．0］

E　O．6

く。休部は外傾して立ち上がる。雲母　にぷい黄橙色

普通

5％

覆土中

第313号住居跡（第422図）

位置　調査6区西部，N13b8区。

重複関係　第315号住居跡に掘り込まれ，第314号住居跡が本跡の上部に構築されているので，本跡が古い。ま

た第316号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．43m，短軸［3．40］mの方形と推定される。

主軸方向　N－900－E

－517－
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第422園　第313号住居跡実測図

壁　壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下を除き確認した。上幅15cm，下幅7cm，深さ5cmほどである。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁北東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ80cm，袖幅75cm，壁外への掘り込みは45cmである。

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち

上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子中量，廃土小ブロック・焼土粒子少量，焼土大・中ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
5　黒褐色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化粒子少量

覆土　単一層であり，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子微量

遺物　土師器片77点，須恵器片29点が出土している。1の土師器杯，3の土師器高台付杯は東壁際の覆土下層

から逆位で，2の土師器杯，4の土師器高台付杯，5の須恵器高台付杯が竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

ー518－



第423図　第313号住居跡出土遺物実測図

第313号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　［

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第423図年A［13．6」口緑部一部欠損。平底。休部は内攣口緑部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・石英・雲母P1420

1 土師器B　4．1して立ち上がり，ロ縁部に至る。口面へラ磨き。底部回転へラ切り。内外面赤橙色 60％

C　6．8縁部内面に沈線が巡る。 面黒色処理。 内面黒色　普通東壁際覆土下層

2

杯A14．4休部一部欠損。平底。休部は内攣気口縁部から休部外面ロクロナデ。体砂粒・長石・雲母・P1421

土師器B　4．4味に立ち上がり，口緑部に至る。部下端手持ちへラ削り。内面へラ磨スコリア 55％

C　6．2 き。底部へラ削り。内面黒色処理。外面褐色

内面黒色　普通

竃内

3

高台付杯A14．9高台は長く，ハの字状に開く。休部口縁部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・石英・雲母・P1422

土師器B　5．4は内攣気味に立ち上がり，口緑部に面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。スコリア 95％

D　8．4

E　l．4

至る。 休部外面に墨書。内面黒色処理。外面橙色

内面黒色　普通

東壁際覆土下層

4

高台付杯B（3．1）底部片。休部は内攣して立ち上がる。休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒・雲母・スコリP1423

土師器 高台貼り付け後，ナデ。内面黒色処ア　外面にぷい赤褐30％
理。 色・内面黒色　普通竃内

5

高台付杯A［14．5］高台部，口緑部一部欠損。休部は外口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・スコリP1424

須恵器B（4．4）傾して立ち上がり，口縁部はやや外底部に菊花状調整痕。 ア　にぷい赤褐色40％

E（0．3）反する。 普通 亀内

第314号住居跡（第424図）

位置　調査6区西部，N13b7区。

重複関係　第313号住居跡の上部に構築され，第316号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。また第

315号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［3．40］m，短軸［1．95］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は5cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部から南壁にかけてよく踏み固められている。

竃　東壁北東コーナー寄りに付設されている。袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ95cm，袖幅［85］cm，壁外へ

の掘り込みは55cmである。袖部は遺存状況から，砂質粘土で構築されていたと思われる。火床部は楕円形に浅

く掘りくぼめられ，煙道部は削平され不明である。

窓土層解説
1　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック微量
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4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
5　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
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第424図　第314号住居跡実測図

第425図　第314号住居跡出土遺物実測図
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覆土　3層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片48点，須恵器片14点が出土している。2の土師器鉢は竃内から出土している。

所見　本跡に伴う遺物が少なく時期を明確にできないが，10世紀以降とみられる第313号住居跡の上部に構築

されていることから，平安時代の10世紀以降と考えられる。

第314号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 25図 杯 A ［15 ．2］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。体 口緑部か ら体部 内 ・外面 ロクロナデ。砂粒 ・雲母 ・スコリ P 14 26

1 土 師 器 B （3．7） 部は内攣気味 に立 ち上が り， 口縁部 内面へラ磨 き。 ア　 にぷい橙色 10％

にいたる。 普通 覆土中

2

鉢 B （4 ．6） 底部片。休部は外傾 して立ち上がる。体部下端手持 ちへ ラ削 り。内面へラ 砂粒 ・長石 ・スコリ P 14 25

土 師 器 C ［8 ．2］ 磨き。 ア　 にぷい橙色

普通

10 ％

竃 内
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第315号住居跡（第426図）

位置　調査6区西部，N13a8区。

重棲関係　第313・314・316号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3．60mの方形である。

主軸方向　N－1100－E

壁　壁高は13cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下から南壁下にかけて確認した。上幅12～15cm，下幅5～7cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形

である。

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ120cm，袖幅（95）cm，壁外への掘り込

みは55cmである0袖部は遺存状況から砂質粘土で構築されていたと思われる。火床部は楕円形に浅く掘りくぼ

められ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

第426図　第315号住居跡実測図

－521－
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第427図　第315号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

←1｛－1

竃土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土大・中・小ブロック・ローム粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　廃土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量

ピット1か所（Pl）。Plは径42cmの円形で，深さ21cmである。性格は不明である。

貯蔵穴　南壁際に付設されている。径55cmの円形で，深さ34cmである。断面形は鍋底状をしている0

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　口一ム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・中ブロック微量
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覆土　1屑からなり、自然堆積である、

土層解説

1黒　褐色　しト∴！、粒J∴中量．焼抽：′守。しト＿！、中ソしトノ！′‥塙；1射し二粒自微量

2　黒褐色　炭化物e Lトー∴′巨石了・・，ソe五一⊥粒子少量、焼日章ナ・・17－－！、中ソしトノウ微量

3　黒褐色　ロ…ム粒子少量

嶺　黒褐色　廃土粒子◎炭化物砂炭化粒子傲ローム粒子少畳タ　ロ…ム小プロッタ微量

′′　　　　　　　　　　・．・　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　ノl

′　　　　′　　　　′　　ノーノ、、　　　　′　　　　　　　　　′′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′　　・′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

図版番号 器 種 恒 雁行mj　　 器形の特徴 手法の特徴　 i胎土砂色調車焼成i 備　 考

第4再議陸憎潤薫懇郡 温 欝働ク吋デ0登慧謡霊スコ雁7
！ 鉢

2　 土師器 羞豊若僧 監 警 雛 露語 崇 攣し

目線部かト休部再e外面日ソ日子γ　砂粒0長右　　　　 Pl128
再0外面へう磨き．　　　　　　　 ∵ぷい特色　　　 15（＼

良好　　　　　　　 竃付近覆土下層

小畑鵠靡澤豊恋
＝縁部内0外面横ナう千　体部外面縦 砂粒。右英。雲母e　P l虻9
方向のへラ磨き。内面ナデ。体部外　 スコ　ア　　　　　 摘％

面上指頭押圧∴　　　　　　　　　 ∴ぷい赤褐色　普通　東壁際将士卜層

甑　　 射那湖　 底部から打線部にかけての破片。多 目線部内面積ナデ　休部外面へう削　 砂粒・てコリア　　 P l130
1　 工 帥器　 8 2生0　 孔式＋休部は再攣して立ち十か年 牛 内面ナデ．　　　　　　　　　 樺色 20㌔

C ［摘め射　 狩縁部は外反する。 普通　　　　　　　 竜内

図版志‾言i‾‾…種 別 計　　　　 測　　　　 値
出　　士　　地　　点 備　　　　　　 考鋸 湘 恒抽 項 射軸 ノラ重畳ほう

…　細 い 0日　 ′あ　 い 飢・）5　　不明土製晶 覆土車 D P1005
中 鉄　 鍍 鋸 ラ…＿＿…＿＿＿＿＿＿0　＿＿＿…＿　ゆ中　 腰 西壁際将士下層 M廿）27　　　　　　　　　　 700。

ノ′

位置　調査　区商都　M臓償。

′

規模藍平面形　最軸。測跳　短軸。蟻孤の方形である。

童軸方向　N…一一一60つ1

壁　壁高は摘～凱m笠　はぼ垂直に立ち上がる。

・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　三　　・・　・′　　　　　／／′

′　′　　　　　　　・．ノ

‾　　　　　　　　　　　・・　　　　　′　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　　’　　　　　、′　．．’　　　∴　　′　ノ　二　ノ

′　　　・・′　‾　　　　′　　　　　　　J　　′　′・　　　　　　　　　　　・・′　　　∴、ノ∴　　　一′　∴　ノ／

憲土層解説

1　黒　褐

2　黒　褐

3　暗褐
・i　黒　褐
5　窯褐
6　暗褐

色　しト一．！、小lブしトノク・しト∴′一、粒子中量．境目＼白′一eiト一一∴中ソいりソ微量

色　炭化粒子多畳芦　焼土粒子中量芦　廃土小ブロック少量
色　廃土粒f一少量
色　廃土粒子療炭化粒子多量

色　炭化粒子多量房　廃土粒子少農資　廃土小ブロック微量
色　廃土粒子◎炭化粒子多義

1－－、－1一一一523－11－－



第428図　第317号住居跡実測図
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覆土　6層からなり，ブロック状の堆積で人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片142点，須恵器片11点が出土している。1の須恵器杯は北西コーナー付近の覆土上層から逆位

で，2，3の須恵器賓は中央付近の覆土下層からそれぞれ出土している。5は須恵器賓の体部片で，外面には

横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の8世紀中葉と考えられる。
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第429図　第3け号住居跡出土遺物実測図

第317号住居跡出土遺物観察表

5

0　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第429図杯A［13．4］休部一部欠損。平底。体部は外傾しロ縁部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・雲母P1437

1 須恵器B　3．8

C　8．0

て立ち上がり，口縁部に至る。底部多方向のヘラ削り。 オリーブ灰色

良好

50％　北西コー

ナー付近覆土上層

2

璽A［34．6］休部から口縁部にかけての破片。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面に砂粒・雲母 P1438

須恵器B（10．9）部は外傾して立ち上がり，ロ緑部は横方向の平行叩き。 灰黄色 10％

外反する。 良好 中央付近覆土下層

3

肇B（7．9）底部片。平底。休部は内攣して立ち休部外面に横方向の平行叩き。休部砂粒・石英・長石・P1439

須恵器C14．0上がる。 下位へラ削り。内面ナデ。 雲母　灰黄色

良好

30％

中央付近覆土下層

4

璽B（11．0）底部片。平底。休部は内攣して立ち休部外面に横方向の平行叩き。休部砂粒・石英・雲母P1440
須恵器C17．4上がる。 下位へラ削り。内面ナデ。 灰黄色

普通

30％

西壁際覆土中層

第319号住居跡（第430図）

位置　調査6区西部，M13i9区。

重複関係　第320号住居跡が上部に構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．86mの方形である。

主軸方向　N－60－E

－525－
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第430図　第319号住居跡実測図

j

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　－・l l・1－…l」

壁　壁高は12～23cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナーを除き全周している。上幅13cm，下幅8cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，軟らかい。

竃　北壁中央部に付設されている。袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ85cm，袖幅［98］cm，壁外への掘り込み

は30cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は第320号住

居跡に掘り込まれ不明である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック・炭化粒子少量

3　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
4　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量
5　黒　褐　色　砂多量

ピット　1か所（Pl）。Plは径45cmの円形で，深さ18cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。
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第別号住居跡出藍遺物実測図

「ぺ盈≫

5～嘗＄璃

0　　　　　　10cm

L、二‥l∴　」　＿＿＿1

覆土　∴自画からなり，自然堆積である．、，

土層解説

1　黒　褐　色　しトーム小ブロック。［トーム粒子少量，廃土小プロ、ソク・廃土粒子一・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　しトーム粒子中鼠　し1－－ム小ゾしコ、ソク少鼠　焼上粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロ…ム粒子中量，ロ…ム小ブロック微量

・－1　暗　褐　色　「トーム粒J’寸宗1炭化粒J二一e Lトlム小ゾしブリク少鼠　焼一日粒子微量

遺物　土師器片120点，須恵器片9点が出土している。1の土師器杯は南壁際の覆土中層から逆位で，2の土

師器婆は北東コ∴…ナ…付近の床面に底部が埋もれた状態で正位で出土している。4の須恵器蓋は中央付近の覆

巨中層から正位で，6の不明銅製品，7の鉄鉱は中央付近の覆上下層からそれぞれ出上している1－、

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

一一一52r「一一一一一一
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図版番日器種両断m）　 器形の特徴　　　　　 手法の特徴　 i胎土⑳色調㊤焼成i備　考

禦土謡器豊中監票窯賢浩志義禁雲慧㌘攣匿遠㌘雷警警孟霧部⑳底部警魯芸芸孟書芸

婆　　Å！霊言　休部一部欠損㍉平底．休部は内攣し　＝縁部内。外面横ナ千体部下位綻　砂粒8右革・長石e　Pl十16

2　　土師器B27．9　て立ち士が年　目縁部は外反する．　方向の！＼う磨き∴内面ナデ．　　　 雲母　にぷい褐色　600。北東コー

し　9．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　外面煤付着　　十一覆土床直

甑　　B（湖　底部から休部らかけての破片。休部　体部外面下位へラ削。　　　　　 砂粒砂雲母　　　　 ㌘魂7

3　　士師器私甘乱射は外傾して立ち上がる。 にぷい黄樺色　　　　50。

普通　　　　　　　　 中央廿近将士中層

蓋　　Åつ信十　日縁部一部欠損㍉ボタン状の1まみ　天井部外面へラ削I「内面ロクロナ　砂粒・長石　　　　 Pl引8

4　　須恵器8　2．5が付く。天井部は笠形をしている。　デ。日録部内魯外面ロタロナデ。　灰黄褐色　　　　　 緋％
r　圭丁　目縁部内面に†短いかえりが付く∴　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 中央付近衛士中層
GO85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

図版番目種　別
計　 測　 整…」出　二王　触　感

備　　　　　　考

前市議簿可嘉司　出　土　地　点
5 紡錘車」聖」」杢⊥空と」里」堅 一＿A型腕　滑石　　　粥％

、、。［言　 計　 測　 値　…芋．】　 土　地　占

図版番　種別序さ（cm）幅（cm）厚さ廟重畳は　出　　　　 の、　　　 備　　 考

6　巨明縮十錮 5．3 め中　壷）区爽付近覆土下層　　 iM柑霊

中鉄　幾日p8 日．丁〕も中　獅）車舶墜土下層　　　 Ml′腰　　　　 鵬

第黒号櫨應静　第墟図）

位置　調査6区西乱　入lI13Il淑二、、

重複関係　第319e323引主居跡の上部に構築されており，本跡が新しい．、＿、

規模と平面形　長軸3．3一ノ4m，短錘由［ll2．92］rnの長方形と推定される。．

主軸方向　N一一1一一一一650lllつ1

壁　壁高は14＼18（一mで，外傾して立ち上がるこ、

床　第319引軸手跡の上部に床を構築しており，ほぼ平坦で全体的に軟らかい．、、

竃　東壁中央部に付設されている。規模は長さ75（恥　袖幅78（1m，壁外への掘り込みは35（：nlである。袖部は砂質

粘上で構築されている。、、火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。、

竃土層解説
1　暗褐色　粘土中量，焼土粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子中鼠　廃土粒子微量
3　極暗褐色　廃土粒子の炭化粒子中量

4　黒褐色　炭化粒子多最　廃土粒子中農

覆土　5層からなり，自然堆積であるし、

土層解説
1　黒褐　色　し］一一ム粒子少量，廃土粒子。炭化粒子。しトーム小プロ、ソク微量
2　黒褐色　ロトーム粒子少量，焼土中ブロック◎焼土粒子e炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，廃土粒子昏炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子少量

遺物　摘1i器片93点，須恵器片4点が出上している一、1の土師器高台什椀は竃内から、2の土師器高台付椀は

中央付近の覆土下層からそれぞれ出上している．、、

所見　本跡の時期は，遺構の形態やr：l十王遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる二、
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第432図　第320号住居跡実測図
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第433図　第320号住居跡出土遺物実測図

第320号住居跡出土遺物観察表

∴

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　　；　　i

図版番目器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第433図高台付椀A 14．6 体部一部欠損。高台は長く，ハの字口緑部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・雲母 P1449
1 土師器B　5．8 状に開く。体部は外傾して立ち上が面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。外面橙色 60％

D　7．2

E　l．4

り，ロ緑部に至る。 内面黒色処理。 内面黒色

普通

竃内

2

高台付椀B（2．9）底部片。高台は短く開く。休部は内体部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒・雲母 P1450
土師器D　5．8 攣して立ち上がる。 高台貼り付け後，ナデ。内・外面黒内・外面黒色 20％

E　O．7 色処理。 普通 中央付近覆土下層

3

整

土師器

A「24．8］

B（3．9）

ロ縁部片。口縁部は外反する。 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石・

雲母　灰黄褐色

普通

P1451

5％

覆土中

4

長頸瓶

須恵器

B（4．0）頭部片。頸部は外傾して立ち上がる。頭部内・外面ロクロナデ。 砂粒

褐灰色

普通

P1452

5％

覆土中
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第321号住居跡（第434図）

位置　調査6区西部，M13g8区。

重複関係　第169号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　削平によって床面のみを確認した。西部は調査区域外に延びており，長軸［3・65］m，短軸

［3．60］mの方形と推定される。

主軸方向［N－800－E］

床　中央部が踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。削平によって火床部のみを確認した。火床部は浅く掘りくぼめられている。

覆土　2層からななるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量　　　　　2　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片16点，須恵器片2点，石製品1点が出土している。1の砥石は覆土中から出土している。

所見　本跡に伴う遺物は少なく，また遺構の規模や平面形も不明な点が多いが，東竃を有していることと土師

器片から平安時代と推定される。

第434図　第321号住居跡・出土遺物実測図

第321号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

仁一i　」

図版番ロ 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第434図1 砥　　 石 （7．6） 4．5 1．7 （99） 覆土中 Q lOO7　　 凝灰岩
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第322号住居跡（第436図）

位置　調査6区西部，M13f9区。

重複関係　第169号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸2．50mの長方形である。

主軸方向　N－1300－E

壁　壁高は5～13cmで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃前面がよく踏み固められている。

竃　南壁南東コーナー寄りに付設されている。削平により袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ86cm，袖幅（45）

cm，壁外への掘り込みは55cmである。粘土が散在していることから，袖部は砂質粘土で構築されていたと思わ

れる。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は削平され確認できなかった。

竃土層解説
1　暗褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　赤褐色
5　暗赤褐色

6　暗赤褐色

焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子少量

焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

覆土　2層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　口一ム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子微量

遺物　土師器片39点，須恵器片2点が出土している。1，2の土師器杯，3の土師器高台付椀は竃内から，4，

5の土師器高台付椀は竃付近の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

ヽ＝＝巨♂4

第435図　第322号住居跡出土遺物実測図
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＿生20．6m　，

旦＿20．4m

第436図　第322号住居跡実測図

第322号住居跡出土遺物観察表

5

0　　　　　　　　　　　　　　1m

I　　　－t　　－　1

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　　L　　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第435図 杯 A［11．8］休部一部欠損。平底。休部は内攣気ロ緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石 P1453

1 土師器B　4．8 味に立ち上がり，口緑部に至る。体部下端手持ちへラ削り。底部へラ橙色 45％

C　5．8 削り。 普通 竃内

2

杯 A［11．9］体部一部欠損。平底。休部は内攣気口縁部から体部外面ロクロナデ。内砂粒・石英・長石・P1454

土師器B　5．2 味に立ち上がり，ロ緑部に至る。面へラ磨き。休部下端手持ちへラ削雲母　外面にぷい橙50％

C　5．1 り。底部へラ削り。内面黒色処理。色　内面黒色　普通竃内

3

高台付椀B（3．7）底部片。高台は長く，ハの字状に開高台貼り付け後，ナデ。内面黒色処砂粒・雲母 P1455

土師器D［8．2］

E　l．6

く。 理。 外面にぷい黄橙色

内面黒色　普通

30％

竃内

4

高台付椀B（2．8）底部片。高台はハの字状に開く。体休部内面へラ磨き。高台貼り付け後，砂粒・雲母 P1456

土師器D［8．0］

E　l．3

部は内攣して立ち上がる。 ナデ。 橙色

普通

20％

竃付近覆土中層

5

高台付椀B（2．5）底部片。高台欠損。休部は内攣して休部内面へラ磨き。 砂粒・雲母 P1457

土師器 立ち上がる。 にぷい橙色

普通

20％

亀付近覆土中層

6

肇 A［17．2］口縁部片。口緑部は外反する。 口緑部内・外面構ナデ。休部外面へ砂粒・長石・雲母・P1458

土師器B（8．9） ラ削り。 スコリア　橙色

普通

10％

竃内

一一1532　－



罪業号住居跡　第相聞）

位置　調査　区西部　M摘g区。

重複関係　第畿　啓詑号住居跡を掘り込んでおり　寒路が新しい。

規模藍平面形　凝軸を閥都飽　短軸。飢孤の凝方形である。

壷軸方向　N　つ30－　㌔㌔‾▼

壁　壁高は12m「亡，緩やかに立ち！二がる

′

ある

経　堂倦約に平坦で　出来りⅢから篭前面にかけてよ　踏み固められている。

竃　北壁中央部三相讃され老いる。規模は凝さ粥m　袖幅温摘撒　壁外への掘　込みは茄mである。磯部は砂

′　　　　　　　　　′　　　　　　　　．

引誉められ　煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

窓土層解説
温　黒　褐　色　廃土粒子中農夕　廃土小プロッタ儲炭化粒子少還芦　焼土中ブロック微農

黒　褐　色　廃土粒子怨炭化粒子微量
：1　黒　褐　色　焼上粒j′・少量、炭化物。しトー！、粒「微量

黒　褐　色　焼土粒子怨ロ…ム小ブロック少量　炭化粒子魯口細叫ム小ブロック微最
5　黒　褐　色　廃土粒予戯炭化粒子少遺
伝　極暗赤褐色　焼土粒子多鼠　渓化粧子中最多　廃土中歯小ブロック⑳炭化粒予少量

等　暗　褐　色　廃土粒子中豊，廃土小プロッタ金成化粧予少最　ロ…ム粒子微量
8　黒　褐　色　廃土小プロ、ジグ翁廃土粒予⑳巌化粒子少鼠∵か→硝拍瀾償

ぼ亀謬睦　温　海所緒言寝　㌘読経測隅の閤形で　深さ摘mである。出展り狩に伴うピットと考えられる。

覆豊　　層からなるが　覆並が浅　堆積状況は不明である。

土層解説

黒褐色　廃土小プロッタ翁廃土粒予診炭化物尊厳柁粒子脅ロ…ムプjプロッタ◎ロ…ム粒子微畳

ゴ　黒　出色l「－∴粒jつノ、是，焼上中∵㌧7ツケ0焼日章「・炭化物0歳化粧守・・tトl∴小一・′′、、こ‾ト′瑠欄：

3　黒褐色　ロ…ム小ブロック静ロ…ム粒子少農学　廃土粒予静炭化粒子微量

黒褐色　ロ…ム粒子少豊　廃土粒子勅撰柁粒子微塵

遺物　土師若緑摘軋藍　須恵若井凱桑　鉄製品結軽が出土している。　の土師器高畠相棒は竃右磯部付近と東

壁際の覆土滞層鴫診　～　の並師器高台紺椀汐　の土師器婆は竃内から撃　の鉄鉱は北西ヨ…ナ…付近の覆

二転中層から魁丑し老いる。

所農　務捗の時期は　遺構の形態や出丑遺物から平安時機の臓健紀以降と考えられる。

第議別号住屠跡蹴丑遺物観察蓑

図版番号 器 種 恒 雁 葎摘汀　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 赦　　 恒 車色調 怨焼成　 備　 考

窮胡 図 高台什亘 1 1t 守　 高台実損＋体証 ∴再攣 し二十小片　 目線浩か㍉休部外面㍉7 日ナ∴㍉　 再　 長右 十㌦り0ぺ∵リ　 P l虻2

十 帥 器 i主 十十　 目線！結∴全る＋　　　　　　　　　 面へ予磨十 内面黒色処理＋　　　　 ∵ つ摘潤 色　　　 伸㌔鼠

内面黒色 古柚 ・束壁際

i 普通　 二次焼成　　 覆土下層

2

高納 税 A L 潮 体部一部媚 。高畠はノの報 に開 口稼部から体部外離 タロナデ。内 ム石英砂長石　　 ㌘摘揖

士 帥 器　 H　 5す2　 十 体常は再轡して土木工が年　 日　 面へ司軋き　 高台貼り什け軋　 十十 「柚軋つ十潤色　　 需㌔
日　 日 〕 廿細工 圭る　　　　　　　　　　　 内面黒色処理＋　　　　　　　　　　 再面黒色　　　　　 竜内

E　 上0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

…・一一一一一533－



第437図　第324号住居跡出土遺物実測図

図版番 口 器　 種 計測値（佃） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第43 7図 高台付椀 A ［16．2］ 休部片。休部は内攣 して立ち上がり，ロ緑部 か ら休部外面 ロタロナデ。 内 砂粒 ・雲母 P 146 4
3 土 師 器 B　 5 ．0 口緑部 に至 る。 面 へラ磨 き。内面黒色処理。 外面明赤褐色

内面黒色　 普通

30％

亀 内

4

高台付椀 B （3 ．6） 底部片。高台はハ の字状 に開 く。体 休部内面へ ラ磨き。 高台貼 り付け後，石英 ・長石 ・雲母 P 1 46 5
土 師 器 D　 7 ．8

E　 O ．9

部は内攣 して立 ち上が る。 ナデ。内面黒色処理。 外面にぷい褐色

内面黒色　 普通

35％

竃 内

5

璽 B （6 ．3） 底部片。平底。休部は外債 して立ち 休部外面下位 へラ削 り。内面へラナ 石英 ・長石 ・雲母 P 14 66

土 師 器 C lO．1 上がる。 デ。 にぷい橙色

普通

10％

竜内

図版 番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

6 鉄　　 嫉 （17 ．0） 5 ．2 0 ．5 （30） 北西 コーナー付近覆土 中層 M lO 30　　　　　　　　　 70％

第326号住居跡（第438図）

位置　調査6区西部，M14il区。

重複関係　第288号住居跡を掘り込んでおり，また第325号住居跡の上部に構築されているので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．糾］m，短軸［3．79］mの方形と推定される。

主軸方向［N－90－W］

壁　壁高は4～5cmで，緩やかに立ち上がる。

床　はぼ平坦である。

竃　北壁中央部に付設されている。削平により火床部のみを確認した。遺存状況から，袖部は砂質粘土で構築

されていたと思われる。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられている。
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第438図　第326号住居跡実測図
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第439図　第326号住居跡出土遺物実測図

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

2　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
3　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量
4　極暗褐色　焼土粒子多量

覆土　2層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

遺物　土師器片155息　須恵器片5点が出土している。1の土師器杯，2，3の土師器高台付杯は覆土中から

それぞれ出土している。4は須恵器聾の口縁部片で，外面には2本の平行沈線と櫛歯の刺突文が施されている。

所見　本跡に伴う遺物が少なく明確な時期を断定できないが，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられ

る。
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第霊号住居跡出土遺物観察義

図版番目　 器　 庫　 計測軒 川〕 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 歯色調 魯焼成 i 備　 考

第着 図　　 年　　 Åつ3十 休部年 衡裾ま外醸して工が年　 目　 目線部か㍉体躯 十面r フU ナ十 底　 長右 。裳母　　　　 P l購

†　　 土 師　器　 8　 3つ 縁部に至る。　　　　　　　　 部回転系切 。　　　　　　　 日 ぷ 磯 色　　　 餞 ％

序 ‖ 湖

l

普通　　　　　　　 将士車

高嶺丞移行日計「凱招 底部年 高台は！＼習字状上聞十 休　 作部外面目プリ十字．内面へ予磨y 砂粒。裳母　　　　 P ‖帯

2　　 土 師 器　 0　 7．5 部は内増して千台上がる．　　　 高台貼 り付け甘　 ナ圭　 内面黒色亀　 外面∴ぷい褐色　　 調㌔

E　 l．0 理∵　　　　　　　　　　　　　　 内面黒色　 普通　　 程土中

高畠瀦移行日計「乱射 底部片。高畠はノの字状に開 。体　 休部外面ロタロナデ。内面へラ磨 。砂粒⑳長石の雲母　 ㌘ 摘

土 師 器　 D ［ 。鋸 部は内攣「二子木工掛る　　　　　 高鍋 抽 什汗軋　 十 ㍉　 内面黒色亀　 井面橙色　　　　 持㌔

E　 l．0 理∴　　　　　　　　　　　　　　 内面黒色　 普通　　 将士車

欝黒号佳腰掛　第魂囲う

位置　調査6区西部．Mlll。、1区．

．　　　　′′　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ので、本跡が新しい、

規模彪平面形　凝軸。那捌　短軸。閥mの方形である。

主軸方向　N一一一一一20つ㌔ナ

壁　壁高は臓～霊用で　外傾して立ち上がる。

壁湧　上幅摘～灘だ現　下幅摘㌦蟻m　深さ5mほどで　断面形は逆顔形である。金周している。

床　全体的に平坦で　中盤部がよ　踏み固められている。

欝舶図　第黒号住居跡窯測園



、　　　　　　　　　　、．　　　　・　　　　　‘　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　ー　　．‥　　　′：、

′　　　　　、′　　′　′　　　∴

土層解説
rIて1，r　し11　′′　　FI－1、l′l　－　　11IノFl′I　－

iii～‾つ古色　焼日日▼一・歳f廿′守。しトーノー、小▼／し‾ト′「ノ′e Lトー∴粒j二′塙‡1tトー！再十八ト′－ソ微量

2　褐　色　ロ…ム粒子中量夢　廃土粒子癖炭化粒子啓ロ…ム小ブロック教義

こう　暗褐色　焼廿′守e射し粒子・しトー∴小ゾトトノン・・し「∴粒白微量

遺物　土師器片創意　須恵器片　意が出土している。の土師器婆は東壁際と中央付近の覆土下層からタ　の

′・　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　・．

・・　　　　・・1′　　　　一、、　－　　　、　∴　′／′

9　　　　　　　　　　　　19cm

題　　　　　　　　　』

欝舶図　第業者経腰掛出藍遺物窯測図

第霊号住居跡出土遺物観察衷

版番号 器 種 恒 雁 廟　　 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 砂色調 ⑳焼成
備　　 考

年目引図　　 患　　 A l上1 日樟揖項 目緑部工かけてのけ片　 休　 日縁部内 。外面横十／ 休部外面へ　 砂粒弓拓 。裳母 ・ P l185
土 師 器 附 き鋤 畿 禁 て立ち上が新 潮 は iラ削 0 桶 ナデ。　　 完 ア 橙色 350。　中央 ・束

壁際博士下層

蓋　　 臣 2潮　 目縁部太粧＋ボヤン状の1 ま本が什　 天井部外面へ二潮 【） 内面 H フH ナ　 砂粒 ・長右・雲母。

2　　 須 恵 器　 ぎ　 3。苦　 く。　　　　　　　　　　　　　 デ。　　　　　　　　　　　　　 スコリア
P l・18（う
35％

鎧　 の諸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　 普通 東壁際覆土下層

誓　 A L eの］ 打線部片。ロ縁部は外反する。 i＝縁部内 診外面横ナデ。　 i砂粒 倭石英 態長石 の

3　　 萄 恵 器 Iも 工8〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雲母　 黒色

l
P IL187
5 ％

普通 将士車

ノ　∴　　　　　．　′言

位置　調査　区西部　N臓e区。

′・・ヽ　　　　′′　　　　′　　′′′　　　　　ノ　　、　′一、

、　’　、　　　　ノ　　′、　′　1°、一　′　　′　・’　　　ノ　　　′　′・　　日　　、・、了：／、′．‾：ニノら

長軸方向l‾‾‾N　一一00＿；

′′　′　　　　　　一　　／ノ

′　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　、　－．　　′　′　′　　′　、ノ′・摘つ一、‥子‾′J・′ノノ′

′　　ノ　　　　　　　　′　′一　　　　′一　　　　　ノ

′、　　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

－　　　　　′′、　　　　　　　′　　　　・′′ノ　′、′　　ノ・　　′、∴　′　　　′′′

土層解説

且　黒褐色　ロ…ム小ブロック飽ローム粒子中農，炭化粒子の廃土粒子少量

2　黒褐色「7－∴！＼中・小‾・デtト′ソe Lト∴粒ナ・鳩十粒子小品　焼巨事イし「′？・炭化物・炭化粒J’一′出宗一

一一一1一一一…V－537…－ll一一



3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色

焼土小ブロック・廃土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック微量
炭化粒子・ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム大・中ブロック微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片132息　須恵器片185点，鉄製品2点が出土している。3の土師器高台付杯，5の須恵器杯は東

壁際の覆土中層と上層から，4の土師器高台付杯は南東コーナー付近の覆土上層から，7の鉄製手鎌は東壁際

覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀後妻と考えられる。

‾ここ ＼ノ ノ

＼＼⊂＝士≡ク

第442図　第333号住居跡出土遺物実測図

第333号住居跡出土遺物観察表

；l

i 7　5－12

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　；　　」

図版番口器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第442図 杯 A［13．0］ロ緑部片。休部は内攣気味に立ち上口緑部外面ロタロナデ。体部内面へ砂粒・雲母 P1496
1 土師器 B（2．7）がり，口縁部に至る。 ラ磨き。休部外面に墨書。内面黒色 にぷい黄橙色 5％

処理。 普通 覆土中

2

年 B（2．8）底部から休部にかけての破片。平底。休部外面ロクロナデ。休部内面へラ砂粒・雲母・スコリP1497
土師器 C［8．0］休部は内攣気味に立ち上がる。 磨き。休部外面に墨書。内面黒色処ア　外面にぷい褐色5％

理。 内面黒色　普通 覆土中

3

高台付杯 B（4．4）底部から体部にかけての破片。高台休部外面ロクロナデ。休部内面へラ砂粒・石英・雲母・P1498
土師器 D　7．6 はハの字状に開く。休部は内攣して磨き。高台貼り付け後，ナデ。 スコリア　にぷい黄20％

E　l．2 立ち上がる。 褐色　普通 東壁際覆土中層

4

高台付杯 B（2．5）底部から休部にかけての破片。高台休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒・雲母・スコリP1499
土師器 E（0．5）欠損。休部は内攣して立ち上がる。 ア　にぷい橙色

普通

30％　南東コー

ナー付近覆土上層

5

杯 B（2．0）底部片。平底。休部は外反して立ち休部下端手持ちへラ削り。底部へラ砂粒・雲母 P1500
須恵器 C　5．4 上がる。 削り。 灰黄色

普通　煤付着

30％

東壁際覆土上層

6

肇 B（11．3）底部から休部にかけての破片。平底。体部外面下位へラ削り。内面ナデ。砂粒・石英・長石・P1501
須恵器 C［15．2］体部は外傾して立ち上がる。 輪積み痕。 雲母　にぷい黄橙色

普通

10％

覆土中
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図版番号 種 別 ［ 紬 詩 議 射 闇値重畳沌　 出 土 地

占
タもlヽ

砧 考

第融図 手　 練！纏生 ．ル＿曇 生 ＿＿…望隻土 空　 襲壁際覆土欄 適 撃
痛％

欝調号住居跡　第舶囲う

位置　調査6区南部、0は柄区

規模藍平面形　寒路の南部は調査区域外に延びており　南掴齢を郷m　東西軸。舶mで　平面形は不明であ

る、

壷軸方向　Nつ50－つ1

登　壁高は臓㌦摘親で　外傾し老立ち上がる。

壁満　北壁藩で確認した。上幅蟻m　下幅摘m　深さ8emほどで　断面形は閻字形である。

床　ほぼ平坦で　竃前面がよ　踏み固められ竃締る。

竃　北壁中巣部に紺讃されて締る。規模は長さ翫cm　袖幅は配m　望外への掘　込みは蟻照である。磯部は砂

驚粘並で構築されて締る。尭床部は楕僧形に浅　掘り引誉められ　煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

且　にぷい赤褐色　廃土粒予多農
2　赤　褐　色　廃土尭プロもツタ多義

暗赤褐　色　炭化粒子多義　廃土粒子少最

後　にぷい赤褐色　焼士粒子多量　廃土顔ブロック中義　旗化粒子少農
5　明　赤　褐　色　焼五粒子多温㍉緻土中⑳擁プロッタ少還
霞　暗　赤　褐　色　廃土粒子多量

にぷい赤褐色　廃土粒子多最　焼土中ブロック

色
色
色
色

裾
掲
出
∵
借

方
本
品
∵
有

情
暗
明
暗

8
∴
ソ
腑
　
〓

甘…ム粒予少最

炭化粒子中農，廃土粒子少量
炭化粒子中豊

1、∴∴大‾一′‾’し「′　′l′′レ量

廃土粒子微量

ぼ亀細　か所膵の。㌘融凝径鮎だm　短径磁mの楕僧形で　深さ相和である。断面形は皿状である。位置

や漉層から族を捨てたものと思われる。

ピーソト土層解説

極暗赤褐色　廃土粒子少最　炭化粒予微量　　　　暗赤褐色　廃土粒子多量　炭化粒子少還　廃土小ブロック魯炭化物微量

覆達　磨からなるが　澄まが浅　堆審状況は不明である。

土層解説
且　黒褐色　焼土粒子中豊

望　暗褐色　ロ…ム粒子少農
3　黒褐色　焼土粒予微量

嶺　黒褐色　廃土粒子少鼠　炭化粒子沓ロ…ム粒子微意

遺物　漉師若緑振腰　須恵器片霊感学務明鏡製品凱藍が魁漉している。の素意器棒は東壁際の床面直上から

第舶図　第意義考燵應跡出藍遺物窯測園

・一一一一115391－－

①　　　　　　　　　　　　　　頂のcm

』　　　迄



正位で，2，3，4の須恵器杯は竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀後葉と考えられる。

第444図　第335号住居跡実測図

第33°5号住居跡出土遺物観察表

）

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（cn） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第443図杯A13，0口縁部一部欠損。平底。体部は外傾口縁部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・雲母P1504

1 須恵器B　4．6して立ち上がり，口緑部に至る。休部下端回転へラ削り。底部へラ削にぷい黄橙色 90％

C　7．6 り。 普通 東壁際床直

2

杯 A13．5体部一部欠損。平底。休部は外傾し口縁部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・長石・P1505
須恵器B　4．6

C　7．6

て立ち上がり，口緑部に至る。 底部多方向のへラ削り。 雲母・スコリア

明赤褐色　普通

50％

竃内

3

杯 A［12．4］休部口縁部一部欠損。平底。体部は口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・長石・P1506
頚恵器B　4．2外傾して立ち上がり，口縁部に至る。体部下端手持ちへラ削り。底部へラ雲母　褐灰色 30％

C　6．0 削り。 普通 竃内

ー51什Il



図版番号　 器　 種 器 形 の 特 赦　 i　 手 法 の 特 散　 i胎土 疹色調 の焼成 i 備　 考

第4豊3図i須 芸 器

一ハ…⊥ ル＿

鬼は乱射

迅　 速を8

L　 T．6

底部から目線部にかけての破片。辛　 口緑部から体部内 車外南口タロナデ。砂粒◎石英瞳雲母　　 ㌘蟻那
底＋休部は外頓 し二千十十が年　 目　 底部回転へ予切り鯨　 へ予削十　　 暗亘茜色　　　　　 200。

縁部に至る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 竃内
i

欝遜欝号燵應静　第舶図）

位置　調査　区南西部　N臓摘区。

重複関係　第3こう（うり宜居跡を据年込んでおり。本跡が新し．い

規模と平面形　長凍結86乱　短軸3．58Hlの方形である

壷軸方向　N　50－　に

壁　壁高は32mlで，外頼して立ち上がる、

窺　全体的に平坦で　竃前面か転出ゑりⅢにかけてよ　踏み固められている。

憲　北壁中央部に什設されている，柚部の遺存状況は悪く，規模は長さ75（恥　袖両計85‾‾恒，壁外への掘り込み

は狛mほどである。磯部は砂貿粘丑で構築されて折る。鹿床部は楕閏形に浅　掘り　ぼめられ　煙道部は火床

部から緩やかに立ち上がる

憲土層解説

思　黒　褐　色　廃土小プロッタ∵廃土粒子⑳炭化粒予怨ロ…ム顔万厄ック療ロールム粒子微農
黒　褐　色　廃土プjプロッタ魯廃土粒子車媛化粧予昏ロ…ム小プロッタ轟ロ…ム粒子少靂

3　黒　褐　色　焼土粒子少量ラ　炭化物昏炭化粒子微量
極暗赤褐色　廃土粒子中量　廃土小プロッタ少農　炭化粒子微農

5　極暗赤褐色　焼土粒子教鼠　焼土かブロック少選　炭化粧予微還

ピッ紅　2か所月㍉、塵㍉日．Plは径20（iIllのll川手で，深さ5こう川である　自注穴と考えられる　I＿）：2は酢蛸（一mの

円形で．深さ；う5日ilである　出入り口に伴うし三、ソトと考えられる．

覆土　7屑からなり，自然堆積である

土層解説

1　暗　褐　色　LlJ・h∴粒「射敲　焼t粒守一e tト∴ノ、小ゾtト′′ソ′レ鼠

慧　黒褐色　ロ…長粒子中鼠　廃土粒子⑳炭化粒子㊥ロ…ム中⑳小ブロック少畳

語　極暗褐色　廃土粒予車炭化粒子⑳ローム粒子少鼠　廃土かプロッタ㊧ロ…ム小プロッタ微最

遠　極暗褐色　廃土粒子療ローム粒予少量撃　炭化粒予のロ…ム小プロッタ微量
5　暗　褐　色　鳩目、「j一一0炭化物ら射し二粒j∴e L「－∴粒Jつノ、品　焼巨トへ十∵？り「－∴大の　巨．ハ　ソ　▼微量

鍔　褐　　色　ロ…ム粒子中農撃　ローム太ブロック微量

冒　暗褐色　ローム小ブロック療ロ…ム粒予少量　ローム太ブロック微量

遺物　土師若井舶吼夜　須意器片鋸意　石製品凱軽が魁漉して締る。紅　　の須意器塔は㌘　付近の覆土中層

から避位で芦　議の須恵器輝は北東ヨ…ナ…付近の覆士官層から撃　議の須磨器蓋は西壁際の覆土下層から逆位で芦

6の須恵器蓋は北東コ一一十一イj－近の覆十日再から、日の須恵器甑はP汗日産の覆土卜層からそれぞれ出上して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出上遺物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる

第3那号住居跡出土遺物観察羞

図版番号 器 種 桓 測値価　　 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 徴 胎立 番色調 の焼成 i 婦　 考

第隼 項 骨 轡 郡 ㍑ 脛 撃 鵠 雛 鵠 デ0砂粒・長右e雲母暗叛革色良好

1－5．11－－－－…－



第445図　第337号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト－　I l

図版番可器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第446図 杯 A［13．8］体部・口緑部一部欠損。平底。体部口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・雲母 P1515
2 須恵器B　4．1 は外傾して立ち上がり，口縁部に至体部下端手持ちへラ削り。底部多方灰黄色 40％

C　8．4 る。 向のへラ削り。 普通 P2付近覆土中居

3

杯 A［13．5］休部・口緑部一部欠損。平底。休部口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・雲母 P1516
須恵器B（3．8）は外傾して立ち上がり，口緑部に至体部下端手持ちへラ削り。底部へラ灰黄色 40％　北東コー

C［8．0］る。 削り。 良好 ナー付近覆土下層

4

杯 B（3．0）底部片。平底。体部は外債して立ち体部内・外面ロクロナデ。底部へラ砂粒・長石・雲母 P1517
須恵器C　6．2 上がる。 削り。 黄灰色

普通

30％

覆土中

5

蓋 A 12．4 つまみ欠損。天井部は笠形をしてい天井部外面へラ削り。内面ロクロナ砂粒・石英・雲母 P1518
須恵器B（2，2）る。口縁部は短く折り返されている。デ。ロ縁部ロクロナデ。 灰色

良好
90％

西壁際覆土下層

－542－
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第446図　第337号住居跡出土遺物実測図
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図版 番号 器　 種 計測値葎両　　　　　 器 形 の 特 徴　　　　　　　　　 手 法 の 特 級 胎工 ・色調 。埴成　　 備　　 考

第舶 図 蓋 Å鉦虹告 「つ患み 匁損。天井部は笠形を　 てい　 天井部外商へ ラ削 。内面 ログロナ 砂粒 。太右　　　　　 P l封9
6 須 恵 器 鋸　 ぁ鋒） る。 打線部は短　 折　 返され ている。デ。打線部 ロタロナデ。 叛色　　　　　　　 50㌔　 北東 ∴‥

普通　　　 ［ナ…付近覆土下層

蓋 8 1．0　 天井部片∴ボタ ン状の1 まみが什 十 天井部 外面㍉＼予削 十 内面 H ？日子 砂粒 昏雲母　　　　　 董・）摘誠

丁 狛∴吏　器 y　 3 。7　　　　　　　　　　　　　　　　　 デ。 にぷい褐色　　　　 渕 ％

G　 O ．5 普通　　　　　　　 将士 車

盤 射 2の識］ ロ縁部片。目線部 は外傾す る。　　 日録部内 車外南口タロナデ。 砂粒 。裳母　　　　　 P 152 1

8 須 恵 器 B 「乱射 貴灰色　　　　　　 5 ％

［
i

普通　　　　　　　 将土 中

長 頸 瓶 誤用 。郡　 休部片。休部は内攣 して立ち上がる。体部内 の外面 ロタロナデジ 砂粒 。実母　　　　　 P はお

9 須 恵 器 載叛色　　　　　　 5 ㌔

良好　　　　　　　 覆土中

婆 B 言 ．2〕 底部 片 ．酪駁 休部は外怖 して千木　 休 部外面千位㍉＼予削 り ．内面←＼予ナ 砂粒 。末右 e実母　　 P 15ユ1

10 須 恵 器 C は 潮　 上が る。　　　　　　　　　　　　 デ。休部外商に平行叩き。 灰色　　　　　　　 摘％

良好　　　　　　　 P J仕れ将士 上層

甑 IU H 千 「臨 附 「 多汁若 休部 は外 頓 「て立　 体 部外面下位ノ＼予削 牛 内面十 十 砂粒 。右華 0実母　　 つ記う

Ⅲ 須 恵 器 C i二摘 湖　 も上がる。　　　　　　　　　　　 休部外面に平行 叩き。 亘色　　　　　　　 20 0。

i

普通　　　　　　　　 P ソ廿近音十千層

図版番号
種 i i　 計　　 測　　 値　 ！ 納　 本　 愉　 お

別 恒 葎m） 幅葎m） 厚さ擁中 経廟 重畳沌ノラ　 出　 土　 地　 ハ、、　　 備　　 考

12 磨　 効＿攣 」「 攣 整 」 射　 …覆望迄 ＿＿　　　 i ＿＿脚　 安山岩　 鵬

図版番号種別 酎詩 議 径行mラ重畳軸） 出 土 地 目 ＋ 清　 考

臓　 紡 錘 車 i g 既．レノ82 日 も中　 ゆ中　 載 北西コ…サ …ぬ付近覆土中層 iQ 朋 凝灰岩　　 摘 ％

第遜調号佳屠浄　第舶囲う

位置　調査6区西乱　Nlくi。、1区二

重複関係　第329◎330号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しノノい、

規模と平面形　長軸！‾圭31＿j乱　短軸i‾‾3．・ノ捕厄lの長方形と推定される．

主軸方向「N　200　Ⅵ㍉

壁　壁高は12＼V22（・nlで，外頓して立ち上がる、

床　全体的に平恒で，中央部がよく踏み囲められている、＿

竃　北壁中東部に付設されている。削平により遺存状況は悪く　規模は濃さ拍輌錘m　袖幅纏鋤m　壁外への

′　　　　　　　　　′

られ，煙道部は削平され不明である

′

られる

遺物　須恵器片射軽が出土している。　～　の土師器要は混入である。射豊須恵器婆の体部片で　外面には横

位後，綻位の、出川jきか施されている

所農　本跡に伴う遺物が少な　時期を明確にすることは難しいが　出土した土師器片や　陛紀前葉の第畿号

住居跡を掘り込んでいることから、「そ安時代の9世紀後葉と推定される

－　5こH
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第447図　第339号住居跡実測図
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第448図　第339号住居跡出土遺物実測図

第339号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L i　　＿＿＿＿i

図版番口器　種計測値（CⅢ）器形の特徴手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

第448図

1

婆

土師器

A［15．7］

B（2．7）

口緑部片。口縁部は外反する。口緑部内・外面横ナデ。砂粒・雲母・スコリ

ア　明赤褐色
普通

P1526

5％

覆土中

－545－



図版番 訂 ‾‾嘉 頂 ‾下 表‾‾篇 測）　 器 形 の 特 赦　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 欄 機 可　 備
考

雛 亜図　 登　　 B 摘 め‖ 底部片。平底。体部は内撃　 て立ち　 体部外面下位 魯底部へラ磨き。内面　 砂粒浄石英砂雲母　 ㌘摘飢

2　 土 師 器　 C　 9 e6　 上がる。　　　　　　　　　 へラナデ。　　　　　　　　　 にぷ 磯 色　　　 亜％

普通　 外面煤付着　 得土中

婆　　 恥 19」‖守樟糾「 体鶴 ま再噂して立石上がる∵休部外面へ十磨き．内面へうナナ　 砂粒 。右英 ・雲母　 P 1528

3　 士 帥 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 20 0い

普通　 外面煤什着　 将士車

、・。∴　　　　　′．　く

二　　′　′、′　′、　、

r∴　二　く二　　言　′　　　　　　　．　　．．′　　　　　　　　　　′　　　′、　一

二　　、・・′、　′′∴　　　　、′′′　・　　　　‥　　　　　　　　　　　　・　　・・・

主軸方向　N一一80－lIl

ハ　　　　′．　　　　　ノ　ゝ　　　　　　．　′′　ノノ

ー　　　′　′　一　　　′　　ノ　　　　　　　′一　　　　　　　　　　　　′

′′、′　－　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　′′

ご　　　′　ノ　′　′　′　　　　　　　　　′　　′　′、　　　　　′　　、′　ノ　′　　‥　　　　．．　　′

∴　　　　　　′′′、′＼・・′　‘∴　　し′∴　　・‥ノ　′　　　　　　　　　′　・こ′　、′　・′

ぼめられている。煙道部は削乎され不明である。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

：3　黒　褐　色

、1　暗′ホ褐色

5　暗　褐　色

（i　暗　褐　色

炭化粒子中農　焼土粒子少最
焼土粒子の炭化粒子中農

廃土小ブロック⑳廃土粒子少量，炭化粒子微量
廃土粒子多量

焼土粒子少量夕　炭化粒子微量
炭化粒子多量，焼土粒子少量

：　　　　J′‘ノ・　　　　　　　　　′　　　　　′ノ　′ノ′．　し　／′　　′　　　′　一′　　／　　　　′

られる。㌘5は長径勅勘短径飢cmの楕円形で　深さ雷cmである。出入り田に伴うピットと考えられる。

．≒、痺　l－●・′　　〉′：　三　・′　ふ′、．ノ．＼：∴　′′′ノ　　ノ　′′　′響、．′、・　　′　　∴′．．　′　′′′

の須恵器棒は覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期はヲ　遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8陛紀前葉と考えられる。

第別号住居跡出土遣物観察蓑

図版番頚
器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

第450図 婆 A ［24。2］ ロ緑部片。日録部は外反する。 ＝縁部内 e外面横ナデ　 端部は外上 砂粒 。雲母。スコリ P 1529
1 土 師 器 B （8。7） 方につまみ上げられている。 ア　 にぷい赤褐色 10（＼　 北東」‥

普通　 外面煤付着 十一付近覆土下層

埠 A ［10．6］ 底部から日経部にかけての破片。平 ＝縁部から体部内 。外面ロクロナデ．砂粒 。石英 。長石 ・ P 1530
2 須 恵 器 B　 3．9 底。休部は外傾 して立ち上がり，ロ 休部下端回転へラ削り。底部へラ削 雲母　 灰黄色 10㌔

C ［5．0］ 縁部に至る。 り。磨滅が著しい。 普通 得土中

一・・一、－－一一一一一一一一5146－－－－…l
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第449図　第340号住居跡実測図

第450図　第340号住居跡出土遺物実測図
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③　時期不明

第203号住居跡（第282図）

位置　調査6区北部，M15j4区。

重複関係　第204号住居跡の上部に構築されており，第6号掘立柱建物跡に掘り込まれていることから，第204

号住居跡より新しく，第6号掘立柱建物跡より古い。

規模と平面形　長軸［3．70］m，短軸［3．50］mの方形と推定される。

主軸方向［N－250－E］

床　全体的に平坦である。

竃　北側に付設されている。削平されており，竃の痕跡しか確認できなかった。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径52cm，短径42cmの楕円形，深さ24cm，断面形は逆台形で，主柱穴と考

えられる。P2は長径46cm，短径［40］cmの楕円形，深さ10cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置する。長径朗cm，短径78cmの不整楕円形，深さ30cm，断面形は逆台形である。

L一二＿　　　」

第451図　第203号住居跡

出土遺物実測図

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量，ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子中量

覆土　残っていた覆土が浅く土層が確認できなかった。

遺物　土師器片34点，須恵器片2点が出土している。第451図1の須恵器賓の

休部片は，休部外面に同心円状の叩きが施され，南西コーナー付近の覆土中か

ら出土している。

所見　本跡は，遺物も少なく時期を判断するのは困難であるが，出土遺物から古墳時代後期以降と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一ーー一一一十一一一一一一一一一一一一一」

第452図　第263号住居跡出土遺物実測図

第263号住居跡（第453図）

位置　調査6区中央部，M14e5区。

重複関係　第198・266・267号住居跡の上部に構

築されており，本跡が新しい。また第146・161号

土坑に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　床面と竃袖部を確認しただけであ

るが，長軸［4．15］m，短軸［3．02］mの長方形と推

定される。

主軸方向［N－900－E］

壁　壁高は10～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　よく踏み固められている。

竃　東壁に付設されており，削平により袖の一部

を確認しただけである。袖部は砂質粘土で構築さ

れている。

覆土　2層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量　　　　2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片199点，須恵器片27点，白磁片1点，鉄製品1点が出土している。1の鉄製鎌は北西コーナー

付近の覆土下層から出土している。

－548－
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第453図　第263号住居跡実測図
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所見　本跡に伴う遺物が少なく，明確な時期を断定できないが，遺構の形態や出土遺物から平安時代以降と推

定される。

第263号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

第452図1 鎌 （14 ．7） 8 ．6 0 ．2 5 （4 9） 北西 コーナー覆土下 層 M l Ol O　　　　　　　　　 70％

第280号住居跡（第454図）

位置　調査6区中央部，M14g3区。

重複関係　第281～283号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．58m，短軸3．50mの長方形である。

長軸方向　N－850－E

壁　壁高は40～70cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下から西壁下にかけて確認した。上幅15～20cm，下幅10～15cm，深さ5cmである。断面形はU字形

である。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

ピット1か所（Pl）。Plは径30cmの円形で，深さ39cmである。性格は不明である。

覆土　3層からなり，ロームブロックが大量にみられることから人為堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量
3　黒褐色　ローム小ブロック多量，炭化物・ローム中ブロック中量，焼土粒子・ローム大ブロック微量

遺物　土師器片700点，須恵器片97点が出土している。1の土師器聾，2の土師器聾は混入である。

所見　本跡に伴う遺物が少なく時期を断定できないが，第282号住居跡を掘り込んでいることから平安時代の

10世紀以降と考えられる。

－549－
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第礪図　第望約号住居跡出藍遺物実測図
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第280号住居跡出土遺物観察表

図版番 ロ 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第45 5図 璽 A ［別 ．0］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 1 22 9
1 土 師 器 B 13 ．9 部 は内攣 して立ち上が り， 口縁部は ラ削 り。 内面へラナデ。 スコリア　 橙色 5 ％

外反する。 普通 中央付近覆土上層

2

要 B （11 ．8） 底部か ら休部 にかけての破片。平底。休部外面縦方向のヘ ラ磨 き。内面へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 12 30
土 師 器 C　 8 ．3 体部は内攣 して立 ち上が る。 ラナデ。 雲母　 橙色

普通

10％

南壁際覆土中層

第338号住居跡（第196・197図）

位置　調査6区南西部，N13r7区。

重複関係　第336号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．13m，短軸1．96mの方形である。

長軸方向　Nl180－E

壁　壁高は54cmで　はぼ垂直に立ち上がる。南壁中央部を掘り込んで，出入り口と思われる階段が付設されている。

床　平坦で，踏み固めはみられない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径20cmの円形で，深さ7～30cmである。いずれも主柱穴と考えられる。

覆土12層からなり，ブロック状の堆積をしており人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量
6　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック微量
8　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子微量
9　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム大・中ブロック微量

11黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量
12　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片108点，須恵器片23点，鉄製品1点，礫1点が出土している。1の鉄製刀子は中央付近から出

土している。

所見　本跡に伴う遺物が少なく時期を明確にすることは難しいが，古墳時代後期の第336号住居跡を掘り込ん

でいることから，古墳時代後期以降と考えられる。

第456図　第338号住居跡出土遺物実測図

第338号住居跡出土遺物観察表

◎　－S＝七

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿＿；　　　！

図版番口種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第456図1刀　　子（18．0）1．4 0．8 （21）中央付近覆土下層 MlO35
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表趨　熊の山遺跡痘匪経屠跡一覧表

室軸方向

（長軸方向）

規　模南扇

（長軸X短軸ラ

；う．鴻1．＼、，‾う．Tti

内　　　部　　　施　　　設

出　　土　　遺　　物

二圭二師器　く椀，塘夕　霧輝，整う　石製勾
＝ヱここ　　　　虚漉魔歯

清　考

新旧関孫亡者→新ラ

劉摘患す本紛力償m凱㌶

i　　　　　　　　i聖恒小藩中…
匹毒素産道養罠蔓董董率ギ…葦議議

聖恒車漱中踊6e減×鎧中車担国4回 炉」⊥」空陸車重享年不義議司
1可摘年齢車欄陳謝鵜準「極上　つつ璃回 …　車醜塔ラ　　　 i
攣恒中榊粗車削防縮持e輸車の平担仁　つ…東電同 つÅ桓師器棒ラ　　　 i封掛繍
可蟻匪紺桓形］空聖薮二座主仁子「嘉「「つ…　師器碑　　　　　 親は→家路
摘7　．摘抗　　一一一㌫牒つ方　形

≧
捌 照 ～膵担…部回 逢　魔i つ自桓師器勝 糾 釘　　　 勝機且36渦 且39

相中 粛8　耕一一一中 形脚 乱粥両 平担堂周回 登　竜　つ つ尤車 軸 輝椀聾須恵器蓋）援旦那43→本紡→S亘且

相中 触Nw勝項長方形］璧 空 色 国 連 」 ∃ 重 コ コ 三 重 牽 李 ￥ 蒜 宕 障 蒜 義

」空」聖車や中堅 も鍼×中 欄平坦回　 国 竃　つ 頼 為土醜 饗瀬棚 稀，蓋釘極摘→繍

摘且　L摘鮎　Nw潤一一一一群　方　形私は　〉く　乱射討車 坦部回 恩　寵　つ つ尤為土師器脾要録臼玉　 庫 →轍 棚の

腰恒可栂…車凋］放縦回五郎建盤曳十主 上T 「「匝 恒腑随湖
彗極車麻生… 裾狛×　軋儲攣匝」巨 「再軒「二面 土醜輝努鉢汐甑ラ＋ ＋庫磯38湖～且46
摘中 一触恒　 車 形舶掲幻影瑚聖疫蛙曳二王」ヰ「丁＝「 婆攣㌍竿蝋馳蝋溜断機欄射
摘中 軸恒が”朝　 形］細鵬頑 」」」∴主事射手「羊 土師器高鍋棒ラ　　　 漂欝詩魂4潤一鼠嶺7‾ヰ
溌桓中一4酢潮　方形］説は舷軸車 坦…回 …摘　…回 つ土師器輝蝿 支脾　　 農禁豊霊魂7→寒路

中脳車－・′′一一え建潮恒削鋤鵜瑚「国 中　 つ竃回 つ一　節器椀寮ラ　　　 援舶→紡淵削

摘中 航恒 車 方形8闊Xも中～車坦金屑…　　 寮篭　′　　　 志警霊輝き納付椀タ小皿紡錘封勝機

摘9M拍車一一一・一3－－ノー中 形肺 臓恒輌 一部つ …　竃　 上 尤為須恵器蓋凝頸瓶）　　 恩32灘‾ヰ繍っS量且

恨、信領∴』ァ　パ　胃i｛　T言
上脱つ1親閲轡　で「41も　上り　万里

摘璃紺壷摘潅魂離れ…日当議丁二千二様諸表蒜毒㌃義蒜嘉義議霹「忘蒜義壷義蒜
摘輿M摘畠軽 ‾．‾3‾‾′‾E　方形恒隼攣 恒や轡瑠 「 竃　　 …一丸為須恵器 蓋凝頸瓶）　　　 慧32灘 ‾ヰ棚 減 且

げ爪　に射れ1 ㌣ア　パ，1トト　甘言負翻∴「∴＝r「二に＝汀∴コ
臓つ⊥聖聖聖曇王攣里や柏里狛轡響轡「

回 竃　 仁 人為須綿 棒 高納埠 羞 甑日 sm掛 寒路→別相互

可胸中… 恒形恒 畑中車中樟 」里長⊥」」蜃喪を車奉読嘉蒜笹蒜義㌫義
可肋圧縮一桓形一恒］畑中尋翻桓巨 つ炉国 中 為極讐票議霊誓ダミ讐撃・濃 豊㌣賓つ慧霊立郎8恥且82タ
聖邑吐空士座衷ヰ車吋可義匝仁 タ

－　東竃　　 －　尤為土師器　納付楓小皿　椀夕塔言S亘鼠55→繍→S首鼠5遠摘中 朝車…飢9…再 方形恒の組軸欄桓 部巨 温　薬篭回 つÅ為極欝 小皿，婆土師質土器内is亙且53詩56叫繍
可 蟻 巨が　恒形恒周可…桓桓車 国 電i つÅ車 醜 聾者鵬脾刀子釣棚→別路3
吏聖止聖上刃聖高市率軒羊 つ璃 …　…仁 土師器棒線高値椀）　 楓・機4

蟻桓 恒 ルー可方中 開X・中～車坦部…」漣上土遂垂車丞牽密議索肇蒜義

158 mi5d2酢h88D湖［方形恒怖中生十十 竜　　　　一　…　須恵器　蓋　刀子　　　　　　　　 欄→SK相互
中 拍車淵W“・・可長方中 擁X中～車坦部巨 漫　竃　…　つ人為怪震器脾，椀婆虜常器登当欄→封蟻の

ユ60 ㍍胤酢6缶湖［方形桓弊鋤軽頑強つ 竃　　　　　 “…　須恵器　郷　蓋う　　　　　　　　 難路→本跡

聖拉強聖聖圭攣車料右下可尋㌻笹 」墾上土」」車重を重義詣議了笹㌫㌫義
且62 ㍍15ダ2 紺 一俵ア方形恒 周 丞 相 桓 桓 車 竃巨　 …Å為匡師器脾 要甑 蝿 砥石　 霊羞13→寒路→S‡16日

虫聖止聖上刃卒論下垂戸手 A L山地二二二「‾‾庫蒜義
中瓶恒 ルーー中 形恒x中～車坦鰯巨 恩　寵　つ…廟義姉常襲須鵬高鍋柿支極風蟻→繍
減恒鉦棚一再方形桓聖輔車軽車す可 且「上土」攣捷墾垂空空表議音義漕悪霊整遠冠
聖捷吏竺止攣中卒司青笹匝梓 ナ

－i竃iつつÅ車師器∈足高高槻小皿夕婆，椀漕蒜霧雨
且67　㍍l漁り旛璃㌣勘脛方　秀頼施範頼施儲封　…－　「－「…i… つ…　…　…土師器轍婆資違う　　　 禁言霊慧調鋸麟
鼠中掬5恒白　極方中空繍恒痺車折 回 目…　為不明石製品　　　　　 本紡→義胤閤
可摘車羽車 形恒棚中東痺軒 且　竃2　つつ人為極霊慧婆須恵器堵饗不明is抱錦→寒路
鼠7中 5g5恒〇車形］匝冊車幸中位 つ竃iつつつ　　　　　　　 極168→繍
m 桓中相可［長方形］恒膀礪「回 つ2 ⊥吏」ニ艮二二「「‾‾「
ま72　ヱ5舶「恥骨㌧E　上方　月針庸潤い日日洩拍ぺ醐平坦「…i且 恩　　寵　　且　　…　Å為須恵器（塔，盤言鄭
17小梅 区錮 車 形］恒 ］璃一可 つ鞘ト ト …回 つ つ 」土師器橘埠）　　 ！
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住居跡

番　 号

＼位置
主軸方向

（長軸方向
平面形

）

規　 模（m ）

長軸×短軸

壁高

（cm）

唇 ！ 内　 部　 施　 設

滑覆土

卜

出　　 土　　 遺　　 物
備　 考

新旧関係（古う新）
桓 溝

主柱穴
縄 票 炉・竃

貯蔵穴不　日
＼ピッ

174 M 15 f5 ［Nl 灯しE］‖［方　 形］［4．70］×甘45］2～6 平坦日　－ － 竃 － － 土師器 （杯）

175 M 15d3　N一鮮…W 方　 形 4．60　×　4．46 8 ～10平坦 4 1 竃 － － 人為、土師器 （婆）砥石 SI176→本跡

176 M 15d2 抽…40㌧勘 ［長方形］［5．79］×鉦92］2 ～6 平坦 2 － 炉 － － 本跡→SI17 5

177 M 15 b2 ［Nw…30－E］［方　形］4．22 ×鉦 08］8～10 平坦 4 1 竃 － 1 自然、土師器 （聾）須恵器 （蓋）支脚

178 M 15 d2 細…110－E］［長方形］［3．60］×［3．㈲］2～8 平坦 3 1 竃 － － 自然、土師器 （賓）須恵器 （杯，蓋）

179 M 14b詔トト130 …E 方　形 7．13　×　6．98 20～36 平坦 全周 6 1 炉2 1 － 人為 土師器 （高年，相，聾） 本跡→SK 134，137

18 0 M 14C9 N …110…E 方　形 4．50　×　4．亜 20～52 平坦 全周 4 － 竃 － － 自然 二土二師器 （聾．）須常務 （隼，高台付坤こ）
、刀子，　金繚

SI15 2，18 1→本跡→SI1

82 ，195

18 1 M 14b9 ［N…280－W ］［方　形］［4．70］×［4．70］3～20 一部 － － － － － 人為 S工15 2→本跡→SI180 ，1
95

182 M 14d9　臣1 ㌧W 方　 形 ［5．05］×4．93 32～38平坦 全周 3 － 竃 － － 人為 須恵器 （塔，高台付躇こ，饗，甑）土
∃王，　フフ子

SI15 2，18 0→本跡→SIl
83

183 M 14d9 N w一一920…E 方　 形 ［3．33］×3．拓 18～32平坦一部 1 － 東電 － － 人為 二士二日市器 （高台付椀，4、皿，墾）須恵
器　（塔） SI182→本跡

184 M 15e2 N“…910－E 長方形 3．76　×　3．20 5′、12平坦 一部 － － 東電 － － 人為 土師器 （杯，小皿，婆） 本跡→SD 15

185 M 14fo N…980…E 長方形 4．22　×　3．70 3～12平坦 1 － 東竃 － － 自然 」二師器 （高台付塔，璽）須憩器 （蓋）
灰寒由陶器 （長髪貪瓶）

SI260→本跡→SD 14 ，S

I2 62不明

186 14 g o N…30－E 長方形 4．65　×　3．32 16・＼20 平坦 一部 3 － 竃 － － 自然 土師暑旨（ま不，高台付杯，4＼皿）砥石，
鉄銀 SI26 2，340→本跡

18 7 M 16cl N －200…E ［長方形］4．38 ×（1．50）36～46 平坦 － － 竃 － － 人為 土師器 （皿，産詮き聴）須瑠烹器 （隼，
商会付埠） 本跡→SI199

188 L 14j‘1 Ⅳ」絆し虻 長方形 3．40　×　2．80 8～18 平坦 全周 － － 東竃 2 － 人為 品 SI194→本跡

189 L 14j2 Ⅳ∵㌘㌧W 長方形 3．70　×　3．31 32～40 平坦 全周 4 1 竃 － － 人為 土師器 （聾）須恵器 （杯，蓋） SI212→本跡

19 1 M 14a l N－730…E 長方形 3．80　×　2．80 8へノ14平坦 全周 － － 東竃 － － 自然 土師器 （高台付杯，賓）

192 M 14C2 N…WlOO－E 長方形 3．郁　×　2．櫛 4～10平坦 1 － 篭 1 － 人為 土師器 （賓）須恵器 （蓋）

193 M 14 d7 N…150－E 方　 形 4．90　×4．80 44 平坦全周 4 － 寵 － － 自然 二ま二師器 （稀，婆）須聴器 （受不，高良付
ま不，蓋，癒，長撃頁瓶）錬，火打ち金 SI152，197，198→本跡

194 L 14j5 ［N－66㌧戌］［方　形］鉦86］×［4．66〕 5 平坦 － － － － － － 土師器 （高埠，相，餐）砥石 本跡→SI13 5，188

195 M 14 b8 N－lO…E 方　形 3．60 ×　3．45 4′、12 平坦 全周 － 1 竃 － － － 須恵器 （杯，盤，甑）紡錘車 SI15 0，15 2，180 ，18 1→
本跡→SI15 1

19 7 M 14（お N 」辛湖 方　形 5．88 ×　5．60 43－＼55 平坦 全周 3 － 竃 1 － 人為 土師器 （埠，聾）須恵器 （ま不，蓋， SI152，198→本跡→SI1

9 3，SK 136

198 M 14鴎 N…330－W 方　形 8．04 ×8．00 40 平坦 全周 2 竃 － － 人為

199

200

201

15d o

M 15a5

L 15 i4

［N…250－E］

［N－50…W］

［N…30㌧鋸

［方　 形］

［方　 形］

長方形

［方　形］

方　形

長方形

［方　 形］

長方形

（2．60）×（1．30）

［3．80］×［3．70］

［3．40］×［3．40］

29′、34

2

1～4

27

8～10

22～24

20～25

28

14′、17

2～4

28

25～38

13

20′、30

23～44

38～52

12

4～40

8～44

47

凹凸

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

車坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

全周

一部

一部

一部

全局

全局

一部

全周

一部

全周

一部

全周

全周

全局

1

4

1

竃

篭

竃

竃

竃

東竃

東竃

東竃

竃

東竃

炉

竃

竃

篭

電

炉

竃

竃2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

人為

自然

自然

人為

人為

人為

人為

人為

人為

人為

自然

人為

人為

人為

人為

人為

土師器 （高台付杯 ，聾）須恵器 （埠）

土師器 （杯，小皿，賓）須恵器 （聾）

SI187→本跡

SI204一→本跡→SB6

202

2 03

20 4

M 15 a4

M 15j4

L 15i4

N…30…E

［N－250－E］

N…350－W

4．（拇×　3．20

［3．70］×［3．50］

［6．40］×6．10

1

1

1

1

1

1

土師器 （杯）須恵器 （蓋）

土師器 （杯，整）須恵器 （蓋，婆）

SI203→本跡

SI2 04→本跡→SB6

本跡→SI20 1，203，SB 6

205 M 14i9 N－1250－E 5．16 ×　3．58 1 二と師器 （套不，高台付坤こ，4、皿）管状
土錘，銑鉄，釘

SI206 ，213，SK 14 4→ 本
跡

206 M 14i9 Ⅳ」が一E 3．50 ×（1．㈱） 1

1

1

4

2

4

6

4

1 土師器 （高杯，壷） 本跡→SI205 ，213

207 M 14 h8 ［N－1080－E］ ［3．16］×［2．86］ 1

1

1

l

土師器 （高台付杯，小皿） SI213→本跡→SI208

208 M 14 h8 Ⅳ」絆しE 4．44 ×　3．86 土師器 （高台付埠，4、皿，高台付′J、
皿，　聾） SI20 7，209 ，213→本跡

209 M 14 h7 N…200－E 長方形 4．18 ×　3．20 土師器 （寮） SI2 7 2→ 本跡→SI2 0 8 ，
210

2 10 M 14 h6 N －1000－E 長方形

i

！

方　 形

長方形

方　 形

方　 形

長方形

（

隅丸長方形

4．16 ×　3．38 土師器 （高台付杯，聾） SI209→本跡

す L14j9 N一針㌧牒 5．28 ×（1．70） 土師器 （壷） 本跡→SI132，14 9

212 L 14j2 ［N…230…W ］ （3．85）×（2．㈱） 土師器 （塘） 本跡→SI189

213 M 14h8 鮮瀾トW 5．01 ×　5．（氾 土師器 （杯，椀，賓） SI206→本跡→SI2 05 ，2
07，208 ，SK 138，139

2可
N 14c o N…1020…E 鉦70］×3．20 土師器 （高台付ま不，高台付凄宛，4、皿）

銑鉄
SI215 ，216→本跡→SI2
22

2可 N
14d o N－100－E 3．38 ×　3．30 土師器 （杯） 本跡→SI2 14

2 16 l
N 14 b9 N－140－E 4．70 ×　4．30 土師器 （饗）須恵書芸（坤こ，高台付珂こ，

蓋） 本跡→SI214，217

2可

2可

2可 N

N 14C9！

N 14Q i

14 eo！

N一一180…E

［N－50－E］

N－貯…E

4．94　×　4．25

3．邸 ×（1．42）

3．鎚 ×　2．98　2

土師器 （高盤，饗）須恵器（塔，商会

土師器 （杯）

SI2 16 ，218→本跡

本跡→SI217 ，225

S I225→本跡→SI22 3

220 iN 14鴎I N…13。…E I方　 形 5．20 ×　4．56 土師器 （聾）須恵器 （杯，盤）

221 ！N 14q i N－4d…W l長方形 ！
4．80 ×　3．48 土師器 （塔，高台付椀，／」、皿，耳皿，

饗）
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住居 跡

番　 号

＼
位 置

主 軸方 向

（長 軸方 向
平面形

）

規　 模 （m ）

長軸 ×短軸

璧 高

（cm ）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設
i覆 土

出　　 土　　 遺　　 物
備　 考

新旧関 係 （古 →新）壁 溝 主柱穴
出入日

ピット
申 ・竜 貯蔵穴

不 明

ビッ ト

222 N 15cl 旛 1 甜∵勘
－

（2 。鮒）×（0 ．90） 10 平坦 一部 － －
ヒ酋車

－ － 土 師器 SI2 14→ 本跡

223 N 14C7 N －3 0…E 隅丸方形 ［4 ．10］x 3 ．70 16～22 平坦 2
－

竃 1 － 人 為
皿 ，啓十

S I221 ，2 25 ，226一斗本跡

224 M 14 b5 鮮凋㌢戎 長方形 3 ．04　×　2 ．63 19～27 平坦 一部
… －

寵
－ －

人 為 土 師器 （高台 付埠， 小jm ） 本跡→ SK 2 12～ 2 14

225 N 14C7 軒∵㌢一一E 方　 形 4．亜　 ×　4．00 44～58 平坦 全周
－ 1 1 － －

人 為 土 師器 （隼， 饗）須 恵器 （隼，聾 ）
S王218 ，22 6→ 本 跡→ Sは

21 ，223

2 26 N 14d7 鉢」好一酎 － 4．碑 ×（1．60）38～54 平坦 一部
－ 1 － － －

人為 須恵 器 （埠， 高台付 埠） 本跡→ S王22 3 ，225

2 27 N 14 g8 N －930…E 方　 形 3．01 ×［2．50］13ノ㌦24 平坦 一部 … －
東竃

－ －
自然 須恵 器 （埠 ）鉄 鉱

2 28 N 14 i9 甘調 ㌧勘 ［方　 形］［4．郷］×［4．35］ 15 平坦 1 － 竃 － －
土師 器 （埠 ，襲 ）

2 29 N 14io N …130－－－E 方　 形 3．16 ×［3．14］ 13 平坦
－ … － － －

須恵 器 （饗 ） 本跡－→S り13

23 0 0 14 a o 甘∴紆㌧牒 長方形 3．42　×　3．08 25 平 坦 全周
－ 1 竃 1 －

人為 須恵 器 （埠 ，蓋 ）

23 1 N 14i7 N 一ノ鮮㌧牒 方　 形 4．15　×　3す80 12～48 平 坦 全局 4 －
竃

－ －
自然 土師 器 （埠 ，饗 ）

23 2 N 14h 6 N 一が －E 方　 形 3．36　×　3．24 14～20 平 坦 全 周 … i 竃2
… －

自然
（埠 ）

233 N 14g 5 N 十は㌧牒 方　 形 4，融　×　4．18 24～36 平 坦 全 周 4 l 篭 － 1 自然
フブ子

S K 142一→本跡

234 N 14 f6 N －930－E 方　 形 3。聯　×　3．08 16 平 担 全 局 2
－

東竃
－ －

自然 S 王236 ，S K 142→ 本跡

235 N 13d 5 N ・P一㍍㌧牒 方　 形 3－47　×　3．26 25ノ㌦32 平担 全 周
－ －

竃
－ －

自然 土師器 （塔 ）支脚

236 N 14 e5 N …Y7Dw…E 長方形 4．00　×　3．49 42ノ㌦60 平担 一 部 － －
竃

－ －
自然 土師器 （賓） 須恵器 （塔 ）針 本跡 →S 王234 ，2 37

237 N 14 e4 軒端 ㌧灘 長方形 2．96　×　2．53 15 平担 － － － － －
土師器 （高 台付椀， 小皿 ） SI236→ 本跡

238 N 14g 3 N 一一50…FE ［長方形］［4 ．お］×3 ．58 20～32 平担 2
－

竃 1 － 自然 土 師器 （隼， 楓　 高台付 杯，小 皿） 本跡→ S I239

239 N 14g 2 甘＋げ㌧牒 長方形 3 ．01 ×　2 ．71 32 平担
－ －

炉
－ －

人為 SI2 38→ 本跡

240 N 14 i2 N …′鮮 一一一E 長方形 3 ．10　×　2 ．58 18′㌦22 凹 凸 － －
東竃

－ －
自然 土 師器 （小皿 ）不 明鉄製 品 SI24 3一→本跡

241 N 14 il N －18…E 方　 形 3 ．42　×　3 ．37 28′㌦34 平担 全 周 － －
竃

－ －
自然

鉢 ）　鉄鍍
S王24 3→本跡 →S I242

242 N 14 jl N …射し牒 ［長方形］4 ．26 ×［3．24］20′、25 平坦 一部 － －
竃

－
自然 土 師器 （高台 付椀） 須恵 器 （婆 ） SI24 1 ，243 →本跡

2 43 N 14 j2 Ⅳ∴ぱ㌧W 方　 形 4 ．錨　 ×　4．44 26′㌦38 平坦 全周 4
－

竃 － 人 為
鉢 ）

本跡 →S I240 ～ 24 2 ，24 4

2 44 0 14 a2 軒→㍍ 方　 形 3．55　×　3．44 20～34 平坦 全周

i －

i全周

一部

全周

全周

一 部！

全 局

一 部

一部

一部

全局

一部

2

i

4

1 篭
巨

自然

自然

人為

人為 i

人為 I

自然

人為

人為 l

人為 ！

自然

自然

自然

S王243 ”””→本跡 －→SI24 2 ，2

45

24 5 0 14 al N －13㌧載 方　 形 3．42　×　3．28 4 ～10

43～46！

平坦

l

巨 ！

竃 2 土 師器 （高台付椀 ，小 皿， 聾）紡錘 車 SI244 →本 跡

SI248 →本跡

24 6 N 13ro ［N 一一760－－－－－E ］［長方形］甘 繍］×［2．75］ 平坦 東竃
－

土 師器 （高台付 塔， 高台付 椀）

24 7 N 13jo 軒→㌍ 方　 形 3．26　×　3．00 平 坦 竃 1 － 錘 車

248 N 13j9 N …50－E 長方形 ［3．魂］× 2．94 。 28 平 坦 － 竃 －
土 師器 （饗） 本跡→S I24 7 ，249

249 N 13i8 N －20－W 方　 形 5．10　×　4．98 48ノ、52 平 坦 1 炉・竃

竃

！

SI248→ 本跡

250 N 13 h o N －㍗㌧W 方　 形 3．93　×　3．88 11へ′13 平 坦
－ － －

土師 器 （埠 ，聾 ） 本跡→S I25 1

25 1 N 13h 9 N …50－－虻 方　 形 3．88　×　3．88 40～43 平坦 4 1 －
土師 器 （甑 ）須恵 器 （塔，蓋 ） S I250→ 本跡

本跡－→S I254 ，SK 143

252 0 13b o Ⅳ」貯㌧戌 ［長方形］ 3．54 ×［2．58］8 ～22 平 坦 2 －
東竃 1

i

土師 器 （塔 ，高 台付塔 ，高 台付椀）

253 0 13a 9 N －00 ［方　 形］ 4．92 ×［4 ．鑓］28′、44 平坦
4 1

i

中

1 竃 土師 器 （塔 ，聾） 鎌

254 N 13j8 N …㌢し牒 方　 形 3．68　×　3．50 38へノ46 平坦
l i

i

竃
垂）

S I253 ，255→ 本跡

255 N 13j7 N …0 0 ［長方形］

［方　 形］

長方形

4 ．75 ×［3 ，50］ 34 平坦 竃

1

土師器 （聾 ，甑） 須恵 器 （磁 ） 本跡 →S I254

257 N 13 i7 ［N 一紺㌧鋸 （2．50）×（1．50） 13 平坦 －
竃 土師器 （埠 ，高 台付椀 ，小皿 ） S I258→ 本跡

2 58 N 13h7 N －5 0－E 5 ．02 ×［4 ．30］16～25 平坦 4

4

1

1

竃

1

土師器 （聾 ，甑）須 恵 器 （蓋 ） 本跡 →S I257 ，SK 184

2 59 M 15f3 ［N l 貯L W ］ （6 ．㈲ ×紘 ㈲ 12′、13 平坦 竃 土 師器 （塔 ） 本跡 →S K 159

26 0 M 14鞠 軒」が－W 5．36　×　4．70 6 －＼10 平坦 竃
－

自然

土 師器 （塔， 聾）
本 姦弥→ S I185 ，26 1 ，26 2 ，

S K 161 ，SD 14

26 1 M 14f8 N －110－E 方　 形 5．21 ×　5．10 30 1＼50 平坦 4 1 竃
－ 1 瓶 ，饗） 錬

S I260 → 本跡 → SI2 62 ，S

D 14

26 2 M 14g 9 Ⅳ」押し受 ［長方形］鉦 釦］×3．26 29へJ48 平坦 －
竃 1 1

2

土 師器 （高 台付椀 ）

鎌

土 師器 （高台 付塔， 婆， 羽釜） 銑鉄

S I26 ト→本跡 → SI186 ，S

D 14 ，S I18 5不 明

26 3 M 14 e5 ［N l 好一E ］ 長方形 ［4．15］×［3．02］10′～22 平坦 －
東竃

－
S I19 8 ，26 6 ，2 67 → 本 跡

→S K 146 ，16 1

264 M 14 f6 甘1 貯㌧牒 ［長方形］甘 鵬］×2．72 6 ～12 平坦 － 篭 2 －
SI198 ，26 5 ，大形 2→本 跡

265 M 14 fS ［い瀾㌧ 針 ［長方形］［3．70］×［3．10］ 4 ～ 6 平坦

全局

全周 3

東竃

1

自然

自然

刀子
大形 2 → 本跡→S I264

266 M 14 e5 ＼－01 方　 形 3．飢　×　3．10 25～42 平 坦 1 竃
S I198 ，26 7－→本 跡→ S I2

63 ，SD 14

267 M 14 e4 臣瑠㌻灘 方　 形 ［5．お］× 5．70 10～22 平 坦 1 炉 土 師器 （高埠 ，聾， 壷）
SI19 8 ，26 3 ，266 ，SK 146 ，

161 ，162 →本 跡

268 M 14 j8 軒」が㌧牒 ［長方形］［4．㈱］× 3．28 22～31 平 坦 竃 土 師器 （埠， 高台付埠 ，聾 ，鉢 ） 本跡→ SI2 69 ，27 6
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住居跡

番　 号

唇
圭軸方向

（長軸方向
平面形

）

規　 模（m ）

長軸×短軸

璧高

（cm）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設 卜i覆土

出　　 土　　 遺　　 物
備　 考

新旧関係は「璃齢壁溝 主柱穴出入ロ
ピット

申・竜貯蔵穴不　明
ピッ

269 N 14 b7　私」が －E 方　形 4．礪　×　3．92 18～35平坦 一部 竃 1 － 自然、土師音旨　く隼，高台付椀，高台付姉，
、′」＼皿，　婆） SI268→本跡

270 M 14j討　手ト載㌣牒 長方形 3．71 ×　3．27 7～カ平坦合間 東竃 － － 自然 二ヒ師審 （痛む付埠，轟由不ナ椀，鉢，
、餐） 本跡・・→SK 14 9

27 1 M 14 i5 Nヮ”3㌧E 長方形 4．20　×　3．30 11～碁 平坦一部 篭 1 － 自然 二土二自縛普琵 （棒，高台付埠，高由付椀，
、蝉〕

SI27 2，277→本鋤巨→SK
l48

272 M 14 i6 N－00 方　 形 3．90　×　3．87 32ノ㌦37平坦 全局 4 1 竃 － － 自然
、　（埠こ，蓋）

SI274－→本跡一一一斗SI2 09 ，2
7 1，277

273 N l∠皇cl 甘淵ト鋸 － － － － 東竃 － 須恵器 （埠） SI29 9，305→本跡

274 M l∠毎7 軒」が一E 方　形 4．96　×　4．70 26 平坦 一部 4 1 竃 － 自然、土師器 （塔，婆）鎌 本跡→SI27 2，275，276

275 M 14 j7 N…4 0一一E － － 26～霊平坦 一部 … … 竃 － 1 人為 （隼ラ　フプチ
SI274－－－ケ本跡　 SI2 76不
明

276 M IL症 ［N一紺㌧机 － － 20－＼30 平坦 一部 東竃 自然 土師器 （杯，椀，高台付椀） SI2 68，274－－→本跡　 SI2
75不明

277 M ll hぅ［臣雄0　1 ［長方形］［3．25］×［2．80］18～26平坦 土師器 （高台付埠，高台付椀） SI2 72，281→本跡…→SI2
7 1，SK 150

2 78 M 14i2 粧」が一…E 長方形 3．38 ×　2．87 30～35平坦 全問 東竜 ユ 人為 土師器 （足高高台杯芦　婆） SI279－mん一斗本跡→SK 15 1

27 9 M 14h 3 N∵㍍－W ［方　 形］5．15　×　5．10 10・＼20平坦 1 炉5 1 i 土師器 （高埠言動 本跡→SI2 78，281へ…283，
SK 15 1

280 M 14g3 私」灯し牒 長方形 5．58　×　3．50 40～70平坦 一部 l 人為 土師器 （賓） SI281～283→本跡

28 1 M 14h4 酢∴鮮⊥W 方　 形 8．40　×8．38 44～55平坦 全周 4 1 竃 1 自然 SI27 9，28 3－→本跡→SI2
77，280，282，284

282 M ll hl ［臣雄0　］［長方形］［6．顧 ×甘50］20～32
】
平坦 一部

t
竃

】 】
人為

l
土師器 （高台付椀，聾） S‡279 ，28 1，28 3ルーーす本跡

′すS‡280
283 M 日計 （3．20）×（2．㈱）20～32 平坦 Sは79→本 弥一一一一一ケS 280 ，2

8 1，SK 15 2

284 M 14 i4 N一一40－－E 長方形 3．32　×　2893 14～23 平坦 一部 自然 土師器 （高台付椀） SI28ト→本跡一一一ケS王28 5，S
K 165

28 5 M l軸 酢「㍍－E 方　形 3．83　×　3．83 16～25平坦 全局 竃 l 自然 」二日市器 （埠，ノ」、皿，婆．）土玉，鉄蛮族， SI284 ，286→本跡

28 6 N 14a 4
i

N－170一・一E 長方形 3．80　×　2．86 13～23平坦 一部 i 自然 土師器 （高年） 本跡ル→SI285ラ287

28 7 N 14b 3 軋」貯し牒 長方形 3．75　×　3．22 16～23平坦 全周 東竃 l － 人為 土師器 （高台付椀，小皿，婆「砥石 SI286一一一十本跡

288 M 日高 酢∴ぽ㌧W 長方形 2．糾　×　2．ま8 6 凹凸
［
炉 － 土師器 （糟，聾，壷） 本跡一斗SI326

289 M H 心 N1 0－…E 長方形 4．28 ×　2．90 20′㌦24平坦 全局 且 竃 － 自然 土師器 （輝，婆） SI292－－－ケ本跡→SI29 1

290 N 14也 鮮璃㌧灘 長方形 6．il X 5．ま4 10 平坦 炉 1 － 土師器 （高塚，相，賓） 本跡一一一FケSI291

291 N 鼠4C3 N…90－E 方　 形 3．40 x　3．28 35ノ㌦亜平坦 全周 l 竃 － 自然 土師器（隼，饗）須恵器（隼 ，婆，甑） SI289，29 0→本跡

292 N 14C2 酢→が
匝 可

！方 形 i

長方形 i

方 形 i

方 形 i

［方 可

つ

長方形 ！

［5．30］×説23 10～18 平坦

国

司

平坦i

平坦i

平坦i

平坦i

平坦i

平坦i

桓

全局！

尋

全局！

全局！

一部！

一部i

つ

全局i

一部i

一部！

全周i

十十I

一部i

一部i

一部i

一部i

全周！

つ

一部l

一部！

一部！

」

2
i i

巨 i

！

l i

炉2

竃

1 －
自然！

自然i

自然！

自然！

自然i

自然i

自然i

人為！

自然！

自然i

自然！

人為i

人為！

人為i

人為i

自然i

自然！

人為i

」

人為i

自然i

つ

」

土師器 （婆，壷）敲石 本跡→SI273，289 ，293

2 93 N 14d2 N一㌢㌧牒 4．28　×4．12 29～58 2

i

バ

つ

つ

司

－
SI29 2→本跡－→SK 15 5，
16路

29 4 N ユ4馳 酢㍉㌫－W 4．12　×　3．38 14′㌦22 竃 つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

」

つ

i i

つ

つ

」

つ

つ

つ

二ヒ師暑旨（塔，高台付塔，黎）銑鉄，
鉄斧，　刀子 Sは賂→本跡

295 N 14鞄 N 一ノ310－－W 5．35　×　5。21 26～38 竃 土師器 （埠，聾） 本跡→SI29 4，SK 15 5

296 N 13鞠 N1 50…E 4。18　×　3。78 30～52 － 1 竃 － 土師器 （聾）須恵器 （塔） S互298 ，309→本跡－→SI2
97

297 N 13d o 鮮4 ㌧載 ［3．20］×3，16 24～34
i i

i

i

1
可

つ

可

中

東竃 i

豪儀 ！

竃 ！

㍉ I

つ

東竃 i

∴ I

炉 竃！

西竃 ！

東竃 i

宣 I

竃 i

東電 i

－ 須恵器 （隼） S‡296 ，298－→本鋤卜→SI2
99

298 N 14 el Ⅳ一一30一・・一”W 逢す12 ×（3．10）14～16 鼠
i

i

i

i

i

i

l i

i

i

！

i

i

i

i

i

i

i

土師器 （£ド）須憩器 （高由子ナ隼，要， 本跡→SI29 6，29 7，299 ，
SK 168

299 N 13d o N一一30－…W 4．26 ×　3．82 31′㌦47 －
二土二師器 （羞不，鉢，饗．）須潜器 （埠， Si2 97，298－－－－－ケ本跡…サSI2

73

300 M l力1 N一針㌧牒 長方形 4．58　×　4．07
】

34～36
十 I

i

i

温 ！

l 土師器 （寮）須恵器 （格言裟　 盤） 本跡→SI30 1，302

3 01 M 13jo 抽一一650－Y鋸 ［長方形］［3，禍］×［3，32］16～17 平坦 － 土師器（高台付塔，高台付椀，小皿） S亘300，30㌢す本跡

302 N ヱ3a o 甘」許し牒
［締 形－］！

方 形 ！

方 形 i

つ

［方 可

3．30 ×［2。60］ 24 平坦 － 土師器 し高台什悔，小皿，婆〕 SI3 00 ，303 ，304ル斗本跡

…ケSI301
30 3 N 13 b o N－1㌢ 4諭6 ×∠自評 38 平坦 且 土師器 （聾）須恵器 （塔） SI30 2，306 ，SK 175→ 本

跡→SI305

304 N 13 b9 Ⅳ…70一一W 3．85 ×　3．60 可

23～40！

つ

24 ！

平坦 i i

つ

つ

つ

つ

中

つ

十 I

」

i

i

日

i

i

i

i i

土師器（蔓）須恵器（棒 ，聾 ，こね鉢） 本跡→SI302，30 6，30 7

305 N 13b O ［N－控∵勘 5．17 ×（3．30） 平坦 土師器（聾）須恵器（高台付塔，賓） 本跡一一一ケSI273，30 3，306

30（う N 13b o ［N－920…E］ ［3．30］×［3。16］ 平坦 4、皿，　饗） S‡303～30 5→本跡

307 N 13C9 軒→㌍ ［長方形捕鉦33］×3．42 平坦 SI3 04，308→本跡

308 N 13C9 軒」が－E 長方形 1」0 ＼⊥00 53～56平坦 雪霊警譜 納 付塔，饗）須恵器 i

i

土師器 脾 ，扱 高帥 隼，小皿） i

SI309→本跡－→SI30 7，S
K 166

30 9 N 13 d9 Ⅳ－9㌢湖 方　形 4．32　×　3．99 20～26 平坦
且 i

i

i

1 i

i

i

本跡→SI2 96，308，310 ，
SK 16 6

3 10 N 13 d9 甘」貯㌧牒 長方形 3．32　×　2．89 10 平坦 SI309 ，31ト斗本財卜→S K

167

3 11 N 13e7 N－10－W 方　形 5．04 ×　4．78 34′、37
平坦i

平坦i

平坦！

平坦！

付塔，蓋）石珪石 本跡→S王310 ，312

312 N 13 e7 鉦＋紺㌧虻 ［長方形］4．㈱ ×［3．50］ 56 意） SI3 11一→本跡→SI33 3

313 N 13b8 N一瀾ト E　に方　 形］3．43 ×［3．40］
20 ！

5 ！

由付埠）
SI3 16・→本跡…｝SI3 14，3
15

314 N 13b7 旛淵声甘用長方形］［3．40］×鉦95］ 東竃 土師器 （塔，鉢） SI3 13，316一十本跡一一ヰS I3
15
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住 居跡

番　 号
位 置

主軸 方向

（長軸方 向）
平面形

規　 模 （m ）

長軸 ×短 軸

壁高

（cm ）
床 面

内　　　 部　　　 施　　　 設

覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　 考

新 旧関係 （古→新）壁 溝 主柱穴
出入口

ピット
炉・竃 貯蔵穴

不　 明

ピット

315 N 13a 8 N －110㌧牒 方　 形 3．6　×　3．鋪 13 平 坦 一 部
－ －

東竃 1 1 自然 土 師器 （杯， 鉢，婆 ，甑 ）鉄鉄 S I313 ，3 14 ，3 16 →本跡

316 N 13a 7 ［N …100－W ］［方　 形］鉦 94］×鉦 52］
－

平坦
－ －

炉 1 －
土 師器 （高杯 ，饗「 紡錘 車 本跡 →S I313 ～ 315

317 M 13j7 N …60－E 方　 形 3．30 ×　3．16 14′、21 平坦 全 周
－ －

竃
－ －

人為 須 恵器 （杯， 聾） SI3 18→ 本跡

318 M 13i8 N l 許し掘
－

（5．10）×（4．20）8 ～11 平坦 一部 3 1 ヒ東
－ －

土 師器 （埠，聾 ） 本跡→ S I317

319 M 13 i9 N －60－E 方　 形 4．α）×　3．86 12～23 平坦 全周 － 1 竃
－ － 自然

紡 錘車，　銑鉄
本跡→ SI3 20

320 M 13h9 鮮凋声㍗ ［長方形］ 3．34 ×［2．92］14～18 平坦 － － 東竃 － － 自然
璽亘瓶）

SI3 19 ，323 →本跡

321 M 13g8 ［N …800…E］［方　 形］［3．6 ］×［3 ．6鋸
－

平坦
－ －

菜種
－ －

砥 石 本跡→ SK 169

3 22 M 13fも Ⅳ1 300－E 長方形 3 ．30　×　2 ．50 5 ～13 平坦
－ －

南東
－ －

土 師器 （埠 ，高 台付椀 ，聾 ） 本跡→ SK 169

3 23 13 h o Ⅳ」が㌧W 方　 形 6 ．91 ×　6 ．30 4 ～14 平坦 一部 1 － － － －
土 師器 （高杯，壷 ） 本跡→ SI320 ，324 ～ 326

3 24 13 g o N …130…W 長方形 3 ．76　×　3．21 12 平坦 全周 － 1 竃
－ － 鉄金族

S I323 ，325→ 本跡

3 25 M 14 hl N －2 0－－W 方　 形 5 ．07　×　4．86 16～22 平坦 全周 4 1 竃 － － 人為 土師 器 （埠 ，襲） S I3 23－－→本 跡 →S I32 4 ，3

26

32 6 M 14il ［N －9 0－W ］［方　 形］［3 湖］×［3．79］ 4 ノ～5 平 坦
－ －

竃
－ －

土師 器 （杯 ，高台 付埠 ） S I288 ，325→ 本跡

32 7 M 14fl N －170－W 方　 形 4．04　×′3．75 20～34 平 坦 全周 4 －
竃

－ －
自然 土師 器 （杯 ，賓）須 恵器 （盛 ） S I328→ 本跡→ SI3 29

328 M 14f2 N …220…W l ［方　 形］6．㈱ ×［5．綿］8 ノ～16 平 坦 － 1 1 炉 － 2 土師 器 （相， 鉢， 壷）
本 跡→ S I32 7 ，32 9 ，3 30 ，

339

329 M 14 el N …20…W 方　 形 3．97　×　3．72 12へ′22 平 坦 全 周 － － 篭 － － －
土師器 （饗） 須恵器 （蓋 ，賓）

S I3 27 ，3 28 ，3 30 → 本 跡

→ SI33 9

330 M 14 el Ⅳ㍉ぽL W 方　 形 6．40　×　6．24 5 へノ20 平 坦 全 局 4 － 竃 － －
土師器 （杯， 聾）須 恵器 （杯）鎌 S I328 → 本 跡→ S I329 ，3

39

33 1 0 13f8 N …100－W 長方形 4．27　×　2．98 2 ～8 平坦 一 部
－ －

竃
－ 1 土師器 （饗） 須恵器 （平瓶 ）砥石

332 0 13 fo N …100－E 方　 形 3．46　×　3．42 カ 平坦 全 周 4 1 竃
－ －

土 師器 （杯）

333 N 13 （お ［N －00　 ］ － （4．32）×（1．30） 44 平坦 一 部 － －
竃

－ －
人為

聾）手錬
SI3 12→ 本跡

334 0 13h o N －110－W 方　 形 3．66　×　3．36 5 ～22 平坦 1 － 竃 － 2 土 師器 （埠，甑 ）

335 0 13h 9 N －15㌧牒
－

3．舶 ×（0 ．90）12′～14 平坦 一部
－ …

竃
－

1 須 恵器 （埠）

336 N 13 f8 N －90一一W 方　 形 6．53　×　6 ．40 15～30 平坦 一部 4 1 竃
－ －

人 為 本跡p→SI3 37 ，338

3 37 N 13 f8 N …50－E 方　 形 3．86 ×　3 ．58 32 平坦

一部

1 1 竃

竃

－
自然

人為

SI33 6→本 跡

3 38 N 13f7 N －180－E 方　 形 2．13　× 1．96 54 平坦 4 － － 刀 子 SI336 →本 跡

3 39 M 14el ［N …200…W ］［長方形］［4 ．31］×［3 ．46］12′、22 平坦 4 －
土 師器 （聾） SI329 ，330→ 本跡

34 0 M 15 gl N …針㌧牒 ［長方形］［4 ．40］×4．㈱ 12～23 平坦 4 1 篭 土 師器 （磐）須 恵器 （杯） 本跡→ SI18 6 ，S B 14 ，15

＊　重複している住居跡の壁溝は，はぼ推定できるものは全周とし，推定するには困難なものは一部とした。
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（2）掘立柱建物跡

調査6区の北部から，掘立柱建物跡1棟を検出した。以下，検出した建物跡の特徴や出土遺物について記載

する。

第6号掘立柱建物跡（第458図）

位置　調査6区北部，M15al区。

重複関係　第165・167・201・203・204号住居跡を掘り込んでいることから，第165・167・201・203・204号住

居跡より新しい。第210号土抗と重複しているが，切り合いがないため，新旧関係は不明である。

規模　東西4間，南北2間の建物跡で，東西9．10m，南北6．10mである。柱間寸法は桁行1．05～1．57m，梁行

2・10～2・25mである。柱穴の掘り方は，平面形が長軸85～130cm，短軸65～112cmの不整長方形で，深さ60～80

cmである。柱痕は，P2，P3，P6～P9，Pllで確認されている。柱は，径23～31cmである。

桁行方向　N－830－Wの東西棟である。

覆土　ロームブロックを中量に含んでおり，人為堆積と考えられる。

掘り方土層解説
1　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　明褐色　口一ム大ブロック少量
6　明褐色　ローム大ブロック中量

遺物　土師器片152点，須恵器片18点が出土している。第457図1の須恵器蓋は

P5の覆土中から出土している。2の須恵器聾の休部は，P8の覆土中から出

．・・・∴二三二二二さ－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　1　・1

第457図　第6号堀立柱建物跡

出土遺物実測図

土している。

所見　本跡は，古墳時代前期から平安時代の10世紀中葉にかけての住居跡を切っていることから，10世紀後葉

以降のものと考えられる。

第6号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値（CⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 5 7図 蓋 B （ 1．5） 蓋 のつ まみ部 ・天井部片。つまみは 天井部 回転へ ラ削 り。 砂粒 ・長石 P 5 11
1 須 恵 器 P ［2 ．8］

G　 O ．6

扁平 なボ タン状を呈する。 灰色

良好

20％

P 5の覆土中

－557



2m

旦19．8m H ⊥20．0m　　　＿　旦19．8m

二‾l二∴　二‾

第458図　第6号掘立柱建物跡実測図
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旦19．8m
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摘　　渡　航

調査　区で　圭旅寝基を検出した。その中でもタ　しっかりしたものや特徴的なものについて記載し　その蝕

は一一一覧表に掲示した。

′　ノ

位置　調査6区北部，Lll症区、、．

規模と平面形　長径0．72Ill，短径0．65Illの不整円形である、、

長径方向　Nl…70－1つ1

壁　深さは26＼33（Ⅶで，外醸して立ちl一二がる、、

底面1肛状である．、＿，

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる、＿．

土層解説

1　褐　色　炭化粒トト鼠　焼士粒f一。しトー！、粒f一少量

2　褐　色　しト∴！、粒Jナt e tト∴ノ、小ゾし1ック′出講

‾　　　′　　　　　　　　　．　　′　　　　　　　　ニ′　　　　ノ　．　　′　　　　∴・　′′′‥、一　　　、′

いる＿i

－　　　　　　　　　　　　　　　　　′　、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　′　　　　　′

㊨
一／

の
聖

風
一

妾
宅
㌔
葛
善
彗
着
♂
ぎ

㌣

感

風
－20．0　m

、　　　シー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

』　　　走
′′　　　　　　　　　　　　′一・・、　ゾ、

′　　′．　　　　　　　！∵　′′　′′

図版番　器種恒雁廟　　 器形の特徴 手法の特徴 胎土。色調e焼成備　　考

第159図　小形婆　Å13．5　平底．休部は内攣して立ち士が年＝縁部内。外面ナデ㍉休部外面刷毛石英・長石・赤色粒P533
1　土師㌫‖］う10．2　日縁部に至る十　日縁部は折り返し＝目調整徴　へラ磨き∵内部煤付着㍉子　にぷい橙色且00％

仁　王6　緑で，外反する∴ 普通 覆土中層

、　　　　　＿・．∴′′

位置　調査6区北西部，Ml五証ヌ二、1－

こ　ノノ・　　′　・′′　′　・′′へ′一・・′′　′、′　一　・′′　・′J・　ノ・′・、

規模と平面形　長径1．37Ill、短径1．28Illの円形である、，

長径方向　N1－830－Ⅵ・γ

壁　深さは75（－Tllで．外醸して立ち上がる．

底面　平坦である二、．

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

一一一一一一一一一一1一一559FIPl1－－ll



土層解説

1黒　　色　炭化粒子・ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子・ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片2点が出土している。第460図1の土師器高台付杯は，内面が黒色処理され，覆土上層から完

形で出土している。2の土師器高台付椀は，覆土上層からはぼ完形で出土している。

所見　本跡は，出土遣物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

Ⅴ： 2m

‾＼一一一一一一、

L J L＋＋＋；　　　j

第460図　第134・137号土坑・出土遺物実測図

第137号土坑出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第460図高台付杯A15．6休部は丸みをもって立ち上がり，口休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。長石・雲母・赤色粒P608

1 土師器B　5．5縁部に至る。高台は短く，ラッパ状内面黒色処理。高台貼り付け後，ナ子　外面にぷい黄橙1（町％

D　7．6

E　O．6

に開き，わずかに反る。 デ。 色　内面栗色

普通

覆土上層

2

高台付椀A15．6口縁部一部欠損。休部は内攣しなが内・外面ロクロナデ。体部下端回転長石・雲母・赤色粒P609

土師器B　6．5ら立ち上がり，口縁部はやや外反すへラ削り。体部内面へラ磨き。底部子 95％

D　7．4

E　O．8

る。ハの字状に開く短い高台が付く。へラナデ後，高台貼り付け。 にぷい橙色

普通

覆土上層

－560－



第臓尊堂蟻　第媚図）

位置　調査6区中央部，八一Il右0区、、

重複関係　第翻号住居跡が上部に構築きれておりタ

本跡が11古、、一、．

．人・損ご　二一一二言　一、－－日．′　言　，∵．一・さ五、、ノ′∴′ノ′三‾

ある、－、

長軸方向　N1－115．10－－－－∵Ⅳ

壁　深さは墟～渕cmで　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である、、

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる、、

土層解説

＿1極暗褐色　しトム粒子。しトー∴小一カト′ク少鼠　炭化粒子
微量

2　黒褐色　炭化粒r‥し‾トム粒子・しトlム小ゾし11ソク微量

：3　黒　褐色　し「∴！、粒Jつバ音，炭化粒J’・微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子◎ロ㌧∵ム小ブロック
微量

5　暗褐色　ローーム粒i’一少鼠　炭化粒子・しトーム中・小ブし7

、、′ク微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　　　　　　ノ

∴・“二1：、、　三上良工∴∴言豆、、、、

遺物　土師器片息摘点が出土している。第媚図　の土師器高塚は，床面からァ　2の土師器高塚は覆土中層から

出土している。3の土師器聾は芦　覆土下層から出土している。壇の土師器婆はテ　覆土中層から，恥　の土師

器聾は芦　覆土中から出土している。鍔の土師器婆はタ　覆土下層から出土している。

新風　木鉢はき　出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第摘号圭坑出土遣物観察蓑

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 l 備　 考

第46 2図 高　　 林 Å 15．7 脚部 はエ ンタシス状の膨 らみ を持 ち 埠部 内面へ ラナデ。外面へラ削 り。 砂粒 ¢赤色粒子 P 5∴10
1 土 師 器 H 13 ．3 裾部はハの字状に強 く開 く。 脚部外面へ ラ削 り。裾部内面 ナデ。 橙色 80％

n ［1 1．7］

E　 8 。6

外面へ ラ削 り。 普通 床面

2

高　　 塚

土 師 器

D は3 。0］

E （8 ．6）

裾部片。裾部 は外 に開 く。 裾部外面へラ削 り。 砂粒

明赤褐色

普通

P 5 41

5 ％

覆土 中層

3

婆 Å 19．1 平底。休部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部内 ◎外面へ ラナ デ。外面へラ 砂粒 ・赤色粒千 P 54 2
土 師 器 H　2 5．3

C　 6 。4

日経部 はくの字状に外反する。 削 り。輪積み痕。 浅黄橙色

普通

80％

覆土下層

4

賓 Å 18 ．6 休部 合口縁部一部欠損。体部 は内攣 日録部 内 の外面横ナデ。休部 内面 へ 長石 e赤色粒子 P 5∴13
土 師 器 B　24 ．0 して立 ち上が る。 日録部 は くの字状 ラナデ。体部外面へラ削 り。輪積み 橙色 50％

C　 7 ．4 に外反する。 痕。 普通 覆土中層

5

婆 A ［15 ．8］ 休部か ら日録部 にかけての破片。 ロ 目線部内 e 外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ◎赤色粒子 P 5 44
土 師 器 B （5 ．5） 縁部は くの字状 に外反す る。 ラ磨き。 浅黄橙色

普通

5 ％

覆土 中

6

賓 A ［19 ．6］ 口縁部片。休部か らくの字状に折れ 口縁部内 ◎外面刷毛 目調整後，ナデ。砂粒 ◎赤色粒子 P 54 5
土 師 器 B （4 ．5） て口緑部で外反す る。 休部外面刷毛 目調整。 浅黄橙色

普通

5 9。

覆土下層

7

賓 A ［16 ．8 ］ 休部か ら日経部にかけての破片。体 ロ緑部 内面刷毛 目調整。 砂粒 。石英 e 長石 6 P 54 6
土 師 器 B （6 ．7） 部か らくの字状に折 れて日録部で外 赤色粒子 5 0b

反す る。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

ーl一一一一一561・一一一一一一
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第462図　第144号土坑出土遺物実測図

竃
10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第145号土坑（第463図）

位置　調査6区中央部，M14。7区。

重複関係　第198号住居跡・第14号溝・第1号大形竪穴状遺構を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径［1．90］m，短径1．80mの楕円形である。

長径方向［N－420－W］

壁　深さは48cmで，外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　土師器片51点，須恵器片5点，鉄鉱1点が出土している。第463図1の土師器杯は，内面が黒色処理さ

れ，覆土中から出土している。2の土師器高台付杯は，覆土中層から出土している。3の鉄鉄は，覆土中層か

－562



ら出土している。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代と考えられる。

Sl198

SD14 」

／

l i　　　」

第463図　第145号土坑・出土遺物実測図

第145号土坑出土遺物観察表

10cm

」　　＿＿　呈　　　　i

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第463図坪こA［17．4］休部からロ緑部にかけての破片。体口縁部内・外面ロクロナデ。体部内砂粒 P547

1 土師器B（4．5）部は内攣気味に外傾し，ロ縁部に至面へラ磨き。内面黒色処理。 外面黄橙色 5％

る。 内面黒色

普通

覆土中

2

高台付杯B（2．4）底部から休部にかけての破片。高台体部内・外面ロクロナデ。体部下端砂粒・赤色粒子・雲P548

土師器D　5．5は，ハの字状に開く。体部は内攣気回転へラ削り。底部回転へラ削り後，母　橙色 40％

E　O．9味に外傾して立ち上がる。 高台貼り付け。 普通 覆土中層

図版番口種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

3 鉄　　嫉（5．0）0．9 0．4 （4．18）覆土中層 M55

第208号土坑（第464図）

位置　調査6区中央部，M14j6区。

規模と平面形　長軸1．94m，短軸1．35mの不整長方形である。

長軸方向　N－900－W

壁　深さは10～22cmで，外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。

遺物　土師器片7点，須恵器片2点が出土している。第464図1の土師器相は，覆土中層から出土している。

2の土師器甑は，覆土中から出土している。3の土師器賓は，覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。
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第礪図　第調号蓋銑◎出藍遺物渓測図

第謝号士坑出土遺物観察蓑

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 ・焼成 備　　 考

第464 柑 Å　 7．9 平底。体部は扁平気味であ畑　 内攣　 日経部内 の外面横ナデ。輪積み痕。 砂粒・長石 P 5根
且 土 師 器 8 10．3 して立ち上が畑　 日録部は中位に稜　 底部外面へラ削り。 浅黄橙色 95％

を有 しチ　やや内攣して立ち上がる。 普通 覆土中層

甑 Å 10 ．6
体部から目線部にかけての破片。体 ！硝 部外面ナデ。

砂粒 ・長石 ・小礫 P 565
2 土 師 器 B （4 言） 部は直線的に立ち上が る。 日録部は にぷい橙色 2 0％

二重に折 り返 している予 普通 得土 中

3

磐 Å 15 ．2 休部一部 欠損㍉休部は 内攣 して立 ち ＝縁部内 ・外面横 ナデ．休部外面へ 砂粒 e長石 ・小礫 P 5 66
土 師 器 H 19 ．5 上がる。［］緑部で くの字状に折れて ラ削 【「 にぷい赤褐色 90 0。

e　 7．0 外反 して立 ち上が る。 ロ緑部は折 り 普通　 二次焼成 覆土下層
返 している。

欝別　号豊蟻　第媚図）

位置　調査　区中央部，L摘j7区。

規模と平面形　長径1．36m，短径0．88fnの楕円形である、、、

長径方向　N－4101W

壁　深さは10（・nlで，外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である、－、

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる．、、

土層解説
1　暗褐色　ロトーム粒子多量
2　黒　褐　色　しト1ム粒－f一少量・炭化粒子微量

遺物　石製品l点が出土している。第媚図且の石鋒（巡方）は，覆土上層から出土している。

所鳳　本跡は，出土遺物の石鋳がタ　平安時代初頭頃のものと考えられる。詳細な時期は不明である。

1－一一一一564－ppl
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第465図　第215号土坑・出土遺物実測図

第215号土坑出土遺物観察表

十三 ；：一一j

図版番口種　別
計　　　　 測　　　　 値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第465図

22

石跨（巡方）3．3 3．5 0．7 19．0 覆土上層 Q37　粘板岩　裏面には2か所1組のもぐ

り穴が，3か所穿けられている。

第130号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム少ブロック少量
2　暗褐色　口一ム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　口一ム粒子・ローム小ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
7　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第132号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　口一ム粒子中量，ローム小ブロック少量

第133号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム中・

小ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

第140号土坑土層解説
1　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小
ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中・小ブロック
微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第141号土坑土層解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化
粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第143号土坑土層解説
1　暗褐色　口一ム粒子・ローム中・小ブロック少量

2　暗褐色　ローム大・中ブロック少量，ローム粒子微量
3　窯褐色　炭化物・ローム中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化
粒子微量

5　極暗褐色　口一ム小ブロック少量，ローム粒子微量

第146号土坑土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子極微量
2　褐　　色　ローム粒子少量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　褐　　色　炭化粒子・ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

第147号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
極微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・
ローム中ブロック微量，炭化物極微量

3　暗褐色　口一ム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大・
中ブロック微量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量，ローム
小ブロック極微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第143号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子・ロー‘ム小ブロック少量

第150号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量，炭化粒子極微

rl．

旦

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子
極微量

3　暗褐色　ローム粒子多量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量



第151号土坑土層解説

1暗褐色　しト∴！、粒回一鼠「ト1！、小rデtト！？′レ鼠，H一一一∴中

．ブしト′ク微量，焼U拉イ・極微量

2　暗褐色　しトーム粒子多鼠　しトー！、小一ブしブい′ク少量

：3　暗　褐　色　しトーlム粒子多量

第152号土坑土層解説

1極暗褐色　しトーム小lブしトノク・しトーム粒r一少鼠　しトー∴巨＿らト′

ク微量

2　極暗褐色　ロー一一ム小ゾしコtソクe tlトーム粒f一中量．しトl∴中ソ工トノ

ク少量．しトーム大‾‾ブしフいノク微量

こう　黒褐色　しトーム小ゾしトノク・しトーム粒子多鼠　し「－ム中ゾしトノ

ク少量

第153号土坑土層解説

1褐　　色　しトーム小づしトソク多鼠　し－トーム【一巨石トノ′ク中鼠　しトー

ム大ブしブック微量

2　黒褐色　しトー！＼粒巨巨鼠l‾7－・∴小Y／t「、リク少量、しトーム中
ゾしトノク微量

：＿∃　黒褐色　tllトーム小ブしト′クO Lトーム粒だレ鼠　しトー！、中1㌧トノ

ク微量

第154号土坑土層解説

1　黒　褐色　して一一ム小ブし了ック。し‾トム粒子少鼠　焼巨粒子－e粘

上中ゾしト′ク微鼠　炭化粒子極微量

2　極暗褐色　しトーム粒fヰ品、「トーム小ブしブいノン少鼠　しト∵†、中

’れブいノク微鼠　焼P粒子一極微量

：う　暗褐　色　しトーム粒子少鼠　廃土粒子微量

第157号土坑土層解説

1暗褐色　しトーム粒J二少鼠　焼上位f－e炭化粒J’・。しト．・！、小ゾ

しトノク極微鼠

2　暗褐色　しトーム粒j二少鼠　炭化粒子e Lトー∴小一ブしブ・ソク極微
鼠
翌＿．

第158号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒j’・。しトー！ノ、粒自散鼠

2　暗　褐色　炭化粒i′一微鼠　しトーム小ゾしトノク極微鼠

3　黒褐　色　しトlム小ブしトノク少量、炭化粒子微量

第159号土坑土層解説

1　暗褐　色　しトーム粒子微量

2　極暗褐色　しトーム粒J二微量

3　黒褐色　しブ一一ム小一プロ、ソク少鼠　炭化粒子微量

l一一1　黒褐　色　しトーム粒子一少量

5　暗褐　色　しトーム粒If可一品

第160号土坑土層解説
1　暗　褐　色　しトノーム粒子微量

2　暗褐　色　ロー一一一ム粒子少蔓

第161号土坑土層解説

1黒褐色　しトーム粒子も鼠　しトlム中e小ゾしブック中量

2　黒褐色　しトーム中。小ゾしト′クe Lトーム粒戸巨鼠　しト∴！、大

ブロック微量

第162号土坑土層解説

1暗褐色　ロー一一ム粒子多鼠　しトーム大ゾしトノク中鼠　しトーム粒

子微量

2　極暗褐色　しトーム大。中ブしブック中鼠　ロー一一ム粒子微量

3　黒褐色　しトlム小lブL7ック少量．炭化粒子微量

1　黒褐　色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローーム粒子中量

第163号土坑土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化物。炭化粒子。tコ一一ム粒子少鼠　しトー

ム中。小ブロック微量

2　暗褐色　ローーム粒子多量，ローーム中プロ、ソク少鼠　廃土二粒子e

炭化粒子のローム太ブロック微量

ll－FF・－566－1－Y－u

第掩4号土坑土層解説

1黒褐色　しト∴小‘∴ノ／し「ノー－′78し‾ト∴！、粒J’一′吊；1炭化物elト

ムやブロック微意

2　暗褐色　しトム粒j∴中鼠　しトム中e小－ブしトノ？′蟻；＼城北

粒子微量

節用5号土坑土層解説

1暗褐色　し「ムL恒小‾ブしトノ？。しトム粒イ一考昌吏；1しト∴大
ゾしトノク少量

第166号土坑土層解説

1暗褐色　しトーム粒子！机鼠，廃土粒子。炭化粒f一極微量

2　褐　　色　tトーム粒j’一多量

：う　暗褐色　焼日立十。炭化粒1’一e Lトー！、粒子少量

第169号土坑土層解説

1黒褐色　しトーム粒子中鼠　は一一一ム小一プロ・ソク少鼠　焼王粒子

極微量

2　極暗褐色　しトーム粒子小景L L「ム′トブしト′ク少量，炭化粒j’一e
Lトー・ム中Yブしト′ク微量

：j　暗褐色　しト！、粒J－’・多鼠　しトーム小Fブしト′ク′レ鼠　t＿ト・ム大。

中ブしブ・ソク微量

・1暗褐色　炭化粒了一。しト4ム粒戸少量∴廃土粒j二微鼠　しトl∴

小ゾロ、ソク極微最

5　褐　　色　しトー！一、粒J’一多量1Llトー▼！、小ゾ「トノツ′卜量

第170号土坑土層解説

1暗褐色　しトーム粒子中鼠　廃土粒子。炭化粒子梅微量

2　暗褐色　しト∴！－、粒西嶺．鳩目拉守一微量，炭化粒－J「・極微鼠

：う　褐　　色　し「－ム粒、「一多量．し「・ム小ゾしブい′ク少量

・l　褐　　色　しトーム粒J′一e Lトlム小ゾ「了い′フ少量

5　褐　　色　しトーム粒中年鼠　しトーム小ゾしブりク少量

第け1号土坑土層解説

1黒褐色Irト！、小rハトノク0－‾トー∴粒描女鼠，炭化粒自重微
蓬乱

！I：日一

2　黒褐色　しトーム粒j二一少量1しト‥ム中ソしトノク微量1焼‖草子
極微豊

こう　暗　褐　色　しブ一一ム粒「多量

・、1　褐　　色　しコーl一ム粒子多鼠　しトーム小ゾしトノク少量

第172号土坑土層解説

1暗褐色　しトーム粒J二中鼠　しトーム小一れトノク少鼠　しブー∴′、中

‾ブしコ、ソク微量、廃土粒子極微量

2　暗褐色　しトlム粒子多鼠　しトーム小プロ、ソク少量

第け3号土坑土層解説

l　黒　褐色　炭化粒子e Lトーム粒子微量

第174号土坑土層解説

1　暗褐　色　しフ一一ム粒子微量

2　極暗褐色　しトーム粒子微量

第け5号土坑土層解説

1　暗　褐色　ロー一一lム粒子微量

2　暗褐　色　ロー一一一一ム粒子少量

3　褐　　色　して一一ム粒子少量

第176号土坑土層解説

1　黒　褐色　ロー一一一一一一ム粒子多量，ロー∴ム中e中ソ十トソク中量

2　黒褐色　ロ一・一一ム中e小ブロック。ローム一一ム粒子中量、．ローーム大二

ブロック微量

第177号土坑土層解説

1黒　褐　色　しトlム中。小ブしトノク。しトーム粒i「一多鼠　しコ一一ム太

ブロック中豊

2　黒褐色　ロー一一ム小プロい′ク・ロー一一ム粒子多量，しトーム大。中

ブロック中量



第178号土坑土層解説

1黒褐色　廃土粒子・炭化物・炭化粒i’一・しトーム粒jナー少鼠　しトー

ム車砂小ブロック微量

2　暗褐色　ロトーム粒子多亀　ローム中ブロック少量，廃土粒子の
炭化粒子・ローーム大ブしコい′ク微量

第179号土坑土層解説

1　黒褐色　しトーム小プロ、ソク・しトーム粒子少量，炭化物・しトー

ム車ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ロトーム車◎小ブロック少量，炭化
粒子微量

第180号土坑土層解説

1暗褐色　ローーlム中。小lれコ・リク・しトーム粒子も鼠　しト4ム大

ブロック少量

2　暗褐色　しトlム大。中・小プロ、ソク。ロー一一ム粒子多量

第181号土坑土層解説

1　暗褐色　しトlム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子一極微量

2　褐　　色　ローム粒子多量

3　暗褐色　焼上粒子・炭化粒子。しトーム粒子少量

・一一1暗褐色　炭化粒子・ローーム粒子少量，廃土粒子微量，しト→ム

小ブロック極微量

5　褐　　色　ロー一一一ム粒子多量，しコ一一lム小ブロック少量

6　暗褐色　しトーム大e中。小ブしコックe Lトーム粒子多量

第182号土坑土層解説

1　黒褐色　ローーム粒子中量，ロー1－1ム小ブしコック少量，焼土粒子

極微量

2　極暗褐色　ローーム粒子中鼠　しトーム小プロ、ソク少鼠　炭化粒子e

Lトーム［巨＿れトソク。炭化物微量

3　暗褐色　ローllム粒子多量，しトーム小ブしつい′ク少鼠　しトlム大。

中ブロック微量

第183号土坑土層解説

1　暗褐色　ローーム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子極微最

2　暗褐色　しトーム粒一子中鼠　焼I二粒子徴鼠　炭化粒子極微品

3　褐　　色　ローーム粒子中量，ローーlム小ブしコック少量

4　褐　　色　ローム粒子⑳ローム小ブロック少量

第184号土坑土層解説

1　黒褐色　ローーlム小ブ［‾トソク・しトlム粒子微量，炭化粒子極微
鼠
月邑

2　黒褐色　ローーム粒子少量，ローーム中プロ、ソク微量，廃土粒子

極微量

3　暗褐色　ローーム粒子多量

4　褐　　色　ロトーム粒子多量，ロ…ム小ブロック少量

5　褐　　色　ロー→ム粒子中鼓　しコ一一ム小プロ、ソク少量

－567－

第209号土坑土層解説
1黒褐色　しトム粒川一鼠　しトーム小ゾしトノク少鼠　廃土粒f一

極微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子◎
ローム車ブロック◎炭化物微量

第210号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子中農　焼土粒子◎炭化粒子極微量
2　暗褐色　ロ…ム粒子中島　廃土粒子微量，炭化粒子極微量
3　褐　　色　ロ…ム粒子多量，ローム小ブロック少量

第212号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子微鼠　炭化粒子極微
鼠
思

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微最　焼土粒子
極微量

3　暗褐色　ローム粒子多量

第213号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック微最　焼土粒子極微最

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第214号土坑土層解説
1　黒褐色　炭化粒子。しトーム粒子微量
2　極暗褐色　しト一一lム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

11暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，廃土粒子微量，ロー一一一ム
小ブロック極微量
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22・23　8＝亮

第471図　6区土坑出土遺物実測図（2）

第131号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

．・一一二一二1一一．

姦素ここ垂

∵㍉∴∴ここここ三三三三三言三三三

蔓誉蚕豆云まう
三言葦蓋亀

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 70図 杯 A ［12 ．8］ 休部か ら口縁部 にかけ ての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 石英 ・長石 ・雲母 P 53 4

1 土 師 器 B （4．0） 部とロ緑部の境に段を有する。 口緑 ラ削 り。 にぷい黄橙色 5 ％′
部 は直立す る。 普通 覆土中

図版番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

第471図2 鎌 （8 ．0） 1．5 0．6 （20 ．0） 啓土中 M 54

第132号土坑出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第47 0図 餐 A ［2 3．0］ 休部か らロ縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 53 5

2 土 師 器 B （10 ．1） 部は内攣 して立ち上が り， 口縁部 は デ。 赤色粒子 5 ％

くの字状に外反する。 明赤褐色

普通

覆土下層

第134号土坑出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第47 0図 甑 B （5．7） 底部か ら体部下半の破片。休部は直 休部下端部へラ削 り。体部内面 ロク 石英 ・長石 ・雲母 P 6 1 1
3 須 恵 器 C ［16．4］ 線的に立 ち上が る。 ロナデ。 灰色

普通

5 ％

覆 土中

2 6は須恵山器の休部片 で，外面 に平行叩 きが施 されて いる。

第140号土坑出土遺物観察表

図版 番 臼 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考、

第4 70図 高　　 坤こ B （8 ．4） 脚部片。脚部はやや内傾 し，据部は 脚部外面へ ラ削 り後，ナデ。 砂粒 ・赤色粒子 P 53 6

4 土 師 器 外に開 く。杯 部は外傾 して立 ち上が にぷい橙色 5 ％
る。 普通 覆土中

5

高　　 杯 E （1 ．6） 脚部片。脚部 はラ ッパ状 に緩やかに 脚部外面へラ磨 き。 内面刷毛 目調整。砂粒 ・長石 P 5 3 7

土 師 器 D ［16 ．6］ 開 く。 明赤褐色

普通

5 ％

覆土中

－573－



第摘号士坑出土遺物観察義

図版番可 器　 種 計測値CCm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ◎色調 ◎焼成 i 備　 考

第470図 杯 B （1．7） 底部から休部にかけての破片。体部 体部下端手持ちへラ削り。底部一方 砂粒 ・長石 。雲母　　 P 539
6 須 恵 器 C ［7．8］ は直線的に立ち上がる。 向のへラナデ。 黄灰色　　　　　　 5％

普通　　　　　　　 得土中

第摘号土坑出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値函） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

第470図 器　　 台 E （4淵） 脚部片。脚部はラッパ状に下方に開 脚部内面刷毛目調整．脚部外面ナデ十砂粒 e赤色粒子 P 5」．9
7 土 師 器 く。4 か所に透かし孔をもつ。 橙色

普通
5 00
肯土中

第蟻号土坑出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 i飴土 ◎色調 欄 可　 備　 考

第470図 小　　 皿 A ［10．2］ 底部から口緑部にかけての破片．体　 内 ・外面ロクロナデ㍉底部回転糸切　 砂粒 。赤色粒子　　 P 550

8 土 師 器 B　 l．5 部は内攣しながら立ち上が畑　 目線　 。　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　 ％

C ［7。6］ 部にいたる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 覆土中

第蟻号士坑出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 啓色調 の焼 成 ！ 備　 考

第47 0図 杯 Å［15 ．3］ 底部か ら目線部にかけての破片。体 内 ・外面 ロクロナデ．底部 回転 糸切 砂粒 。赤色粒千　　　 P 5 5 1

9 土 師 器 8　 寸．5 部は 内攣 しなが ら立 ち上が 畑　 日経 り衡　 無調整∴　　　　　　　　　 沫橙色　　　　　 10 0。

C ［7 ．6］ 部 にいた る。 普通　　　　　　　 得土 中

24 は須 恵、器賓の休部片 で，外面 に格子 目状の叩 きが施 され， 内面 に同心 円状 の当て具痕が残 され てい る。

第蟻号土坑出土遣物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 ・焼成 備　　 考

第470図 杯 A ［11．8］ 体部から口緑部にかけての破片。ロ 体部内e外面横ナデ． 砂粒。赤色粒子 P 552
10 土 師 器 B （4．0） 緑部の境に稜をもち， 日録部は直立 黒褐色 20？。

する。 普通 宥土中

11

甑 B （3．5） 体部破片。体部は直線的に外傾して 休部外面へラ削り。休部外面下端に 砂粒 P 553
土 師 器 C ［10．2］ 立ち上がる。 指頭押圧。輪積み痕。 にぷい褐色

普通
5％
覆土中

第蟻号土坑出土遺物観察表

図版番可
器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第170図 聾 A ［28．6］ 体部上位から日録部の破片。体部は ＝縁部内 e外面ロクロナデ． 砂粒 e雲母 P 55！1
12 須 恵 器 B （3．2） 外方に開きなが ら立ち上がる。日録 灰色 5 0d

端部はつまみ上げられている。 普通 覆土車

13

長 頸 瓶 B （2．2） 高台部片。高台はハの字状に開く。 体部外南口クロナデ。底部回転糸切 砂粒 ・赤色粒子 P 555
須 恵 器 D ［8。。4］ り衡　 高台貼り付け．高台に自然柚 褐灰色 5 0。

E　 l．0 付着。 普通 再土中

第蟻号土坑出土遺物観察表

図版番可
器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第470図 dヒご望 A ［16．2］ 口縁部片。日経部は外反し，端部は 日録部外面ナデ。ロ縁部内面刷毛目 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 556
14 土 師 器 B （4 J ） つまみ上げられている。 調整。 子　 橙色

普通
5％

育土中

15

賓 A ［16．6］ 休部から日録部にかけての破片。体 目線部内南刷毛日掛整　 ＝縁部外面 砂粒 P 557
土 師 器 B （3．5） 部は内攣しながら立ち上が畑　 目線 へラ磨き。休部外面刷毛目調整後， 明赤褐色 5 ？。

部で外反する。 へラ削り。 普通 将士中

一一一一一一一一一一hl574…一一…－



第169号土坑出土遣物観察表

第温72号土坑出土遺物観察表

図版香車 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ◎色調 e焼成 備　　 考

第470図 高台付杯 B （2．8） 高台部から体部にかけての破片。ハ 体部内 6外面ロクロナデ。底部 ◎体 砂粒 。長石 P 559
17 土 師 器 D　 7．6 の字状に開く高台が付く。体部は内 部内面へラ磨き。内面黒色処理。高 褐灰色 20％

E　 l．1 攣して立ち上がる。 台部貼り付け。 普通 覆土中

18

高台付杯 B （2．5） 高台部から体部にかけての破片。体 体部内 ◎外面ロクロナデ。休部内面 砂粒。雲母e赤色粒 P 560
土 師 器 D ［7．6］ 部は内攣 して立ち上がる。高台はハ へラ磨き。高台部貼り付け。 子　 にぷい橙色 20％

E　 O．7 の字状に開く。 普通 覆土中

第且74号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第470図 杯 A ［14．6］ 休部から口緑部にかけての破片。体 体部内 ◎外面ロクロナデ。 砂粒 e長石 e雲母 e P 561
19 須 恵 器 B （4．1） 部は緩やかに直線的に開きながら立 赤色粒子　 にぷい赤 5 ％

ち上がる。 褐色　 普通 覆土中

第且78号土坑出土遺物観察表

図版番う

種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

l
長さ（cnl） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g）

第471図2司
不明鉄製品 （4．5） 0．7 0．6 （8．4） 覆土中 M 56

第210号土坑出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ◎色調 ⑳焼成 備　　 考

第470図 甑 A ［27．0］ 体部から目線部にかけての破片。体 口緑部内 ◎外面ナデ。休部外面へラ 砂粒 。石英 。長石 e P 567
21 土 師 器 B （20．5） 部は緩やかに内攣して立ち上がノり， 削り。休部外面に指頭押圧。 雲母　 にぷい橙色 20％

日緑部で外反する。 普通 覆土上層

表5　熊の山遺跡6区土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模 l壁 面

底面 覆土 主　　 な　　 遺　 物
備　　　 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）長径（輔 ×短径（軸）（m ） 深さ（cm）

129 L 14i9 N －7 0－E 不整円形 0 ．72　×　0 ．65 33 外 傾 皿状 自然 土 師器 （璽）

130 L 14j7 円形 2．42　×　2 ．42 37 外傾 平 坦 人為 土師 器片40

131 L 15d3 N －00 長方形 2．36　× 1．00 42 外傾 平 坦 人為 土師器 （杯）鎌 本跡→SI158

132 M 15b7 円形 2．50　×　2 ．50 90 外傾 凹 凸 自然 土師器 （璽）

133 L 15hl N －300　W－W 方形 1．98　× 1 ．98 48 外傾 平坦 自然 SI166，167→本跡

134 M 14C3 N －0 0 長方形 ［0 ．95］× 1．04 24 外傾 平坦 自然 須恵器 （甑 ） 本跡→SI179

－575－



士坑

番号
位 置

霊 ‡∴

平　 面　 形

規　　　　 模 唇

底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物
備　　　 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）長径（軸）×短径 軸H m ） 深さ（扉

136 M 14b 6 N －00 長方形 1．38 ＼し0．75） 26 緩斜 平坦 自然 土 師器片26 S I19 7→ 本跡

137 M 14 C3 円形 1．37 ＼ 1．28 110 外傾 平坦 人為 土 師器　 し高台付杯 ，高台付椀〕SI17 9→ 本跡

138 M 14 i7 円形 2 ．00　x l．98 5 3 外傾 平坦 自然 SI21 3，SK 139→ 本跡

139 M 14 i7 N …00 不整方形 1．05　×（1．20） 32 外傾 平 坦 不明 SI2 13，SK 138　 本ゝ跡

14 0 N 14 e7 円形 2 ．冬皇　×　2．44 7 2 外傾 平坦 自然 土師器 （高埠）

141 N 14 f4 円形 1．31 × 1．33 3 9 外債 平坦 自然 須恵器 （埠 ）

142 N 14 f6 円形 2 ．02　x　2．00 6 2 緩斜 平坦 自然

143 N 14 g 5 N －80 －E 隅丸長方形 2 ．95　大　2．05 20 外傾 平坦 人為 SI2 33 →本跡

144 M l二iio 酢」が －W 長方形 2 ．40　× 1，86 50 ！外傾 平坦 自然 土師器片118 本跡→ S120 5

14 5 M 14e7 持上磯「」机 楕円形 つ ．901＼ 1．80 48 緩斜 平坦 自然 土師器 （埠プ　高台相 棒）鉄鍍 SI1 98 ，大形1，SD lJ 本ゝ跡

14 6 M 14e4 N －0 0 l 隅丸長方形 i 2i蟻 × 1る68 22 外傾 ［平坦 人為 土師器片55　須恵器′片4　 鉄1 Sは63 †26 7 ・，本跡

147 N 1 4C6 N －270 －E 隅丸方形 2．25 ＼ 2 ．16 65 外傾 平坦 自然 土師器 （器台）

148 M 14i5 円形 1．35　× 1 ．28 69 垂直 平坦 人為 土師器片22　 須恵器 片 1 SI2 71→本跡

摘9 M l力5 円形 0．86　×　0 ．80 30 緩斜 平坦 自然

150 M 14 h5 N …310　…W 楕円形 1．26 ＼ 1 ．0Jl 10 緩斜 平坦 人為 S127 7→本跡

15 1 M 14i2 N 十が …W 惰円形 1．21 x l ．16 17 緩斜 平坦 自然 土師器片 6 SI27 8→ 本跡

152 M 14g 2 N 三ば －W 楕円形 1．92　x l ．78 4 0 垂直 平坦 自然 土 師器片21 須恵器片 1 SI28 3→ 本跡

153 M 14 C5 円形 1．23 ＼ 1 ．21 14 緩斜 平坦 人為 土 師器片15 ．須恵器片 1 SI19 8→ 本跡

154 N 14 C3 円形 1．28　× 1 ．17 2 6 外 傾 平坦 自然 土 師器 （小皿）

155 N 14 C2 N …00 惰円形 つ ．2針 x　O．92 15 外 傾 平坦 不明 SI29 3，29 5→ 本跡

156 N 14 i5 円形 1．18　× 1．18 1 2 緩斜 平坦 人為 土 師器 （杯）

157 N l∠毎 N …29 0 ⊥W 楕円形 2 ．83 ＼ 0．9∴1 4 8 緩斜 凹凸 自然 土 師器片16 ’須恵器片 2

15 8 N 13 a 9 N 」 100　⊥W 惰円形 1．32 ＼ 1．03 1 5 外傾 平 坦 自然

159 M 15 f2 N …420　－E 楕円形 1 ．58　大 1．38 1 3 外傾 凹凸 人 為 土師器 （輝 ，甑 ） SI2 59 H→本跡

16 0 M 14e 8 円形 0 ．88　x　O ．87 3 2 緩斜 平坦 自然 土師器片19　 須恵器片 1 SI2 60→ 本跡

16 1 M 14e 5 N …330　－W 楕円形 1 ．36　x l．20 10 外傾 平坦 自然 土師 器片10 S 12 63 ，26 7→ 本跡

16 2 M 1 4f5 N －30　－E 楕円形 1 ．28 ＼ 1」0 30 外傾 平坦 人為 土師器片 9　 須 恵器片 1 SI2 67 ・→本跡

163 M 14 a 2 N －Ⅱ0　⊥W 楕円形 2 」2　× 1．60 19 外傾 平坦 自然

自然

自然

自然

不 明

自然

人為

自然 i

自然

自然

自然

自然

人為

人為

人為

人 為

人為

人為

須恵器 （聾プ　長頸瓶 ）

SI2 81

164 M 14 a 2 N …120　…E 楕円形 1 ．09　×　0 ．51 16 緩斜 平坦

凹凸

平坦

凹凸

平坦

須恵器片 1

土師器片23　 須恵器 片2

165 M 14 i4 N －0つ

N －300 －W

楕円形 1．03　×　0 ．96 33 緩斜

外傾

外傾

外傾

外傾

166 N 1 3C8 円形 1．02　× 1 ．02 22 S I3 08 ，309→本跡

167 N 13 e8 楕円形 0．88　x　O ．66 20 土師器 （壷，聾） SI3 10→本跡

169 M 13g 9 N －460　－W 方形 3．10　×　2 ．90 9 2 土師器 （器台） SI3 21 ，322→ 本跡

SI30 3→ 本跡

大形 3 一→本跡

170 N 13 f9 N －7 0　－E 長方形 L 36　×　0 ．78 6 7 平坦 土師器片10　 須恵器 片 6

土師器 （高台付埠）

須恵器 （埠）

171 N 14a 7 N つ 50　…E 長方形 2．30　× 1 ．32 7 2
外傾 I

垂直

外傾

外 傾

垂 直

外傾

緩斜

平坦

172

17 3

17 4

N 1 4a 7

N 1 4a 7

M 14 g 2

N －110　－E

N －180 －E

N －750 “…E

N －00

長方形

円形

円形

2・35 × 1 ・70 1

1．10　× 1 ．08

0 ．96　x　O．9∴1

4 3

2 8

1 6

平坦

平坦

凹凸

平坦

平坦

平 坦

175

17 6

17 7

N 14 b l

M 14 j3

L 14 h 6

長方形

円形

円形

3 ．80　×　0．86

1．51 × 1．15

0 ．94　×　0 ．94

7 2

4 0

24

土師器片12　 須恵器片 8

土 師器片 1

178 0 13 g 9 不整長方形 2 ．00　× 1．18 10 緩斜 平 坦 灰粕陶 器 （高台付埠）

179

180

L 14 h6

N 1 3f7

円形

長方形

0 ．81 ×　0 ．74

上37　×　0 ．81

43

33

外傾

垂直

平 坦

平坦

土師器 片21

土師器片 418 1 0 14 h l N －570　－E 惰円形 （2，75）×　2 ．36 18 8 外傾 凹 凸

182 M 14 e8 円形 上21 × 1 ．14 52 外傾 平坦 自然 不 明鉄製 品 SK 18 3→ 本跡

－576－
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番号「｝…日義儲虜蘭
二弦　薗∵形

÷二‡．∴∴、‾、、1・、、‾こ　　≒∴　　　∵十二

幾　　　　摸

＋∵㍉！　二∴、‾＿＿　∴　∴’一一

＿＿．ニーニ、、一、　　日・ニーで
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＿Iく＼士　1．．j＿二、＿：て－　．ノ‾　　‾t′‾・し　　　‾‾・；、．1’＿：′　　　　　　＿一指：　．．rニー・・

‾．∴‾‾．‾　　　　，、∴　．＿‾．－ここ、二

婿円形　；　主菜ま　≫く　ま∴摘

・∴－　　　　　　ノこ　∴　　　＋＿、、－

揖　悸傾

r：‾、：　ノー’－摘．一員

器　外感

‾、：　‾rrT－h‥‾＿：i

底面i覆土 ：・‾　　‾＿「　∴　　∴‾

自然土師器片摘　須恵器片3

土師器　緒芦　転　覆′与

土師若井錆　須恵器片8

平坦；不明

平坦憤然

土師暑　こ甑う

清　　　孝

新旧関澤言悠「璃射

髭親損→寒路

敷翫離す家路

覿誠㍑霊洛サ家路

－く－ニーー・・こく一面ヰ叫飽ニ・

；

－・　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　く　　　　　－　　　　、

飢針鼠貌ま蟻5
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

i

＿、－ニ　ー1－：こ　、、、・こ、－：　　巨

ほ　　　　　、．1＿、－‥：‡　ノミ．1＿・　　：、こ、‾

隅丸長方形　ぎ　　ぜ鵬　X　を釣　手　藷　外傾

一、：‾．、‥二I　＿．＿：：：：し、、I　．ミ　　：‾千：ニ．　　　　　‾　丁、：　‾、、こ＿．して、こ、こ

土師岩音3

凹凸杉も為石製品　着誇ラ

髭霊　妙索抄

腐恩紅顔瀞

摘　　充形竪究統遺構

調査　区におい笠　太形堅究幾遺構　基を検出した。溌形堅究状遺構　僧形有授遺構ラ　は　茨城県南部から

千葉県北部∴紡糸県中央部にかげ竃授班される例が多産多　芸挽慧響「井夢または井夢枕遺儀」とし等党告され

て澄たこ　当初　井戸とし誓詞姦し等きたが　三三鷲は　太形堅究畿遺構」という名称習扱う芸とにする。以下学

費の帝薇と浪士遺物に㌻∋締笠記載する。

第　号来形堅究幾遠縁　第都囲う

綾置　詞登　匪中楽部多　良犯も潅。

濱凌髪形壊　掘り方の上面は長径敷鋸離籍　短径。5mの楕僧形鷲ある。断面形は漏斗状で　確認感から。臓流

の深さの所二段を義男。底面は平坦である。深さは確認商からWを流離独習あ堕　底面径は　ぢ闊～　を磁罰箆である。

誉重　　層からな畑　自然堆鷹と考えられる3

真贋鰐説
圭　圭　工

窯　黒褐色

3　黒褐色
．∵　〕∴　圭　だ∴

5　黒褐色
鍔　黒褐色
冒　暗褐色

8　黒褐色

ローム粒子昏ローム率プブック少量
・、

㌶…ム粒子るジ奴叫ム小フロック多量

コ…ム粒子中農芦　ローめム小プロッタ少量

ロ…ム率葱かブロック中農学　ロ…ム粒子少農

甘∵鉛粉子爵甘∵ふ車プロッタ軒数　ロ…ム車プロッタ少遺筆　廃土粒子◎炭化機微農
n∵綜紆予感甘…ふ車ブロック多選ラ　ローム中プ誉ッタ少農

甘…左隆子談誓…ム小ブロック多量

ロ…ム粒子母ジ…ム小ブロック少量r

遺物　土師若緑蟻惑㍗　煮窓器緑　薫　砥石信薫が蹴土し老いる。　の磁石は　覆土中から出土し竃いる。

所農　本紗は　出土遺物がいずれも細片のため　時期は不明である8

第　号充形竪穴状遺構蹴士遺物観察蓑
1　　　．rl　、　ご‘．hマ　11－77、　　　　‾‾．＿　．こ‾VT　　　でI Tr＿　＿

別種頚番版
．‥、湖一へ．一

第粛図封砥　　石

濃さ葎謂ノ

計　　　　測　　　　値

幅行来日馬纏招魂

．；、壬，：、‾二　．　二三一＿r‘．

重畳纏う
出　　土　　地　　薫

蟻畠　　覆土率

一一一一lノー577l一一・一一一1－－
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第1号大形竪穴状遺構

⊂］

⑥

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　［

第472図　第1・2号大形竪穴状遺構・第1号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

第2号大形竪穴状遺構（第472図）

位置　調査6区中央部，M14f5区。

規模と形状　掘り方の上面は径3．20mの円形である。断面形は漏斗状で，確認面から115cmの深さの所に段を

もっ。底面は平坦である。深さは確認面から1．95mであり，底面径は0．6～0．9mである。

覆土　8層からなり，人為堆積と考えられる。

－578－
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第473図　第2号大形竪穴状遺構出土遺物実測図（1）
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第那図　第　号大形竪穴聴遺構

出土遺物実測図（2）

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　暗褐色

廃土粒子・炭化粒子。ローム粒子微還
炭化物・ローム粒子微量
ローム中8小ブロック少量
焼土粒子0炭化粒子0ローム中・小ブロック微量

炭化物微量，廃土粒子極微星
口一ム小ブロック中是，ローーム粒子少量
ローム粒子少品．ローム小ブロック微晶

8　極暗褐色　口一ム粒子中是，炭化物0ローム小ブロック0粘土小ブロック微

還，焼土粒子極微最

遠物　土師器片110点，須恵器片3点が出土している。第473図1

の土師器杯，3の相は，内e外面赤彩され，覆土中から出土して

いる。4と5の土師器小形要，6～9の土師器饗は，それぞれ体

部外面に刷毛目調整がなされ，覆土中から出土している。2の椀

は，覆土中から出土している。10の須恵器聾は，覆土中から出土

している。

所見　本跡は，当初，古墳時代前期から後期の遺物が多く出土していることから，古墳時代の遺構と考えてい

たが，遺構の特徴等から性格不明な点が多く，正確な時期は不明である。

第2号大形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 0 色調 。焼 成 備　　 考

第4 7 3図 杯 A 15 ．7
i
休部は内喝 して立 ち上が り，口緑部 口緑部内 0外面横ナデ。体 部内 0 外 砂粒 。石英 の雲母 P 5 12

1 土 師 器 B　 5 ．2 との境に段を有す る。 口緑部は直立 面へラ磨 き。 内 。外面赤彩。 にぷい黄橙色 60％

C　 2 ．6 す る。 普通 覆土中

2

椀 A ［ 8 ．6：j 丸底。底部から口緑部にかけての破 体部内面か ら口縁部外面横 ナデ。体 砂粒 ・雲母 0 赤色粒
［p 5 13

土 師 器 B　 6 ．5 片。休部は内攣 して立ち上がり， 口 部内面へラ当て癌。体部表面剥離。 子　 にぷい橙色 70％

縁部との境に段を有する。 内 e外面赤彩。 普通 覆土中

3

柑 B （9．2） 体部片。 体部は内攣 して立ち上が り 体部 内 0外面横ナデ。休部外面へ ラ 砂粒 ・長石 P 514

土 師 器 中位に最 大径を有する。 磨 き。 内 q外面赤彩。 にぷい橙色

：普通

50％

覆土中

4

小 形 璽 A ［1 2．3‾］ 平底。休部 は内攣 して立ち上が り， ロ緑部内 0外面刷毛 目調整後横ナデ。 砂粒 ・長石 P 5 15

土 師 器 B 1 4．9 くの字状 に外反 し， ロ緑部 に至 る。 休部外面刷毛 目調整。休部 内面へ ラ 橙色 4 0％

C　 4．9 磨 き。 普通 覆土中

5

小 形 藍 A ［1 5．0］ 休 部か ら口緑部にかけての破片。体 ロ緑部 内 0 外面横ナデ。 内面へ ラナ 砂粒 。長石 P 516

土 師 器

！

B （1 3．6） 部 は内攣 して立ち上がる。 口緑部は デ。体部外面刷毛 目調整後，へ ラナ 橙色 20％

強 く外反す る。 デ。体部 内面へ ラ磨き。輪積み痕有

り。

普通 覆土中

6

藍 A ［1 7．6］ 休部 か らロ縁部にかけての破片。体 口緑部内 e 外面刷毛 目調整後，横ナ 砂粒 ・長石 e雲母 P 518

土 師 器 B （16 ．6） 部 は内攣 して立ち上が り， くの字状 デ。休部外面刷毛 目調整後，へ ラナ 橙色 5 0％

に外反 し， 口緑部に至 る。 デ。輪積み痕有 り。 普通 覆土中

7

璧 A 17 ．7 体部か らロ緑部にかけての破片。体
】ロ縁部か 外面横ナデ。体部 か 外

石英 0長石 ・雲母 P 5 19

土 師 ＿器 B （17 ．3） 部 は緩やか に立ち上が る。 口緑部は 面刷毛 目調整後，休部下端へ ラ削 り にぷい黄橙色 4 0％

強 く外反す る。 二次焼成。輪積み痕有り。 普通 覆土中

8

蜜 B （15 ．2） 底部か ら休部にかけての破片。体部 体部外面刷毛 目調整後，へ ラ磨 き。 砂粒 ・長石 P 5 20

土 師 器 C　 6 ．9 は内攣 して立ち上が り，中位に最大 底部へ ラ削 り。 にぷい黄橙色 5 0％′

径 を有す る。 普通 覆土中

9

賓 A ［18 ．0］ 休部か ら口緑部にかけ て破片。体部 ロ緑部内 ・外面刷毛 目調整。体部外 砂粒 ・石英 。長石 P 5 2 1

土 師 器

】

B ［23 ．7］ は 内攣 し， ソロバ ン玉状の球形を呈 外面刷毛 目調整後，へラ磨 き。内 ・ にぷい貴橙色 6 0％

しロ縁部にいたる。有段 口緑である 外面赤彩。 普通 覆土中

－580－



第　号素形堅派凝遜横　笛贈囲う

態置　調査　区稼緊部プ　飢離別匪）

幾層渡瀾鍼鍍　操作寿の＿二蘭は義経。鵬緒…ノ　短径i溌篭の楕円形である。断商形は漏斗彩でッ　確認感が勇誠盈

蝕鷲敷放熱払際をを等。さらに戸　数蟻軌鐸たころ晋繍鴬怒堕底繭に達する∵底面は平坦笠　深蓬は確認感漸減

、＿　－‥＿：‾：・、：‥＿．、‾、．・＿′・・こ′二′、、ミ，－′．ぎ：＿潤．。′‾、ニ・一二；一二二＿、．＿　絹lこ、一一、　三、：二一一＿へ．‥‥‾－iニ‾　昌＿＿‥．－‾．一一…一一、、．、‾－＿′；？．＿l‾、1：＿こ：＿＿．：－：，’；－：ニー＿一、、＿′′‾：、一一・、、．1－－

覆ま　摘暦からな誓。㌔礫や砂を鬱義に含む層がありノ　m”…ぬ部太為堆積の導能性があるが　その幾は巨然幾積た

考えられる。

∴∴‘㍉㍉

㌣　漫褐色　炭化粒子多量　ジ…叫よ粒子渉義、

壕暗褐色　㌘帥…去、程予ノダ農　炭化物微量

・、、．一　二、：∴　、・　－　＿・－　t∴　　　　‾一・一　，　∴＋．．

，　ニ　ーーて、∴∴．∴　∴・；∴1‾＿：一°1‘．　　　∴ミ＿　r・－：．　一　一＿＿ノ1

－∴＿ここ′

・－　＿　∴∴　F．－　＿　∴．　‾　ノ　ー；　＿一　　二＿　　．‾∴‾　‾＿　＿

－　＿・、‘′．・・　‘ニ　昌綜仁手珍’ジ

…〕十　賢　二　　∴＿‾・‾　・．＿、　＿　1・－こ二　＿ノ‾・∵

董　秘録褐色　廃土綾子多義ヲ　礫金砂少農学　㌫…ム粒予磯還

9　黒褐色＋ロ…ム粒子少農

は　ま酢銅鐸主　療法載子ら翻憤翫隼にト鳥致予症ト一ム小寺でッ
一　一：－ご

′∴　ノ‾∴、‘一　　十．ノー　，－：・1‾　＿∴∵

′　〕一、．－‾‾！ニ　　ー　‾∴：二’‾一夫‾．ノ　　＿．－　．　－　‾＿、1

芝　遠鰭褐色　〇…ム綾子か鼠　炭化物微量

、一　　一　！＋．　∵　一、m　＿－．・－’∴－　、＿．＿－　‾　∴　　　　　　　こ　．．ノ・・－　‾　，一　㌧！H∴∵∵二　一＿‾一1．∴－＿　　1こ＿．

遼麹　二摘憫緒溺鋸も　寡憾儲駁臓濾っ　礫勘無期餓豆諾い数言郎瀾園結　雲紺班滴磯率等　㌢瑞相痛冶骨

率はデ　内藤が黒色処理され学　覆土中から薫れぞれ嶽土し老いる㍍　霞の土師器小皿至　言の土蘭儲婆ラ　轟の須恵業

種警　撃の須恵器婆警　蟻の土玉は賢　者土中から薫れぞれ揖土工老いる。蟻磯威儀儲腰茂き　倦瀾磯商怒同心増状調
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高台相棒
土師器

′j、　；二‾：；

土師器

∴　　一　　　一　一、
i′　　J　′

‾∴　－．　′，．＿一　　・　　一

ま

き

、′・－．1　′・

・　一　　　一こ－　ニ　ー15

＿．‘‾・．∴1－＿　‾　　‾∴
ラ

ノ／⊃

樟締捧ち〆、ラ削り　底部　経
を澄もう磨き　閏藤里色払埋

患部から庫部にか骨て老磯寮㌧喜璃一一：　∴‾・．ノこ1！ノ、－・‘〕．‾＿．　－　＿＿

：∴‾、‾ニ、．．　．　　　　　　ノ、、　　、、－∴　∴ニ′∵∴　－∴∵∵

‾‾「ニ‾　＿　∴；‾一・、－；一・二、、二　∴＿∴∴‾

′＿∴　．－こ　こ－∴＋∵∵ノ

隠士容色讃☆焼成

一・　　　　　・一l　　　　・　－

ク

‾＿＿‾・　‾　、㍉

褐色蓉内藤黒色

浮遜

！∴．＿　十．

－　∴　　＿　　　∴

丹南黒色
．　　　－

ぶ点しィ㌢㌶
E「ぷ曇

・‾．・－‾＿‾　，　　こ・、‾　　－　　∴　∴∴‾　‾　－　　∴T、＿∴

やかに内攣し笠立ち上がり亨i画へラ磨き。内藤黒色麹菜
打線部に至数

色絵ノの字状に開。

・一一、′　・∴∴：1－－＿　　＿＿・、1

ダ　　　　　　ニご　て、、、一　　　　　gこも．rrで

‾て

∴1、－　‾∴∴

日朝薮黒色

二．1－：ま．；

高台晋から捧部にかけての磋片　高雄溜外惑ジプロ㌻ア　底部き捧部㌻㌢淫　石英4長石を雲黍
1が一、h

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　ヒ　　　　　＿　F　　こ　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　＿　　　　－　ま　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　r　・′　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　．　　　′　　・・－

感㌔㌔ラ磨きハ　内面黒色逸理。高台粘　赤色粒　外商に議
射げ。底部外面二墨書き

．

〕高遠言宕蒜嘉義議諒表
迅　道　体部と㍍綾部の境に緩やかな段を有　感彗ラ磨きし内惑黒色処理。
D［減圧　持緑部で井原する。高台はれのi
藍　道　学状に開圭こ　　　　　　　　　i

巌は勘潤色部からロ繚部にかけての破片
‘‘　　1＿一　一　　一　　　　　　　　　　′　　　　　　こ．′　一　　　　　　　°　　r

い軽色珍内面黒色

普通

砂粒S石英な長石
外面にぷい橙色

内面黒色

普通
l一一一‥一一一一

畠　湖　底部から持綾部にかけての破誹。捧　持縁部内怒外面ロタロナデ。底部河　砂粒童赤色粒子
ゆ畑部は内攣して立ち上が軋　打線部に　転糸切り
ゅ幻　至る。　　　　　　　　　　　！

体部から打線部にかけての破片。体
部は外傾して立ち上が畑　打線部に
至る。端部は外上方につまみ上げら
れている。

打線部内慈外面ロタロナデ。

一一l－5鋭仁一

にぷ♭磯色

普通

長石怨雲母多石英
明赤褐色

普通

9
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瑠

第聯園　第　号東形竪穴聴遺構⑳第帽者達涜窯測園

2m

ト　＿　l‥　＿　‥　‥＿

図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎十・色調。焼成 備　　考

第476図 杯 A12．5 口緑部一部欠損。体部は直線的に立底部内面から休部外面ロクロナデ∵砂粒。石英・長石P530

8 須恵器B　4．3 ち上がり，口緑部に至る． 体部下端手持ちへラ削り。底部一方黄灰色 9590

C　5．4 向のへラナデ。 普通 昏土中

9

賓 B（6．3）底部から体部にかけての破片。体部休部内面ロクロナデ。体部外面へラ石英・長石・雲母・P532

須恵器C［16．6］は外傾して立ち上がる。 ナデ。 赤色粒子　黄灰色

普通

5％′

覆土中

図版番号種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）孔径（cm）重量（g）

10 土　　玉2．7 2．8 0．5H＼0．6 18．0 覆土中 DP27

ー582－



第476図　第3号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

表6　熊の山遺跡6区大形竪穴状遺構一覧表

大 形 竪 穴

状　 遺　 構

番　　 号

位　 置 平　 面 形
規　　　 模

壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物 備　　　 考
長径（軸）×短径（軸）（m ） 深さ（cm）

1 M 14 e7 楕円形 2 ．82　×　2．52 13 5 急傾 平坦 自然 土師器片189　須恵器片2　砥石 1 時期不明

2 M 14 fS 円形 3 ．20　×　3 ．20 195 急傾 平坦 人為 土 師器 （杯，椀，聾，柑） 時期不明

3 0 14h l 楕円形 2 ．62　× 1．96 2 35 急 傾 平坦 自然 土 師器 （坤こ，高台付杯，要，
小皿 ）須悪 器 （杯，整）土玉 平安時代

－583



（5）港

調査6区の南部，東部，西部から，溝3条を検出した。検出した溝の特徴や出土遣物について記載する．。

第臓号溝（第477図）

位置　調査6区南東部，N14ao区＼N14jo区。

重複関係　第229号住居跡を掘り込み，第229号住居跡より新しい。

規模と形状　上幅0．56～0．75m，下幅0．35～0．45m，深さ23～25cm，断面形は逆台形で，確認長は（59．3）mで

ある。

方向I N14ao区から北東（N－250－E）の方向に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　2層であり，自然堆積である。

土周解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片31点，須恵器片3点が出土している。1の須恵器磐は，体部外面に平行叩きが施されている。

所見　本跡は，出土遺物が少なく，第229号住居跡を掘り込んでいることから，平安時代以降と考えられるが，

性格は不明である。

旦瀾．帥

二＼、＿－⊥・ノ’l‾

0　　　　　　　　　11割

し一一　　J

欝耶図　第柑号溝断面図

抽黒
井
狛く

，1「ニ

紬

誹恥沖甜碑
洲一ノ；一

帖世
触

11

日目汗ら・r
ll！HIIl、日

日　　　′巨

骨
‘′

J

Ⅱ

・∫、・日．

J

事 ジー想
つ　　　　　　5cm

」⊥」

第耶図　第帽号溝出土遺物実測図

第摘号満（第479図）

位置　調査6区西部，M14cl区～M14r7区。

重複関係　第18501980261・262。340号住居跡0第145号土抗を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

墳槙と形状　上幅1．05～1。55m，下幅0．90～L35m，深さ16～25cm，断面形は浅いU字状で，確認長は（48．0）

mである。

方向　M14C7区から東西（N－1100－E）の方向に直線的に延びている。

覆土　3層であり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子多量
3　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片218点，須恵器片11息　礫3点が出土している。第479図1の不明鉄製品，2の刀子は，覆土中

からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，第198号住居跡を掘り込んでいることから古墳時代後期以降と考えられるが，性格は不

明である。
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風
V一一′F一・一20．2m

『遠望遜拶㌍

①　　　　　　　　瑠悶

』＝士＝』 周
航

欝聯図　第臓号満珍出藍遺物窯測聞

第摘号演題並遺物観察羞

冊断裁 0　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　云

図版番 号
訂　　　　 潮　　　　 値
臣首　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ種 別 長 さ葎m車 齢 cm 恒 葎m） 重 量 ほ う　 出　 土　 地　 点　　　　 備　　 考

弟宥神目
欄 鉄製品 i 繍 ラ 恒 も中 ・5 拍′潮　 覆土や　　　　　 iM 別′

ん．．ハハ．二 と ⊥
刀　 子 巨 の、 ＿＿＿＿ん＿＿　 0中　 も4 i 拍 潮　 覆土車　　　　　　　　 蟻 3

第臓号湧　第墟図ラ

位置　調査　区廃部　M蟻扱匪戦犯蟻m区。

重複関係　第18しい3・lま0与住居跡を据年込んでいるので，本跡が新しノ「、．

旦路細

、

規模と形状　用量言上0（主上95乱　卜幅上0（トト55Hl，深さ1（ト23m、断面彬は浅いしつ：　B

状で、確認長は（、2（上（ml了ごある

霧禰　M蟻挽医から南北　N…　の…濃　の方向に識孟ぼ直線的に延び老いる。

者達　議層であり夢　自然堆積である。

土居解説

且　極暗褐色　ロ…ム粒子少最㍉焼土粒子⑳炭化粒子態ロームかプロッタ微靂

慧　黒褐色＋ロ…ム粒子や農学　ロ…ム小ブロック少最

暗褐色　ロ…ム小プロッタ小農

‾′J‾－フ「1一‾‾．、一一リームーtIF1

2

0　　　　　1m

』ここたこここここ』

第磯図

第臓号溝断面固

遺物　遺構に伴う遺物は出上していない

ノ　　　　　ノ′　ノ

▼′Cf‾彰〕る

羞冒　熊の山遺跡霞匪藩一覧表

睾位置方向回 鵬葛上幅等下蒜 ラ陣
土　　　　　　　　　壌 備　　　考

新旧関係　酋パ→新）覆　　　　出　　十　　鳴　　物
i

可 馳腱 恒 輌画 捌踊 匝唖 恒腑凍 瀞ノ蛸 掛ノ25 緩斜匝坦自然軽師器朋は 須恵鮒 3億SI霊里ト本跡
可 捌 可 新酒 極離 恒 順 序 満 車 腑 車 用 緩斜桓 自然恒 S約85，息98，26且ラ262タ3融お

S段摘㌃す毅紗
堂 庚 攣 ⊥ 聖聖 庚 塑 車 聖 か 聖 魂璧 聖 桓 攣 緩斜桓 自然i 封蟻も凱一一一一一ノー車本跡
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（6）不明遺構

調査6区の北東部斜面に黒褐色の堆積土が広がっていたことから，土層ベルトを設定した結果，不明遺構を

1基検出した。検出した不明遺構の特徴について記載する。

第3号不明遺構（第481図）

位置　調査6区北東部，L15f9区。

規模と平面形　長軸［4．62］m，短軸［3．76］mの長方形と推定される。

長軸方向［N－120－W］

壁　壁高は12cm前後であり，緩やかに立ちあがる。

口

車一一一一、さ

．d－　．－．　－　‾．　－　一一　－　一一

一．一　　　　　　　　　．・．．t一　・l－．・・l－．．

第481図　第3号不明遺構・出土遺物実測図
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底面　西嶺から東嶺錮こかけ竃傾斜し老いる㍍

覆羞　単一層で学　風為堆積と考えられる。

土居解説

温　黒　　色　炭化粒子砂ロ…ム粒子中農夕　廃土粒子少農

道鞠　土師器片那感　須恵器綜針藍が出渡し等締る。　の須恵器甑夢　の陶器婆休部絆は　覆土中からそれぞ

れ出上し．ノている．

新選　寒路は　鵬丑遺物が細片のため　時期は不明である。

第議登不明遺構蹴漉遺物観察義

図版番号 器　 種 計測値毎ラ 器 車 ■ 特 徴 手 法 の 特 赦 ． 胎千 〇色調 。焼成 備　　 考

第磯 図 甑 H 十寸，射 体酢け　 休部は直線的言外伍して聞 休部外面へ予削；） 輪積み東．

i

砂粒。実母 P 568
瑠
JL

ii

重 点　器 ㍑ 褐叛色

普通

5 ％

将土中

描　遺構外出丑遺物　第媚匁媚囲う

調査　区の遺構外遺物は　試掘　蔑並除去　遺構確認の段階貸出漉した旧石器　縄文時代から祭殿　平安時

機　および近健にかけ竃の遺物である。その中から　糖数あるものを抽出し　実測図及び一覧表で掲載した。

第媚図鵬夕　断筆　由夕　鍼の須恵器婆は　描線部綜　休部豚で　外商に　～　本単位の廟歯畿工具こよる波状

濃が　‰　桑施され竃締る。融の須恵器婆は描線部片で　外商二孝行叩きが施され竃締る。鴫　厳の須磨器婆

休部緑は　横位の平行叩きが施され竃締る。痛撃　閑の須恵器整体部絆は　産経の孝行叩きが施され老いる。砧

の須磨器婆は休部片で　外商に平行叩き惑施され竃締る。閥の須恵器整体部片は　外商に産経の孝行叩きを施

した後　斜位の平行叩きが施され竃締る。閲の須恵器整体部豚は　外商に孝行叩きが施され学　鷹蝕が付着し

竃締る。肉感三関港間状の当竃鼎癖が兇られる。閲の須恵器婆は休部片で　外商に格子目叩きが施されている。

関学　残　閲の須意器整体部片は　横位の孝行叩きが施された後　産位の孝行叩きが施され老いる。関の須恵器

整体部井は　間鎚関状の叩き因が外面に施されぞ障る。関の孝義は　強面に正方形の格予冒叩きが加えられ撃

凹面には糸切り癖と布　疫が鼠られる。

′

（旧石器時機　縄文時代ラ

掴 読 … 」 ⊥ 隻 」 』 曇 巨 土 地 盛
備　　　　　　 考

図版　 種 別 長さ葎中 針 cmラ 紳 輔 極 細

雛鍍図漫削　 若い の中　 や3 漫03　 「 闘 6区太線 0 38　貢岩
中 削　 器恒 0日　 や鍔 用　 い 紺 6区末採 0 50　貞岩
中 削　 器恒 お中　 の3 ぁ中　 摘みの 6区夫採 Q磯　 メノウ
日 石　 匙恒 の中　 な8 i‡Ⅰ‡ I ‡‡Ⅰ‡ ま6区表採 Q 39　頁岩
㌧ 棒　 銀1 m i m の中　 腰 6区表採 Q調　 頁岩
中 打製石斧恒 や中　 03 e温　 い 弧 の 6区夫採 Q引　丑崗告

一一FF－…一一一一一一一587－一一1一一一…
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第482図　6区遺構外出土遺物実測図（り
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第4お図　6区遺構外出土遺物実測図（2）
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第個4図　6区遺構外出土遺物実測図（3）
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第485図　6区遺構外出土遺物実測図（4）
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第個6図　6区遺構外出土遺物実測図（5）
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（古墳時代1

図 癖 持 前 ‾料 恒 敵 中 ＋ ＋ 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴
胎 土 ・色 調 ・焼 成 ！ 備　 考

讐 図 土　 器 豊 等 溌 芸 ；譜 警 法 詣 票 が 軋 口 語 霊 漂 震 欝 部 外 面横 ナ デ0 底

ぐ　 6 ．J

砂粒 ゆ石英

褐色
普通

P 5 76

10 0％
6 区 表 採

土　 器 孟 ［温豊沼澗 漂 詣 謂 覧 豊 苫鸞 露 語 日録 部 内 ◎外 繍 ナ デ0 軽 み痕 0

至 る。

砂 粒 ・赤色 粒子

にぷ い橙色
普 通

P 57 7

20 9。
6 区 表 採

9　 票 詔 織 豊 結 譜 耀 筑 豊 恩 ㌍ 譜 紺 宗 吾 讃 糾 ㍑ 漂 需

D 12 ・2　 に至 る㍉ 脚 部 は † ラ ッパ 状 に外 に開　 調 軋 内 。外 面 赤 結
E　 7 ・1　 く㍉ 1 カ、所 に 透 か し孔 を有 す る．

砂粒 ・長 石 ・赤色粒

子
にぷ い橙 色

普通　 二次 焼成

P 5 69

7 0 0。
6 区表 採

且の　 票 師 芸 霊 （1雷：3） 霊 莞 譜 品 譜 髭 窯 宗 芸 認 鸞 讐 完 警 0 舶 内面 へ ラ 削

E　 3 ．0　 し孔 を有 す る∵

砂粒 。長石 ・小礫

にぷ い黄色
普通

P 57 0
70 0d

6 区 蓑 採

且　 土　 器 孟 ［1．㌢ 鍼 賢 芸 謂 覧 霊 の 鮒 0 頸 諸 精 霊 票 詣 欝 後 ， ナ デ0 砂 粒 ・長 石 。雲 母
浅黄 橙色

P 5 90
2 0 9。

普通 6 区 表採

壷　　 Å 腿 の　 休 部 か ら ロ縁 部 に か け て の破 片 。 体　 目線 部 内 傍外 面 横 ナ デ。 体 部 外 癖 へ

且　　 土 師 器　 鋸　 の鋸　 部 は 内 撃　 て 立 ち上 が 私　 の 字 状　 ラナ デ 。 日録 部 下 方指 頭 押 監 体 部

に 外 反 す る． ＝縁 部 は折 り返 して い　 内 面 へ ラ当 て軋 輪 積 み 私

砂粒 ・石英 ・長 石 ・
赤色粒 子

橙 色

P 58 8
2 0 0b

6 区 蓑 採
る。 普通

鼠3　 土 霊 器 書 等 昌） 琵 雲 霞 詣 警 隻豊 豊 宗 警 0 平 底 0 禁 譜 表 蒜 譜 表 諸 0 体 砂 粒 。赤 色粒 子

橙 色
P 59 1

6 0 00
普通 6 区 表 採

雛 8 図　 壷　　 B 緩 湖　 底 部 か ら 日経 部 に か け て の破 片 。 平 「体 部 外 面 刷 毛 目調整 後， へ ラ磨 き。

摘　 土 師 器　 C　 の　 底 。 体 部 は 内 攣 し， 中位 に最 大 径 を　 頸 部 外 面 刷 毛 目調教 内面 へ ラ磨 き。
呈 す る 球状 で 頸 部 は 直線 的 に 立ち　 底 部 末 葉 痕 √

砂粒 ・長 石

灰褐 色
普通

P 5 89

6 0 00
6 区 蓑 採

！　　　　　 上 が る0

ミ才 ∴ア慄　 Å 目 し 針　 休 部 か ら ＝縁 部 にか け て 琳 射 「 休　 日縁 部 内 。外 面 構 ナ デ ． 輪 積み 軋

15　 土 師 器 I狛 5 ・3 1 部 は 内攣 し† 目線 部 で くの字 状 に外
砂 粒

にぷい 褐色
P 57 5
20 0。

反 す る． ＝縁 部 は 折 り返 して い る． 普通 6 区 表 採

16　 笠 霊 縮 鵠 紺 潟 譜 鵠 豊 欝 諸 醐 誓 締 ナ デ 0 舶 外 面 へ ラ削

位 に 最 大径 を 呈す る㍉

砂粒 の石英 の赤 色粒

子　 橙 色
普通

P 6 10
2 0 0。

6 区表 採

ミニナ1ア憎　 十 6甘　 休 部 か ら＝縁 部 にか け て 琳 酎 「 体　 体 部 内 。外 面 ナ デ㍉

17　 土 師 器 Iお 2．6） 部 は 内攣 して立 ち上 が り， ＝縁 部 に
至 る十　日緑 端 部 は つ まみ 上 げ られ て

い る。

砂粒 ・長石
橙 色

普 通

P 57 2

20％
6 区 表 採

ミチ ⊥ア爆　 Å　 8 」　 脚 部 か ら ＝縁 部 に か け て の石射 「 I杯　 杯 部 内 ・外 面 ナ デ ．

1 8　 土 師 器 「臣 3 ・針　 部 と脚 部 と の 境 に段 を有 し， 林 部 は
外 反 す る。 脚 部 はハ の字 状 に開 く。

砂粒 ⑳石 英
灰黄 褐色

普通

P 57 1
2 0㌔

6 区 表 採

討 議 針 鵠 鍼 詣 漂 豊 ㌍ 鵠 鮮 瑠 浣 撃 潤 後 ， 横 ナ

に外 反 し， 口縁 部 に 至 る．

砂粒
橙 色

普通

P 5 73

30 0。

6 区 表 採

2　 品 篭 豊 は ：3凋 漂 詣 讐 蒜㌫ 翳 譜 鉱 が賎 部 内 欄 薗 誹 部 外 面刷 毛 目詞

反 す る 。

砂 粒 e赤 色粒 子

にぷ い褐 色
普通

P 57 4
30％

6 区 表 採

提　 瓶 I狛 11・0 1 休 部 酎 「 休 部 は 内攣 して† 最 大 径　 体 部 内 e 外 面 ロク ロナ デ． 休 部 外 面

2 1　 須 恵 器　　　　　 は 中位 に あ る． 休 部 上 位 に楕 円 形 の　 自然 粕 ．

把 手が 付 く。

砂粒 ◎長 石
灰色

良好

P 6 05
3 0％

6 区表 採

2 2　 円 筒 埴 輪 B 賂 2） 警 豊 富 巌 雷 雲 琶 豊 票 髪 霊 ，し豊 実 帯 間 は タ テノけ 0 突 帯 ナ デ 。

が ， 1 か 所 確 認 で き る．

砂 粒 ・石英 。長石 ・
雲 母 ◎赤色粒 子

にぷ い橙 色

P 6 06
1 0％

6 区表 採
普 通

－593－



し奈良e平安＼近世）

図版番　 器 種 恒 徳行扇 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 級　 i胎士 魯色調 欄 成 i 備　 考

第183図　　 年　　 Å 12 ．0

23　　 土 師 器　 8　 3 ．6
ぐ　 6 ．8

底部から休部にかけての破片．休部　 休部下端回転へラ削十 底部回転糸　 砂粒 e 赤色粒子。雲　 P 578

は直線的に外傾 して立ち上が甘　 口　 切生　　　　　　　　　　　　 母　 にぷい特色　　 50 00
線部に至る0　　　　　 ［　　　　　　　　　 普通　　　　 6 区表採

杯　　 Å‖3 ．01 底部かへ体部にかけての破片．体部　 内 。外面ロクロート「 底部回転糸切　 砂粒 。長石 e赤色粒　 P 579

24 土 師　器 B　 速や1 は直線的に外傾 して立ち士が年　 目　 年 子　 後席橙色　　　 10 0。

し！6 ．81 緑部に至る㍉口縁部は外反する． 普通　　　　　　　 6 区表採

高台付椀　 Å「15 ．01 高台部から体部にかけての破片。應　 休部内面へラ磨き。内面黒色処理。 砂粒 怨長石 砂雲母　 P 580

25 土 師 器 H　 5 ．9 部は丸みをもって立ち上がる∴高台　 底部へラ切 り衡 高台貼り付け㍉＋ l 外面にぷい赤褐色　 60 00
ルイn　 7 ．2 はハの字状に開く． 内面黒色　　　　　 6 区表採

E　 O ．6 普通

小　　 皿　 Å　 9 ．6 平底。体部はわずかに内攣気味に立　 体部内 扱外面口プロナデ。底部回転　 砂粒 ◎雲母包赤色粒‖閏勘

26 土 師 器 8　 2 ．0 上がり，＝縁部にいたる㍉ へラ切り衡　 無調整十　　　　　　 千　 にぷい橙色　 1㈲㌔

し　 6 ．1 普通　　　　　　　 6 区表採

小　　 皿　 B は 。2） 底部から休部にかけての破片．休部　 体部内 e外面ロクロナデ．底部不定　 砂粒 ・雲母 ・赤色粒　 P 582

27 土 師 器 し　 6 ．6 はわずかに内攣気味に立ち上がる． 方向のへう削年 底部外面に墨書．　 千　 にぷい橙色　　 60 00
普通　　　　　　　 6 区太線

上j、 皿 A 9 。0 底部からロ縁部にかけての齢 。体 内 昏補 整 攣 ナデ。底部回転へラ i 砂 魯長石 魯雲母 五 m

28 土 師　 器 8　 2 ．1 部はわずかに内攣気味に立ち上がる㍉切り衡　 無調整． にぷい番樽色　　　 60 0。

し　 6 ．0 休部外面下端に沈線をもっ． 普通　　　　　　　 6 区蓑採

小　　 皿　 Å　 8 ．8 底部から目線部にかけての破片．体　 内 e 外面ロクロナ十　 底部回転糸切　 砂粒 。長石・雲母 。 P 5射

29 土 師 器　 8　 2 ．3 部はわずかに内攣気味に立ち上がるいり後†無調整十 赤色粒千　 にぷい樽　 70 ？。

一▼メdeし　 6 ．0 色　 普通　　　　　 6 区表採

第4鋸図　 小　　 皿　 Å［9 潮 底部から目線部にかけての破片㍉体　 内 。外面ロクリナデ・底部回転糸切　 砂粒 。長右 。雲母　 P 585

30 土 師 器　 H　 2 ．3 部はわずかに内攣気味に立ち上がる．り後，無調整．　　　　　　　　　 にぷい槍色　　　　 50 00
一ザし　 5 ．0 日縁端部はやや外反する． 普通　　　　　　　 6 区末採

小　　 皿　 Å「8 ．8！ 底部か小目縁部にかけての破片．体　 内 e 外面ロクロナ千 底部回転糸切　 砂粒 ・長右 8雲母 e　 P 586

3思 十 師 器　 8　 1 ．7 部はわずかに内攣気味に立ち上がる．り衡　 無調整．　　　　　　　　 赤色粒子　 橙色　　 40 00

ぐ　 3 ．8 普通　　　　　　　 6 区蓑採

賓　　 Å「3信0〕 底部か0 日縁部琳 射「 休部は緩や　 目線部内 。外面横ナ千 体部外面へ　 砂粒 ・ト華 e長右 o　 P 592

ヽ霊 土 師　 器 B 1．9 。8 かに内攣して立ち上がる．＝縁部は う削年 内面へラ十二「　　　　　　 小礫　　　　　　 30㌔

C ［摘。4］ 短くくの字状に折れ，端部は上方に 橙色　　　　　　　 6 区表採
っ澄み上げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

［ 聾　 餓 紺 休部から＝縁部の破片．休部は綾や　 目線部内 e外面横十 十 休部外面へ　 砂粒 ・五葉・長右 。 P 596

需　　 土 師l 器

賓

封　　 工 師 器

H 十6 ．0十

［

；磨 宗

ミ［
き

かに内攣して立ち上がる。日録部は ラ十十　　　　　　　　　　　　 雲母 5 ％
くの字由 ∴折れ 端部は1 まみ上げ 橙色 6 区蓑採
られている0　　　　　 ［　　　　　　　　　 普通

休部か0 日縁部の在射「 休部は直線　 ＝縁部内 e外面ロクH 十 「 体部内　 砂粒 。長右 P 598

的に立ち十が年　 目縁部でくの字状 面へラ酪y 沌貴桔色　　　　　　 5 0。

に折れる． 普通　　　　　　　 6 区蓑採

［
婆　　 再出数潮 体部から目線部の掛 「 休部は様や　 目線部内 e外面横ナ千 体部内 e 外　 砂粒 。長右 e小礫　 P 5鋸

中 津
かに内攣して立ち上がる．目線部は面へう削り鯨　へラ磨き． にぷい橙色　　　　100。外反する＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 6 区美採

休部は緩やか仁内暫 し加 ミへ立ち十　 日線部内 。外面構十十 休部外面へ　 宥華 弓を右。雲母 o　 P 505

演＋ はつ諦 器 「酎 7 誹

I
も

療　 ；射 線逓］

が年　 目縁部で外反する． ラ削牛　　　　　　　　　　　　 赤色粒子　 橙色 5 ％
普通　　　　　　　 6 区美採

休部は緩やかに内攣しなから立六十　 日縁部内 e外面横十字　 休部外面へ　 砂粒・長右　　　 P 597

要那　　 土 師 器　 迅摘 。第
ヨ；
：
ミ攣＋ 序 は繊

が年　 目縁部はくの字状工外反辛狛 うナ千　　　　　　　　　　　 明赤褐色 5 ％
普通　　　　　　　 6 区衷採

体断 。休部は内攣して立ち上がる。i休部外面へラナデ。休部内面ベ ラ削 砂粒 e描 窃長石昏　 ㌘593

38　 須 恵 器 i

：
：
こき：羽　　 釜 牒 吊 の　‾）

最大酢 ま休部上位にある∵休部上位　 年 雲母　 褐戊色　　　 100。
仁小形の把手が什十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 6 区表採

打線部から應部上位の破片。休部上　 体部外面へラナデ。 砂粒 e 赤色粒子　　　 P う99

士 帥 器 ［ 位に鍔翻 e　　　　　　　　 i妄 い橙色　 鐙 衷採

P 600
30㌔

部に至る。ロ縁端部は丸くおさまる。　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 6 区衷採

二次焼成　　 i
j

一一一一59⊥illl－1－



図版番号 器 種 恒 噺 cmラ！　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i始土 ◎色調 e焼成 ！ 備　 考

第485図 杯　　 射 相 恩 ‖ 底部か ら日経部 にかけての破片。平　 内 砂外面 ロクロナデ。体部下端手持　 砂粒 ⑬石英 魯長石 ◎　 P 60 1

4鼠 塞 恵 器 ‖う　 t j　 ＝虹 休部は直線的 に立ち十が年　 目　 右へニラ削牛　　　　　　　　　 雲母　 叛色　　　 100。

C ［ 。射　 線部でやや外反す る。 普通　　　　　　　 6 区表採

42

高台相棒　 射 温3 潮　 高台部か ら目線部にかけての破片。 内 ゆ外面 ロタロナデ。高台貼 り付け。砂粒 砂長石　　　　 P 60 2

萄 恵 器　 8　 5 ・7　 底部 と休部 との境は稜 をな して折れ　　　　　　　　　　　　　　 吠色　　　　　 10 0。

n ［8 載　 る。高台はわずかに外に開 き，ふん 普通　　　　　　　 6 区表採
E　 O ．6　 ぼ る．

高台什杯　 A lL 2　 底部か へ目線部にかけての破片．体　 内 e 外面 ロクロナデ∵休部下端回転　 砂粒 ・石英 ・長石　 P 60 3

4 3 須 恵 器　 8　 3 ・1 部はやや内増 して立右上が 年　 目縁　 へラ削 牛 底 部回転 へう 切 り株　 高　 昧色　　　　　　 800。

0　 6 ．8　 部に至る． 高台はほぼ接地面に垂直　 台貼 り付け．　　　　　　　　　 普通 6 区表採
E　 上1　 である．

44

蓋　　 Åつ ．針　 目縁部 一部大損予頂部は平坦 で， ＝　 天井部 外面回転／＼二硝 頼 十 内面 U ク　 砂粒 。石英 。長石 。 P 601

菊 虐‖ 器 日日　 3誹　 縁部 内面 に短 いかえ 周 ミっ く㍉▼1 ま　 ロナチ　　　　　　　　　　　 雲母　　　　　　 700。

ぎ　 4 お望　 み は扁平 なボ タン状である。　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰白色　　　　　 6 区表採

G　 O ．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

壷

婆　 1 日L 5〕 休部か ら目線部にかけての破片．頸　 目線部外面には 」＼ 8 本単位の櫛歯　 小石　　　　　　 P 531

須 悪「器 「臥 19 ・事　 部か 0 日縁部にかけて くの字状に外　 状工 具による波状文が施 されている」灰色　　　　　　 30 0。

反 し　 ＝緑 部に至る十 日縁端部は上　 体部外面に 自然粕㍉休部内面ナデ． 歯通　　　　　　 6 区表採

方に1 まみ 上げ られ ている＋

豊

、、版番m 種 別 ！　 計　 姜、孔径詩 畳軸） 出 土 地 点
備　　　　　　 考

図　 号　　 長さ価　 酎 cm）

聖 上 〔 蔓 上 璽 ‖ 巨 攣 鵬 恒 e鋤　 区 堅＿＿ん＿
H P28

図版番号 種 別 酎 蒜 葎m）；孔径葎m）重義軸） 出 土
地 占

ハヽヽ

！ 備
考

那　 紡錘　 い ぉ鋸 巨 0　 日 潮 目 臓潮　 区 ＿攣 恒 29 砂岩

計　　　　 側　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考、、　　　　　　 悶

図　 号　　 長さ葎中 針 cm 恒 葎m）重量軸）
儲　 泥 面子い さ　 巨 08　 い さ8

2．1寸 6 区衷採 n P30
粛　 極 面 子い め　 巨 や中　 の8

2．22 6 区蓑採 n P31
減　 紡錘 車恒 の中　 0日　 の6 1L O 6 区表採　孔経0．3川 Q 12　滑石
封　 巨明石製品い さ　 日 お　 い もl 寸．寸 6区表採 Q 13　滑石
霊　 序 姉 製品巨 ・ 巨 8　 日 eo 2．3．1 6 区表採　孔経0．3川 Q 44　凝灰岩
隼 序 ∵ 可 拙 ∋　 巨 招 「羞

166．0 6 区表採 Q 45　凝灰岩
埜 極　 二可 師弟 日 用 「貢 し85．0 ） 6 区表採 Q 16　凝灰岩
滋　 砥　 石巨 を日　 の目　 さ6 62．0 6区表採 Q 17　凝灰岩
溺　 砥　 石巨 潮 目 も中　 02 摘7．0 十 6 区表採 Q 48　凝灰岩

攣 画 壷　 金恒 潮 目 的 「読 ‖日日 6区表採 M 57
整 序 ∵ 可 甘揖 「 用 「五 「 匝 料 6区表採 M 58
整 序 ∴ 可 軋鋸 「 … ！読 了 匝 料

6区表採 M 59
整 序 ∴ 可 は鋸 「 … 「五 言 匝 海 6区表採 M 60
61 序 んざ日 射離 日 蟻 ！ 鍼 ＿ ＿は かの 6区表採 M 64

一一595－ll



3　8区の遺構と遺物

（温）竪究住居跡

①　古墳時代

第渕号住居跡　第墟図）

位置　調査8区西部，N8a．1区し、

重複関係　第別号住居跡の上部に構築されているので，寒路が新しい。

規模藍平面形　長軸5。汲6m，短軸［魂。94］mの方形と考えられる。

主軸方向　N一一一430－W

壁　壁高は15＼25emで，外傾して立ち上がる。

手荒　北西二J　ノー　f　′．一リ1i′、′′ノ　′ノ　　▼　　　′・‾六V、・一　‾、‥′．ヘノつ一　、∴二、・真∴　・：・！　さ∴

深さ3＼7（lmで，断面形はU字形である．

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。二、

竃　北西壁中央都に砂質粘土で構築されている。規模は長さ摘翫m　袖幅臓翫m　壁外への掘り込みは舶cmであ

る。右袖は黄褐色の粘土で構築されており汐　左袖は黄褐色の粘土のまわりに撃　さらにロ…ム混じりの砂質粘土

を粘り付けて構築している。機の内壁は火熱を受けて赤愛している。火床部は床面を楕円形状に浅　掘り　ぼ

めている．煙道はほぼ垂直に立ち上がる．、・）

竃土層解説

1　にぷい赤褐色　廃土小ブロック・粘上中プロ・、ノク少鼠　しトーム小ヅしブりク微量

2　淡　赤　橙　色　粘土大ブロック多量，焼土中ブロック中農

3　橙　　　　色　焼土中ブロックの粘土小ブロック中量

4　明　赤褐　色　焼土中e小ブロック多義

5　明　黄　褐　色　廃土小ブしトノク微量

6　にぷい赤褐色　ロー→ム小ブulソク・廃土小ゾしトノクe粘土小ゾロ、ソク少量

了　にぷい赤褐色　焼土中プロ、ソク。粘土粒子中量

8　にぷい黄橙色　粘土中プロ、ソク少量，廃土粒子微量

9　暗　赤褐　色　焼土中ブロック多量，炭化物微量

10　明　褐　色　廃土小プロ・ソク・炭化物・粘土小ブしフック少量

は　明　褐　色　ロ…ム車ブロック多量夕　粘土小ブロック少量

12　黄　褐　色　粘土粒子多量

ぼ亀y紅　5か所（Pl～㌘5）。P　は径霊cmの円形で　深さ霊cmである。㌘　は　径2艶mほどの円形で　深さ

43服である。P　は　径雷cmほどの円形で　深さ滋cmである。P　は　径禦cmほどの円形で　深さ渕cmである。

いずれも主柱穴と考えられる。P　は　長径関cm　短径誠cmの楕円形で　深さ3艶mである。出入りロ施設に伴

うど、ソトと考えられる。

覆土13層からなり，自然堆積と考えられるこ、

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色
3　極暗褐色
4　暗赤褐色
5　褐　　色

6　黒褐色
7　黒褐色
8　暗褐色
9　褐　　色
10　極暗褐色

11黒　褐　色
12　黒褐色
13　黒褐色

ローーム粒子中量，廃土粒子。炭化粒子微量

ローム粒子中量，砂少量、廃土粒子微量，炭化物極微星
口一一ム粒子中量，廃土粒子。炭化粒子・砂少量
砂多量，廃土粒子中量、炭化粒子少量
ロー′一一一ム大プロ、ソク多量，炭化物極微毒

口一一一ム粒子・砂中量，廃土粒子・炭化粒子少量

ローーム中ブロック中量，炭化粒子。ローーム粒子少量

ローーム宰立子・砂少量

ローム粒子多量

ローム粒子中量，廃土粒子啓炭化粒子少量

ローーム粒子中量，砂少量，炭化粒子微量，廃土粒子極微量

廃土粒子・炭化粒子。ローーム粒子少量、．ローーム小ブロック極微量

廃土粒子。ローlム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片摘感　須恵器片蟻点　土製品　点　鉄製品　点が出土している。且の土師器輝が南コ㌧－ナ…

付近の覆土下層から，2の土師器埠が中央寄りの床面から，3の土師器塔が北側覆土上層から，了の土師器婆

がP5北側の床面から，8の土師器婆が㌘5南側の床面から，魂の土師器埠がP3南側の床面から正位で，5の
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第487図　第506号住居跡実測図
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土師器杯が8に近接した床面から，9の土玉が南東壁近くの床面から，6の土師器杯が覆土中からそれぞれ出

土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀中葉と考えられる。

「＿、二、二：

‾‾．：妄！：「‾‾二．云七・．

‾：二日‾ll‾

第488図　第506号住居跡出土遺物実測図

第506号住居跡出土遺物観察表

二

好

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番目器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第488図杯All．1丸底。体部は内攣して立ち上がり，口縁部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2144

1 土師器B　4．4体部と口緑部の境に稜をもつ。口縁外面へラ削り。内面ナデ。底部肥厚。ア・石英 95％　南コーナ

部はほぼ直立する。 にぷい橙色　普通ー付近覆土下層

2

杯A　9．6丸底。休部は内攣して立ち上がり，ロ緑部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・スコリアP2145

土師器B　3．9口緑部は直立する。 外面へラ削り。内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

70％

中央寄り床面

3

杯A［13．4］休部からロ縁部にかけての破片。体ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母 P2151

土師器B（5．2）部は内攣して立ち上がり，口縁部はラ削り。内面ナデ。内・外面黒色勉褐灰色 20％

やや内偵する。 理。 普通 北側覆土上層

4

杯 A［10．6］丸底。休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2148

土師器B　4．3口緑部はわずかに内傾する。 外面へラ削り。内面ナデ。 ア・石英

灰黄色　普通

70％

P3南側床面

5

坤こA［10．6］丸底。休部は内攣して立ち上がり，ロ縁部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2149

土師器B　4．4休部と口縁部の境に稜をもつ。口緑外面へラ削り。内面ナデ。 ア　褐灰色 50％

部はわずかに内傾する。 普通 8の近く床面

6

杯A［11．6］丸底。休部は内攣して立ち上がり，ロ緑部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2150

土師器B　4．5休部と口縁部の境に稜をもつ。口緑外面へラ削り。内面ナデ。 ア 40％

部ははぼ直立する。口緑部内面直下

に一条の沈線をもつ。

灰黄褐色

普通

覆土中

7

璽A［16．8］口縁部片。口緑部は外反する。端部口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・スコリアP2146

土師器B（5．9）のつくりが雑である。 黄橙色

普通

5％

P5北側床面

8

姿 A［19．8］口縁部片。ロ縁部は外反する。端部口縁部内・外面横ナデ。 砂粒 P2147

土師器B（4．1）のつくりが雑である。 にぷい黄橙色

普通

5％

P5南側床面
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図版番号

種 別 ‾‾‾‾‾‾‾紬 m） 径議 径葎m）重畳軸ラ　 出 土 地 点

備　　　　　　 考

第媚図9 土　 ＿一虫 曇 望 ま ま 聖 上 聖 」 」 竪 」 墾 撃些く床面 D P 2010　　　　　　　　 700。

第鯛号佳腰掛　第媚囲ラ

位置　調査8区西乱∴随行1区＿

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　‥　′、

i二であること以外は不明である．＿．

壁　壁高は8（il11で，外醸しノて立ち上がる

・′　　　　　　ニ　l　′／

床　全体的に平坦である。

ぼ竜謬睦　　か所膵拓　㌘最。㌘高裁　北側が調査区域外こなるため漉き蓮は不明で　深さ都照である。㌘最孟夢

義経凱m　短径渕mの楕閏形で　深さ測隅である。いずれも性格は不明である。

覆曇ニ・圭層からなり、自然堆積である．

土層解説

1　黒　褐　色　しノー∴′、粒J′斗家＼斌正粒子微量

慧　極暗褐色　廃土粒子中豊芦　ロ…ム粒予少豊

3　暗褐色　ロ…ム粒予少鼠　廃土粒子微量
嶺　褐　　色　ロ…ム粒子少量

欝磯固　欝鯛　の渕号佳腰掛窯測園

一一一　599　－
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遺物　土師器片35点，須恵器片2点土製品1点が出土している。1の土師器杯が覆土中から，2の土師器杯

が東コーナー付近の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

第490図　第508号住居跡出土遺物実測図

第508号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第490図 i不 A ［13 ．4］ 丸底。休部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 154
1 土 師 器 B′　4．1 口緑部は短 く内傾す る。 外面へラ削り。 内面 ナデ。内 ・外面 ア ・石英 40％

黒色処理。 黒褐色　 普通 覆土中

2

杯 A ［14 ．3］ 休部か らロ緑部にかけての破片。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 15 5
土 師 器 B （3 ．5） 部 は内攣 して立 ち上が り，休部と口 ラ削り。内面ナデ。内 ・外面黒 色処 ア 10％　 東 コーナ

緑部の境 に弱い稜をもつ。口緑部は

直立す る。

理。 黒褐色

普通

ー付近覆土 中層

I、

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」」　　　！

0　　　　　　　　5cm

」＿＿．L」

第491図　第即9号住居跡・出土遺物実測図

第509号住居跡ぐ第491図）

位置　調査8区西部，M8j4区。

規模と平面形　北側のほとんどが調査区域外に延び

ており，南東（1．80）m，北東（1．45）mである。平面

形は不明である。

壁　壁高は26cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南コーナー付近の壁下で確認され，上幅22～

40cm，下幅7～11cm，深さ7～15cmで，断面形はU

字形である。

床　全体的に平坦である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブ

ロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロ
ック微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

遺物　土師器片14点が出土している。1の土師器杯

が，南コーナーの壁際の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀後半と考えられる。
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第渕号住居跡出土遺物観察表
図版義司 器 種

計測値冊〕 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第191図　　 杯 Å　 9．5 丸底。体部は内攣 して立ち上が軋 日録部内塗外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 ・雲母・スコリ P 2156
1　　 土 師 器 8　 3．3 体部と目線部の境に稜をもっ。目線 外面へラ削l「 内面ナデ．内 。外面 ア　 灰褐色 959。 南コーナ

部は内攣気味に直立する。＿ 黒色処理。 普通 ー壁際再土上層

第馴号住居跡（第49　◎媚図）

位置　調査8区西部，N8n5区、－、

重複関係　第別号住居跡を掘り込み，上位に第5の3◎5の　◎渕　⑳別号住居跡が構築されているので，第5且5号

住居跡より新しら　第減　車渕　◎減　車別号住居跡より古い。

規模藍平面形　長軸凱滋郡上短軸臥霊血の方形である。

主軸方向　N・一一一一一一一280－－一Ⅵ・7

壁　壁高は摘～5艶mで　外傾して立ち上がる。

壁溝　北西璧下から南東壁下にかけて確認され　上幅は～壷cm　下幅　～霊は　深さ　～蟻cmで，断面形はU

字形である。

床　全体的に平坦で　中央部が踏み固められている。さらに床面をはがした結鼠　ほぼ前面にわたって深さ4

＼′1＿8川ほど掘り込んでいることを確認した、－．

間仕切溝　摘条挽～藷。北東壁から　条挽～Cお　南西壁から　条摘～汗　それぞれ中央に向かって延び

ている。上幅臓～霊cm　下幅　～臓は　深さ　～謝cmで　断面形はU字形である。間仕切溝抱とPl，もとP2，

gとI）5，iとP（言まそれぞれ連結している、、

憲　北西壁中央部に砂質粘土で構築している。規模は長さ摘細　袖幅且蟻cm　壁外への掘り込みは75cmである。

磯部は　床面を掘り込んで構築している。左裾は右裾に比べ短ら　一部が崩れ落ちたと考えられる。天井部はタ

厚さ霊撒ほどで砂質粘土で構築している。火床部は　火熱を受けて赤愛している。煙道部はタ　ほぼ垂直に立ち

上がる。煙出しロは残存状態が良ら　長径3艶m　短径鵠cmの楕円形で芦　赤変硬化している。

露土層解説

鼠　にぷい黄橙色　廃土小ブロック⑳粘土太ブロック中豊プ　炭化物少量
2　仁ぷい赤褐色　焼巨巨ハト′ク中鼠　砂少量
3　にぷい赤褐色　廃土小ブロック多量，粘土中ブロック少量

速　にぷい赤褐色　焼土中ブロック砂炭化物中豊，粘土小ブロック少量
5　明　赤　褐　色　粘土粒子多量

6　にぷい黄橙色　粘土太ブロック珍妙中豊，焼土小ブロック少量
了　にぷい黄褐色　粘一主夫ゾ「ト′ク中量
8　にぷい橙色　粘土粒子多量

ぼ協汐睦　Ⅲか所津　～PH。㌘　は　径閻cmほどの円形で　深さ油cmである。P2はタ　長径73C勘短径53cmの

楕円形で　深さ鵬cmである。㌘　は　径関cmほどの円形で　深さ栖cmである。P　は　長径撒cm　短径寝cmの

楕円形で，深さ鍍棚である。㌘5は　長径梯cm　短径動地の楕円形でタ　深さ蝕mである。㌘6は，長径85cm，

短径闇路の楕慨形で　深さ閑短である。ザれも主柱穴と考えられる。P　は　長径茄cm，短径蝕mの楕円形

で　深さ胡cmである。野　は　長径誠cm　短径彪cmの楕円形で　深さ媚cmである。㌘7，㌘8の新旧関係は不明

であるが芳　位置から出入り持施設に伴うピットと考えられ芦　作り替えられたものと思われる。P　は　長径測

路上短径茄路の橘暦形で　深さ亜cmである。PlOは，径触mほどの円形で　深さ雷cmである。Plユは，長径30

cm　短径翫cmの楕円形で　深さ誠cmである。性格は努　レザれも不明である。
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第鯛図　第馴号住居跡実測図日）
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第493図　第510号住居跡実測図（2）
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P！～P9土層解説

1戊　褐　色　廃土粒f一中鼠　焼巨J＼ゾしつり？。炭化物・

しトーム小Yブしトノク少量

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

11　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　明　褐　色

廃土小ブしト′ク少鼠　しトーム小一‾ブLPトノア微量

廃土粒子微量
しトlム中ゾしブいノク中量

しトーム粒‾1’・少量

しトー！、小ゾしト′ク少量

しトーム中▼ブしブl′ク中量

9　黒　褐　色　しブ・∴′、′トノしていノア少量

10　極暗褐色　焼上中ゾしトソクe炭化物中鼠　砂少量

11暗　褐　色　焼巨巨ブしト′ノ二7。しブーム粒だ吊昌＼炭化物微量

12　褐　　　色　しトー∴中1㌧ト′ワ・tlト一一ム粒f一少量

13　褐　　　色　tFトーム粒守一少量

「1暗　褐　色　tlト∴！′′、粒子．レ鼠　焼上位了・。炭化粒J∴lトー∴

小‾ノブしト、ノク微量

15　褐　　　色　tlトーム粒子′レ鼠　焼‖針子微量

8　褐　　色　U一一ム中・小ブして、ソクe焼巨巨ブしトノク少量　　　　16　明　褐　色　しト！．、大ブLl71リフト慮

、、ノ）′　　′こノ　′、、＼ノ、　　ノ　：へ　　　　・・1、、　′　　、・

貯蔵穴土層解説

1褐　　色　廃土粒子・炭化粒子中鼠　砂少量　　　　　　　　　5　褐　　色　廃土粒子0砂。粘L粒子少量

2　褐　　色　廃土粒子。炭化物少量　　　　　　　　　　　　　（i　にぷい褐色　しブーム大ブしコ、ソクヰー鼠　焼上粒子e

：j　灰　褐　色　炭化物。砂中鼠　廃土粒子′ん、量　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘P粒子少憲：

Ll　暗　褐　色　焼巨トブしトノク中鼠　炭化物e砂e粘主事ゾロ、ソフ少量　了　褐　　色　ロー∴′、中ゾしト′叫一品

二王．′　′′　　　′　′、．′’′′‘一　／、・

土層解説

1黒　褐　色　しトl！、中ゾしト′叫一一一鼠　炭化粒j－’一e Lトーム粒J’一少量

2　極暗褐色　焼＿1二粒子e Lトーム粒子少鼠　炭化粒自散量

こ1黒　褐　色　焼P粒子。しトーム粒つ’中量，炭化粒用は：

・－1暗　褐　色　しトlム粒子多鼠　廃土粒子極微呈

5　黒　褐　色　tlトーム粒f中鼠　焼土粒f‥しトーム中ゾしトノク少鼠　炭化粒子微量

6　梅暗褐色　焼土二粒一巨しトーム粒子e砂少鼠　しトム小ゾし了りク微量

7　黒　褐　色　廃し二粒Pj月表1炭化物・砂微量

8　黒　褐　色　しトーム粒子微量

9　極暗褐色　しトーム粒J「一e砂少量

10　暗　褐　色　しトーム粒－fヰ鼠　廃土粒「少量

11黒　褐　色　廃土粒子多鼠　炭化物。しトム小一プロいノク・しト∴！、粒1′一少量

12　黒　褐　色　tl「－！、粒f→十∫量、焼廿日’一・炭化物微量

は　黒　褐　色　しトーム粒子少量，炭化粒J’・微量

111極暗褐色　炭化粒子。し－トー！、粒巨砂′蟻31焼抽白′一微量

15　極暗褐色　廃土粒子。しトーム小ヅしトノクe Lトーム粒「少量

16　黒　褐　色　ローーム粒子中鼠　廃土粒子・ロー一一ム小ゾし］いノク微量

17　暗　褐　色　粘土粒子中鼠　焼士二小ゾしトソクe廃土粒子少量
18　黒　褐　色　廃土粒f一・しトーム粒子・粘P粒子・砂少量

19　暗　褐　色　しトーム小ゾしブックL巨鼠　しトーム粒fe粘＝拉イー少量

20　極暗褐色　廃土′Jrれト′クe焼P粒子・しトーム粒j－’一′吊妄

21黒　褐　色　廃土粒子e Lトーム粒千・秒少量

22　黒　褐　色　しトーム粒子。砂少星　口一一1ム小ブしコック微量

23　暗　褐　色　砂中量、廃土小ブロック・炭化物e炭化粒戸レ品
封　にぷい橙色　粘土粒子少最

25　黒　褐　色　廃土粒子。しトーム粒子′机鼠，砂微量

26　褐　　　色　廃土粒子。粘－U粒子中鼠　し1－－ム中一ブし了い′ク少量

27　黒　褐　色　しトーム粒子中鼠　しトーム【巨れトソク少鼠　粘土粒子微量

28　暗　褐　色　UL－ム粒子多量，廃土粒－f一微量

ニ　　∴・・′．∴、．、三、・′　二．．　　′　　′　　、‘　．、．ニ　′′　　　　．′′　．

一′Jl－・：男．1，－㌦！ノ　　　′　′　　　′　ノ・′　′　　′′　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′

′一′、ノ　：ノノ　　ンニノリノ、－‘ゾ．　ノ：・′．、ノ・′　　　　∴　′　　′　　！′　．　ノ　．′　　．　ノ

バ′′∴・、当t′月て・　′　′：一・ノ　′ノ　′　　ノ・ノ・・、′　′　′　′　′　′J′1　　ノ′　　　′　　　　　′・

了ノ′ノ‥′ノ　．・ノ：－、ン！∴　一了ノ′．′　′ノ′　ノノ．　・′′　・ノ　ウ．・・∴・　ノ、∴　　　　　　　．、　　′

の南側の覆土中層からそれぞれ出土している。魂の土師器棒は芦　間仕切藩甑の北側の覆土下層芦　㌘5の南側の

；ノ　、昌かトノ言　し′　∫′　′一言・′、∴・ノ′′・ニノ）　　′ノ・・ノ．　ノ∴′．　　′ノ．壬：′′斗言　…　　　′

北西壁際の覆土上層から空　相の鋤党形土製品が竃内からタ範別の勃発形土製品が竃左槻際の覆土中層からヲ

ら約・、二か・工ノL．ご′′チ′ミカニj　石ノ′　　∴、′′．′′′ノ∴・・／、′・：′ら′、　　∴一　・ノ　′ノ　、！　′′．・′′ノ′勺．　・ノ・′

′ノノ・、J′　∵∴ノノー′′ニこ・ソJft了　′　ノノ㌧　∴、．ノ′ノ　、ノJ、ノ）′′　∴j　　　ミ′′ノ‥　　′ニノ′，．∴　／ノ　　′　′　′ノ．

面から芦　の土師器塔夕　欝の小義，都の土製紡錘車が覆土中からそれぞれ出土している。また　床面をはがし

1－－一60五一一′－
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第494図　第510号住居跡出土遺物実測図（1）
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て調査した結鼠28～36の土製小玉が南西側から出土している。榔ま須恵器婆の体部片で，外面に横位の平行

叩きが施されている。塵は須恵器婆の体部片で，外面に綻位の平行叩きが，内面に当て具痕が見られる。

所農　本跡からは，鋤先形士製品が出土している。県内では，尾島遺跡の祭祀場から出土しているが，住居跡

からの出土は県内初である。時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

第別号住居跡出土遺物観察表

図版番
可 器 種 恒 縮 ‥　 ン　器 形 の 特 徴

手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第494図 杯 Å 12．6　 丸底㍉休部は内攣して立ち上がり， 目線部内 ・外面構ナデ㍉休部 。底部 砂粒・雲母・スコリ P 2157
1 土 師　器 8 1．1　 日縁部は直立する∴ 外面へラ削り。内面ナデ。内巷外面 ア　 にぷい黄橙色 60％　 北西壁近

磨滅。 普通 く覆土上層

年 Åつ2・01 丸底い休部は内攣 して立ち上がり， 日録部外南棟ナデ。体部 e底部外面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2158
2 土 師 器 8　 5．0　 日縁部はほぼ直立するい へラ削り。内面へラ磨き。 ア　 にぷい褐色

普通
70％

1の南側覆土中層

杯
豊 中 悪戯 竃最 警ち上がり，

口縁部内 。外面横ナデ㍉体部 ・底部 砂粒・雲母 ・スコリ P 2159
3 土 師 器 外面へラ削り。内面へラ磨き。 ア　 にぷい褐色

普通
95％　 間仕切溝

a の覆土上層

杯 Å 11．8　 丸底．休部は内攣して立ち上が年 目線部内・外面横ナデ．休部 ・底部 砂粒・雲母・スコリ P 2160
4 土 師　器 日　 工0　 日縁部は直立する． 外面へラ削り後，へラ磨き。内面へ ア　 にぷい褐色 60％　 間仕切溝

ラ磨き。 普通 h の覆土下層

杯 Å 12．8　 丸底い休部は内攣して立ち上がり， 口緑部内 e外面横ナデ㍉体部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2161
5 土 師 器 8　 3．7　 日緑部は直立する∴ 外面へラ削り。内面へラ磨き。内面 ア　 にぷい黄橙色 70％　 間仕切溝

磨滅。 普通 fの覆土中層

杯 A ［14．8］ 底部から口縁部にかけての破片㍉丸 口緑部内 魯外面横ナデ。体部 魯底部 砂粒・雲母 ・スコリ P 2162
6 土 師 器 B　 工2　 底。休部は内攣 して立ち士が廿　 日 外面へラ削畑 内面へラ磨き㍉内面 ア　 にぷい褐色 30％　 中央床面

緑部は短く直立する。 磨滅。 普通 覆土中層

7

杯 A l！L 6 丸底．休部は内攣して立ち上がり， ＝縁部内 e外面構ナデ．休部 e底部 砂粒・雲母・スコリ P 2163
土 師 器 8　 4．7 休部と日録部の境に弱い稜をもっ。 外面へラ削り。内 啓外面黒色処理。ノ ア　 にぷい褐色 100％

目線部は短くやや内儀する。 普通 1の西側北壁際

杯 A ［14の0］ 体部から日経部にかけての破片。体 口緑部内魯外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・雲母・スコリ

ア

にぷい橙色
普通

P 216 1
8 土 師 器 B （4．3） 部は内攣して立ち上がり，休部と口

緑部の境に段を有 し，日録部はほぼ
直立する。

ラ削り。内面へラ磨き。内面磨滅。 30％

覆土中

9

杯 Å［12．9］ 日録部一部欠損。丸底。体部は内攣 日録部内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒・雲母 ・スコリ P 2165
土 師 器 8　 5．2 して立ち上がり，休部と＝縁部の境 外面へラ削り。内面へラ磨き。外面 ア　 にぷい赤褐色 80％

に段を有 し，ロ緑部は直立する。 磨滅。 普通 北側覆土上層

杯 Å 11．5 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 口緑部内魯外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒・雲母・スコリ P 2166
10 土 師 器 B　 4．4 日経部に至る。

脚部は円柱状で，裾部はハの字状に

外面へラ削り。内面へラ磨き。内面 ア　 内面黒褐色・外 95％　 間仕切溝

高　　 年 Å 11．3

黒色処理。内 ◎外面磨滅。 面灰黄褐色　 普通 a の覆土下層

口緑部内 e外面横ナデ。杯体部外面 砂粒 ・雲母 P 2167
Ⅲ 土 師 器 B　 9」 開く。杯体部は内攣して立ち上がり，へラ削り。脚部外面へラ削り。

日緑部内 ・外面横ナデ．休部外面へ

灰褐色 60％

磐

n 「13．針
E　 5．6

Å！21．針

休部と＝緑部の境に稜をもつ．口縁

部は外反する。

体部上位から日経部にかけての破片。

普通

砂粒 躊雲母

北東側覆土上層

P 2168
12 土 師 器

賓

B （封圭4）

A ［18．4］

休部は内攣 して立ち上がり，休部と ラ削り。内面へラナデ。〕

目線部内◎外面横ナデ。体部外面へ

にぷい橙色 20％
口綾部の境に稜をもっ。 日録部はや

や外反する。

体部上位から日録部にかけての破片。

普通

砂粒・雲母・スコリ

ア

にぷい褐色
普通

砂粒 e雲母eスコリ

P 6西側 ・東側
覆土中層

P 2169
13 土 師 器

賓

B H 2．事

A ［14．0］

体部は内攣して立ち上が畑 休部と

日録部の境に弱い稜をもっ。目線都
は外反する。

体部上位から日録部にかけての破片。

ラ削り。内面へラナデ。

目線部内 e外面横ナデ。休部外面へ

20％

P 6東側床面

P 2170
14 土 師 器

鉢

B （8．4）

A ［21．0］

体部は内攣 して立ち上がり，休部と ラ削り。内面へラナデ。

口緑部内 の外面横ナデ。休部外面へ

ア魯石英 15％
目線部の境に部分的に弱い稜をもつ。

日録部は短く外反する。

体部から日録部にかけての破片。体

にぷい橙色　 普通

二次焼成

砂粒 ・雲母 ・スコリ

ア

にぷい黄橙色
普通

中央覆土上層

P 2171
15 土 師 器 B （9溜） 部は内攣して立ち上がり，体部と目

線部の境に段を有 し，日録部は短く
直立する。

ラ削り。内面へラ磨き。 35％
竃南側覆土中層

一一607－ム



図版番 ‥ 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

i 出 土 地 点 i 備　 考

径 （cm） 厚さ（cm） 孔径葎m） 重量施 ）

第494図16 臼　　 玉 0．8 0．9 0．3 2．16
中央覆土上層　　　 iQ 2006 滑石片岩　　 8略

図版番 n 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ葎m） 径 （cm ） 孔径行m） 重 義亘g）

17 石製丸玉 i o・8 1．0
002　 「 臓

覆土中 Q 2013　 頁岩　　　　　 10000

図版番口 種　 別

計　 測　 値　 i 出　 土　 地　 占

備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （川 ） 厚さ（cm月 重量 （g）　　　　　 ノも、、

第495図18 雛形戯 7．8 10．5
・中　 糾　 庫 西壁際覆土上層 D P 2011　　　　　　　 100㌔

19 鋸形ま勇腸 8．1 11．9
も中　 海　 竃内 D P 2012　　　　　　　　 100 0。

20 晰 戯 6．5 11．2
e中　 媚　 竃左袖際覆土欄 n P 2013　　　　　　　　 100 0。

21 晰 戯 8」 10．9
サバ　 絨　 竃左袖際覆土中層 ln P 2飢4　　　　　 摘 ％

図版 番→

種　 別

計　　　　 測　　　　 値

J 備　　　　　　 考

長さ（cm） 厚 さ（cnl） 孔径 （cm） 重 畳 （g ） ハlヽ

22 土　　　 工 3 ．5 3．1 0 ．6 3 3 南西壁際 n P 20 15　　　　　　　　 100 0。

23 上　　　 玉 2 ．8 3．0 0 ．5 2 6 22の北東側覆土 中層 O P 20 1 6　　　　　　　　 100 0。

24 土　　　 玉 2 ．9 3 」 0 ．7 飢 P ト東側 得工下層 D P 20 1 7　　　　　　　　 100（＼

25 土　　　 工 2 諭 2 。6 0 ．7 14 P J南側 覆土中層 H P 20 1 8　　　　　　　　 100 0。

26 上　　　 玉 2 ．2 2 ．7
0 87 i 温2

［
15の北側帝王上層
！

D P 20 1 9　　　　　　　　 100 0。
i

27 中　　　 上 0 ．7 0 ．9 0 」 0 ．68 再土中 n P 20 2 0　　　　　　　　 100 0。

28 小　　　 工 0 」 0 ．6
… ‖ （閥 床下 n P 20 2 3　　　　　　　　 100 0。

29 中　　　 上 0．5 0 ．7
0め2　 日 … 味 卜 n P 20 2 1I　　　　　　　 lOO O。

30 小　　　 玉 0」5 0 ．6
㍉Ⅰ目　 しⅠ＋∴ 床 下 D P 20 2 5　　　　　　　　 100㌔

31 小　　　 玉 0．寸 0 ．55
0温　 恒 潤 床下 n P 20 2 6　　　　　　　　 100㌔

32 中　　　 上 0．5 0 ．7 0．25 0 ．23 昧 卜 D P 20 2 7　　　　　　　　 100（＼

33 小　　　 三濫 0」 0 ．55 紺 ‖　 藍摘 床 卜 H P 20 28　　　　　　　　 100 0。

34 小　　　 玉 0．5 0．3 ト 掩．6 ［0．2］ し0 ．1 〕 床下 H P 20 29　　　　　　　　 1IO O。

35 中　　　 上 0 ．5 （0 ．5） 鋸 中 津爛 床下 D P 20 30　　　　　　　　　 ∴10（＼

36 中　　　 土 0 ．35 〔0」上月は 〕
恒 湖

床 卜 D P 20 3 1　　　　　　　　 200。

孟 種 別 径詩 さ蒜 葎mラ重畳ほうi 出 土 地 点

を

備　　　　　　 考

37　巨 製紡錘車恒 もl 2．J ［約 日 ・欄 得上中 H P2021　　　　　　　　 500。

38　巨 製紡錘車恒 も8 2．3 08中　 流 P ÷西側床面 n P2036　　　　　　　　　 950。

、、　　　　　　＝
種 別 長さ 毒 蒜 葎m） 重畳 滝ラ　 出 土 地 点　　 備　 考

図版番 ．

39
刀　 子　 融 。鋸 巨 のl 恒 e中　 腰　 醜 覆土上層　　　　 恒 翻

4日 不順 製品 巨 潮 目 や中　 の　 巨 第　 恒 中　　　　　　 M 別

一一一一一一一608一一一一一ノー一一一…－



第515号住居跡（第496図）

位置　調査8区西部，N8b5区。

重複関係　上位に第503号住居跡が構築され，第510号住居跡に掘り込まれているので，両住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，長軸［3．55］m，短軸［3．40］mの方形と推定される。

長軸方向［N－00］

壁　南東コーナー付近で確認され，壁高は12cmで，外債して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，径30cmはどの円形で，深さ48cmである。P2は，長径58cm，短径45cmの

楕円形で，深さ40cmである。いずれも性格は，不明である。P3は，長径40cm，短径25cmの楕円形で，深さ37

cmである。出入り口施設に伴うピットの可能性がある。

覆土　2層からなり，人為堆積と推測される。

土眉解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量 2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片12点，須恵器片1点，石製品1点が出土している。1の臼玉が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺物が少なく時期判断は難しいが，第510号住居跡より古いことから7世紀前葉以前と

考えられる。

－一－‾‾‾－‾‾ヽ

「
l
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＼
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1

1
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第496図　第515号住居跡・出土遺物実測図
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第515号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第496図 1 臼　　 玉 1．6 1．6 0 ．3 1．6 6 覆土中 Q 20 0 7　 滑石片岩　　　 10 0％

第516号住居跡（第498図）

位置　調査8区西部，N＆2区。

重複関係　第502号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　重複により，長軸4．05m，短軸（1．05）mである。平面形は不明である。

長軸方向［N－20－W］

壁　壁高は1～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナー壁下から南西コーナー壁下にかけて確認され，上幅は12～22cm，下幅3～8cm，深さ3～

10cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦である。

覆土　2層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説
1褐　色　口一ム小ブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　2　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片40息　土製品1点が出土している。1の土師器杯，2の土玉が覆土中からそれぞれ出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀と考えられる。

：フ′

第497図　第516号住居跡出土遺物実測図

第516号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

！　　1　－－－　1

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第497図 I不 A［17．3］休部から口緑部にかけての破片。体ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP2129

1 土師器B（3．5）部は内攣して立ち上がり，口緑部にラ削り。内面へラ磨き。内面黒色処ア　外面灰褐色 10％

至る。 理。 内面黒色　普通 覆土中

図版番□種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）孔径（cm）重量（g）

2 土　　玉2．6 2．9 0．4 20 覆土中 DP2007　　　　　　　　 90％

一一一一610T
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第498図　第502・516号住居跡実測図
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重複関係　第霊号住居跡に掘り込まれているので　寒路が酋障。

′ノ　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

′

∴　　′　′　　　　　′、

′－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

である、、、

、、＼：　　　　　　　　　　　　　　、ノー′

ノ　　　　　　・・ノ　　　ノ′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　、　　　　　　　　　　　　ノ　　　′

である。、左袖部は，砂質粘i二で構築されている、、，

憲土層解説

1　暗褐　色　しトーム粒子′レ鼠，廃土粒子微量

2　暗　褐　色　焼上位イ・e Lトーム粒J’一少量，炭化粒J’一微量

：う　晴赤褐色　焼招、白’一e Lトーム粒J’一e粘土粒「少量

l－1黒褐色　しトーム粒ナe粘十粒l子′レ鼠　焼トトブt＿ト、ノク微量

5　黒　褐　色　しブ・一ム粒J’一少鼠　廃土粒守一微量

ぼ鴇訝睦　　か所膵拓　㌘討。野　は　長径弛m　短径関現の楕円形で　深さ鋸mである。㌘　は　凝径閲勘

′　　　　－　′∴　　　　　　′　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

P－土層解説

1極暗褐色　廃し粒f一・しトーム粒子少鼠　炭化粒千微量　　　　3　暗褐色　し二トム粒子中鼠　炭化粒子e粘土小一ブしト′ク微量

2　黒褐　色　しトーム粒f一少量，炭化粒一寸二微量

P2土層解説

1暗褐色　Llトム粒J’一少鼠　焼細目・e炭化粒柑橘：　　：う　褐　　色　しト∴ノ、粒f一多量

2　極暗褐色　しトーム粒戸か鼠　炭化物。しトー！、小ゾしト′ク微量：1一里　暗褐色　Llトム粒再】量，廃土粒千。砂微量

覆土　6層からなり，自然堆積と思われる、，

土層解説

1　灰褐　色　しト・・ム粒戸車鼠　焼巨拉イ・微量

2　暗褐　色　しコー1－ム粒子中量
・l　黒　褐色　しトーム粒子少鼠　廃土粒一巨炭化粒J’一0粘し二粒召微量

5　黒　褐　色　しブ一一ム粒子中量、廃土粒子微量

；〕褐　　色　しトム粒子多鼠　しト一一ム大ゾしト′ク微量　　　　　6　極暗褐色　しトム粒子多鼠　廃土粒子微量

．　　　　　　′　　′、′　　1、　　　　　　　　　1　　　∴　　　　　　　　′′＼　　　　　　　　　　　′　　．

′　二j　　　了　′　′　ノ　　　、　′　’’　　　　　　／　．　　　　′　　　　′

′、一・′′　′　J　　　　′、．　　　　、：′．　　一　　　：

第盟号住居跡出土遺物観察蓑

図版番　 器 種 i計測縮 両　　 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 徴　　 始ま の色調 昏焼成　 備　 考

第500図　 小　 皿　 Å「7．十　 平底㍉休部は外傾気味に立ち上がり，＝縁部から休部にかけての内 。外面　 砂粒 e雲母 eてコリ　 P 2225
1　 土 師 器　 B　 2・3　 日縁部に至る∴　　　　　　　　　 ロクロナデ∵底部回転糸切り後，板　 ア　 橙色　 普通　 70 9。

e　 3・6　　　　　　　　　　　　　　　　　 日状庄痕十　　　　　　　　　　　 日縁部に蝶付着　　 中央部覆土上層

賓　　 B 「⊥2〕 底部片十平底．　　　　　　　　 休部 e底部外面へラ削年　 内面磨滅予砂粒・雲母・スコリ　 P 2226
2　　 土 師 器　 ビ　 9．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　 にぷい橙色　 15㌔

普通　　　　　　　 1の南西側床面

l一一一一一161211－1－－
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第499図　第526号住居跡実測図
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第500図　第526号住居跡出土遺物実測図
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」′　。ノ　　　　　　　′′一二　　　　　　　　　　　　　　　　．

煙出し持付近でほぼ垂直に立ち上がる。

憲土層解説

1暗　褐　色　炭化粒巨しトーム粒j二一e砂少鼠　廃土粒子微量

2　にぷい赤褐色　砂中鼠廃土粒子。射ヒ粒子少鼠　廃土小一ブt＿ト′

ク・しトーム小ブしトノクe Lト一一ム粒子微量

にぷい赤褐色　粘土粒子中農　炭化粒子少量　廃土粒子⑳炭化
物微量

Li　赤　褐　色　粘土粒j’一多鼠　焼＿1二粒J’サー鼠　炭化物少量，焼

土中ゾしトノク微量

5　暗　赤　褐　色　炭化粒子e粘土粒千中量、焼廿日二少量

（；仁ぷい赤褐色　廃土粒re炭化粒f・e粘慄白′・少鼠　焼巨トデ
しブリク少量

冒　暗赤褐色　廃土粒子ゆ炭化粒子傍粘土粒子中農ラ　焼土光ブ
ロック微量

9　工ぷい赤褐色　粘土小ブロック中量，焼上粒イー0炭化粒－J’一少量

10　にぷい赤褐色　廃土粒巨粘一上粒j’一中鼠　焼巨巨力了。・ク′塙芸∴

炭化物微量

11＿　褐　　　　色　焼巨ト／LUノク。砂中量

照　明　赤　褐　色　廃土粒子多量

1こう　明　黄　褐　色　粘土粒子多量

1・11褐　　　　色　粘1＿粒子中量

15　暗　赤　褐　色　しトーム中ソしトノク中量

蟻　明　黄褐色　粘土粒予中農　焼土中プロッタ少農

17　褐　　　　色　焼巨巨′7JL‾トノク中量

18　褐　　　　色　焼巨卜／しトノ　て′7・焼廿日ナーノ出量

19　工ぷい赤褐色　廃し粒J’・少量

8　暗赤褐　色　廃土粒If一多鼠　炭化粒子e粘土粒J’一′蟻：　　　　20　赤　褐　色　廃土小ゾしト′叫一品

二　二　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′、　　・　　　　ノ

「　　′二、　　　　′′∴　　　　　　　′　　　　　　　　　　′，　　ニ

；′∴、、′告、‘　主、′工、てこ、‘　　′・－′　　　　　　　　　　′　　　′／、　′　　　　′　　　　　　　　′　　　′

∴、、∴．、　ト′．／、　　′、．　　　′　　　　　　　　　　　　　′

P，土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子e炭化粒子少鼠　砂微量
2　極暗褐色　炭化粒子eローlム粒子少鼠　焼1二粒子微量

3　褐　　　色　しトーム粒再－｝鼠，砂少鼠　炭f抽「自鞄量
・1褐　　　色　しトーム粒子中鼠　粘細目’・少鼠　焼上位r・微量

P2土層解説

1暗　褐　色　ローーlム粒子少鼠　廃土粒子e炭化物0秒微量
2　褐　　　色　ロー一一ム粒子少＿鼠　炭化粒子微量
3　褐　　　色　粘土粒－j′一e廃土大ブロックe炭化物微量

P3土層解説

1暗　褐　色　しトtム粒子少量，焼上粒子e炭化粒千・秒微量
2　褐　　　色l‾1－一ム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ロー一一ム粒子中量

l一一一1－61本l・－ll

P。土層解説

1暗　褐　色　しトーム粒子少鼠　焼上粒f一・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　しトム粒子少鼠　廃土粒巨炭化粒一千・砂微量

：3　昧　褐　色　しトーム粒子ヰー鼠　砂少鼠　廃土粒子e炭化物。炭

化粒子微農

も1褐　　　色　炭化粒J二・しトーム粒jL0秒少鼠　しトム小一ブ「トノ
ク微量

P5土層解説

1極暗赤褐色　廃土二粒i「可一鼠　廃土小づLトノクe炭化粒描蟻二

2　暗赤褐色　ローー！、粒子中量、廃土粒子・炭化粒巨しト！、小

ゾしトノクe粘土粒子微量

3　暗　褐　色　廃土粒子。ローーム粒子。砂微量

L－．1褐　　　色　炭化粒子e砂の廃土粒子・炭化物微量



覆土15層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブ

ロック少量，炭化物微量

3　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子
微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，廃土粒子
微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子極微量
6　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物微量

7　極暗褐色　廃土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，炭化物
微量

8　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　極暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子
粘土粒子微量

11黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
12　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　暗褐色　ローム粒子・砂少量，炭化粒子微量

14　黒褐色　ローム粒子・砂少量，焼土粒子微量
15　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器片366点，須恵器片13点，土製品2点，炭化物が出土している。1の土師器杯が篭西側の北西壁

際から，2の土師器埠が北東壁際から，3の土師器杯がP2の北側の覆土上層から，4の土師器杯が1の北西

側の覆土下層から，5の土師器杯が竃東側の北西壁付近の覆土下層から，6の土師器婆が中央やや南西寄りの

床面から，7，8の土師器賓が竃内から，9の土製勾玉がP2の南西側の覆土中層から，10の球状土錘が中央

の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

篭＿芸逗謬

第501図　第527号住居跡出土遺物実測図

10cm

！　　　；　　　！
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第503図　第527号住居跡竃実測図

第527号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　＿　　　！

図版番可器　種計測値（CⅢ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第501図杯A14．4丸底。休部は内攣して立ち上がり，口縁部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2227
1 土師器B　4．1口縁都は内攣気味に直立する。 外面へラ削り。内面ナデ。 ア　にぷい褐色

普通

80％

竃西側北西壁際

2

杯 A14．5丸底。休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部・底部砂粒・雲母・スコリP2228
土師器B　3．9休部と口緑部の境に弱い稜をもつ。外面へラ削り。内面ナデ。内・外面ア　黒褐色 75％

口緑部はやや内偵する。 黒色処理。磨滅。 普通 北東壁際

3

杯A［12．4］底部から口縁部にかけての破片。丸口緑部外面は，工具を使用した横ナ砂粒・雲母・スコリP2229
土師器B　3．3底。体部は内攣して立ち上がり，体デと思われ，沈線のような工具痕をア 30％

部と口縁部の境に弱い稜をもつ。口残す。ロ縁部内面横ナデ。休部・底黒褐色 P2北側覆土上層
緑部ははぼ直立する。 部外面へラ削り。内面ナデ。内・外

面黒色処理。
普通

4

杯 All．8丸底。休部は内攣して立ち上がり，ロ緑部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母 P2230
土師器B　4．4口縁部はやや内傾する。 外面へラ削り。内面ナデ。内面磨滅。灰黄褐色

普通

50％　1の

北西側覆土下層

5

坤こA［14．0］丸底。休部は内攣して立ち上がり，口緑部外面は，工具を使用した横ナ砂粒・雲母・スコリP2231
土師器B　5．8休部とロ緑部の境に段を有し，ロ緑デと思われ，沈線のような工具痕をア 45％

部はわずかに内傾する。 残す。口縁部内面横ナデ。休部・底にぷい褐色 亀東側北西壁
部外面へラ削り。内面へラ磨き。普通 付近覆土下層

6

賓 A　37．2休部上位から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。休部外面ナ砂粒・雲母・石英P2232
土師器B（12．8）体部は内攣気味に立ち上がり，口緑デ。内面へラナデ。 にぷい橙色 25％

部は外反し，端部は外上方に短くっ

まみ上げられている。

普通 中央床面

一一一一617－



図版番司 種 別 …　　 計　 測　 整 … 」 糾　 ヰ　 助　 産

長軸 ） 幅締m） 摩紬 mノラ重畳廟　 出　 土　 地　 がもも、　　　 備　　　 考

」」隼受 璧⊥聖⊥聖」〕」恒攣畢欄＋…薄靂㌃‾‾「彿
図版番司 種 別 計　　　　 測　　　　 値 ！

i 出 土 地 感
備　　　　　　 考長さ廟　 擾海 中 径廟 重畳ほう

…ヱ ⊥撃 墜 」 さ中　 め5　　　　 墟 中央床面 n P2031　　　　　　　 100（㌦

②　嘉綴砂平安時機

第渕号佳腐跡　第渕園）

位置　調査8匪西部撃　図8扱2区。

重複関係　第505年住居跡を握り込んでいるので，本跡が新しい＿、

規模藍平面形　西側が調査区域外に延が竃お堕　規模や平面形は明確ではな齢が　残存する壁や床か転義軸

工8・抽1，短軸（上75、hmの方形または長方形と考えられる

長軸方向i‾lN　つ30－1一針

壁　壁高は1∴卜16（・Illで，外醸して立ち上がる．

′

ある、ン

床　全体的に平坦で，踏み固められている、．

′

：　　ノ′：

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

る

覆‘丑　9層からなり，人為堆積と考えられる。，

土層解説

1　黒　褐　色　焼「粒つ’一中鼠　しトーム粒Jナ・。砂少量，炭化粒子微量

2　極暗褐色

3　極暗褐色

1－1　黒褐　色

5　極暗褐色

（う　黒褐　色

丁　極暗褐色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

焼巨粒千中鼠　焼巨巨ブしトノク。砂少量、炭化粒j二微量，炭化物極微量

焼土粒丁中量、ロー′－ム粒子。粘土粒子少量

廃土粒子e炭化粒fJか鼠　しト一一ム粒子微量

しトーム粒子少鼠　焼土粒子e炭化粒子微鼠　しトーム中ゾしトノツ極微量

焼士粒子・しトーム粒子微量

焼P粒了一e Lトーム粒子少量，廃し′j←ブしトノク微量

しトー！、粒‾fル鼠　廃土粒子。炭化粒子微量，焼L′巨ブしフック極微量

しトーム粒子ヰ一一鼠　炭化粒子微一品：

、ノ　、．′　　十　′，　　　’／、　　　′’　　　　　　ノ・′　　　′．，　　　　′、．　‥　　　　　　　　′　′

須恵器盤が南東壁際覆土中層からそれぞれ出上している∴

所見　本跡の時期は，出土遣物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる、二．，

1一一11－－－6181－－－



第鯛園　第渕　⑳鯛常住應跡窯測閑

∴”　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′！　‘　　　．ニノ　　′

O e

蓬態顎が

の　　　　　　　　　　　　　　　2m』

0　　　　　　　　　　　　　10cm

へ

遠版番頭 器 種 恒 雁 蒜 器 形 の 特 徴　 ‾，‾丁 ‾‾‾‾‾‾　 手 法 の 特 徴‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾澤 色調 ◎焼成
備　　 考

第505図　　 年　　 Åつ8．信 休部から口縁部にかけて曲 射「 体　 目線部外而横ナデ．休部外面へう削　 砂料 e雲母・スコリ P 2125
1　 土 師 器1 tH 3．辛 部は内攣して立ち上が年　 目縁部は　 年 内面へラ磨き．　　　　　　　 ア　 赤色 20㌔

やや外傾する㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 東側覆土下層

盤　　 Å「27．01 体部か ら口緑部にかけての破片㍉休　 日縁部から休部にかけての内 。外面　 砂粒 。雲母 ・ス」リ P 2126
2・　 須 恵 器　 B は 潮 部は緩やかに立ち上が年　 目縁部は　 ロクロナチ　　　　　　　　　 ｝ア　 褐戊色 10q。

直線的に外傾するo　　　　　　　　　　　　　 i普通 南東壁際覆土中層

－1619－一一一一一一一一一一



第渕号住居跡　第渕図）

位置　調査8区西部，N8b2区．

重複関係　第渕号住居跡を掘り込み　第甜号住居跡　第　号井戸に掘り込まれているので　第渕号住居跡

より新しく，第502号住居跡，第5号井戸より青いご、

規模と平面形1一一1一辺が3．40mの方形である。

主軸方向　N一一120－－W

壁　壁高は9＼r14（lmで，外傾して立ち上がる、、

壁溝　北東コ…ナ…で確認され　上幅蟻～翻cm　下幅　～7cm　深さ逮cmで　断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。、

竃　北壁に付設されている。規模は長さ摘伽m　袖幅壷cm　壁外への掘り込みは戯cmである。磯部は　砂質粘

土で構築している。火床部は厚さが7cmほどありタ　長期間使用したものと考えられる。煙道は外儀して立ち上

がる。〕火床部には，土製支脚が確認されている、、

窓土層解説

1　淡　赤　橙　色　廃土中ソし‾トノク。粘土大ブしト′ク少量

2　赤　褐　色　廃土太ブロック中量夕　焼土小ブロック⑳粘土車ブロック少量

3　暗　褐　色　廃土小プロ、ソク少量，炭化粒子微量

Ll　褐　　　　色　ロー一一ム中ブロック多量，廃土粒子微量

5　暗　褐　色　焼上中ブしコック少量，炭化粒子・しトーム粒子微量

6　にぷい赤褐色　廃土小ブしトノク中鼠　粘土小lブロック少量，炭化物微量

7　暗　赤　褐　色　焼土中ヅし］ック。焼上粒子。しトーム小プロ・ソク少量

8　暗　褐　色　しトーム小ブし］、ソク。砂少量

9　褐　　　　色　LJ一一ム中ブしコ、ソク少量，廃土粒子微量

10　暗　褐　色　しトtム小プロ、ソク中量，炭化粒子少鼠　廃土粒子微量

11黒　褐　色　しトーム小ゾしコ、ソク少鼠　廃土粒jナ・・しトーム粒子微量

12　にぷい赤褐色　しトーム粒子少鼠　廃土粒If一・炭化粒f一微量

1：3　赤　褐　色　廃土小ゾしトノク中鼠　廃土粒r！レ量

覆土　8層からなり，自然堆積である、∴、

土層解説
1　暗褐　色　焼土中ブロック微量
2　暗褐色　廃土粒子・炭化粒子e Lトーム小ブし了いノク微量

3　褐　　色　廃土粒子。炭化粒子微量

5　褐　　色　し「－ムヰ1プロlソク中量

6　暗　褐　色　しトーム小ゾロ、ソクe Lトーム粒子微量

了　褐　　色　ロー一一ム中プロ、ソク中量

・－1暗褐色　ローーム中プロ、ソク中量，廃土粒子微旨　　　　　　　8　黒褐色　ロー一一ム粒子・粘土粒子少量

デー‥＼・、十・′く　′・・予＋＋三㌦言′＼′　三二　　　一　　　　　′、　　　　　ノ二　ノく′二′ノ、　　ノ　　．　　′　　　′′ウ

ノ二　で、言ら工＿，ノ了′、′．‘ノ．三、、、′　　′　　　　　　　′、　　∴、′‾′1　　　、　　　　　ノ＿　∴

が覆土中からそれぞれ出土している，二、

－－ニ　′・、－ノ日の　′′．‾　　　∴一位　．．・′　′　∴、′　；′　王　・‘　　：

第渕号住居跡出土遺物観察衷

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 帝色調 ◎焼成 i 鯖　 考

第507図 聾 Å「20．6」 口緑部片．口緑部は外反し，端部は 口縁部内。外面横ナデ． 砂粒 ・雲母8スコリ　 P 2127

温 土 師 器 B ぐ5．1う 外上方につまみ上げられている予 ア　 にぷい褐色　　　 5 ㌔
普通　　　　　　　 竃内

2

蓋 B ぐ1．9う 天井部片．天井部は平坦である．ボ 天井部外面回転へラ削し「 内面ロク 砂粒・雲母 ・石英　　 P 2128

須 恵 器 F　 3．0
G　 l．0

タン状のつまみがっく。 ロナデ∴ にぷい橙色　　　　 100b
普通　　　　　　　 南側育土下層

－1－620一一一



第506図　第501号住居跡実測図

可‘的．ol

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿　　！

0　　　　　　　　　　　　　1m

」　　＿＿；　　！

図版番口種　別
計　　　測　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）重量（g）

第507図3支　　脚（13．6）8．5′一一12．6（1170）竃内 DP20（裕

図版番口種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　考
長さ（cm）幅（C汀】）厚さ（cm）重量（g）

4 鎌（12．7）3．4 0．2 （40）西側淳土下層 M2005

5 カンヌキ（9．1）0．8 0．4 （22）覆土中 M2006

一一一一621－



0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－＿＿i

第劉7図　第即1号住居跡出土遺物実測図

「。
第502号住居跡（第498図）

位置　調査8区西部，N＆2区。

重複関係　第501・516号住居跡を掘り込んでいるので，両住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．18m，短軸3．13mの長方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は10～24cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下から東壁下にかけて確認され，上幅11～23cm，下幅3～10cm，深さ3～6cmで，断面形はU字形

である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央やや東寄りに付設されている。規模は長さ95cm，袖幅115cm，壁外への掘り込みは17cmである。

袖部は，黄褐色土の上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は，床面を浅く掘りくぼめている。煙道

は，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい黄橙色　焼土小ブロック中量，砂少量
2　黄　褐　色　ローム小ブロック中量
3　明　赤　褐　色　焼土中ブロック多量，砂微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・砂少量

5　褐　　　　色　ローム粒子・砂少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
6　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック
廃土粒子・砂微量

8　赤　褐　色　焼土中ブロック中量
9　にぷい黄橙色　砂多量，焼土粒子少量
10　暗　褐　色　ローム小ブロック少量
11にぷい褐色　ローム小ブロック・砂少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，長径22cm，短径19cmの楕円形で，深さ21cmである。P2は，径31cmほど

の円形で，深さ18cmである。P3は，径27cmはどの円形で，深さ24cmである。いずれも主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　3　灰褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　4　褐　色　ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片272点が出土している。いずれも細片で，覆土中からの出土である。

一一一一622－



所農　本跡は遺物が細片のため時期判断は難しいが　第渕　翁別号住居跡よりも新し齢ことから　奈良時代の

8世紀後葉以降と考‾えられる、．

第渕考住居跡　第渕囲う

位置　調査8区西部，N8と15区し，・、

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが、長軸「圭05圭n、短軸「3。80：］mの方形と考えられる、、

童軸方向　N一一．－・Fl290－－－－Fl′－E

壁　壁高は20し・mで，外醸して立ち上がる、＿、

床　全体的に、1捕吏であるが，南西壁近くの中央に8（〉nlほどの馬の背状に盛り上がりが見られる、、

竃　北東壁中央寄りに付設されている。規模は長さl＿10（l町　袖幅120（Ⅶである、∴、天井部は崩落している、、，袖部は

砂質粘上で構築している、、火床部は．10川ほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変している、二、

憲土層解説

1　赤　褐　色　焼上中ゾしトノク多量

2　明　赤　褐　色　粘上′巨ブしト′ク中量、焼上′トゾしブい・・ク少量

3　にぷい黄橙色　粘土大ブロック中鼠　廃土′Jrブしブ、、．・ク少量

・i　明　黄　褐　色　焼Uj＼‾‾ブしトソク中量

5　橙　　　　色　焼十大づ十ト′ク中屋：

6　明　黄　褐　色　焼日け子中鼠　焼上′j、、ゾして　′クe粘巨小ゾしトノク′jパ孟

了　にぷい′ホ褐色　焼巨事ゾし‾フック微量

8　工ぷい′ホ褐色　炭化物中鼠　焼士粒j’－0粘上′ト‾ブしトノ17少量

9　にぷい赤褐色　廃土粒子少量

10　暗　赤　褐　色　焼十二粒子多量

11暗　赤　褐　色　焼＿上′J＼ブしト′ク中鼠　炭化物・粘上′」、

ブロック少量

＿12　暗　赤　褐　色　炭化物小鼓　焼中年プロりク少量

1＿3　暗　褐　色　H一一ム小ゾしブ・′ク少量

1・l　明　赤　褐　色　焼上′Jrブしブリク・粘上中ゾしブリク中量：

15　暗　赤　褐　色　焼1一二人ゾしトノク多量

16　にぷい赤褐色　砂少量

17　灰　褐　色　粘土粒子・多鼠　廃土粒子少鼠　焼「小

ブロック微量

‘18　黒　褐　色　廃土粒守一微量

覆土．2層からなり、自然堆積である．、、

土層解説

1．梅暗褐色　焼＿I誹＿、ン‾アユe L7－一ム粒子少昌1焼上′巨れフックe炭化粒子。しブ一一ム小ブし1、ソク微量

2　極暗褐色　焼十粒子e Lトィ、粒j′一少量

遺物　摘臓紺一62点，須恵器片1・48点，灰袖陶器1点，陶器片6点，土製品主点，鉄製品2点，石製品1点が

出上している㍉1の土師器磐が中央部覆土上層から，2の土師器要が竜内から，3の須恵器杯が中央東側寄り

の覆つ二中層から逆位で，南東壁近くから護の須恵器杯が床面から正位で，5の須恵器杯が床面から，11の須恵

器長頸瓶いわゆる「壷G」が床面から斜位で，14の上玉が5の北側の床面から，6の須恵器杯が竃右側の床面

から，10の須恵器婆が南西壁近くの覆土中層から，16の鉄鎌が南側覆土中層から，了の須恵器高台付杯，8，

9の須恵器蓋，13の灰柚陶器長頸瓶，15の砥石が覆上中からそれぞれ出土している。、12の須恵器甑は，竃内，

中央やや東寄りの覆＿＿＿＿：＿l二中層，および西寄りの覆土上層からそれぞれ出上した破片が接合している。．18は須恵器

婆の仕縁部片で，外面に縦位の平行叩き後，2段に5条1組の櫛歯状波状文が施されている，、、、，

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の〔‖町紀前葉と考えられる、、・、、

」　23一一一一ルーー
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第508図　第503号住居跡実測図
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′′　　　　　∴　‘ノ、．・

計測値廉廉

．1つ9」1

B t　9．11

器形の特徴

休部上位か子、）廿縁部にかけてしり破年
俸部は内攣して立ち上が軋　打線部

手法の特徴

打線部内啓外面横ナデ。体部外面ナ
デ。内面㌔＼ラナデ。

胎土⑳色調態焼成

砂粒の雲母会議コリ

ア　赤褐色

婦　　考

は短く外反し．端部は外十畑∴1 ま　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 中央将士十層
み上げへれている．

賓　　 H L 5㍉い　底部かへ休部下位にかけての破片＋　 休部外面へう磨き＋内面へ十十十　 砂粒・雲母eて∴り　P2日1

2 土 師 器　 ぐ　 丁・8　 平底∴休部は外傾して立ち上がる∵　 底部に本栗東＋　　　　　　　　　 7 8石華　　　　 用㌔

明赤褐色　 普通　　　 竜内

棒 「… 摘 極 細 一部欠損。平底。体部は外機 打線部から棚 にかけての内凋 廟、砂粒魯雲母翁長石　 ㌘飢畿

3 須 恵 器 声 莞 して立ち上がりプロ縁部に至る0　 競 孟志漂 警譜 孟誓義謡 撃。霊　　 禁 啓票 側

嶺

杯　　 Å 13」　 目線部一部実損．平底．休部は外傾　 目線部から休部にかけての内。外面　 砂粒・雲母　　　　 P 2133

須 恵 器　 8　 工9　 して立ち十が年　 目縁部はやや外反　 ログロナチ 休部下端手持ちへこ棚　 番戊色　　　　　 850。
ぐ　 6・1　 する∴　　　　　　　　　　　　　 牛 底部回転へ予切り軋　 手持ちへ　 普通　　　　　　 南東壁近く味而

ラ削軋ラ

杯　　 Å十は．6〕底部か㍉目線部にかけての破片十千　 目線部から休部にかけての内e外面　 砂粒。雲母・掃い　 P 21封

5 萄 恵 器　 8　 十1 底．休部は外伸して立ち士が年　 目　 ロクロ十十 休部下端手持ちへニラ削　 長右　　　　　 15㌔
ぐ　 6．6　 縁部に至る．　　　　　　　　　 し「 底部回転へラ切り株　 手持ちへ　 戌色　　　　　　 南東壁近く味面

う別と「　　　　　　　　　　　　　 普通

林　 ．十甘甘　 底部かへ目線部工かけての破片．平　 日縁部かへ休部「かけての内¢外面　 砂粒e裳付e大事　 P 2日5

6 須 恵 器　 H　 工5　 底．休部は内攣「て立木十が年　 目　 ロプロナ二「 休部下端手持ちへ予削　 叛色　　　　　　 3帖

C ［ 潮 縁部に至る0　　　　　　 0 底部一方向の手持ちへラ削りe　 普通　　 i竃右側床面

丁
～普通 i蓋堅芸

蓋　 恒 約 車 線部片。内面に短いかえ がっ 轟 緑部内湖 面ロタロナデ。　 砂粒参雲母㊧ス。再 別．那

8 須 悪 器　 射　 ず月　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　 ア　 灰色　　　　 再 ％8 ’須 恵 器 ’射　 ず第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　 灰色　　　　　 摘％

普通　　　　　　　 将士車

蓋　 酎　 潮 天井部片。耕 部は緩やかに下降す 菜井部回転へラ削 。内面ログ。ナ 砂粒録雲母車ス幻 晶 飢閲

9 須 恵 器　 r　 工8　 る．ボタン状の1 まみが1 十　　　 ∴「　　　　　　　　　　　　　　 丁。長右　　　　　 200。’

G　 O．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 番叛色　普通　　　 将士車

i
婆　　 Åつ5．2！ 目線部片．＝縁端部は十方「1 まみ　 ＝縁部内。外面横十十　　　　　　 砂粒e雲母。長右　 P 2は8

摘 須 恵 器　 臣 2」〕 上げ廿日二いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 褐叛色　　　　　 5 ㌔

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　 南西璧啓土中層

長 頸 瓶　 轍 湖 底部から休部にかけての破片。平底摘 部内⑳外面。ク。ナデ後 部分的 妙軽　　　　 症 飢滋

Ⅲ 須 恵 器　 し　 5．2　 休部は内攣気味に外傾して立ち上が　 に雑なナナ．底部回転糸切生　　　 成白色　　　　　 65（㌧　 南東壁近

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 く床面　 壷G

且2
聖應 適攣堅 撃墜竺 ㌣料鳩 慰塞玩

鼠3

長 頸 瓶　 Å！9．針　 目縁部片．目線端部は十千工突出す　 目線部内面仁和付着＋　　　　　　　 砂粒　　　　　　　 P 2日l
昧柚陶器 I主 主事　 る＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面赤褐色e内面番　 5 0。

褐色　 普通　　　　 覆土車

図版番 種 別 長軸 径葎議 径葎mラ 重畳纏う　 出 土 地 点
備　　　　　　 考

摘　 土　 玉恒 も　 恒 ～ 02 恒 e　 ＿＿恒 中 の北側床面 O P 2008

図版番 種 別 長さ葎m）幅議 議 豊穣ラ　 出 土 地 ノ桑　　 備　 考

蟻　 砥　 石巨 潮 目 e中　 な　い 蹄　 覆土車　　　　　 庫 糾 凝灰岩

蟻　 鎌　 恒 の第日 も糾 い 0　日 卸　 南側覆土欄　　　 iM翻那

膵 「欄粗目 主時日　 ㌫時日＋鍼 指針　　覆土中　　　　　　　　　　　　 M翻悌

l…ll6261…



第渕号住居跡　第媚図）

位置　調査　区西部　M勘区。

重複関係　第誠号住居跡を掘り込んでいるので　寒路が新しい。

規模起平面形　本線の太部分が調査区域外に延びており　東西持。鵬m　南北緩。滋mである。平面形は不明

である、〕

壁　壁高は18（lmで，外傾して立ち上がる、、i

壁満　東壁下から南壁下にかけて確認され　上幅翫～渕cm　下幅　～膵臓　深さ7cmで　断面形はU字形であ

る、二、

床　全体的に平坦である、「

ぼ魯汐睦　温か所津の。P　は　長径訪cm　短径測cmの楕円形で　深さ凱cmである。位置から主柱穴と考えら

れる。

覆土　7層からなり，自然堆積である、二・ユ

土層解説

1極暗褐色　焼土粒巨炭化物。し「ム小ブtlトノク少量，焼＿巨」、ゾしトノク。炭化粒f－e tpトム粒子微量

2　黒褐色　焼上粒子。炭化物。し1－一ム小ブしト′ク。しトーム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ローl－ム粒子少鼠　焼土粒子。ロー一一一ム小ブしコック微量

・－1黒褐色　し：トーム粒子少量，．ロー1ム中プロ、ソク。しトーム小ゾしト′ク微音

5　黒褐色　tlトーム粒j二少鼠　焼1諸立子。炭化粒r微量

6　黒褐色　ローーム小豆しトノク。しトーム粒子少量，廃土小ゾしトノクe焼士粒「。炭化粒l描帽：

7　極暗褐色　焼土粒fヰ＿鼠　しトーム粒子少旨

遺物　土師器片飢第夜　須意器片　盛　土製品扶桑が出土している。　の土師器婆が南側覆土上層から芦　の

小義が　の北東側の覆土下層から夢　の須恵器輝が覆土中からそれぞれ出土している。

∴　、′ン　　∴　　　　　、一十′　　′．＼′′′　し　　　　一　　さ・／し′ま．∴

‾　二三　，一　一　′　　、．　　ン1、∴　ニ・

ー∴′　　　　′　　　ノ、二′＼言、こ

0　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　室
先

㌦
／
「
、
l
′

図版番　 器 種 計鵬 葎√ 「　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 極 土 砂色調 ◎焼 成
備　　 考

第510図　　 婆　　 Å「2 ．2 ！ ＝縁部片十 日縁部 は外反 し　 端部は　 目線部 内 8 外面横ナデ．　　　　　 砂粒 。雲母 。てコリ P 21 12
1　 土 師 器　 H （軋3〕 上方につまみ上げ られ ている∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア 。石英 5 9。

にぷい橙色　 普通 南側 再土上層

年　　 A lL 3　 平底÷休部 は外傾 して立ち上が 年　 目縁部か ら休部にかけての内 e 外面　 砂粒 。雲母 P 214 3
2　 須 恵 器　 B　 305　 ロ緑部 は短 く直線的 に立ち上がる。 ログロナデ。体部下端手持 ちへラ削 …灰黄色 70％

C　 6 09　 二次底面 をもっ。　　　　　　 り。底部回転 へラ切 り後，手持ちへ i 普通

ラ削 りo　　　　　　　 j

‘覆土 中

図版番司 種 別 長さ毒 。m）；孔径葎m）重射 gい 土 言
備　　　　　　 考

3 i小　 玉！ 0　 日 e中　 e　 巨 魂　 の北東側覆土下層
D P2009　　　　　　　　 100㌔

l一、－竜2711－lFl一一一



0　　　　　　　　　　　　10cm』
第馴国　策鯛号住居跡出藍遺物実測園

l、′：，’l‾∴、‾、‾う　ブ受

位置　調査8区西部，N8C．1区。

重複関係　第510号住居跡の上部に構築されている

ので，本跡が新しい。、二、

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確で

はないが，長車舵．93m，短車舵．鉱mの方形と考えられる。、

主軸方向　N－00

壁　壁高は10＼22（†mで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下から南壁下の一部で確認され，上幅13

′＼、20cm，下幅3－＼5（一m，深さ4ノー＼ノ▼7cmで，断面形は

U字形である。、

床　全体的に平坦で踏み固められている。

憲　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模

は長さ纏鋸cm　袖幅は馳mである。天井部は崩落して

いる。袖部は黄褐色の粘土で構築されている。火床

部は床面をほぼ円形に浅く掘りくぼめており，火熱

を受けて赤変している。，煙道は外傾して立ちl二がる。、．

窓土層解説

1　明　赤　褐　色　廃土小プロ、ソク。廃土粒子。炭化物少昌

2　明　赤　褐　色　炭化材中量，廃土小ブロック。焼土粒子e

炭化物少量

3　にぷい赤褐色　廃土小ブロック。炭化物。ローIlム小プロ、ソ

ク少量

・豊　明　赤　褐　色　焼土中プロ、ソク。廃土粒子多量

5　明　赤　褐　色　焼土中ブロックeローーム大プロ、ソク中量、

炭化物少量

6　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，ロー一一ム小プロ、ソク少量

7　明　赤　褐　色　廃土大プロ・ソク。炭化材多量

8　赤　褐　色　廃土天プロ、ソク多量

9　黄　褐　色　ロー一一ム小プロ、ソク中量，廃土中ソロ・ソク

少量

10　暗　赤　褐　色　廃土小ブしコ、ソク・廃土粒子中鼠　しト1ム
小ゾLJ、ソク微量

11黄　褐　色　粘土小ブロック中量

覆土　4層からなり，人為堆積と推測されるし－、

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子。ローーム小ブロック少量，炭化物極微量　3　暗褐色　廃土粒子。ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローーム粒子少量　　　　　　　　　　　　Ji　暗褐色　ローlム小ブロック・ローム粒子中量

第5の7号住居跡出土遺物観察表

蒜 嘉l‾茸
器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 ！胎土 の色調 欄 成 ！ 備　 考

第511図 ゴ不 A 14 ．7 平底。体部は内攣 して立ち上がり， 口緑部から体部にかけての外面ロク　 砂粒 ・雲母 。石英 P 2152

1 土 師 器 B　 5．5 口緑部に至る。 ロナデ。体部下端手持ちへラ削り。 橙色 60㌔

C　 7．3 内面へラ磨き。底部回転へラ切 り後，普通

手持ちへラ削り。

竃内

2

賓 Å「20．21 底部からロ緑部にかけての破片。乎 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面の 砂粒 ・雲母・スコリ P 2153

土 師 器 B　34．7 底。体部は内攣して立ち上がり，口 中位か ら下位にかけてへラ削り後， ア・石英 40％

C ［6．4］ 緑部は短 く外反する。日録端部は， へラ磨き。内面へラナデ。 褐灰色 竃内

上方につまみ上げられている。 普通

一一628－



遺物　土師器片185点，須恵器片23点，陶器片1点，炭化物が出土している。1の土師器杯，2の土師器聾は

ともに竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀後葉と考えられる。

「∵「

第512図　第507号住居跡実測図

第512号住居跡（第514図）

位置　調査8区西部，N8C6区。

規模と平面形　長軸3．18m，短軸3．10mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は6～22cmで，外傾して立ち上がる。

一一一撚29－

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＝＿＿＿　‥t i



壁溝　北壁下から南東コーナー壁下にかけて確認され，上幅15～32cm，下幅3～9cm，深さ3～8cmで，断面

形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ78cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは38cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は，浅く掘りくぼめており火熱を受けて赤変している。煙道部の立ち上がり

付近に，竃内壁の補強材として使用されたと思われる聾片が確認されている。煙道は外債して立ち上がる。

麗土層解説
1　にぷい褐色
2　暗　褐　色
3　にぷい褐色
4　暗　褐　色
5　極暗赤褐色

6　明赤褐色

粘土粒子多量
砂多量，焼土小ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化物微量
粘土粒子多量，ローム粒子中量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
焼土小ブロック・炭化粒子少量
焼土大ブロック中量

覆土　3層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，砂微量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，砂微量

遺物　土師器片69点，須恵器片16点，土製晶2点が出土している。1の土師器杯が竃内から，2の須恵器賓が

篭前面の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。

丁子

第513図　第512号住居跡出土遺物実測図

第512号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l L＿　　　」

図版番口器　種計測値（cn）器形の特徴手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

第513図杯A［14．2］底部から口縁部にかけての破片。平口緑部から体部にかけて内・外面ロ砂粒・雲母・スコリP2173

1土師器B　4．7底。休部は外傾して立ち上がり，ロクロナデ。休部下端手持ちへラ削り。ア50％

C　7．0縁軌こ至る。 底部回転へラ切り後，手持ちへラ削

り。

にぷい黄橙色

普通

竃内

2

肇A［30．8］体部上位から口縁都にかけての破片。口縁部内・外面ナデ。休部外面縦位砂粒・雲母P2174

須恵器B（13．0）休部は内攣して立ち上がり，ロ縁部の平行叩き。内面ナデ。にぷい橙色25％

は短く外反する。ロ縁部内面直下に

一条の沈線をもつ。

普通竃前面覆土下層

‥－630一一一



第514図　第512号住居跡実測図

第513号住居跡（第515図）

位置　調査8区西部，M8j6区。

重複関係　第510号住居跡の上部に構築されているので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．78m，短軸2．55mの方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は11～20cmで，外傾して立ち上がる。

一一一一631－



第515図　第513号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

し　一一　ト一一　　∴」

壁溝　東壁下から南壁下，および西壁下で確認され，上幅16～36cm，下幅7～20cm，深さ5～7cmで，断面形

はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。Plの周りに，馬の背状に盛り上がりが見られる。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築している。規模は長さ80cm，袖幅110cm，壁外への掘り込みは15cmである。

内壁は，火熱を受けて赤変している。天井部は崩落している。火床部は楕円形状に浅く掘りくぼめており，火

熱を受けて赤変している。煙道は外債して立ち上がる。

一一一一632－



10cm

l　　　；　　　！

第516図　第513号住居跡出土遺物実測図

窓土層解説

1暗赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量
2　褐　　　　色　砂多量，焼土粒子中量
3　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・砂少量
5　にぷい黄橙色　粘土大ブロック多量

、、　　　　　　　　　　－

「
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，粘土中ブロック

少量

7　にぷい黄橙色　粘土小ブロック中量，廃土粒子少量
8　赤　褐　色　焼土小ブロック中量，炭化材少量
9　橙　　　色　粘土大ブロック多量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

ピット1か所（Pl）。Plは，長径32cm，短径28cmの楕円形で，深さ16cmである。出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック・砂微鼠　焼土粒子極微量
3　暗褐色　口一ム粒子中量，粘土粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量

5　極暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　土師器片172点，須恵器片9点，土製品1点が出土している。1の土師器杯が竃前面の覆土下層から，

2の土師器高台付皿が東壁近くの覆土上層から，3の土製支脚が竃内からそれぞれ出土している。4は須恵器

聾の休部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀後葉と考えられる。

第513号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第5 16図 杯 A 12 ．9 口縁部一部欠損。平底。休部は内攣 口縁部か ら休部にかけ ての内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 1 75
1 土 師 器 B　 4．8 して立ち上がり， ロ縁部 に至る。 ロタロナデ。休部下端手持 ちへ ラ削 ア 9 0％

C　 5．8 り。底部一方向の手持 ちへ ラ削 り。

内面へラ磨 き。 内面黒色処理。
外面橙色 ・内面黒色

普通

竃前面覆土下層

一一一一633－



図版番 口 器　 種 計漁灯値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第516図 高台付皿 A 13 ．1 口緑部一部欠損。ハ の字状に開 く高 口緑部 か ら休部 にかけての外面ロク 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 217 6

2 土 師 器 B　 2 ．9 台がっ く。休部 は外傾 して立ち上が ロナデ。高台貼 り付け後，ナデ。 内 ア 90％

D　 6 ．8

E　 l．0

り， 口緑部はやや外反す る。 面へラ磨 き。 明赤褐色

普通

東壁近 く

覆土上層

図版番 口 種　 別

計　　　 測　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm） 径 （cm ） 重 量 （g ）

3 支　　 脚 （17 ．7） 8 ．8 ～12．6 （17 70） 竃内 D P 20 3 2

第517号住居跡（第518図）

位置　調査8区東部，N9C6区。

重複関係　第16号溝の上部に構築されているので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．03mの長方形である。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は1～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下から南壁下，および南西コーナー壁下から北西コーナー壁下にかけて確認され，上幅10～21cm，

下幅3～9cm，深さ5～10cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部から東寄りにかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ120cm，袖幅80cm，壁外への掘り込みは71cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。天井部は崩落している。内壁は，火熱を受けて赤変している。左壁には，袖の補強

材に使用したと思われる雲母片岩が確認されている。煙道は外傾して立ち上がる。

窓土層解説
1極暗赤褐色　焼土大ブロック中量

2　赤　褐　色　廃土粒子中量
3　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子少量
6　明赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
7　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック中量，焼土粒子少量，

炭化物・砂微量

ノ
第517図　第517号住居跡出土遺物実測図
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第518図　第517号住居跡実測図

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　i

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック極微量

遺物　土師器片152点，須恵器片30点，礫3点が出土している。1の土師器杯，2の土師器高台付杯，3の土

師器杯，5の須恵器盤がそれぞれ竃内から出土している。1～3は，逆位で出土している。4は，竃内から出

土した破片と中央覆土下層から出土した破片が接合している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀前葉と考えられる。
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第別号住居跡出土遺物観察蓑

計測値＝－ml

Å10．6

B　3．5

器形の特徴

［‾＿1縁部一十部欠損．、－、平底、、．休部は内攣

して立ち上が畑　口嫁部に至る。

手法の特徴

［‾＿1縁部か吊本部にかけての内e外面

ロクロナデ　底部回転糸切牛

胎土・色調・焼成 備　　考

i　 i C　 の畑　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　 普通 竜内

高台付杯　 Å 13．1　 ハの字状に開く高台が1 く∴休部は　 目線部から休部にかけての外面ロク　 砂粒 ・雲母 eてコリ P 2178
2　　 土 師 器 I狛 5耳　 内攣 して立ち士が年　 目縁部は短く　 ロナデ．高台貼り付け衡　 ナデ㍉内　 ア　 橙色 750。

鉦　 6 ．十　 やや外反する∴　　　　　　　　　 面へラ磨き．　　　　　　　　　　 普通 竜内

E （0 ．51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二沃焼成

杯　　 Å‖3 ．上　 体部から＝縁部にかけての破片㍉休　 日縁部かト休部にかけての内 e 外面　 砂粒 。雲母・スコリ P 2179
3　　 土 師 器　 根 上5う　部は内攣して立ち上が年　 目縁部は　 ロプロナデ．内面へラ磨き∴　　　　 ア　 明赤褐色 15 0。

短くやや外反する㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 竜内

賓　　 B （11 ．鋸　 底部から休部下位にかけての破片㍉　 休部外面へラ削I「 内面へラナデ㍉　 砂粒。雲母・スコリ P 2180

4 土 師 器　 e 「15 ．01 平底予休部は外博 して立ち上がる十　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　 明赤褐色 100d　竜内 。

普通 中央覆土下層

盤　　 B L 2才　 底部片㍉高台は短く直線的に開く十　 底部回転へラ削り．　　　　　　　 砂粒 。雲母 ・スコリ P 2181
5　　 須 恵 器　 0 「11 ．01 ア e右革 200。

E　 0 ．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　 普通 竜内

∴・・二子l　・－・．・工′、、・′．、！

位置　調査8区東部，N8。19区。、

規模と平面形　長軸2．90m，短軸2．87mの方形である、、－

主軸方向　N・－1一一一ll一一401－」Ⅳ

壁　壁高は36＼48Clnlで，外傾して立ち上がるノ、1、、

′∴　　′こ・∴－′、′’′・jン、ノ　．’ノ．・′　′　　　‥　′、‘1．、、1　ソ　　　　　　．　ニ　　　　　　　　　　　　　　：、

5Pmで，断面形はし丁字形である、、

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている＿、、

ミ＿＿　　′把－　ノ　ー∴′・ゾ二了　　＝！午、′、′ノ′　′、ノ　′十一　′メ　　　′′；′ノ、‥、1　、、′　　く　　ノノ　　　．

！、　　！＼ノ、′∴工′言・′、　∴一／‘∴　　ハ　’・一　　一．′　　′　′ノ’ノ　′二．′、．7．、、、　′．　　．∴

しており，かなり使い込んだと考えられる。－、煙道はほぼ垂直に立ち上がる、、

第馴　図　第別号住居跡出藍遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　走
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サ　　ol

第520図　第519号住居跡実測図

第519号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 1 9図 小 形 賓 B （1 1．6） 底部か ら休部中位にかけての破片。 体部 ・底部外面へ ラ削 り。内面 へラ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 21 82

1 土 師 器 C　 7 ．6 平底。休部は内攣 して立ち上がる。 ナデ。 内面 に輪績み痕。 ア ・石英

にぷい褐色　 普通

4 0％

竃東側床面

2

甑 A　 22 ．0 体部下位 か ら口縁 部にかけ ての破片。口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 18 3

土 師 器 B （14 ．7） 休部は外傾 して立ち上が り， 口緑部 ラ削 り後，へラ磨 き。 内面へ ラナデ。 ア ・石英 4 0％

は外反する。 にぷい黄橙色　 普通 中央床面

3

杯 A ll ．5 口緑部一部欠損。平底。休部は外傾 口緑部か ら休部 にかけての内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 18 4

須 恵 器 B　 3 ．0 して立ち上が り，口緑部 に至 る。 ロクロナデ。休部下端手持 ちへ ラ削 灰色 8 5％

C　 7 ．8 り。底部手持ちへラ削 り。 普通 2 の南西側床 面

4

杯 A 13 ．6 底部か らロ縁部 にかけ ての破片。平 口縁部か ら休部 にかけ ての内 ・外面 砂粒 ・雲母 P 2 185
須 恵 器 B　 3 ．7 底。体部 は外傾 して立 ち上が り， 口 ロクロナデ。休部下端手持 ちへ ラ削 灰黄褐色 6 0％

C ［9 ．0］ 縁部はやや外反す る。 り。底部手持ちへ ラ削 り。 普通 東側覆 土中層
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志士層解説

1暗　褐　色　焼I二粒子e Lト∴！、粒子微量

2　快　褐　色　砂中鼠　焼自粒子。炭化粒f一微量

：3　極　暗　褐　色　砂少鼠　廃し小ゾしトノクe焼蛸「「e炭化

粒子微量

11　暗　褐　色　砂少量，廃土粒子微量

5　にぷい赤褐色　廃土粒＝「多義、廃土中一ブしコいノア・炭化粒子
。砂中鼠　炭化物少量

6　明　赤　褐　色　焼工夫ブロック多＿＿宗1廃土粒子′レ旨

7　暗　赤　褐　色　焼1二粒J′一中鼠　焼巨」、ゾt＿トノー′．㌔・7・砂少量

8　褐　　　　色　砂多量．炭化粒f一微量

9　極　暗　褐　色　焼＿＿I二粒子・しトーム粒f‥粘I二粒子微量

10　暗　褐　色　しトーム小一ブしトノク0日一一一ム粒戸レ鼠　炭化粒子微量

11にぷい赤褐色　廃土粒子中鼓　しト！、小づしト′ク。炭化粒j「一〇秒少量
12　にぷい栂色　粘土粒子多量

1：う　暗　褐　色　粘土粒子多鼠　炭化物e Lコ・′－ム粒召数量

1・1赤　褐　色　廃土粒子中量

一　　　　　二　′　一　　　　　　＿ごノ、ミニ　　　1く′・・′　　　　　．、　　　　・′．

トと考えられる。

′　　′、ノ、　　　　　∴　、

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色

：〕　褐　色
・1　明褐色
5　明褐色
6　暗褐色

しコ一一ム小プロ

しブ一一ム小ブしコ

しブ一一ム中ゾLj

Lフーlム小ゾしブ

しコ一一一ム車プロ

しトーム小ブしブ

、ソクe U一一一ム粒子′少量，廃土二粒子微量

、ソク少量

・、ノク中量

・ソク多量

ック多量

、ソク中量

7　暗褐色　ロー一一ム中一ブロック少量

8　褐　色　しトム中ゾしトノ叫ニー最，．ロー一一ム粒子微量

9　褐　色　しブ一一ム粒子′少量

10　褐　色　廃土粒千e Lトーム小ゾl＿トノク少鼠

11暗褐色　焼日立戸レ鼠　しトーム小ゾHック微量

12　黒褐色　t二トム中ブLトノクe Lトム粒1’一少量

′′　　・ニ　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　′　　　　　′

′′　　　′・ノ　′、　　　　′　　　＼　′　　　　　　　　　′　　　　　　　．、　′　　　　　　　　′　　　　・・′　　　′　　　　　　　　′

している、、l、

・′　ノ、ノ、　　′一　　　　　　　′′

二　∴　二′　　　．’．．・．∴

．ノ　ノ　′（′　．　、．　く

‾　　‘　　　　　′　　∴．ノ　′く　くノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘

′′一　　　　′　　′‾　二′　ノ　　　　′　　　　　′′

′　　∴　′、ノ　′′ノ、　　．・　　ノ　　　　　　　　ノ

である、－，

′、′／、∴．－＿　′、・．′、左　、′・

′∴I∴　．′’．　　　ノ　‥　　　　′　　　　　′

土層解説

1極暗褐色　廃土粒子e炭化粒子。しトーム粒子少量　　　　　　5　暗褐色　ロー一一一ム大ブしト′クeLトム粒戸レ鼠廃土粒子微量

2　黒褐色　ロー一一一ム粒子少量，廃土粒子e U一一ム中ゾしトソク微量　　6　暗褐色　ローl一一一ム中。小ブしコ、ソク。しトム粒If一少旨
3　暗褐色　ローーlム粒子中量，しブーム小ブtlブック少鼠　廃土粒子　　7　褐　　色　廃土粒子微量

極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　焼巨巨プロ・ソク。炭化物中量
・、1　褐　　色　しブ一一ム粒i二一多量

・　　／・　　　て′　　′・′　′・∴　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　　　　　　　　　．．

、ノン．　　　′′一′　′　′′一　丁　ノ　　　　　　・・′

ノ＼了、の’－′．‾　　　一、二㌦′　．・　∴　、、′　　′　．．　　＼

ノ∴／∴′ノて・∴′∵　・．′′′一社、㍉′：′㍉㌫

図版番頭 器 種 恒 雁行mラ　　 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 砂色調e焼成　 備　 考

第522図　　 賓　　 射 21・針　 休部上位から日縁部にかけての破片．口縁部外南棟ナデ十日縁部内面工具　 砂粒。雲母。スコリ　P 2186
1　 土 師 器　 B ぐ9・針　 口緑部は外反し，端部は外上方につ　 による横ナデ千体部外面へラ削り後，アe石英　　　 15㌔

まみ上げられている√　　　　　　 ナデ÷内面へラナデ．　　　　　 にぷい褐色　普通　 南側覆土上層

杯　　 Å「10∴上　体部から口縁部にかけての破片．休　 日緑部から休部にかけての内。外面　 砂粒・雲母　　　　 P 2188
2　 須 恵 器　 B L 3・81 部は外傾して立ち上が畑　 口緑部に　 ロクロナデ．休部下端手持ちへラ削　 灰色　　　　　　 200。

至る．　　　　　　　　　　　 り∵　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 東壁近く得土中層

1－－ul一一638－－一一m



第望図　第聖者住居跡窯測固

⑥

＼予、－、

ヽ

第望図　第聖者住居跡出藍遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

：二一二二∴L二ニー二二二二一

l　　　　　　　　　　　　　　　÷

0　　　　　　10cm

』　　こユニ…一一　…＿＿……＿＿二」

第整号住居跡　第盟　◎崇図）

位置　調査　区東部　N鮎区。

重複関係　上位に第522号住居跡が構築されており，第523号住居跡を掘り込んでいるので，第522号住居跡よ

り古く，第523号住居跡より新しいJ

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3。96mの方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は42～54cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下から西壁下にかけて，および北壁下の一部で確認され，上幅12～33cm，下幅3～12cm，深さ8～

12emで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築している。規模は長さ125cm，袖幅127cm，壁外への掘り込みは65cmである。

内壁や火床面は赤変硬化しており，かなり使い込んだと思われる。煙道の立ち上がり部は，壁面に砂質粘土を

貼り付けて構築している。煙道は外傾して立ち上がる。

一一639－



竃土層解説
1　暗赤褐色　砂少量，ロ…ム粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子◎粘土粒子少量
3　暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化物少量

4　暗　褐　色　焼土粒子少量
5　褐　　　色　焼土粒子◎炭化粒子微量

色

色

色

色

色

褐

褐

　

黄＼－
し
Yぶ

赤
渇
に
褐
褐

6
7
8
9
1
0

粘土太ブロック多量
粘土粒子少量
粘土粒子多量
廃土中プロ、ソク中量、粘土粒子中量

粘土粒子中量，ロ…ム中ブロック少量

ぼ亀y睦　6か所（Pl～P6）。Plは，長径28cm　短径飢cmの楕円形で，深さ40cmである。P2は，長径29C勘

短径24cmの楕円形で，深さ44cmである。P3は，長径53cm，短径33cmの楕円形で，深さ61cmである。P4は，

径27cmはどの円形で，深さ52cmである。いずれも主柱穴と考えられる。P5は，径温8cmはどの円形で　深さ蟻

cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。P　は　長径鮒cm　短径釘cmの不整楕円形で深さ舗cmで

ある。性格は不明である。

P－土層解説
1　褐　　色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ロ」ム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック中量

4　明褐色　ローム中ブロック中量

P3土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量

P。土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

P5土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色

3　暗褐色

P6土層解説
1　褐

ロ」ム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子中量
ローム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子微量

廃土粒子・炭化粒子微量
炭化粒子微量
ローム粒子微量

色　廃土粒子・し‾トム粒f一少鼠　炭化粒子一・ローーム小‾ブして、ソク微量

2　にぷい赤褐色　焼土中ブロック◎廃土粒子◎炭化物◎砂少鼠　ローム粒子微量
3　にぷい赤褐色　砂少量，焼土中ブロック◎焼土粒子診炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子◎炭化物微量

覆丑　7層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説
1　褐　　色　しコ

2　暗褐色　ロ
3　褐　　色　LJ
4　暗褐色　ロ
5　褐　　色　ロ

6　暗褐色　ロ

7　暗褐色　ロ

一一ム中lブしトソク・しトーム粒子中鼠　焼－1二粒巨粘I二粒子微量

一一一ム粒子中量，焼上中ゾしト′ク・しトーム中・小rブしトノク少量

－ム小ブロック◎ローーム粒子少量，焼土粒子微量

…ム粒子少量，廃土小ブロックe炭化物⑳ローム小ブロック微量

－ム小ブロック中量

一一ム粒子ヰ量，焼－I二粒子・しトlム中。小ブロック・粘土中ブしト′ク少鼠　炭化粒子微量

－ム中ブロック多量

遺物　土師器片融息　須恵器片飢点が出土している。1の土師器婆が北西コ…ナ…付近の覆土中層から，3

の土師器聾が中央部覆土中層から，魂の須恵器舞，9の須恵器蓋が竃右裾際から，5の須恵器塔が竃左袖付近

の床面から正位で，6の須恵器埠が3の南側の覆土上層から芦　7の須恵器榛が中央やや西側寄りの覆土下層か

ら，10の須恵器聾が北壁際から，1且の石製紡錘車が南壁際から，2の土師器聾，8の須恵器高台付杯が覆土中

からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

一一一万4住一一一ll
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第521号住居跡出土遺物観察表

S1523

5

0　　　　　　　　　　　　　1m

l－－・・十　－」

図版番口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第525図 要 A　24．1 休部下位から口緑部にかけての破片。ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒・雲母・スコリ P 2189

1 土 師 器 B （27，3） 体部は内攣 して立ち上がり，最大径 位へラ削り後，ナデ。中位から下位 ア・石英 35％

を中位にもつ。口緑部は強 く外反し，にかけてへラ磨き。内面ナデ。内面 橙色 北西コーナー
端部は上方につまみ上げられている。に輪績み痕。 普通 付近覆土中層

2

婆 A ［24．0］ 休部上位から口緑部にかけての破片。口縁部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母・スコリ P 2190
土 師 器 B （7．3） 口緑部は強く外反 し，端部は上方に ア・石英 10％

つまみ上げられている。 にぷい黄橙色　 普通 覆土中

3

璽 A ［21．0］ 休部上位か ら口緑部にかけての破片。口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2191
土 師 器 B （8．8） 口緑部は強 く外反 し，端部は外上方 デ。内面へラナデ。内面に輪積み痕。ア・石英 10％

につまみ上げられている。 にぷい橙色　 普通 中央覆土中層

4

坤こ A 13．3 平底。休部は内攣して立ち上がり， ロ緑部から休部にかけての内 ・外面 砂粒・雲母・スコリ P 2192
須 恵 器 B　 3．7 ロ緑部に至る。 ロクロナデ。休部下端手持ちへラ削 ア・石英・長石 95％

C　 8．2 り。底部回転へラ切り後，一方向の

手持ちへラ削り。

黄灰色

普通

竃右袖際

5

I
杯 A 13．7 平底。休部は外債して立ち上がり， 口縁部から休部にかけての内 ・外面 砂粒・雲母・石英 P 2193

須 恵 器 B　 4，2 口縁部に至る。 ロクロナデ。休部下端手持ちノ＼ラ削 灰色 65％
C　 9．0 り。底部回転へラ切り後，一方向の

手持ちへラ削り。

普通 竃左袖付近床面

6

土不 A 13．9 平底。休部は外傾 して立ち上がり， 口緑部から休部にかけての内・外面 砂粒 ・雲母・石英・ P 2194
須 恵 器 B　 4．3 口緑部に至る。 ロクロナデ。休部下風 底部手持ち 礫　 灰色 50％

C　 8．4 へラ削り。 普通 3の南側覆土上層

7

杯 A ［13．2］ 底部から口緑部にかけての破片。平 口緑部から休部にかけての内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 2195
須 意 器 B　 4．8 底。体部は外傾して立ち上が り，口 ロクロナデ。休部下端，底部手持ち 灰白色 25％　 中央やや

C ［8．4］ 緑部に至る。 へラ削り。 普通 西寄り覆土下層

一一一一642－
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図版番 胃 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 。焼成 備　　 考

第525図 高台付杯 Å［15 ．2］ ハ の字状に開 く高台がっ く．休部は 日縁部か ら休部 にかけての内 ・外 面 砂粒 。雲母 ・石英 P 2196

8 須 恵 器 B　 5 ．9 外反気味に立ち上が 年　 口縁部に至 ロクロナデ㍉休部下端、底部回転 へ 灰黄色 20 0。

D 「10 ．21

E　 l ．1

る。 ラ削 【「 普通 覆土中

9

蓋 Å白5 ．01 中央部に突出 したっ まみがつ く。天 天井部回転 へラ削 l「 内 ・外面 ロク 砂粒 ・雲母 。石英 P 2197

須 恵 器 B　 J ．2 井部は緩やかに下降す る． 目線部 内 ロナデ。 戊色 55％

F　 l ．9

G　 l ．2

面 に一条の沈線 をもつ。 普通 竃右袖際

10

賓 B （7 ．0） 底部か ら体部下位 にかけての破片。 休部 ・底部へ ラ削 し「 内面 ナデ十 砂粒 ・雲母 ・石英 P 21 98

須 恵 器 e 白9 ．21 平底い休部は外傾 して立ち上が る∴ 内面にぷい黄色

外面オ リーブ黒色

普通

5 0。

北壁際

図版番う
種　別

i径。議 さ葎m）；孔径葎m）重畳軸） 出 土 地 点　　 備　 考

11 紡錘車 ［4．1］ （0・5）恒 ・中　 綿） 庫壁際　　　　　 ！Q洲 粘板岩

第望号住居跡（第526図）

位置　調査8区東部，N9do区．

重複関係　第5飢号住居跡の上部に構築されており　寒路が新しい。

洩模藍平面形・長軸3。53m，短軸2。9のmの長方形である。

主軸方向　N－1110－E

壁　壁高は　～蟻cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　北西壁下から南東壁下，南西壁下の一部で確認され　上幅摘～謎cm　下幅　～温腑m　深さ　～5cmで，

断面形はU字形である．

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竜　南吏撃小吏から石火＿J一一r　′∵言＿‘∴言ノ、∴　′′ノ　′ノ∴∴‾∴、÷軌・一一　ノく十言を三∴　一つ、ノ＼ノ′ノ幸′∴′＼在ニケ：

cmである。袖部は褐色土に砂質粘土を貼り翻すて構築している。火床面は中央から右内壁寄りにあり，火熱を

受けて赤変している。煙道はほぼ垂直に立ち上がる。

竃土層解説
1　褐　　　　色　焼土粒子。粘土粒子少量

2　にぷい橙色　粘土小ブロック中量，廃土小ブロック少量
3　赤　褐　色　粘土粒子中農，焼土中ブロック少量
4　赤　褐　色　焼土中ブロック◎粘土率ブロック中量
5　褐　　　　色　粘土粒子少量

6　褐　　　　色　焼土中ブロック。炭化物・粘土小ブロック少量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，砂少量，廃土小ブロックe炭化

物微量
8　褐　　　　色　粘土小ブロック少量

9　灰　褐　色　粘土粒子多量
＿10　灰　褐　色　廃土小プロ、ソク・廃土粒子e粘土粒子中量
11黒　褐　色　粘土粒子中量、廃土小ブLトノク・廃土粒子少量
12　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，炭化物微量
13　黒　褐　色　廃土粒子。粘土粒子少量、廃土小プロ、ソク・炭化

粒子微量
11灰　褐　色　粘土粒子多量，廃土粒子少量，炭化粒子微量
15　黒　褐　色　廃土小プロ、ソク。廃土粒子少量、炭化粒子微量

ぼ亀y睦　3か所（Pl～㌘3）。㌘1は　長径磯C勘　短径詑cmの楕円形で　深さ膵cmである。㌘2は，長径38C勘

短径29cmの楕円形で，深さ姐棚である。㌘3は　長径舶cm，短径36cmの楕円形で　深さ霊cmである。P2は，

主柱穴と考えられるが，Pら　P　は　性格は不明である。

P－土層解説
1　極暗褐色　炭化粒子eローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

P2土層解説
1　暗赤褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子◎炭化物中量，粘土粒子微量
2　にぷい褐色　砂多量，焼土粒子◎炭化粒子中量，焼土中ブロック微量

一一（；44一一

3　褐　　　色　ローム粒子多量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量
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第526図　第522号住居跡実測図

P。土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム大ブロック・粘土粒子微量

貯蔵穴　北東壁際中央部に確認されている。長径85cm，短径68cmの楕円形で，深さ26cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム中ブロック微量
3　褐　　色　口一ム中ブロック中量

4　褐　　色　ローム中ブロック少量

覆土　5層からなり，自然堆着と考えられる。

上層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　褐　　色

4　暗褐色
5　暗褐色

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量

焼土粒子・ローム粒子・砂少量
ローム粒子中量，炭化粒子・砂少量，焼土粒子微量

一一645－
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第527図　第522号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片181点，須恵器片46点が出土している。1の土師器杯，5の土師器小皿がP3内から，2の土

師器高台付杯が南東コーナー付近の覆土下層から，4の土師器高台付杯が東側の覆土下層から，7の土師器小

形婆が竃左袖付近の覆土中層から，8の須恵器蓋が中央部やや北寄りの床面からそれぞれ出土している。3の

土師器高台付椀は，2の東側の覆土下層と竜内から出土した破片が接合している。6の土師器賓は，Pl内，

竃内，および竃右袖の南側から出土した破片が接合している。8は床面から出土しているが，混入と考えられる。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第522号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第52 7図 杯 A ［10 ，4］ 底部か らロ緑部にかけての破片。丸 ロ縁部か ら休部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 P 2 19 9

1 土 師 器 B　 3 ．2 底気味の平底。休部は内攣 して立 ち クロナデ。 内面 へラ磨 き。外面磨滅。 にぷい橙色 4 5％

C　 4 ．4 上が り， 口緑部に至る。 普通 P 3 内

2

高台付杯 A l l．1 ハの字状に開 く高台がっく。休部は 口緑部か ら体部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 2（X）

土 師 器 B　 4 ．3 内攣 して立ち上が り， 口縁部に至る。クロナデ。高台貼 り付け後，ナデ。 ア　 外面にぷい橙色 9 0％

D ［5 ．4］

E　 O ，7

内面へラ磨き ・黒色処理。 内面黒色

普通

南東 コーナー

付近 覆土下層

3

高台付椀 A ［14 ．2］ 高台部欠損。休部 は内攣 して立ち上 口縁部か ら休部 にかけ て内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 P 2 20 1

土 師 器 B （5 ．7） が り， 口縁部に至 る。 クロナデ。休部下端 は，高台貼 り付 暗赤褐色 5 0％

け後，ナデあ り。 内面へ ラ磨 き。外

面磨滅。

普通 2 の東側 覆土下

層 ・竃 内

4

高台付杯 A ［1 5．6］ 高台部か ら口緑部 にかけ ての破片。 ロ縁部か ら体部 にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 20 2

土 師 器 B （5．0） ハの字状 に開く高台がっ く。休部は クロナデ。 高台貼 り付け後，ナデ。 ア 30％

E （0．7） 内攣 して立ち上が り， 口緑部 は外反

す る。

にぷい赤褐色

普通

東側覆土 下層

－イ迎6－



計測値葎弟

小　　皿

上二帥　器

A．9．2．

Il l．8

し1　6．6‾

器形の特徴

底部から打線部にかけての破片。平
底つ本部は外醸して立ナ）上が年「l
緑部に至る。

手法の特徴

廿縁部か吊本部にかけて内。外面ロ
タロ十千　底部回転へ斗削け

胎＿上・色調。焼成

砂粒。雲母・スコリ

ア

橙色　普通

備　　考

i　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

婆　　 十 22．8！ 休部中位かへ目線部にかけての破片．目線部内e外面横ナチ　 休部外面ナ　 砂粒・雲母。右英

i

P220．1
霞 土 師 器 I主1工0〕 休部は内攣して立ち工が年　 目縁部　 デ＋内面㍉＼予ナデ．　　　　　　　 にぷい褐色 250。　 P l内。

は短く外反する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 竜内・竜右袖南側

小 楷 婆　 Åつ工6つ底部から＝縁部にかけての破片∴平　 日縁部内e外面横ナデ．休部外面へ　 砂粒・雲母eスコリ P 2205
丁　　 十 帥 器　 H 15」　 底．休部は内増して立ち工が年　 目　 ラ削！「 内面へラナデ．　　　　　 ア・石英 1000　竃左袖

し1 0．上　 線部は外反する∴ にぷい赤褐色　普通 付近覆土中層

蒸　 器 孟豊 潤 謡 完孟謂 畿 鍔 義禁 0 内欄 ロタロナデo　 i禁 ㊧雲母の石英
P 2206

15％
普通 中央北寄り床面

一　　　　　　　　′′、　　′・＼

位置　調査8区東部，NlO。、1区．

重複関係　第521号住居跡に掘り込まれており，本跡が－吊、－

′　　′　　　　　′　′　　　　　　′　　　　、．～こ、　∴　　ノ　ニ∴　∴′、こノノ言）、　ハノノ′㍉二

考えられる、

主軸方向　N OO

壁　壁高は着＼葉柄11で、外頓して立ち上がる、、

．　　　　′　　　′　　　　　　　　　′．、　　　　　　　　‘　　∴　′、ノ　　　　　　、′’二．∴　′・

形である．

床　全体的に平坦で，踏み固められている、．

′　　　　　　　　　　　　　　ノ　・・′　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　′・　′′・′・ノ　′＼′’ノ、、：．　′ノ／′　　′　㌧

・′　　　　　　　　　　　　　′、′　　′　　　　は　．　　　　ノ／．　ノ　′　　　　　∴　一′′ノ’、′　・ノ′　　ゝ　　ん．′

・・　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　′　ノ　　・　ノ　′・′′　鋸．、′′．、′メ′、　　　′′

′　　　　　　　　′　一　　　　言　　リ　′　′．　　　′′．：　　　ノ∴　　　　！、∴、、′．′′ノ′′′

憲土層解説
1　褐　　　色　粘自拉f一中鼠　焼巨拉イー少量，炭化粒召敬量
2　褐　　　色　焼上中ヅtlトノ　ア・焼P粒子。炭化粒jナーe粘巨粒子少量
：〕　極暗赤褐色　焼上′トづ㌧トリフ・廃土粒子ヰ唱＼炭化粒子少鼠　炭化物微量
・1　叛　褐　色　焼「粒‘千e砂微量

5　褐　　　色　廃土粒予少墨字　炭化粒子教義
6　明褐灰色　粘土粒子多義

覆土　7層からなり、人為堆積と推測される．

土層解説

且　褐　　色　ローム車ブロック患ロ…ム粒子中豊声　廃土粒子微意
2　暗　褐　色

3　黒褐色
・1　暗　褐　色
う　黒　褐　色

6　暗褐色
7　暗褐色

しトー∴粒戸巨鼠，しトー！、中・小一ノしト′ク少＿＿鼠　焼目白′一微量

ロ…ム小ブロック魯ロ…ム粒子少量

し？－∴！、′j←ブLlトノ：7′レ量

llトー∴′、小1ナしブリウ中量、焼トトづ十「′？・粘巨巨イしト′ウ′レ品

炭化物儲粘土太ブロック中最，廃土小ブロック診療土粒子少還
粘土粒子中農夕　焼土小ブロック紡炭化物少量

7　明　褐　色　「フ・一ム粒J’一中鼠　焼土粒自敬品

8　黒　褐色　炭化物・炭化粒r中量，焼－P粒子e粘土粒
子少量

9　暗褐色　炭化粒子中農，焼土粒子の粘土粒子少鼠
炭化物微量

・　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　′′　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　、　　′′・′′　　　ノ′　　　ノ・・

ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　∴　　　　　　壬　　′　′

′　　　　′　・・　　　　　　　　　　　　　＿　　′ノヽ　　　　　一　　′　　　　　ノ　　　′　　　′　　　ヽ　　　′ノノ

所見　本跡の時期は，田上遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる．－．

－ll1－－－6L17－－－－－－－－1－
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第528図　第523号住居跡出土遺物実測図

第523号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第52 8図 杯 A 13 ．0 底部か ら口緑部にかけての破片。丸 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 07

1 土 師 器 B （3．8） 底 。休部 は内攣 して立ち上が り， 口 外面へ ラ削り。 内面ナデ。内 ・外面 ア　 黒色 6 0％

緑部 はやや外反気味に立ち上が る。 黒色処理。 普通 北東側覆土中層

2

璽 A ［30 ．0］ 休部上位か ら口緑部 にか けての破片。口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 20 8

土 師 器 B （10 ．1） 口緑部は外反 し，端部 は外上方 につ 明赤褐色 5 ％

まみ上げ られている。 普通 東側 覆土中層

3

杯 A ［13 ．6］ 口緑部一部欠損。平底。休部は外傾 口縁部か ら休部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 2 20 9

須 恵 器 B　 3 ．3

C　 8 ．8

して立 ち上がり， 口緑部 に至 る。 クロナデ。底部回転 へラ切 り。 黄灰色

普通

70％

北壁際

4

呵こ A ［15 ．8］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。平 口緑部か ら体部 にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 21 0

須 恵 器 B　 3 ．9 底。体都は外傾 して立 ち上が り，口 タロナデ。底部 回転へ ラ切 り後，手 灰色 20％　 1 の南東

C ［1 1．6］ 緑 部に至 る。 持ちへラ削 り。 普通 側覆土 中層

5

要 B （ 9．0） 底部 か ら休部下位にかけての破片。 休部外面斜位の平行叩き。 内面 ナデ。砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 1 1

須 恵 器 C ［16 ．2］ 平底。体部は外傾 して立ち上が る。 内面 当て具痕，指頭押圧。 ア ・長石

褐色　 普通

20％

1 の北側覆土下層

第524号住居跡（第529図）

位置　調査8区東部，NlOd3区。

重複関係　第526号住居跡を掘り込み，第525号住居跡の上部に構築されているので，それぞれの住居跡より新

しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から，長軸［2．84］m，短軸［2．43］

mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は16cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央やや西寄りに付設されている。規模は長さ95cm，袖幅125cm，壁外への掘り込みは32cmである。

袖部は，壁面に砂質粘土を貼り付けて構築している。内袖は，火熱を受け赤変している。火床部は，床面と同

一一648－
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じ高さで，楕円形状に赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

窓土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

3　極暗褐色　粘土粒子中量，焼土小ブロック・廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物微量
4　極暗赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
6　極暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子少量

一端49－
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第530図　第524号住居跡出土遺物実測図

（

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説
1褐　　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　色　口一ム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片224点，須恵器片43点が出土している。1の土師器杯が東側の覆土下層から，3の土師器小皿

が中央やや西寄りの床面から，4の土師器小皿，6の土師器婆が竃内から，5の土師器賓が南寄りの覆土下層

から，2の土師器高台付椀が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第524号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第530図 杯 A 13．8 休部か らロ縁部 にかけての破片。体 口緑部か ら休部 にかけて外面 ロクロ 砂粒 ・雲母 P 22 12

1 土 師 器 B （5．0） 部は内攣 して立 ち上が り，口縁部は ナデ。 内面へ ラ磨 き ・黒色処理。体 内面黒色　 外面明赤 40％

短 く，わず かに外反する。 部外面 に 「飯」の墨書。 褐色　 普通 東側覆土下層

2

高 台付椀 A ［1 7．0］ 高台部 欠損。休部は内攣 して立 ち上 口縁部か ら体部 にかけて外面 ロクロ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 13

土 師 器 B （5．2） が り， 口緑部は短 く，わずかに外反 ナデ。体都下端回転へ ラ削 り。底部 ア 30％

する。 回転 へラ切 り。内面へ ラ磨き。 内 ・

外面黒 色処理。

黒色

普通

覆土 中

3

小　　 皿 A lO ．7 平底。体部 は内管 して立ち上が り， 口緑部か ら体部 にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 14

土 師 器 B　 2．8 口縁部 に至る。 クロナデ。休部下端手持ちへラ削 ア　　 橙色　 普通 90％

C　 4 ．9 り。底部 回転 糸切 り。 口緑部に煤付着 中央西寄 り床面

4

小　　 皿 A l l．0 平底。体部 は内攣 して立ち上がり， 口縁部か ら休部 にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 1 5

土 師 器 B　 2，6

C ［6 ．4］

口緑部 に至 る。 クロナデ。 ア

にぷい赤褐色　 普通

50％

竃 内

5

婆 A ［24 ．0」 休部上位か らロ縁部にかけての破片。ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 16

土 師 器 B （9 ．5） 体部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 ラ削り。 内面 ナデ。内 ・外面 に輪積 ア ・石英 15％

は外反す る。 み痕。 橙色　 普通 南寄 り覆土下層

6

聾 A ［16 ．0］ 体部上位か ら口緑部にかけての破片。ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面 ナ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 1 7

土 師 器 B （7 ．3） 休部は内攣 して立ち上が り，短 く外 デ。 内面 ナデ。 内面 に輪績み痕。 ア ・石英 15％

反 する。 にぷい褐色　 普通 竃 内

－13501



第525号住居跡（第532図）

位置　調査8区東部，NlOd2区。

重複関係　上位に第524号住居跡が構築されており，第527号住居跡を掘り込んでいるので，第524号住居跡よ

り古く，第527号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸4．12mの方形である。

主軸方向　N140－W

壁　壁高は35～44cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅12～30cm，下幅2～9cm，深さ3～8cm，断面形はU字形で全周している。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築している。規模は長さ111cm，袖幅127cm，壁外への掘り込みは31cmである。

袖部は壁面に砂質粘土を貼り付けて構築している。袖の内壁は火熱を受けて赤変している。火床面は楕円形状

に厚さ8～13cmはどあり，かなり使い込んだと考えられる。煙道はほぼ垂直に立ち上がる。
窓土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

2　灰　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
6　明赤褐色　廃土粒子多量，焼土大ブロック中量，炭化粒子少量
7　赤　黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子・粘土粒子中量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化物微量
9　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
10　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・廃土粒子・粘土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
11にぷい赤褐色　焼土小ブロック中量，炭化物少量
12　赤　褐　色　廃土大ブロック・粘土大ブロック多量

13　赤　褐　色　焼土中ブロック多量，炭化物・炭化粒子中量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは，長径35cm，短径24cmの楕円形，深さ59cmで，作り替えの可能性がある。

ヽ∵一　　　、－
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第531図　第525号住居跡出土遺物実測図
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第532図　第525号住居跡実測図
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P2は　長径測cmタ　短径25cmの楕円形で　深さ飢cmである。いずれも壁柱穴と考えられる。P3はヲ　長径47cm，

短径25cmの楕円形で，深さ26cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は，長径37cm，短径33

（lmの楕円形で，深さ20ぐmである．。性格は不明である．、、、

P－土層解説

1　褐　　色　しトーム粒子中量

2　褐　　色　し］－1－ム粒子中量，炭化粒子微量

；3　褐　　色　ローーlム粒子多量，砂微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

PZ土層解説

1　暗褐　色　灰。しトーム粒f・少鼠　砂微量，しコ一一ム大ブしブック極微量

2　褐　　色　炭化粒子。しコーl－ム粒子少量

3　褐　　色　しコ一一ム粒子中量，粘土粒子少量

P〕土層解説
1　褐　　色　しコ一一ム粒子微量

2　褐　　色　ロー一一ム小プロ、ソク少量

3　明　褐　色　しトーム小ブロック少量

P。土層解説

1褐　　　色　こ7－…ム粒子少量，廃土粒子砂炭化粒子微量

2　にぷい褐色　ロ…ム小ブロック⑳ローム粒子少量，炭化粒
子微量

覆土　7層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説

1　褐　　色　ローーム粒子中量，廃土粒子微量

2　暗褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ロー一一一ム粒子・砂少量，廃土小プロ、ソク微量

：3　戊　褐　色　焼土二粒　・ロー－ム粒‾f一・砂少鼠　しコ一一ム小ブしトノク微量

－1　褐　　色　しトーム粒戸上鼠　炭化粒f・微量

5　褐　　色　ローム粒子中量
6　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
7　暗褐色　焼I二粒子少鼠　しトーム粒子微量

遺物　土師器片裂意　須恵器片開点　鉄製品　点　炭化樹が出土している。且の土師器婆が西側覆土中層か

ら，了の須意器盤が中央やや西側寄りの覆土下層から，2の土師器小形艶　3，4の須恵器埠が竃内から，5

の須恵器棒，鍔の須恵器蓋，8の不明鉄製品が覆土中からそれぞれ出土している。9は土師器婆の底部片で，

外商に末葉痕が残る。

所見　本跡の時期は、出上遺物から奈良時代の8世紀後葉と考えられる．、＿－，

第霊号住居跡出土遺物観察蓑
図版番頭 器 種 序 朋 価 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第53 1図 賓　　 Å‖7 ．0 1 平底。体部は内攣 して立 ち上が 畑 日経部 内 傍外面横ナデ。体部外感の 砂粒 ・雲母 e スコリ P 2 2 18

且 土 師　 器 B 15 ．0 日経部は強 く外反 し　 端部はわずか 中位か ら下位にかけてへラ削 り。内 ア ・石英 ・長石 65％

い　 7 ．2
i U

に上方につまみ上げ られ てい る． 面へ ラナデ。底部木葉痕。 赤褐色　 普通 西側 覆土中層

2

小 形　 要 目お 7 ．針 底部か ら体部 下位 にかけ ての破片。 休部 魯底部へラ削 り。 内面ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 2 19

土 師 器　 し　 7 ．0 平底。休部 は内攣 して立 ち上がる。 ア ◎石英 昏長石

赤色　 普通

10％

竜 内

3

杯　　 Å「13 ．7！ 平底。体部 は外傾 して立 ち上が 畑 ＝縁部か ら休部 にかけて内 e 外面ロ 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 2 22 0

須 恵 器　 B　 圭2 口縁部 はわずか に外反す る∴ クロナデ∴休部下端，底部手持ちへ 長石　 褐灰色 60 ㌔

e　 8．0 ラ削 し「 普通 竃 内

魂

杯　　 Å白3．㌣ 底部か ら目線部 にかけての破片し 平 日縁 部か ら休部 にかけ て内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 22 2 1

須 恵 器　 B　 4 ．2 底予休部 は外傾 して立ち上がる十 クロナデ。体部下端，底部回転へラ 灰黄色 40％

ぐ　 9 ．0 削 り。 普通 竃内

杯　　 Å白2 ．針 底部か ら日録部にかけての破片。体 日縁部 か ら休部 にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 22 22

5 須 恵 器　 B　 4 ．0 部 は外傾 して立ち上が り， 口縁部 に クロナデ。体部下端，底部手持 ちへ 黄灰色 30％

C ［8 ．2 ］ 至 る。 ラ削 「「 普通 覆土中

蓋　　 B L 1 ．5） 天井部片。天井部は緩 やか に降下す 天井部 回転へ ラ削 り．内面ロクロナ 砂粒 ・雲母 P 22 23

6 須 恵 器　 ぎ［3 ．6］

G　 O ．5

る。 デ。 黄灰色

普通

5 ％

覆土中

盤　　 Å［21 。8］ 高台部か ら＝緑部 にかけての破片＋ H 縁部か ら休部にかけて内 e外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 22 24

了 須 恵 器 8　 2 ．9 ほぼ直線的な高台がっ く㍉休部は外 クロナデ。底部回転へラ削り。 灰黄色 35％　 中央やや

D つ3 ．針

E　 l ．0

傾 して大きく開き， ＝縁部で屈曲 し，

外上方に立 ち上が る。
普通 西側寄り覆土下層
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図版番う
種　別

計　　　　 測　　　　 値 i 出 土 地 点
備　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（用） 厚さ（cm） 重量（g）

第531図8 不明鉄製品 （6．9） 0．5 0．3 ぐ6） 覆土中 M 2011

③　時期不明

第馳号住居跡（第504図）

位置　調査8区西部，N8b2区。

重複関係　第500・501号住居跡に掘り込まれているので，両住居跡より青い。

規模と平面形　西側が調査区域外に延びており，第500◎5飢号住居跡と重複しているため，東西軸長は2識像m

まで，南北軸長は1．65nlまで測れる。平面形は不明である、、

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下で確認され，上幅17、＼r20em，下幅3′、10（恥　深さ5川で，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦である。

ピット　1か所（Pl主　Plは，長径47（・m，短径41（・mの楕Fl．］形で，深さ40（・mである。、，性格は不明である、、

覆土　3層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子◎ロー…ム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　遺物は，出土しなかった．

所見　本跡は言仕上遺物はなく時期判断は難しいが，第500e501号住居跡に掘り込まれていることから，奈良

時代以前の住居跡と考えられる。

第馴号住居跡（第533図）

位置　調査8区東部，NlOf2区。、

規模と平面形　南部が調査区域外に延びており，東西方向3．70m，南北方向（1．45）mである。平面形は不明で

ある。

壁　壁高は8～17cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。〕西側のP2上に長さ93em，中央からPlにかけて長さ125em，幅12。m，厚さ5（lmほど

の焼土がそれぞれ確認されている。いずれも東西方向で，床面から且Ocmはど上部にある。

ピty卜　3か所（Pl、．P3）。P3は，長径61cm，短径53cmの楕円形で，深さ17emである。Pl，P2は，南部

が調査区域外になるため大きさは不明で，深さはP2が28cm，P3が38cmである。性格はそれぞれ不明である。

P3の土層は，焼土粒子，炭化物，砂を含み，Plの土層は，ローム粒子，粘土粒子を含み，P2の上層は，ロー

ム小ブロック，ローム粒子を含んでいる層である。

覆土　9層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　褐　　色　焼土粒子eローム小ブロック◎粘土小ブロック少量
3　明褐色　ローム大ブロック中量

6　明褐色　ローム大ブロック中量
7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化物◎炭化粒子少量
8　極暗褐色　ロ…本粒子少量

4　褐　　色　焼土中ブロックe炭化物中量，ローム粒子少量　　　　　9　黒褐色　炭化粒子◎ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム中ブロック中量

－654－



遺物　土師器片雷魚　須恵器片蟻息　陶器片　点　鉄製品　息　炭化物が出土している。

所農　本跡は芦　焼土が確認されていることから芦　焼失家屋と考えられる。時期は，出土遺物がいずれも細片の

ため不明である．、、，

尋＋武

0　　　　　　　2m

』二二二二二』二二二二二二二二二二二』

第氾図　第馴　常住應跡実測園

第馴　号住居跡　第5別図）

位置　調査8区中央部，N9。、1区、、

規模藍平面形　南部が調査区域外に延びており，東西乱篭血，南北再議頓mである。平面形は不明である。

壁　壁高は6－・＼11用で，外傾して立ちl＿二がる，、．

床　全体的に平坦で，北西側のト部がよく踏み固められている

第渕国　策馴号住居跡実測園

－655－
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覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる、一、l

土層解説
1　黒　　色　炭化粒子・ロー一一一ム粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子◎粘土粒子少量，炭化物鋒ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
j　黒褐色　しトーム粒子・粘土粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム中ブロック◎ローム粒子中量，粘土粒子微量

遺物　遺物は，出土しなかった。

所見　本跡の時期は，遺物がないため不明ある、〕

第氾園　欝別号住居跡実測園

2m

：＿　∴…－一丁‥∵：∵＿　‖＿1

第5瑠8号住居跡（第535図）

位置　調査8区東部，N9C8区。

重複関係　第4号掘立柱建物跡に掘り

込まれており，本跡が青い．

規模と平面形　長軸3．20m，短軸2．68

mの長方形である、－、

主軸方向　N－nlOOO－F－lE

壁　壁高は2′＼4ぐmで，外傾して立ち

上がる．、、、

床　全体的に平坦である。

竃　東壁中央部に楕円形状に焼上が確

認されており，ここに竃があったと考

えられるが，削平により残存していな

いし、

覆土　単一一一一1－Fll一層で，自然堆積と考えられ

る。

土層解説
1　暗褐色　ローーム粒子中量

遺物　遣物は，出土しなかった、〕

所見　本跡の時期は，出土遺物がない

ため不明である。二、

第毀号住居跡（第536図）

位置　調査8区東部，NlOO匝∴

規模藍平面形　東部と南部が調査区域外に延びており，南北（3。2の）mタ　東西（且。77）mである。平面形は不明で

ある‥，

壁　壁高は摘cmで　外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。、

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロ…ム小ブロック少量，炭化物⑳ローム粒子微量

2　褐　　色　ロー一一ム中ブしコ、ソク多量

3　暗褐色　しトーム中ブロック・ローーム粒子少量

一一一・一一一656一一一．



遺物　土師器戦意　須恵器片凱軽が出土ノ老いるのみである。

所農　本跡の時期は汐　出土遺物が少なく不明である。

定義
◎ 空間

』　　　走
′

羞＄＋熊の融遺跡8匪住居跡一覧表

屠警位置。蓋愛妻票）醐 怒 ．蜃′ム‾面壁藩論 蒜 還 ッ舶 出 土 遺 物　 新旧濃。一斗新）

減 縫　目哺 離甘酢 湖 ㌣牒 光義芽柳　 4 鋸 X ！1 75こ14ノ㌦ノ矧 乎塵 一部　 遷 ［　　　 圭、 歯　　　　　　　 ㌣
2 Lふ　　 ノーjL　 ′／′－j　　　　 j　　　 …　 持　　　　　　　　　 畑 人 為 土 師器 脾 須 餌器 盤） S‡50 5→ 寒路

凱 旋 斥庸雄 楊 形匝 亭 軍 司 率 一一部日 i寵 i 廟 雷撃器（襲う竺 誓 ㌍ 臓 事 雷 ㌢ 一斗本跡‾‾すS靴

脱 げ敵隼 雄『牛紡形…ち… 鐙は～飢平坦 部巨　　 壕　 つ つ 太為i　　　　　　 恒 即 断 繍
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彗車⊂コ＝蜃薫炬奉善ヨココココ遵奉董奉重言「義一鴻跡
聖庚虫二二⊥二女聖空中中卒虹⊥⊥」ココ尋二二二二二「「蒜議蒜
諦輿馳匪く脳3－－－－中 形恒来た…へし車坦W一色士座長E 善垂垂塗＝「「蒜義
衷聖上也空挺空吏痙庚ココ吏ココ蚕車重二「…「蒜義

i ；　 8平坦一重三三E E 養蚕亘＝「…「高遠
恒糎摘車中纏一虹⊥」二」」適裏空車二「‾‾「

墨窒空豊還援蟄空遭空要撃撃撃撃芦霊竺
憂 巨 だ恒 ㌶ム′一隊方中 … 年 痺 部 一つ　 壕　 …人為土師器舞踊器整う　 ！

可 晦 上狛 車 可 摘 読棒 濁 す 部 つ 蓬　磯仁　 一自然土師器棒高鍋皿支卿　 ！弧 ヤ′鴻跡
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碧蒜桓 規模（m）「璧高 内　　部　　施　　設
将士

出 土 遺 物 ！那芸 。芸一一一一与新）

長軸＼短軸〔細〕床面彿唇雄銘醐画報漂

芯 笹不 一ユ鍼0…一再 方形酢 瀾 恒 恒 つ つ つ 魂 つ 一つ自然 ；繍→SB複

錮 極 小 十 一車 形品 瀾 桓 桓 一軒 つ l 極 「つ ㍉桓 土師器凰甑ラ須恵器脾ラ　 i

舗 恒可　 …1 3－縮 頑 掴 恒 司 二 「 「つ つ∴ 恒 土師器∈聾）須恵器脾ラ　　 i

姦賢温 警瀾 離 繍 鮒 摘 車掛 朝 一…｝S亘522
521 N9eo 軋…㍉㌧牒方　形射義　×　3．96　42㌦54平坦一部 4　1 i極目「…i且人為
52中 9中潮一再 方形釦瀾 恒桓 一軒㌃「 桓頑 且「項攣彿恋雷碓瀞服用車酢磯
523iN胤巨ル”可 ［長方形］3鮒叫恒桓 司 …「 「可二⊥」攣土紺猟要綱器胤婆）　　　繍→劉5飢
5中 iOd恒 53－木綿形‥j欄鵜車6 平坦「㌻「つ寵上土」竺彿料紬胤胤鄭　 上甑勝機
52車 中 ・ノー”司 方形摘頼中司鞘一軒十巨 「可 「十弓攣藩論豪錮鳳雛唖庫醐離脱
溝桓中骨可 5・齢錮車尋裡一部巨 「つ滝上つつ響土師器小皿婆ラ　　　　　　　　　　繍－→封5飢
可胱恒… 恒形恒 紺中尋頭

攣聖は。＿＿＿＿惑望i

竺性 空 ＿蛙 遽 土師器猟婆漣製鶴調朋子勝u》S髄5

聖遭聖

摘　掘避柾建物跡

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

する－、

第　号機童櫨建物跡　第5那囲う

位置　調査8区束乱　N9（口元∴

重複関係　第別号住居跡を掘り込んでいるので　本跡が新し齢。

ノ、　　　　　　　　　　　　：　　′　　　　　　　　　、

・－　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　′

る　柱痕は，確認されていない、

′　　′　　　′

一　　　　　′　．　　ノ．　　　　　　　　　　　1ノ　　　　′　′　　　　　　　　・・

掘り方土層解説

且　暗　褐　色　ロ…ム中ブロック魯ロ…ム粒子中量，炭化粒子魯粘土粒子微鼠　焼土粒子極微畳

黒　褐　色　炭化粒子◎ロ…ム粒子や鼠　廃土粒子◎炭化物微農

：う　暗　褐　色　しトlム中ソしトノ・ク中鼠　しトlム粒子少鼠

・呈　褐　　　色「ト一一！、大‾ブtト′クも量，lト∴／＼粒fl中量

5　黒　褐　色　炭化物療ロ…ム粒子少農学　廃土粒子微農

6　黒　褐　色　廃土粒予癖炭化粒子少農

7　黒　褐　色　し「∴小一ブしブリ・ク中量、してーィ、粒jr・少鼠　肘再考柑橘：

8　暗　褐　色　しトム小一・デしトノク中量、炭化粒i二・少鼠　焼巨粒子0炭化物微量

9　黒　褐　色　tト∴′、小▼ナしトノア

Ⅲ　黒　褐　色　t．「∵／、小‾・．デしトノフ

11黒　褐　色　H∴一！、粒1つ一品

12　褐　　　色　し1∴′ノ、中‾／「了・ソノン

且3　暗　褐　色　ローム粒子中豊芦

「1黒　褐　色　しトー！、中ソして㌧′ウ

e Lコ一一一一一ム粒子中鼠　炭化粒子e Lト∴！、中‾ブtトノウ微量

e L7－∴！、粒子少鼠　焼目星千微量

t＿‾トー∴小一ブLlト′　ソ′少量

O L‾「∴！、粒ナ中量

しト∴！、中ソ＝い！ク！レ量

珍ローム粒子少量　廃土粒子e炭化粒予微量

15　黒　褐　色　焼1二粒了一′レ墨

汁　黒　褐　色　焼＝持す寸一品

lT　極暗褐色　しト！、小一ブしトノフe L－ト∴粒ナ′レ量，舶廿イ微量

18　黒　褐　色　け∴ノー、粒千中鼠　焼日章十O Lト∴ノー、小イ∵ト′ソ繹脂

′　′　　　　　　　′

所農　本跡は　出土遺物が少なくしかも細片である。第別号住居跡を掘り込んでいるが　第別号住居跡が疇

！＿をij不明のため．本跡の時期も不明である，

－　そう58



欝製図　第　号機童経建物跡窯測園

監

閻

噸竃蓋『

ぬ　　　　　泥　　礪

』

嗣園

慧悶頂

』　　　走

摘　　漉　蟻

調査　区で　丑坑　基を検出した。その中でも　遺物が比較的多いものについて記載し　その蝕は一覧表に

霧／jミし．Y，ノ′！二′二

第別号羞窺　第5誠囲う

位置　嘉翫酎順藷瀾∴鯛滅私

規模彪平面形　義経を那捌　短径。関都漁の楕閏形である。

長径方向　N OO

塵　深さは霊mで　外傾し笠立ち上がる。

應　平坦である。

者達　単一層響き　鬼為堆積と考えられる。

土層解説

黒褐色　廃土粒子㊨炭化粒子瘡ロ…戦かjプロブタ命び…ム粒子少還　戌綾物微量

遺物　丑師器井部軽　須磨器鼎か凱桑　鉄製品扶桑が蹴悲し等締る。　の土師器蝋　の鹿紺も金が覆土中から

それぞれ魁圭し竃締る。

毛＿う髭盲



所見　本跡は，遺物が流れ込みと考えられ，時期は不明である。

ニ∴、
19．8m

「＝＝γ‾

ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第538図　第314号土坑・出土遺物実測図

第314号土坑出土遺物観察表

ロ

励2S。亮
0　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一十　　　＿」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の特 徴 手 法 の特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第538図 杯 A ［12．2］休部からロ縁部にかけての破片。体 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・雲母・スコリ P 2252

1 土師 器 B （3．5）部は内攣して立ち上がり，休部と口 ラ削り。内・外面黒色処理。 ア 15％

縁部の境に稜をもつ。口緑部は内傾

する。
黒色

普通

覆土中

図版番口 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）孔径（cm） 重量（g）

2 火打ち金 （7．3） 2．6 0．6 0．6 （28） 覆土中 M 2012

第300号土坑出土遺物観察表（第539図）

1は須恵器饗の休部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。

2は土師器饗の底部片で，外面に木葉痕が残る。

．．．

第539図　第300号土坑出土遺物実測図

－－－－660－－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！



第3わび．竜一j二坑土居角等言う登

漫　黒褐色　廃土粒子怨ロールム粒予車農学　虜綾粒予少農夕

廃土来車かブロック微農

慧　褐　　色　ロ…ム粒子多量夕　廃土粒子少農

極暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子鎗口転…ム小プロッタ少
恩ハ　ロ…ム棄育二を衡思
ぷここ・・－・ふア

第302号土坑土居解説

黒褐色　炭化物療ロ…ム粒予少最　廃土粒子合口一成

ム小プロッタ微最

黒褐色　炭化物㊧ロ…ム粒子微量　ロ……ム中プロッ

タ極微靂

舞舗号土坑ま曹解説

黒褐色　炭化物中農や　ロ…叫ム粒子少鼠　ロー血ム太プ

ロッタ極微畳

望　暗褐色　ロー戎ム粒子少農や　ロ…ム小プロ、ブタ微量

第306号土坑土層解説

息　黒褐色　炭化物珍甘…ふ粒予少鼠　ロー叫ム才かプロッ

タ微墨

第3は号土坑土層解説

且感黒褐色　ロ…ゆふ粒予少農学　炭化物尊顔化粧予微量

豊　臣瘡寒行染＋甘∵訂隊針針鼠き　ロ…ム小プ㍍ッタ少農

素麺　熊の山遺跡8匪士族一覧義

長径方向

（凝軸方向ラ

野馳畠「酢㍊群㌧W

平　面　形
規　　　模

凝掛緋X短径纏離mj

楕　円　形つ＋㌃溜冒　X　三五誰

第3－5号土坑土居解説

黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子砂ロレーム太プロッタ翁ローム粒

子少農学　炭化物微還

2　暗褐色　ジ…城ム粒予や農学　廃土粒子少還穿　炭化物◎ローム車
プロッダ微還

第316号土坑土居解説

黒褐色　炭化粒子金口…よも粒子少逼　廃土粒子癖炭化物微量

2　黒褐色　ロー血ム粒子少農学　炭化粒予感ロー…ふ車プリッグ微還
3　暗褐色＋ロ…ム粒子多農学　ロ…ム中プカッタ中農

第317号土坑土層解説

黒　　色　炭化粒子少畳　ロ…ム粒子微遠

望　黒褐色　ロールよも粒子中鼠　炭化粒子微農

3　暗褐色　ロ…ム粒子中農タ　ロ…ム小プロもツタ少最

主　　な　　遺　　物

、i・・一ト圭とi工ノ、、．ギア三′ 土師器用

憂 垂 に 二 義 二 重 逐 車 重 丁 宕 唇 歯 唇 i… － 1－｝′ルノ－！ぎ巨i塾 聖 」 ＿ ⊥ 生 遭 ⊥ 攣 禦 率 十 ㌃ 画 面 恒 ；；i轡 N 9 e8　　　 円　 形　 を磁 ※　 潮　 目 中 外 傾 傾 斜 極 熱

ま

虫聖」＿⊥生遭⊥璧空木十㌃画面恒 －……ト－ …… Ai叫 脇一　粒鮮 恒… 形「攣 才轡　 「霊 区画可 遠 土師器瀬上 ′鬼打ち壷 i

塞 長 遥 謡 葦 等 甘 土師器摘　須恵器ム＿　　i土師 器3　　　　　　　　　 …

i飢　 野馳7　　　 円　 魁　 潤 X 腰　 測　 外傾 平坦 自然

［

［！

6た．う1



∴
郵

‾、＼＿＿＿＿＿＿＿ノ‾

SK300

．
＼
シ
一

臣
の
愛
顧

志
霊

∴

言
－21．0汀1

ー
＼
∵
∴
∴
『

E
　
の
．
①
㌣

転
㌔
㌔
誹
〆

言∴了l

：㍉ソ′．：薄－・rU∴工∴完∴f

塩
湖
鮮

∈
の
．
の
甲
　
－磯

⑥
一㌔

◎
最

澄

観
音霊

感

郵

随
畿
竃
㍊

』
酢

∈
　
O
．
甲
州
　
－

磯

⑥
一彿

撃
墜

』
笥
♂

9　　　　　　　　　　　　　　　　2m

‥‥　　1　　　　　　－－　　　－

、　－　ノ．　′

，、了＼車′U′ト．′‾　・－、′、′：、　′′　．　　′　；一了　　’ン・．、　　・く　′′’－

第　号井汐　第別図）

位置　調査8区中央部，N9d2区、「、L

言7、二・・ご㌧告：生㌦ノ．工、、′　∴行　　′・．、二　′　　tノノ　主　一∵　　　′ノ　・・′．ノ　　二．．・一　二　一　∴∴′　′－′

上　了∴かしノ・二言こ宮二‥‥′ラ予．　′／　圭　一．　：　　‾．′／）

覆土　8層からなり，自然堆積と考えられる、、、

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐　色

3　黒　褐　色

・l　黒　褐　色

5　黒褐　色

6　黒　褐　色

コ一一一ム粒子少量，廃土粒子。炭化粒子極微量

炭化物・炭化粒子。粘＿士二粒子少量，廃土粒子一極微量

しトーム粒一千・粘土粒子′レ旨，焼上粒j’・。炭化粒子微量

粘土粒子少量、炭化粒子微鼠　焼仁粒f・極微量

ロー一一一一ム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子◎粘土粒子少農学　廃土粒子極微最

1－－－－－662－－l一一一一V一一1ノ



黒褐色　ロ…ム粒子螢粘土小ブロック中農
8　暗褐色　粘土粒子多鼠　ロ…ム粒予中農算　段柁粒子少量

遺磯　並師器鼎頂閤意　須恵若井臓親授　銑浮紅塵が出土し老いる。　の土師器顔形登撃　の須恵器聾が南側覆

漉上層から撃　魂の須磨器埠が議の北側の覆丑漉層から芦　議の須恵賞杯が中窺やや南寄りの覆土上層から出土し

ている。　の須恵器婆は　中盤寄り　南側寄りの覆土上層から出漉した破片と緩脅している。　の土師器蝋

の小形登撃　の須恵器凝頸瓶壷鎧お　の素意器短頸壷がそれぞれ覆土中から出漉している。

所農　務跡は　遺物が流れ込みと考えられ　時期は不明である。

欝駅間　第　号井野窯測閣

第磯登井炉鵬土遺物観察羞

琶‾図版番号　 器　 痺　 誹 腑十川〕　　　　 器 車 の 特 徴　　　　　　　　 千 丁 ■ 特 徴　　　　 船上e色調e焼成 備　　 考

辛封2図　　 年　　 Åつ3．生　 体浩か㍉目線部工かけての破片∴休　 日縁部内e外面横十二「 休部外面へ　 砂粒e雲母eスコリ　P 2封2
つ 土 師 器 鋸 お射 漂浣謂 詣 霊 禁 呂議 畿 紺 削 G 内面磨滅0　　　　 ぷい褐色　 禁 中

i　　 内傾する0　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

望

i

3

げられている0　　　　　　　　　 普通　　 ＿＿＿ 、＿＿＿＿上層

－　66；う
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簿輯造、圭一事試
一㌢1≠∵十十ふ元声

漕二二華吉遠軽、二・二＿‘
′一‾ニす

ルヽ‾「∴≠∴ヾヱざ王選ぎ亘で’

準漂‡寿ぎ主董二，
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’さこゴ車、。、　、
、ト、－　L tt私Ⅰノ・こ汀

二二±∴
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／＝フ

軋

、：十、∴∵∵‾、I：・：

第542図　第4号井戸出土遺物実測図

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54 2図 杯 B （2 ．7） 底部か ら体部 にかけての破片。平底。体部内 ・外面ロクロナデ。休部下端・砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 24 5
4 須 恵 器 C　 7 ．0 休部は外傾 して立 ち上が る。 底部手持ちへラ削 り。 灰白色

普通

30％

3 の北側覆土上層

5

杯 B （ 4．0） 底部 から休部にかけての破片。平底。体部 内 ・外面 ロクロナデ。休部下端 ・砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 24 6

須 恵 器 C ［6．0 1 休部は外傾 して立 ち上がる。 底部手持 ちへラ削 り。 灰黄色

普通

20％

南寄 り覆土上層

6

璽 A ［26 ．2 ］ 休部上位か ら口緑 部にかけての破片。口緑部 内 ・外面構ナデ。体部外面横 砂粒 ・雲母 ・石英 P 224 7

須 恵 器 B （10 ．2） 口緑部は外反する。 位 の平行叩 き。 灰色

普通

15％

南側覆土上層

7

璽 B （2 2 ．7） 体部片。体部は内攣 して立ち上がる。

I
［

休部外面平行叩き後，部分的 に横位 砂粒 ・雲母 P 2 24 8
須 藤 器 のナデ。内面ナデ。，内面 に輪積み痕。暗灰色

普通

10％　 中央寄り ・

南側寄 り覆土上層

一一一一664－



図版番′笥　 器　 種　 計踊 らを離　　　　 器 形 の 特 徴　　　　　　　 手 法 の 特 徴　　　　 胎土 ㊧色調 砂焼成　 備　 考

第聖彗三鷹竺竺竺控璧攣璧蜂警　廉霊
i

癌 頭 壷　 臣 工3つ 底胸 章 休鶴 圭車 て■岐阜 辛虹 体部内 e外面H クリナ千 体部下端e 砂粒 ・雲台巨 てコリ　 P 2250

着 愛 器　 C　 o　 体部は内撃　 て立ち上がる。　　 底部手持ちへラ削 。　　　　 ア　 黄灰色　　　 渕％

普通　　　 i覆土車

第　号井野　第別図ラ

位置　調査　区西部　野馳区。

重複関係　第渕号経屠跡を掘り込んで折るので　本跡が新しい。

′′、　．　　了：′　　′、　′．′

をL′ている　深さは9　上5Illである

覆羞　議層からなり芦　太為堆積と考えられる。

土層解説

且　暗褐色　砂多鼠粘土粒子少畳タ　ロ…ルム粒子微鼠焼土粒子極微農　3　黒褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ロ…ム粒子翁砂少量

・・・・　　　・：　・・l　　′十．

ている

ノ　′　ノ　・・．こい／－’いつ　ノ㍉　　　′　　＿

から学　時期は奈良時代以降と考えられる。

些詭￥
週儲鍼蜘

◎　　　　　　　　　　　　　　慧翻』
第劉琵　第　号静狩車は豊遺物実測閑

第5号井戸出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

－∴　＿　▲一

遠彿‾画 器 ‾‾‾嘉了遠 扇 子i　 器 形 の特 徴　 ！　 手 法 の特 徴
胎土。色調・焼成 備　　 考

第別 図 長頸 瓶　 A　 e　 頸部から日録部にかけての破片。頸　 日録部から頸部にかけて内患外面ロ 砂粒 P 2251
1　 須 恵 器 I十甘 9〕 部は外醸して立ち十が年　 目縁狛エ　フロナ羊 頭部内e外面に自然触什 戊白色 30㌔

至る。　　　　　　　　　　　　 着。 普通 育土中　 壷G

－1－－1－－665－F一一一一一一一一一



、′’言，　∴．　′、こ

位置　調査8区東部，N9LlT区、′、

重複関係　第　号掘立柱建物跡と重複しているが　新旧関係は不明である。

．′こ∴受㌦　　一言∴　、′．、・・三′∴了’～、、＿　、′∵＿　　∴　　ユノ　　　′　　．ノ　′　・、

′　′　′　十・・才　　　　′’、；．‾′ノ、‥　、　′　　了′　　　　　　、　　　：　、

′．，、ノ　、・！′ノ　　　二　　　・・二

土層解説

1極暗褐色　炭化粒jr一・tr！－、粒自微量　　　：う　暗褐色　tト∴いj＼－ハト′フe Uト∴ノ、粒「少量

2　黒褐色　ロ…ム小ブロック少量　　　　　　4　暗褐色　ロ…ム車ブロック少量

一　′‘　　　′　　ゝ・、　′一　　　　　　　　J　ノ　　　　　　　ご

ている、．

＼′　′ノ　　ー　　　　　　　′′　　　　　′　　　　　　　　　′

19．8．m

義務 ◎　　　　　　　　　　　　　　豊潤

』　　　室

変魂ニニここご㌫ニニニここr

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　、

第6号井戸出土遺物観察表

⑳　　　　　　頂のc悶

』≡≡≡≡≡豊≡≡三三三≡』

図版番口　器　 庫 計測徳行両
器形 の 特徴　 i‾…‾‾‾…‾‾‾‾　 手法 の特 徴

胎上。色調　　　　 備　　 考

第封寸図　右　　鍋Å［22。0］H〔5．0〕
麿

1　　 石製 品

一一一・1－－－666…ムー一一



菜摘　熊の融遺跡　匪井炉一覧表

井戸

番号

位 置 平面形 i長径軸）志 瀾H濁 深紬 壁面底面覆′圭巨 な 遺 物 i 清　 孝

遠 轡 4 円　 勇バ＋ 摘 周 瀾＋ 巨臓 恒痢 纏 厄焦土踊 潅き慈 融器潅ぎ婆庸瓶ラ　疇鮮 明

5 職 3　円　 形i ぁ那X O那　 巨 細　 急場平坦太為i・須恵若く凝頸瓶ラ　　　 i奈良時代以降

6 警 吏 撃 墜 上 土 聖 聖 と ⊥ 空 運 魂 響 丸為！着製品滝鍋ノラ　　　　 ！時期不明

摘　藩

調査　区こお締竃　東部か転落　桑を検出した。以滞　その特級と出土遺物について記載ずる。

欝帽号演　算別図ラ

位置　調査8区東部．N9輔区＼－N9短区

重複関係　上部二第別号住居跡が構築されて締

るので　寒路が番い。

規模藍形准　北側と南側が調査区域外のため　確

認さノj‾tf≠二二j‾違こ写；ここ‥たしと（＿i．こ：責1喜Ti、i二魔iまき（）．7－・、＼・・五んこ15豆Ti、！、一

幅。滋～。関都抱　深さ磯～壷m鸞　断商形は隠字

逐霊の。◎翻 些瀾摘臓

篭遠紆墾

形である。

那紺腕励摘捌派橘効結球㍑廟舵警　郷関儲　荒磯摘翫臓

ほぼ直線的に延び老いる。

覆量　感層からな軋　画然堆積である。

態
態

の　　　　　　　射闘
i i

』：＝≡二転：＝』

土層解説

黒　褐　色　廃土小プロッタ珍ローム中プロッタ少農

慧　黒　褐　色　ロ…ム粒子微畳

語　褐　　　色　ロームかプロッタ少農学　砂微量

一皇　褐　　　色　t「－∴中‾デ「「ソクも量

議　にぷい褐色　ローム小プロッタ多選

霞　褐　　　色　ロ…ム粒予中農

遺物　土師若緑摘監査　須磨器鮮摘盛　膜粕陶器絆　感が出漉し老いる。　の並師器婆が中盤南寄りの覆並上

層か転学　の須恵器塚が中廃覆圭上層か転学　勘　の丑師器要撃　勘　の須恵苦戦　の須磨器登が覆漉中か

らそれぞれ魁漉し竃障る。鋸豊須恵器婆の休部嫁で　外商に横位の平行叩きが施され竃折る。

所農　本抄は　上部芸平安時代の第別号住居跡力構築され竃折る芸とかち　時期は　陛紀中薬以前と考えら

れる

第蟻登清蹴丑遺物観察羞

図版番号　 器　 種　 計鵬 圧の　　　　　 器 形 の 特 級　　　　　　　　　　 手 法 の 特 徴 胎士 e色調 e焼成 備　　 考

第5寸6図

温

砂粒 轟雲母療ズコリ

ア　 明赤褐色
普通

P 2235

10㌔　 中東南
寄り再土工檀

婆　　 射 瓢 湖　 描線部渚。打線部は外疫する。　　 打線部内 啓外面横ナデ。打線部内薗 砂粒e雲母 P 2238
土 師 器　 蟄（ 湾　　　　　　　　　　　　　　　　　 は工具を使用した妨ナデと思われラ にぷい叢橙色 5％

周 桑の波線のような工具癌を残す。 普通 覆子中

6もう了



図版 番 口 器　 種 計測値（C田） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第546図

3

聾

土 師 器

A ［出 ．8］

B （5 ．0）

口緑部片。 口緑部 は外 反す る。 口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英

にぷい橙色

普通

P 223 7

5 ％

覆土 中

杯 A ［12 ．7］ 平底。体都は外傾 して立 ち上が り， ロ縁部か ら体部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 22 38
4 須 恵 器 B　 3 ，9 口緑部に至る。 クロナデ。体 部下端 ・底部手持 ちへ ア ・石英 60％

C　 9 ．0 ラ削 り。 黄灰色　 普通 中央覆土上層

5

杯 A ［15．8］ 底部か ら口縁部にかけての破片。平 口縁部か ら体部 にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 22 39
須 恵 器 B　 4．1 底。体部は内攣 して立ち上が り， 口 クロナデ。休部下端 ・底部手持 ちへ 黄灰色 40％

C ［9．6］ 緑部は短 く外反する。 ラ削 り。 普通 覆土中

6

杯 A ［13 ．6 ］ 底部か らロ縁部にか けての破片。平 口緑部か ら体部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 224 0
須 恵 器 B　 3 ．6 底。休部は内攣気味 に立 ち上が り， クロナデ。休部下端回転へ ラ削 り。 黄灰色 20％

C ［9 ．8］ 口緑部に至る。 底部手持ちへラ削 り。 普通 覆土 中

7

璽 B （7 ．2） 口縁都片。 口緑部は外反す る。 ロ緑部内 ・外面 ナデ。外面に 7 条 1 砂粒 ・雲母 ・石英 P 22 4 1
須 恵 器 組の櫛歯状波状文。 暗灰色

普通

5 ％

覆土中

：フ

j！

′
ヽ

第劉6図　第16号溝出土遺物実測図

（6）遺構外遺物（第547図）

調査8区の遺構外遺物は，試掘，表土除去，遺構確認の調査で出土した遺物である。その中から，特色ある

ものを抽出し，拓影図，実測図，及び一覧表で掲載した。

第547図1は縄文土器深鉢の胴部片で，縄文が施されている。縄文時代中期前葉の阿王台ⅡからⅣ式土器で

ある。2は縄文土器深鉢の口縁部片で，口縁部直下に隆帯を巡らし，円筒形状の突起が施されている。縄文時

代後期中葉の堀ノ内I式土器である。

一一一一668－



甑響濁
璃霊ふい．

デ馬竃懇

5

第547図　8区遺構外出土遺物実測図

8区遺構外出土遺物観察表

讐施

、、．二
2

∈≡≡≡≡汐

魁＿！

超

l

46　Sこ12

0　　　　　　5cm

図版番口
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ）　厚さ（cm） 重量（g ）

第547図3 鋤先形土製晶 5．3 （4．5） （1．0） （18） 表面採集 D P 2035　　　　　　　　 50％

4 石　　 鉄 3．2 1．3 0．5 1．64 表面採集　　　　 チャート Q 2010　　　　　　　　 1∝）％

5 剥　　 片 3．2 2．9 1．5 13 表面採集　　　　 黒曜石 Q 2011

6 剥　　 片 3．1 6，1 1．4 11 表面採集　　　　 黒曜石 Q 2012

－669



′

・（、′　　　　　　　　′

旧石器時代

i　　　′　　　　　　・・　　　・

縄文時代

、　ノ　ノ・　　　　　　．　　　′

′　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　ノ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　′・

－　　　′′′

が生活の場として利用していたことが考えられる、＿

古墳時代

・一里期に分けることができる、，

第1期（4世紀）

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

206，212，267，279，286，288，292。323．328，372号住居跡が該当する　とくに6区の中央什近から北側で

検出されている。住居跡の平面形は　方形または隅鬼畜形を墨し竃おり　規模は用一辺が　孤前後の漉形の住

居跡と，　一辺がェ・呈m前後の小形の住居跡から構成されている、，炉は自注穴を結んだ方形のやや内側に位置しノて

いる。貯蔵穴は南東ヨ…ナ…に位置し老いることが多軋　間仕切り清を措㌢∋住居跡も　軒焼鵬した。出並遺物

は摘1j器磐，器台，柑などである、＿．

第2期（5世紀）

第相貌　蟻第　膵観　凱娠　劾吼　別号住居跡の　軒が該当する。ず残業調査　区から検出選れ竃折る。住居跡

、

土師器椀　高郷　要撃　小形壷　紺などである。第臓号住居跡からは碧玉製の勾玉が鵬漉し竃締る。澄た第割濫

号住居跡から組立した小形意中には　漉器の赤彩に使用したと考えられる赤色顔料　璃ンガララ　が多選二残慧

’ていた‥、

第3期（6世紀1

′　　　　　　′

20亀　213，2ユ＿5，255，259，281、30説　ごⅢも　336言最上　31一旦2，3・祐　352言〕62，370号住居跡が該当する、これ

までは平坦部に立地し老いたが　調査　区の南斜面からも検出されるようになる。住居跡の規模はぎ　ー辺が＄

′

折る。主軸方向は野…　0～磯○…隊の範囲であるが　その中でも多齢のはN－蟻の～磯の…噺を指す住居跡であ

ノ
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塔　婆　甑ラ　小形婆が主で　須恵器球　威　平瓶などである。高郷　塚は黒色処理を施しているものが多い。

第詣号住居跡からは　貯蔵穴付近と南西壁際の床面直上から完形の土師器杯　高率　小形婆　甑が雷点出土

している、二つ

第4期（7t鞘己）

調査　区から　軋　調査　区から霊軋　調査　区から6軒の竪穴住居跡を検出している。第温38，165，17魂，

選等5，思97，228，23漫筆　235，2確3タ　25の，253ヲ　260，274タ　289き　295，309タ　325タ　327，33の～332芦　334，348，3魂9，

3549　3姉言蟻も　談税　3蝉言紆疇　罰戦　5礪言狛ト儲載　5蟻言甜絹鳴屑磯が該当する。調査区全域の広い範囲

から検出されておりタ　この傾向は前年度の調査融こおいても同様であった。住居跡の規模は，一辺が5mほど

の中形住居跡と，一辺が3藩彿ほどの小形住居跡で構成され，平面形は方形または長方形を呈している。主軸

方向はN…　0～錮0…Wの範囲であるが　その中でも多いのはN…　0～翻0－Wを指す住居跡である。出土遺

物は土師器堵資　鉢芦　要撃　甑夕　須恵器塔，凌ぎ　平瓶なども少選出土している。第別号住居跡からは，県内では

2例日となる，鋤先形上製品が出土しているこ、

奈良・平安時代

本遺跡の中心となる時期で9　3期に分けることができる。

第1期（8世紀）

調査　区で　軋　調査　区で滋野　調査　区で　軒の竪穴住居跡を検出している。当時期は，調査区全域か

ら検出される傾向がみられる。住居跡の規模は，一辺が　m前後の小形住居跡で　方形または長方形を呈して

ノ　1－・ノ∴′J、：、（　　＼／三。ノItノ言－ゝ‾・′読′′二　一ナノ、ぐ圭射、のか＼　ty）、黒；0．十を待つH

屠跡でヲ　翫軒みられる。出土遺物は土師器杯芦　賓，須恵器輝ラ　高台相称，盤夕　蓋，寮などである。当時期の須

恵器は，当遺跡から北西温5kmほどにある新治窯跡群の製品が大部分を占めている。須恵器舞は底径が太きく，

器高が低い様相を室し芦　底部は回転へラ切り後，へラ削り調整を行っている。第別号住居跡からは，須恵器

輝汐　高台相棒が3点重なり合って出土している。また，蓋も出土している。塚は底部が丸底気味で，高台相棒

は高台が低い。蓋は短いかえりがっくものと芦　折り返しがっくものが出土している。様相から8世紀前責と考

えられる。、

第2期（9世紀）

調査　区から　軋　調査　区から器軋　調査　区から　軒の竪穴住居跡を検出している。住居跡の規模はラ

ー辺が5m前後の中形住居跡と，一変が3。5m前後の小形住居跡から構成され，平面形は方形または長方形で

Jl／　再hノ声車上＼：祝し・′　＼　ニ駕。・：′ノ）揖川‾∴上るか　ての∵でも彰一、のか．＼　50　五、N l（）〇　二二

を指す住居跡で「禦軒みられる。出土遺物は土師器杯，高台相棒，婆，須恵器埠，こね鉢∴覿言乳　高盤，灰

粕陶器が出土している。また鉄錬，銑鎌，刀子などの出土も多く見られる。須恵器埠は，1期より底径が小さ

くなりラ　器高が高くなる様相を呈する。後半になると，ロクロ成形の土師器が多くみられるようになる。塚は

内面をへラ磨きをした後芦　黒色処理を施しているものが多い。高台相棒は，高台が高く，高台径も大きい様相

を呈する。また第飢銑　訝号住居跡からは　猿投窯黒笹鋤号窯式と考えられる灰粕陶器長頸瓶が出土している。

1－671－一一一



第3期（1．．0世紀以降）

t‾ノ・　′、　三　　　、二l∴l　．・；　．．　′一　′くり　－ノ　　、　一・　　　′　　　　　　　　　　　．′　／、・

一‾・ノ　　′　　′　ノ　　　′／　　　　　　　　′　　　一　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　．　′′′

、　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

く　′　　、　　　　　′・′

′＼ノ　　ー′′∴′、　　！′、・．ノ壬　r　　　　・　　　　　　．三　　′・．二　　ノ．　、

′、′　　　　ノ　　′・：、　ノ　ー．　．、、　′′　　ノ・　　　　　一　　　　、　・　　　　′　　　　′　て　・′′

lノ　　　ノ　・一′　　　　　一‾＼′　　一′1／ノ　　ノ　　　　　　　′′　　　　　　　　　　′′′　．∴　　′′　・′．ノ′、

′一　　　　　　′　∴　　ノ／ノ　、、　　′　′、′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　ノ、　・　　　　　　・㍉、

′　ノ．　一　　　′　′　′′　ノ、　　　、′　　　　、　′．、∴　　　　′　′　　　′′　　　　′　　　．′－．

・　′　．∴、．ノ′′t　　　　　‥　　　　・　　　　　　∴　　′　　　　′　ノ　　．・

近　　世

調査　区西部の　第翻号士族から元豊通常拍舶鋸が出土しており　墓磯の可能性が考えられる。

註態参考文献

（1、、1竪′′雄三居跡の規模は言う0日廿日二を大形、30雨未満20nl七日二を中略　20I汀未満を小形とした＿、

′　　′　　’′′‘′　　　′′′　∴ン　　　　　　ミ　　′、　　　　　・　′　′　　　－　ノ：‘　　・′　　－

茨城県教育財団文化財調査報告建築』摘那年3月
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紺

熊の融通跡出土赤色物質の成分分析

パリノ⑳サーヴェイ株式会社

はじめに

古墳時代中期の住居跡から検出された小形の義形土器に赤色物質が認められた。今回は検出された赤色物質

の素材を明らかにするために資　Ⅹ線回折（粉末法）分析を実施する。

1　試　　料

試料は　調査　区第別号住居跡出土の細粒赤色物質である。

2　分析方法

あらかじめ摘OCで　時間乾燥させた細粒赤色物質を粉砕器を用いて微粉砕した。この微粉砕試料をⅩ線回

折用アル　ニュウムポルダ…に充壊し　以下の条件でⅩ線回折を行った。足立夕　臓翻：日本粘土学会誹那）

検出された物質の同定解析は芦　測定回折線の主要ピ…クと回折角度から原子薗間隔および相対強度を計算し，

それに該当する化合物または鉱物をⅩ線粉末回折線総合解析プログラム（五十嵐　未公表）により検索した。

、∴：二子ミ亡、工、：∴∴一，二、、

結果を図1に示す。、

今回分析した細粒赤色物は約摘0ほのからペ…スが高くなっており酸化鉄を含む事が明らかである。ピ…

クとして検出された鉱物は，赤鉄鉱芦　石英の2種類である。この内，赤色を呈する鉱物は赤鉄鉱であり，赤色

物質の素材はベンガラと判断される。

なお資　赤鉄鉱の蝕に石英が検出されたが，石英は岩石や土壌にごく一般的に認められる鉱物であることから，

赤色物質採取時に混在した土壌由来の鉱物と推定される。

（引用文献）

足立吟也（1980日▼‾6章粉末Ⅹ線回折法　機器解析のてびき3＿」．p64－76　化学同人．

［：］本粘土学会編（1987日l‾粘土ハンドブ、ソク　第二版」．1289p，技報堂出版．

ぺ73－－



検出鉱物

Qz：石英

He：ヘマタイト（赤鉄鉱）

予享
5　　　　　　　　10　　　　　　　15 20　　　　　　　　25

・さ′　　二㍉十、六∴一・一．．‘‘“　二二‾　　∴‾：∴∴ノ　㌔′∵㍉　　　－
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鱗の融遺跡竃膜層の厩燃料学分析

′　　　ノ

iまじめiこ

熊の融遺跡は廃谷田川着岸禽地史に立地する。今回の発魔調査により番場時機前期◎画期◎後期と奈良◎乎

、　　　　　　、

′

れたイネ科植物の痕跡が残留しているものと期待された。

そこで　今回の　然科学分析調査では　抽出された照や骨片の種類を明らかにするために骨◎照同定を行う

′　　　′

既層を対象として植物珪酸倦分析を行叛　イネ科植物の燃料紺に関する試料を得る。

溺　読　　料

、　　′

跡および測琴柱屠跡のカマ　族層の漉洗選別こより　腰片や骨片などが回収された。試料名凋…摘No

、

抽出するための水洗選別試料に分割した。

2　分祈方法

拍　　植物珪酸体分析

ノ′　　ノ　′′．′一′

体は賢　剤などの組織構造を望して折る。植物体が土壌中こ取り込まれた後は誹護とんどがま壌化や撹乱などの

影響こよっ竃分離し単体となるが　植物が燃えた後の族には組織構造が植物珪酸体刑などの形で残されている

場合が多締例えば撃　プ射づメ療サ…ヴヱイ株式会社学　帽鋸。そのため　組織片の症状により　当時の燃料相の

種類が明らかになると考えられる。

摘　種宴遺体診腰魯骨片の洗締出し

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′、、

′　ノ′　　　　　′．　′ノ　ユ　　　　　　′

で、種実同定で用いている通常の分析方法をやや変更した

潤う　骨虚腰間定

船…璃あるいは実体顕微鏡を用いて腰⑳骨の形態的特徴を観察し　種類⑳部位の同定を行う。なお　同定は

早稲田光学金子浩昌先生こお願いした。

遜　臓号怪應紡劾苛　の燃料樹藍魔物窺澄臆肇齢習

こ、い　結　　果

組め　組織片⑳植物珪酸体の産状

′　　　′．′言‘1　∴ノ′、
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認められなかった。

t）．動e植物遺体の産状

小植物遺体

植物遺体では　微細な紺片が微農に検出されたのみであり　樹種の同定は不能であった。

②動物遺体

S上1－1198NO18貝試料中にはヤマトシジミの石殻が3点∴左殻が10点、ハマグリの左殻主点が認められた、．

また　本試料中②は細井化して種類の同定が不能なものも潜まれていた。

、、　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　、　　　　　∴

、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　・．　　　　　　　　、　　　　　　　　ノ

′　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　′

′、一へ　　′　　　．　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　一

（2“）　考　　察

試料中からは不明組織片がわずかに認められたことから　カマ　の燃料紺に誓い竃検討するこ藍は困難であ

る。発掘調査ではカマ　の鹿床上商に族層が認められたたされ竃折るが　植物珪酸体の保存状況を考慮すれば撃

′

鷺　燃料樹に由来するイネ科植物が保存されなかったのかも知れない。なお　カマ　の燃料樹とし竃周囲に盤

隠していたスズキ属やササ頬などのイネ科植物やザネなどのイネ科作物が利用され老いた例がこれまでの分析

調査でみられる佐瀬学　帽舶　濃越撃　摘翫…プ射ブプ魯サ…ヴェイ株式会社労　相鋸など。今回の平安時代のカマ

でも同様なことが想像きれるが　この意はさらに蝕の経屠跡のカ等　戊層との比較検討や　当時鴨の本遺跡

周辺のイネ科植物欄に関する情報も蓄積することこよっ竃　明らかにされるであろう。

一方　食物残漆とみられる骨片では加工疫は認められなか㌣たが夢　しかし戯および骨片はいずれも加熱を受

卜′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

れる

磯　≡漑瑠璃瀾瀾磯閥牒喝億劫感遜虎男射竃

上目　結　　果

獣骨骨片では主こシカが検出された。その部位は　＋　手擬骨珍左中間手擬骨勝右脛骨結藍⑳上腕骨遠位端

、　　　　　　　　　　　　　　　　′

カかは判断できないが　澗肢骨破片が多　認められ老いる。さらこ種糎は不明であるが　幾骨の鰭麻絆も認め

られた．

慧　総　　孝義

今回の分析調査では　カマ　で用いられたイネ科植物の燃料紺こ関する情報を試みた。しかし　植物珪酸の

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

は過去の燃料樹の実体を知る上でも今後も有効であると考える。今後とも　周辺の遺跡においてもカマ　覆土

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

連性を含めて検討したい．
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また　本遺跡では　畜場時機後期の経屠跡カマ　から検出された獣骨と平安時代の経屠跡から検出された貝⑳

骨の種類が異なる結覚が得られた。これが本遺跡周辺こおける漁労帝狩猟の変遷を反映している可能性もある

、

る漁労像狩猟に開する試料が得られると期待される。

橘周文敵う

近藤錬三番佐瀬　隆組粥郎植物珪酸体分析　その特性と応用。第綱紀研究汐　瓢　卵割…磯

太越昌子拍鱒鋸　プラソ　癖オパ…姫分析　平賀遺跡群発掘調査報告書学　齢鋪…凱　平賀遺跡調査会

プ射づノ怨サ…ヴヱイ株式会社拍猶那　自然科学分析からみた太地の生活机上　慶応義塾藤沢校地埋蔵文化財

調査室編　湘南藤沢キャンプ議的遺跡　第　巻　線諭上　汐鍼…那玖　慶應義塾軍

産頼　経組減鋸歯墳時機住居跡の炉二関する廃土について　…植物起源粒予の植物珪酸体から見て…学

饗京都埋蔵文化財センタ…調査報告書第　集　多摩ニュウ…タウン遺跡…顧和泊年度…　第　分潤築　上

離糀紅潮環∴敷斎埋蔵文化財妻ンタ…

一車う了’丁



熊の融遺跡蹴漉須磨器適齢の飽漉分析

∈株∋　第閤期地質研究所　井漉　巌

瀾　将　　的

熊の由遺跡からは、須恵器壷Gと思われる▼呈点のi二器片が出i一二し．ている、これらの遺物において蛍光Ⅹ線分

析を行い．元素の組成を調べ胎「一の特赦を明らかにしノ．、生産地を特定することを目的とした

2　分析結果

「「1Ⅹ線回折試験結果

①タイプ分類

表　胎丑性状嚢には熊の山遺跡の壷鐙とともに　既分析の静岡県の助宗窯　花坂臨機窯　溌阪府の漉庭寺窯

の土器も記載してある。第　素に嘉すようこ土器胎生は風～抱の趨ター　プに分類された。熊の蛙遺跡の壷鎧と

ともにその多引　高温で焼成され老いるために　胎並中の粘土鉱物た造岩鉱物はガラ議に変質転学　分析は擁

出されない。以上のようこ　熊の山遺跡の遜鎧は高温で焼成され　すべて翻タイプとなる。

②石英の斜虜着慨欄瀾怒当事茂

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の樹貿　土器の焼成温度との漉きな関わりがある。土

器を作成する過程で，ある粘自∴ある量の砂を混合して羞地上を作るというこ上は，個々の集団が持一′二）‖器作

成i二の固有の技術であると考えられる、

自然の状態における各地の砂はつ現有の石英と斜長石比を有している＿＿，この比は後背地の地質条件によ1て

各々果な1てくるものであり，言い換え′畑ま，各地の砂は各項㌧‖fの石英と斜長石比を有していると言える

ここでは助宗，花坂島橋，大庭寺の各窯と比較、検討しノた＿、．

1回に示すように，熊の両遺跡の壷Gは助宗窯の‖器と同じグルノーーブに集中する＿、．その選出強度は石英が

▼1000＼．1800，斜長石が50＼150の範囲にあり，集中度は高い∴熊の両遺跡の」自国の壷Gは比較的狭い領域でグ

ルー一一一ブを形成し，混合比の類似性は高い、柁坂島橋遺跡の壷Gとは明らかに異質である、

（2、）化学分析結果

表2化学分析表には熊の山遺跡の壷Gとともに．既分析の静岡県の助宗窯、花坂島橋窯，大阪府の大庭、㌣窯

の土器も記載してある「

亜説02－A1203の相関について

2図SiO2－A1203図に示すように熊の山遺跡の壷Gは助宗窯のブル一一嶋ブに近いところでグルー．一一一フを形成し，

集中度も良い一、．熊の山遺跡の壷Gは花坂島橋遺跡の壷Gと他の‖器を含め明らかにグルー∴才が異なり，異質で

ある。

し2We203－nIgOの相関について

．′：ら、、了∴こ－　＿、
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形成する。鈍縫鋸豊　㌦野蒜　Mg癖は　掬㌦　を　％の狭い額域にある。拷捌W遺跡の還鐙は花坂島檎遺跡の壷鐙

と池の漉器を含め　明らかにグ婚…プが巣なり　異質である。

各般沿濃威纏減潤脛霊癌攫

図鑑監紅振㊥図に示すように　熊の融遺跡の壷鎧はK　のの値がゆ　㌦　ゎ％の狭い範囲で餐申し　助宗窯の

土器とは異なるダ捗…プを形成する。

3　富　た　め

拍ラ　丑岩船丑は高温で焼成され老いるためこ　鉱物がガラ議に愛鷹し　掛タノ　ブが　蘭である′う

摘　　Ⅹ線圃桁試験に基づく唾…野路閑では助宗窯の患器と共存し　開通後が伺われる。j

摘つ　ノ階学費折結果鷲は撃　鮮潤触感瀾域域緒龍は滴紅潮威風　翫厳泌鴻纏漁掛酬瓢脅腹掛宗窯の土器と近い関

係にあるが　監監紅踪抱の登は締　ぶん巣なる。花坂臨機遺跡の土器とは明らかに翼なる。

射　　個の熊の血遺跡の壷鎧は義経回折試験と楼学分析の両方で分断値が近軋　同じ胎鮭二義づ紅鮭器であ

る芸た惑わかる。また　分析値を蝕の遺跡の土器と比較したとき　新治窯と末葉‾窯の茨城県のものとは

明らかに異質であり　遜鐙との関連する静岡県の漉器と比較したたき　助宗窯の土器の分析値が蔵も近新

関係にあるようこ隠受けられる。
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義濫　胎土性状蓑

試料
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助宗一2　　　　　　 0．8510．袖 15．封71，85「㍑可　0割 0．80 0．06 7．86　　0．03 100．01秘密塾 須恵‾露醇‾‾を⑥¢＿＿垣う‾‾

助宗一j　　　　 註　1．珂　0．椚 17」2 離日0　日目　0湖 0．78 0．00 軋12　　0．00 100．01細谷Å 須恵審輝摘C箪＿）

助宗一4　　　　 号　　＝刈　0．朝 漫6ぁ33 蝉肇駁旦堕し退避0．89 仕04 8．20　　0」j 10仕00旨磯谷A 須恵器林　接しM〕

助宗一5　　　　　 1．叫　0づ4 17．55 鵬40lj．叫　0．jj 1．16 0．24 6．781 0．00 IOO．02細谷Å 須恵器坊津rM†

助宗一6　　　　　 1．15lo．70 15．0（l 篭．鵬障＿撥＿＿蔓　。欝0．5も0．1与 了．jl　　O．00 100．01音細本人 須恵霹埠摘C掴ラ

助宗一7　　　　　 1．5011．25 16．56 鍋．射　4．04　　0．19 1．11撃＿‡擾＿攣 5．29　　仕Oj ，1（泊．01細事Å 須怒器墜摘CM）

助宗一8　　　　　　 ．猶　‾五彿 20．1j 鋸．Ijl．11210．29 0，男0．53 ，輔　　0．00 100．01置細谷Å　　　屠須恵器輝摘CMラ

助宗一9　　　　　　 1．7可　0．92 17．19 張嘲昌墜軋牒挙 0．92 拶 7消1lo．25 100．00細谷革　　＿＿＿藍須恵器埠　摘じ‾M）

助宗一10　　　　　 1．01Io．ウ9 14．2台72．0幻．0可　0．41 0．94 い．08 7調l作目 10仕00細谷Å 須恵器杯亘目性

助宗一ll　 I儲　1．1可　0調 1台．41 71．08lj．lblo．j8 1，0与ひ．1ヱ 0第…　腰の 99．99細谷A 須恵器稀摘CMラ

助宗一12　　　 露　0．j4ll．jj 22．38 柾．67ll．叫　0．29 1．01 0．00 ．7可　0．22 99．99冒細谷C 膣塞紅麹鎧旦主＿ム＿＿＿．

助宗一lj　　　 且　0．22lo．92 20．63 67．7j　2．jblo．拍 1．2ウ0．j6…幸坦「■リ7 100．01細谷C　　＿＿＿＿腰須恵器捧持CEラ

助宗一14　　　　　 0．7010．74 17．12 74」112．9010」7 0．66 0．1ウ賀ハ．．．、．y．－．．胆 100．00固谷野 須恵器棒はばだラ　腰

助宗一15　　　　　　 0．25　0．45 22、24 相．412．7610．1封0．白子0．29 ＝叫　0．腑 100．01細谷＝ 須恵等庫拍CE）

助宗一lb　　　　　 l．輔lo、消 15．台5 67．帥　2ナ5月　0，うり0．与り什00強 ＿＿＿＿録＿麺 †仰．仰清水下　　　 屠須恵器輝　摘CM）

助宗一17　　　 甘　1．4610．68 15．84 71．16　2．99　　0．44 鞋粥0．00 ＝刃・醐1 IOOカ0甘清水下 須恵器腿 軋 屋

助宗一18　　　　　　 2．叫1．58 i針路64．52Ij．87io．12 I．17 0．07 6．7可　0朋）100，01魔境渡 須恵答埠摘CMラ

助宗一19　　　　　　 1．21　什掴 14．84 7日叫．＝71仕jO 0．与与録＿嘩 鋭1与10．11 100．0（）鹿鳴渡 瞳嘩寒琴了亘衰重二刀

滝ナ谷－1　　　　 1，4411．31 21．82 蜂蛸」墜軋牒避 1．00 仕00 わ．叫　仕j5 100．01試験窯 貌離郷U簿旦那

滝ケ谷－2　　　屠　1．（珂　0．89 21．65 65。5軋jニ軋旦墜劃1ナ07 0，00 5，7510．22 1榊．01線読験窯 乱撃墨畢墜⊥軋 」

滝ヶ谷棄て三並二手彿い．謂 18．42 67，6813．4510．28 1．06 0．00 6．1blo．07蔀′ノ′′′′′′′蔽掌rく′j試験窯　　　 屋＿須滋野棒｛針㌻針

大庭専一83　　虹」建軋J彪 17．31 鍋．58　2．4110」0 1．1j 0．2ヰ ．粥　　0．00 99．99普靡：畢文協須牽置く5C酎

大庭寺－84　　着　0．2611．02 17．69 64上り　二H融　0．57 1．24 0．0両 松雄上牒却 100．01す府：埋文協須恵芳雄C　＿＿＿＿

大庭寺－85　　　　 1」011．2台17．51 67．4912」710」ヰ0．与8 0．14l ＝）可　0．14 葺珍ア＿＿箪＿皇道府e埋文協　嘗須恵音律CEラ

大庭寺一帖　　　　　 仕7d l調 20．07 料魂巨料軋適彿 1ナ0り鋤 7．7510月ヱ 10仕00府：埋文協領怒器沌CEj

大庭寺－87　　…且　1，5月　0．賄 14．74 741512．08　仕47 0．87 仕00 4．871巾．0い 10什01府：理立場須恵器持CEラ
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Ai203（W1％） 欝　閲　慧◎輸魔瞳◎固
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監遜◎　獅釦溌射 欝機関　醍窯◎脚暖遜◎園
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